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高峰 博士 逝く  (紐 育 タイ ムス 所載) . 

崇高な 乙 市民 (夕刊 ゥォ— ルド 紙 社說) 

高峰 博士 逝去す (紐 育 ゥォ— ルド 所載). 

謙讓の 人物 (紐 育ネ， 'シ ヨン 社說) . 

高峰 博士 死去 (紐 育 トリ ビュ— ン 所載) 

偉大なる 高峰 博士  (ドラッグ ケミカル マ ー ケット 所載) 

偉大なる 日本人、 科學 者に して ジ ヨセフ、 クラ— ク 4.. 

國 民間 親善に 盡 したる 高峰 博士 シ ヨセフ ク グぜ 

故 高峰 博士 追悼 文 (H ミル メ 1ャ1) 

高峰 博士の 訃 (時事 新報 論說) •： 

高峰 博士 遂に 不起 乎 (醫海 時報 所載) 

瞳！ 高峰 博士 終に 永眠 (醫 海 時報 所載)… . 

鳴 呼！ 高峰 博士 遂に 逝く  (醫事 公論 所載). 

高峰 士長 逝 せら る (治療 藥報 所載) … . 


樱 の公圚  

日本 趣味  

天 爵 人 爵  

家 庭 生 活  

以上 本文 

高峰 博士  (紐 W 新報 所載) … 

其 日の 悲しき 高峰 郎 (紐 育 新報 所載) •： 

全村擧 つて 弔旗 を揭ぐ  

故 高峰 博士 葬儀 (紐 育 新報 所載) … 

告別式 (紐 # 新報 所載) •: 

R? 電 二 百 餘  

高 峰 讓吉氏 (紐 育 ヘラルド 社說) 

高峰 博士の 一 生 (紐 育 タイ ムス 社說) 


高峰 博士の 長逝せられ てよ .9、 早 くも 玆に 滿四ケ 年の 歳月 を經 過し た、 眞 に 追 慕 に 耐 

えない 所で あ る。 

棺を蓋 ふて 而 して 後 論定 まると か、 古 來 生前の 名必 やし も 死後に 傳 はらざる 者が 多 

い。 然 るに 高峰 博士 は、 六十 九 年の 生涯、 一 言 以 て 之を掩 へ ば、 曰く 努力、 直に 人間 至上 の 努 

カを竭 くされた る ものであって、 生前 旣に 名聲の 世界に 藉甚 なる ものが あった が、 而 も 

偉大の 精力 を 傾注せられ たる 其 功績 は、 學 術 上に も、 事 業 上に も、 將 た故國 と居國 と の 爲 

めに せる 國民 外交 上に も、 歿 後 益す 顯 はれ て、 人 の 哀惜し 追 慕 する も の、 日 と共に 厚 き を 

加 ふるので ある。 

鳴 呼 高峰 博 士、 斯 偉大なる 人格 は、 須 らく 之 を 後世に 傳 ふべき 傳 記が あらねば ならぬ。 

予は 自ら 揣ら す、 予 の覺 束な き 記憶 を迎. 9 て。 博士の 閲歷 を編述 せば やと 思 ひ、 遺族の 方 

々拉に 博士の 知友 諸氏に 乞 ふて、 卑 稿に 對 する 是正 若く は 追. 補 を 求め、 其與 えられた る 
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故 高峰 博士 を 悼む (化學 工業 所載)  一 六 五 

高峰 讓吉 博士 を 憶 ふ (ェ學 博士 高 松蠻吉 )  ニハ七 

高峰 謝恩 紀念 基金 設定 (治療 藥報 所載)  ： 一七 五 

酒精 醸造に 日本の 醸造 法應用 (日本 醸造 協 會雜誌 所載)  一七 六 

故 高峰 博士 追悼 會 (三 共 月報 所載)  一九 一 

發起人 總代子 © 谧澤榮 一— 理化 學硏究 所長 ェ學 博士 子 © 大河 內正敏  一九 三 

造 悼お き i 帝 國發明 協會々 長 法學 博士 男辦阪 谷芳郎 lul 米 協會々 長子 倚 金子 堅太郎 

萬 朝 報の 言 論  ニニ  0 

士 逝去 後の 行事  ニニ 三 

高峰 博士の 遷靈式 (ゼ、 ゲ ャパ- 一— ス、 タイ ムス 所載)  ニニ 五 

責 出しに は 官報で 宣傳 人 肥の 賣擴め 時代 上 (東京 日 H 新聞 所載)  ニニ 七 

賣れぬ 肥料が 胃病の 恩人 人 肥の 賣擴め 時代 下 (東京 新聞 所載)  二三 0 

メモリ ャ〃、 デ ー を迎 へて 園 民 外交 家と しての 高峰 博士 を懷ふ (u 米 S 報 所載)  二三 四 

K の門會 协士傳 記 編 露の 捉議)  二 四 二 


高 峰 家の 家系 

伊能忠敬が、 日本 地 圆に經 緯度 を附 したる もの を 始め て 作 し、 それに 成功した のが 

寛. 政 十二 年であった。 叉歐洲 文化の 輸入に 至大の 功績の あった、 蘭 學者前 野良 澤が 八十 

一 歲の 高齡で 歿した の は享和 三年で あつ た。 恰 も 其 頃に、 越後の 高 田に 高峰 幸 庵と いふ 

醫師が 在った。 此 高峰 家の 本姓. は 卜 部 氏で、 其 先 は伊岐 宿讕是 雄、 天 a 屋根 命の 裔 だと 稱 

された。 足 利 氏の 時代に、 和 泉の 郡宰に 高峰 刑 部と いふが あって、 刑 部の 玄孫 を 利 右衞門 

と稱 し， 利 右衛門の 子慶庵 は、 當 時の 名家 宇井 法 印に 醫術 を學 び、 業 成. c> て、 越 前の 國主松 

平家に 仕へ た。 元 和 九 年に 松 平 光長の 封 を 高 田に 移さ る、 や、 慶庵 も隨從 して 來. -高田 

に 住んだ。 是が高 田 高峰 氏の 祖 である。 二 代 は 仙 庵、 三 代 は 元 陸、 共 に 醫術を 以て 松^ 家に 

仕へ て 居た ので あつたが、 松 平家が 事に 坐して 美 作津， 3 に^せられ たる 時、 元 陸 は 致仕 

して 高 田に 止まら、 上 小町に 住して W 醫師 となつ た。 四 代 は 幸 庵、 五代 は 幸 伯、 六 代 は 叉 幸 


所に 由 .-、 採 る ベ き は 採 .CS  、訂 すべさ は訂 し、 即ち 此編を 成し な而 も 博士の 事蹟の 多方面 

にして 其 及ぼす 所の 廣 且つ 犬なる、 此 小編の 能く 監 くす 所でない、 耍 する に是亦 片鱗に 

過ぎない ので ある が、 追 S の 情 禁じ 難 く、 聊 か 以て 記念の 一 端に 供 せんが 爲 め、 之 を 印刷 

に附 して 同志に 頒っ ことにした。 

附録と して 揭 げたる 十數編 は、 博士 逝去の 當時予 が 散見した る 內外諸 新聞、 雜 誌の 記 

事 等に し て、 元 よ.. >  其 全部 を綱羅 したる もので はな い。 又是 等の 諸 編 中に は、 往 々にして 

事實の 相違せ るが 如き もの も 見 ゆる が、 今 は！ 々を 訂正せ す、 原 文の ま、 に 揭げ. て S い 

た。 

此 小編の 出版が 意外の 遲延を 見た る は遺慽 であつ た、 先 年大震 炎の 時折 角 蒐集した 

資料が 散逸し 其 再 集に 多くの 日子 を 要した 爲 である、 幸に 再び 稿 成り 兹に * 志 を 達し 

たこと を附 言 す る。 

大正 十五 年 七月 二十 二日  鹽原 又策識 ， 


なった。 幸 庵 氏に 子な く、 高 田の 人 長 野 金 次 右衛門 氏の 長女 トキ子 を 養 ふて 子と し 、後， 高 

岡の 町奉行 小 堀 金 右衛門の 家來松 井利 右衛門 氏の 男 玄臺を 入れて 婿と し、 高峰 家の 嗣 

と爲し た。 是 が 即ち 高峰 博士の 祖父母で ある。 

高峰 玄臺氏 

高 岡 高峰 家 第二 世た る 玄臺氏 は、 松 井 氏の 出で あるが、 武人と して 世に立つ の 意な く、 

江 t!T に 出で、 聖堂に 入り、 孜々 として 儒學を 研鑽し た。 後、 思 ふ 所 ありて 醫 術を學 び、 術 進 

み、 業を卒 へて 歸鄕 した。 時偶 ま 幸 庵 老の病 篤く、 而も 其嗣 なきに 依.^ て、 南 氏の 斡旋に 任 

せ、 高峰 家の 養子と 爲. -、 ト キ 子と 婚し、 其 家と 業と を 襲く こと、 なった。 玄臺 氏は醫 術に 

S じ、 き 者の 信頼 篤 く、 幸 庵 老後 あ.^ と稱 せられた が、 又 頗る 文事に 富み、 自ら 犀お と號 L 

，よ 最も 得意で、 犀江吟 草の 遺著が ある。 玄臺氏 一 日 蘇 東坡の 三槐堂 銘を讀 み、 王 氏が 手 

から 三 槐樹 を 庭 上に 植 え、 吾 が 子孫、 必ず 三 公と 爲る者 あらんと 籤 言 し、 其 子に 文 正 公 を 

出した る 事蹟に 興味 を 有ち、 其 邸內に 槐樹 を 植え、 欝々， る 三槐、 惟 德の符 たよ ど、 稱 へて 


庵と 稱し た • 今 よ. 9  fa 十 年 前、 文 化 十 年 二 月、 幸 庵は髙 田の 居 を 引き 纏 め、 越 中高 岡の 御馬 

出 町に 移 ，9、 玆 に 醫業を 開い た、 高 岡に 高峰 家 ある は此 人が 初めで ある。 

高峰 幸 庵 氏 

幸 庵 氏諱は 宽容、 亭と號 し、 醫 術に 精通した るの み ならす、 文事に も 長け. 槍 書 も 亦 巧 

みに 描いた。 高峰 家の 菩提寺であった、 高 田の 善行 寺に 藏 する 涅槃 像 は 其 筆に 戌れ る も 

の だと 傳へ られて居る。幸庵氏の高岡に來..^住むゃ、名聲甚だ高く、遠近ょら集 へ て 治 を 

乞 ふ 者 多 く、 門 前 常に 市を爲 し、 日 に 千 服の 藥が 出る と 噂され る ほどで あつ た。 斯 く 繁昌 

した それが 爲 めに 同地 同業者の 嫉妬 を 受け、 藩の 制度と して、 他國 者の 永住 を 許さ、 る • 

其廉 を. & 立て 內訴 した 者の あつたの で、 町 奉行 か ら、 退 去の命の下るべき段取-^^にまで 

なった。 併し 幸に 土地の 有力者 南 氏 等の 庇護に 依. M し、 髙峰家 從來の 宗派の 日蓮 宗な り 

し を、 臨 濟 宗に改 宗 し、 名 刹國泰 寺に 入 ら、 籍 を 其 寺 侍に 列す る ことにし たので、 爾來町 奉 

行の 支配 を 受けざる こと  >  な ら、 藩 の 制度に も牴糜 なく、 高 岡に 永住し 得らる ゝ ことに 


爲 し、 金 澤に移 轉の前 年、 即 ち 安政 元年 十 一 月 三日— 陰曆 では 九月 十三 日 I に 一 子 を 擧 

げた、 此 時の 呱々 の聲 こそ、 麒麟 兒 高 峰讓吉 君が、 世に 發 したる 第 一 聲で あ る。 精 一氏 は 妻 

子を携 へ て 金 澤に移 ら、 居 を 梅 本 町に 定 め、 特 に 高 岡の 舊 居よ.^ 苗木 を 取 b 寄 せ、 門 の 左 

右に 槐樹 を 植え た、 其 雅 號も是 に由來 する ので あ る。 精 一 氏 は 子福者で あつ て、 長 子 高 峰 

博士に は 五 人の 弟と 七 人の 妹と が あつ た、 其 弟 は 退 一 一、 三 郞、 亨 一 郞、 修 五、 榮 三 郞の五 氏で 

修五氏 は 粟津 家に、 榮三郞 氏 は 藤 井家に 養 はれ、 今 現存せ る は 榮三郞 氏の み で、 他 は 皆 故 

人に なられた。 又 妹 は 節 子 (南 兵 吉氏未 亡 人 5 子、 順 子 (竹 橋 尙文氏 未 C 人) 十 九 子 (能 久治氏 

未 C 人) f  f 二 子、 せ い 子 苗 島吉 右衛門 氏 夫人) 五十子 で、 虞 子、 十 九 子、 十 三 子、 五 十 子 は、 是 亦 ^ 

に 故人と なられた。  . 

父君 も 化 學的發 明 家 

高峰 博士の 父君 精 一 氏 は、 前 田 侯の 典醫 としても 相當の 功績 を擧 げた 人で ある が、 化 

者と して の 功績 は 1 具 に沒 すべから ざ る ものが あつ た。 壯猶 館の 技術者と し て、 火藥 の 


居 た。 此 槐樹 を 植えて 間もなく、 一  男 a を擧 げ， そ れに剛 太郞と 名け た、 高 峰 博士の 父君 は 

此人 である。 

高 峰 精一 氏 

高峰 家 第三 世 は、 幼名 剛太 郞、 後、 元 陸、 昇な ど、 も稱 し、 明治 二 年に 精 一 と 改名 せられた。 

精 一 氏 は， 父に 從て醫 術を學 び、 文 事 に も 通 じ、 槐 所と 號し た。 天 保 十四 年 三月 京都に 出で. 

小石 元瑞の 門に 入..^ て 蘭 學及醫 學を學 び、 弘化ニ 年 四月 江 に轉 じ、 坪 井信 道に 就て 同 

く 蘭學及 醫學を 修め、 研鑽 七 年、 學業大 に 成 て 嘉永ニ 年に 歸鄉 した。 當 時の 蘭 學者 は總 

てに 於て 新 知識であった、 されば 精 一 氏 も 亦獨り 醫學に 通じた るの みなら す、 舍 密 の 學 

にも 精し く、 其 學績往 々人 を 驚嘆せ しむる ものが あつ た。 其 事い つし か 藩の 知る 所と な 

り、 安政 二 年に 召されて 金 澤に出 で、 藩 の 兵器 製造所なる 壯猶 館員に 擧 げられ、 士籍に 列 

せしめられた。 次て 醫術を 以て 御姬檨 附奧醫 師と爲 b  、後、 具 進して 典 醫に任 じ、 祿 |G 石 十 

人 扶持 を 給せられ る ものと なつ た。 是 より 先 き、 精 一 氏 は、 津 田 氏の 女 幸 子 を迎へ て 妻と 


たこと も， 皆 此 父君の 大 なる 威 化に 因る ものと S はれる ので ある 

長 畸 0 學 

高 峰 博 士 が、 年甫め て 十二 歳の 幼齢で、 加州 藩の 選拔を 被， 9、 他の 青年 十數 人と 共 に 長 

崎 留 學を 命ぜられ たの は慶 應 元 年 七月の こと で あ つ たつ 皆 それく に 在留 外人の 穿に 

寄寓した が、 博士 外 一 一人 は、 當時 の 葡萄牙 國 領事— 後に 同國 公使に なつ， f-l 口 レ ー 口 氏 

の 家に 寓 して、 語學の 修得に は 頗る 便宜 を 得て 居つ た。 其 當 時 各室の 掃 除 に も、 寢 具 の 取 

扱に も、 日夕 一刀 を帶 びて 放たなかった の を、 外人に は 奇異に 見られた とのこと であつ 

た。 元 治 元年に 藩 は 重役 其 他を载 せた る 藩の 軍艦 を 長 崎に 回航した、 序 を 以て 重役が 上 

陸して 一 々留學 生 等の 寄寓 所を訪 ひ、 宿主に 對 して 謝意 を 表した。 其 際の ことで ある 慧 

改 なる 博士 は 重役と 宿 生との 間に 立ちて 通 譯の勞 を 取った、 流暢に して 些の 殿み もな 

い、 重 役 等 は 舌 を 捲いて 驚嘆 し 「麟 麟 後 必ず 名 を 成す であら う」 と 爲 した。 所が 博士 は此 

當時 のこと を 話し て 「叫 レ— レ，^ 氏 は 久しく 日本に 在留して 日本語に 通じて 居る 人 だが- 


材料た る^ 石の 製造に 注目し、 • トンド レノ 即ち バ ー 力 クシ ヨン 、カップの 製 出 を 工夫し な 一 

由 來加賀 は山國 であ る か ら、 藩內到 る 所に 養 《  S に 製絲が ん てあつた、 精一 氏 は、 此 S 一 

絲 家の 廢 物た る蠶蛹 を、 切 草に 混じて 堆肥の 如くに 桶に 入れし め、 水 を 注ぎて 各 家の 床 一 

下に 之 を貯藏 せしめた。 是は蠶 蛹の 有する 窒素 分が 酸化して 硝酸 鹽類を 生す る 自然の j 

機轉を 促が したので あって、 別に 木灰 を 約 六 箇月 間 蓄積せ しめ 置いて， 其 灰汁 を 取え 之 

を 前の 德酸鹽 類と 混じ、 签に 入れて 煮沸せ しめ、 次で 之 を 桶に 取，" て 放置す ると、 器 底に 一 

結晶が 出來 る、 それが 即ち 硝石 —裙酸 加里— であって、 火藥の 重要 原料で ある。 精 一 氏 は 

新く 廢物を 利用して 火藥の 製. 造に 成功した るより、 藩の 要路に 進言して、 山地の 農家に 一 

て は. 右方 法に 依り 製造した る 硝石 何 貫目 は 米 幾 俵に 換算し 得る ものと して、 之 を 年貢 I 

に 採納し 得る ことにした。 此處置 は 藩に 取， 《 ^て も ー擧 して 兩 得で あつたと 稱 へられた • 

精一 あは？ i ほ此 他に も 有益なる 實 用的發 明が 数多あった、 それだけ 藩から も 重視 せら 

れ たが、 殊に 此 人に 因る 重大な る 影響 は、 其 子に 及ぼした る戚 化であった。 即ち 高峰 博士 一 

：^、 後年 世界的の 大發明 家なる 名 春 を 博し，^ の も、 亦 其 學 問が 終始 K 用に S きを かれ 


高峰 博士 は， 明治 元年に 京都に 出で 加州 藩の 安達 幸 之 助 氏の 兵學 塾に 入った， 名 は 兵 

學塾 では あ る が、" お 所に 於て 學 び た る は、 主として 語學 であった。 先年 博士 歸 朝の 節、 一 日 

伏 見 挑 山の 御 香の 宮 Si 近 を 通過し、 同行の 古田 氏 を 顧みて 、「自 分 は 弱年の 頃 此邊に 在り 

て 英語の 研究 をした ので ある が、 當時は 尊王 攘夷の 議が a んで * 若し 英語の 研究な ど を 

發 見され、 ば、 如 何なる 憂き目 を 見る かも 知れない の で、 苦 心 慘 t^s 其 學 修 に 努 め た の で 

あった が、 其 辛苦の 賜 ものと して 學 業の 進み も 早 かつ， K  。今にして 追懷 すれば、 茫 として 

隔 世 の 感 なき 能 は ぬ。 斯 かる 場合に も 古語 の 「戴 難 玉 汝」 と は M に 至 言 で あ る」 と 述 ベ ら れ 

た ことがある。 其 年 博士 は、 父祖の 業務 をつ がんが 爲め大 阪の緒 方 塾に 入った ので あつ 

た が、 其 翌年 又轉 じて、 當時 創立の 大 阪醫學 校に 入學 した。 其豫備 科目と して 理化學 が あ 

つた、 をれ が 如何にも 博士の 與 趣を惹 いて、 而も 德の學 薪よ， 9 も 之を學 ぶに 熟 中の 度が 

强 かつ た。 遂 に は 醫 學 校に 在 學 しながら * 大阪 舍密學 校に も逋學 し、 好む 學 科の 聽 講を爲 

す と 共 にド クト产 .^H^ 氏に 就て 分析 術 を 投 けら れ、 博 土の 硏究慾 は 益す 向上 し、 初 

志の 醫學を 拾て V 身 を 化 學に委 する の 決意 を爲 すに 至つ お、 明治 五 年に 大阪舍 密學校 


八 


それ は 長 崎 語で ある、 然るに 一 方 加州の 重役 は 又純释 の加賀 語で あるから * 同 

で ぁ ..=^ な が ら 兩 者 が 不 通 で あ る、 そ れを 私が 通譯 したの で、 長 崎 語 を 達者に 述 

ぎ な い、 け れ ども 長 崎 語 か 英語 かの 別 を 知らない 重役に は戚 心 された ので あ 

當 時の 迂 潤さが 知れる ではない か」 と 笑 はれた。 所が 幾何 もな く 其通譯 の眞實 

れ たの で、 左 様に 日本語の 達者な 人の 家で は 語學の 修得 上に 充分な り 能 はぬ 


とい ふ 乙と で、 英 人の 富豪で ォ ルト とい ふ 人の 家に 寄寓 換へを 命ぜられ た。 所 

H 氏 も 亦 日本語に 熟した 人な の で、 くて は 學習上 不可な. OS とい ふこと で、 更 

氏の 塾に 入 ..^、又 轉 つじ て 岩瀨谷 氏の 塾に も 入 り、 次 で 又 宣敎師 ゲ ェ \ ベ さ 氏 

校に も 入學し た。 博 士が 英語に 熟達して 居られる の は、 此時旣 に 其 素 を 養 はれ 

つ た。 氏の 家 に 寄寓 中、 或 る 年 氏に 隨從 して 京阪 地方に 遊んだ ことがあ 

藤 博 文. 後藤 象 次郎， 陸 奧宗光 等 元勸の 風貌に も 接した ことがあつ たさう であ 


じ H 本 語 

ベ た に 過 

、ら う、 以て 

が 藩に 知 

てあらう 

が 此^ 

に 何瀘之 

の 英 語 學 

たので あ 

る、 此 際、 伊 

る。 


から 化學へ 


を 加 へ られ、 四 年 八月に 氏 自身が ェ學 頭に 任せられた。 これが 即ち 日本 工業の 踏 出しで 

ある。 當時 開拓 使に 農業 專門校 を 建て 、あり、 東京 大學に 法、 文、 理、 醫 の四學 部あって、 化學、 

土木な》」 は理學 部に 置かれな けれども、 ェ部 省の 如く 諸 科に 行き渡ら なか つた。 世間の 

ェ|^ として は 幕府の 遺業が あるの みで、 民間の 事業 は 皆無で ある。 政務に 営る 者 は 藩閥 

の 無能者に あら ざれば 武功に 耀く 人々 のみで ある. = か 、る 時勢に 工業 富國 策を樹 て、 

群議 を排 して (三條 公な ど は反對 論者な b し) 其 基礎 を 築かれた る 後の ェ部 卿^ 尾 子爵 

こ を、 具に 日本 工業界の 恩人で ある。 さて 山 尾 氏 は學校 建築 敎師 雇聘 等の 事務 を纒 めら 

れ、 六 年 六月 敎頭 氏 外 八 人 * 朝した る を 以て， 土木、 機械、 造 家、 電信、 化學、 

冶金、 鑛山、 造船 (造船 は 十五 年 新 加) の 八 科と し、 二 年間 豫備學 科， 四 年間 專門學 科 を 授け、 官 

费を 以て 入學を 許し、 滿六 年間 寄宿 舍に寢 食せ しめ、 卒業後 七 箇年ェ 部 省に 奉職すべき 

義務 を 負 はしむ る ものと し、 八月 入 學試驗 を 行 ひ、 諸 寮の 修技黌 及 一般よ b 三十 二 名に 

宫« 入學を 許さ れ たので ある。 

高峰 博士 は 六 年 八月の 試驗に 及第し、 官费 入學を 許された が、 當時豫 科の 授業を受け 

1 1 


5 

の廢 校と なるや、 博士 は柬 京に 出 で、 志 願して、 其 年の 十 一 月に ェ部 省ェ學 寮の 修技 生と 

爲 つ た。 要 する に、 此修技 生 は 宫费學 生であって、 後に ェ部 大學 校の 創立 せらる、 や、 其 學 

生 は 多く 此修技 生から 選拔 せられた ので あつ た。 當 時 博士 も 亦 其 選拔に 漏れ す、 ェ 部 大 

學校應 用化學 科に 入學し た。 博 土の 志望 は、 玆 に 達成すべき 道途に 入った ので ある。 

ェ部 大學校 

治 三年 中、 民 部 權大丞 山 尾 庸三子 は、 當 時 各省に 分 管 す る 工事 產 業に 11 する 諸 局 を 

合併して ェ部省 を 建て、 專門學 校 を 奥し 、専門家 を 養成せ ざれば 曰 本の 工業 は 振興せ ぬ 

と、 太 政官に 建議 せられた。 其議は 忽ちに 採用せられ、 その 年閻 十月に ェ部 « を 建てられ 

た、 所が 民 部 省 時代より 勸ェ 寮、 燈明臺 寮、 電 信 寮、 長 崎 造船所に 各自 其 局の 技術 方面に 採 

用すべく 修技黌 を 建て、 人才 を 養成せられ たが、 其 程度 は 低 か b し 故、 特に 優等生 を 選 

み歐洲 留學を 命せられ た。 山 尾 氏 は 叉 是等修 技 費 を 併合し 高等なる ェ學敎 育 を 施さん 

乙と を 建議せられ、 それに 由り て 十 寮 新設の 中に ェ學 寮 (後 にェ 部大學 校と 改稱 せらる) 


して ェ學 博士 石橋 絢彥 氏の 寄稿に 依る) 其學 科と 氏名と を擧 r れば 左の 如くで ある < 


土木 ェ學科 

機械工 學科 


電 氣ェ學 科 

造 家學科 

應用 化學科 


鑣山學 科 

冶金 學科 


南  淸 (靑 森) 

高山 直 質 (熊 本) 

荒 川 新 一郎 (山 口) 

宫崎航 次 (東京) 

志 田 林 三 郞 (佐 賀) 

辰 野 金 吾 (佐 賀) 

曾 根達藏 (佐 賀) 

高 峰 讓 吉 (束 京) 

中 村ぶ W  (東京) 

岸 眞ニ郞 (琦 玉) 

近 藤貴藏 (熊 本) 

小 花 冬 吉 S3 


石 撟输彥 

三 好 晋六郞 

今 田 淸之進 


片. H 柬熊 

佐 立 七次郞 

森 省 吾 

深 堀芳樹 

鳥居 恷夫 

麻 生 政 包 

栗 本 廉 


i) 

(東京) 

(山 口) 


(山 口) 

i) 

(東京) 

(長 崎) 

(東京) 

菌) 

(雷) 

1 三 


持つ 敎師 は、 皆 専門の 敎師 にして、 都檢 ダイ M ル氏は 機械 學、 IP ド Iir3,2r ィ i,「「，ー i ス.. 

氏 は 化 學、， タ ブ リク. ィ 1.H アト ン 氏 は電氣 學及理 學、 ジ ョ ン* ペリ ー 氏 は 土木 學、^ ； IsrrI し 

ドニ  ！• シャ〃 氏 は 數學及 理學、 TdTT- 氏 は 鑛山及 冶金 學、 ジ ヨン • ミルン 氏 は 鍍山學 及 

地 質 學、 ク レ 1 ギ 1 氏 は 英文 學、 T,:^^,^ 氏 は 機械 學助 敎、^ 氏 も 同 上、 ク ラ ー ク 氏 は 

圆 ジ ヨンソン 氏 は 測 i 術 等に て、 何れも 英語 を招ゐ ての 授業な り。 日 本 語 にて 敎授す 

る は 漢學の 森 春 濤、 體 操の 下 逸郎の 二 氏の みであった。 生徒 は 多く 英語の 聞 取り 惡 ひと • 

從て 敎授の 趣意 を 理解す るに 苦んだ。 をれ で V— ァ— り i ン 先生 は 一ヶ月  一、 二 间 口 頭 試驗を 

行 はれ、 生徒 を 名指して 呼び立て 英語で 問題 を解釋 せし むる ので ある、 其 答が 違 ふか、 ぐ 

ずぐ すれば 次の 者 を 呼びて 答へ しむる ので， 縱； 5 其 答が 的中した， o- と も、 後 に 先生 は 

これ を 敷衍して 親切に 敎 ゆるので ある。 博士 は 同級生 中 一 番の 英語 家で あるから、 か、 

る 場合に 少しも 苦 まなかつ た。 滿 二 年の 豫科を 終 り、 兼 て 希望 せられた 化 學の專 門に 入 

り 講義 を 聽き實 驗も行 ひ、 同 科 生 諸氏と 數 年の 推敲 を 重ね， 螢雪の 辛苦 を 共に し 初めよ 

り滿六 年の 後、 即ち 十二 年 九月 を 以て 卒業し、 十一 月 卒業 證窨 を投 けられ た。 (本 .m は 主 と 


之に 熟 心になる やうに なった、 即ち 本式に 大規模の 輕氣球 製作が 企 てられ、 其 準備に 努 

めつ 、あるの 際、 熊 本 城 連絡の 快報が 到達した。 もれが 爲 め輕氣 球の 製作 は 沙汰 止めと 

なった が、 鬼 に 角 彼の 時代に 於て 輕氣球 試作 を爲 したと いふ こと も 珍ら しき 逸事で あ 

る と 言 はなければ ならぬ。 (此項 古田 宗ニ郞 氏の 談に據 る)。 

工業 新報 

是もェ 部 大學校 時代の 高峰 博士に 關係 ある ことで ある が、 當 時の ェ部 大學 校長で あ 

つ た 大鳥圭 介 氏 は、 山 尾 腐 三 氏と 共 に 本邦 工業の 開發に 功績 ある こと 人の 能く 知る 所 

である。 氏 は 工業の 開發を 促す に は、 何よりも 先つ 工業 知識の 普及 を 謀らねば ならぬ と 

して、 それに は 歐米諸 國に存 する が 如き 工業 雜誌 を發刊 し、 廣 く 工業 敎育 を爲 さば やと 

企圆 した， 即ち 荒 井 郁之助、 金子 精 一 等の 諸氏と 共に 櫻 永 社— 大鳥 氏の 居、 樱川 町に 因み 

て— を經營 し、 明治 十 年と い ふ 時代に 於て、 殆ど 雑誌 界の 先驅 とも 稱す ベ き 月刊 雜誌 「ェ 

業 新 報」 を 發 ほ し た。 其 頃在學 中の 高峰 博士 は 同窓 志 a 林 三 郞、 高 山 直 質 等の 諸氏と 共 に 


ェ部 大學校 時， K の 高峰 博士に も傳 ふべき 事が なから ャ あ る、 彼の 明 治 十 年 西甫戰 

S の 際 逸早く 進出した る 鹿 a 嶋勢 は、 熊 本 城 を 十重 二 十 重 に圍ん だ、 籠 城の 谷 干城 將 軍 

の善载 能く 防 r によりて 城 は 容易に 陷ら ない、 され ど 限 b ある 兵 食、 限 り ある 彈 丸の 力 

く續 かんやう もない、 鹿 a 鳩 勢 は 之を棄 て、 前進す る こと は 勿論 出來 ぬの で、 益す 迫る 

こと 急で あ る、 眞に累 卵の 狀 にあ つたが、 而も 救援軍 は 此重圍 を 破，^ て 連絡 を 通ず る に 

由な く、 唯々 焦燥して 小 競. 5 合 ふの み 、天下の 耳目 は此 一 點に 注がれ た。 當 時 陸軍 《 にて 

は 萬 策 靡して 遂に 輕氣球 利用 を 思 ひ 出で た 者が あった、 そこで 其 試作 をェ 部大學 校に 

依頼して * た、 學 生た. 0 し 高峰 博士 は 他の 同窓と 共に 之が 試作の 命 を 受けた、 され ど 多 

く は 一積の 玩弄 視 して 思 を 深める 者 もなかつ た、 が、 獨り 高峰 士は眞 面目に 之 を 攻究 

し. 先づ 提灯 屋を 指揮して 一種の 紙 製 氣球を 造らし め、 之に 水素 瓦斯 を 充填せ しめて 放 

揚 し た、 其 結果 は 頗る 良好で ある、 やがて 好 結 を 見る や、 初め 嘲笑した 人々 も. どうやら 


爲 すべきで あら う。 S かる 事 實に徵 して も、 博 土が 青年時代 旣に 頭角 を 現 はした る こと 

を 窺 ひ 知る ベ く、 又 其 行動 が 常に 赏用實 利 を 離れ ざり しこと を證し 得られる ので ある。 

(此項 は 奧田象 三 氏の 談に據 る)。 

歐 洲留學 

高 $ 博士 は 明治 十三 年に ェ部 省から 英國 留學を 命せられ た。 其 當 時の 事情 等に 就て、 

ェ學 博士 石 檑絢彥 氏の 與 えられた る 記述 を 兹に揭 げやう と 思 ふ。 

「當時 ェ部は 建 省 以來九 年 を經る に、 支 出せられ たる 經 費の 割合に 事業 は擧 がらすと 

の 廟議も あ， 5 しかば、 十一 月 山 尾 ェ部大 輔は太 政官へ 禀請して 曰く、 旣 に經费 節減の 塞 

諭 を 奉じ、 勗 めて 傭 外 國人を 解職せ る も、 今 尙ほ傭 使 百 三十 餘 名に し て (各鑛 山 各種 職工、 

鐵 道信號 手、 諸 所燈臺 看守 等に 夫々 の 敎師ぁ りし な 1、 本 年度 定額 經常 費の 豫算高 五 拾 

壹莴八 千圓餘 の內、 其 給料に 支辨 する もの 實に參 拾 四、 萬貳千 圓餘に 上れ， 9、 故に 痛く 之 

を «ss せんと 欲せば 土 都 大學校 卒業生 徒 を 以て 外 國敎師 に 代 ふるに 如かす、 然れ， でも 


1 八 

此 工業 新報に 執筆す る こと、 なつ て、 主 として は歐 米の 諳雜 誌から 飜譯 する こと を擔 

當 して 居た ので あつたが、 それ は 啻に 先輩の 意嚮に 從 つたと いふ だけに あらす して、 博 

土，：； II 身の 學習 研燈 上に も 利益す る ことの 大 なる を 覺知 し、 餘 暇 あれば 孜々 として 之に 

努め 倦む こと を 知らな かつ た。 を れ 故に 學 窓に いそしみ つ 、ありし 1 靑年學 生 は、 自身 

の學 習と 共に 當 年の 工業 知識 普及の 上に 亦大 なる 働きが あつたの である。 今日に 於て 

も颜 誌の 經醤は 決して 易々 たる もので ない、 況んゃ 文蓮尙 未た 旺ん ならざる、 殊に 西睡 

には^1戟閃めける當年に於て、雜誌經營の困難なりしは 言 ふまで もな きこと であった „ 

されば 之が 資金 補充の 目的 を 以て 櫻 水 社の 別働隊と して 京 橋 竹 川 町に 化粧品 店 を 開 

した。 其 管理者に は 金子 氏の 姻戚 川 崎 健 五郎 氏 之に 當 り、 店 に は 化粧品 類、 白 粉、 齒 磨 粉 

など を 商 ふた、 其收 入の 馀剩 は總て 工業 新報 發 行の 闕陷に 供せられ たので あつたが、 而 

も それすら 時代に 先お ちた る 業と て挨々 しき 收利 もな つ た。 事業 は爾 かく 成功し なか 

つ た が、 倂 しながら 此資 品た る化學 製品 は、 何れも 學生 高峰 等の 手に 成りた る もので あ 

つ て、 本 邦に 於け る 是等諳 品 の、 科 學的 攻究の 餘に製 出せられ たる、 蓋し 之 を 以て 嚆 矢と 


鐡 冶金 小 花冬吉 

金 屬籲山 栗 本 廉 (明治 二十 五 年 四月 九日 逝去) 

鑛  山 近 藤貴藏 (明治 十四 年歸朝 途中 香港に て 病死) 

かくて 此 一 行 は萌治 十三 年 二月 十三 日 橫濱を ffi 帆し、 四十 餘日 を經て 倫敦に 着した。 當 

時英國 駐在の 日本 公使 は 森有禮 君、 領事 は 南 保 君 (同行 南淸 君の 實兄) なりし が、 ェ 部大學 

校の 留學生 は 多く 是 等の 人々 を 煩 はさす、 豫てェ 部 省 御用達 倫 敦の大 商社 マ ゼ メ ン、 H 

ンド、 マ ゼ ソ ン會 社の 社長 ヒク。 マゼ ソン 氏、 其 支 配 人乇， I ァ氏 に 於て 一 切の 世話 を爲 し- 

就學の 便宜 を圆 b 、毎月 英貨 十五 硫の 下宿料、 臨時 旅費 は 勿論 授業料 ブ レ ミア ム (工業 事 

務 所に 入り 業 を 見習 ふための 授業料、 普通 一 年分 英貨 百 〇 五 確) 等 は？，， ^^氏の 裁決 を 

俟 つものに して、 別に 留學 監督者はなかった」。 

英國に 到着せ る 博士 

英國 到着 當 時の 高峰 博士 を 知る に 最も 便宜なる もの は、 博士が 同年 七月 十三 日附を 

二 一 


欧洲 經歷の 功 を 積む 者に 非れば 其 任に 耐へ 難し、 依て 專門學 各 科 卒業生 徒 中より、 各 一 

名 を選拔 し、 其 他自 志願の 生徒 は 其 經费の 半額 を 給し.. 同じく 三年 を 期し 海外に 留學 

せしめん と。 此 建 言 は 嘉納せられ 幾く ば くもなく 十二月 末に 卒業生 十 一 人 を 選 み、 專 攻 

學科を 指定し、 満 三年 間歐洲 留學を 命せられ た。 高峰 博士 も當 選した ので あ る。 其 十 一 人 

の 指定 學 科と 人名 は 左の 如し。 

(大正 十一 年 七月 二十 二日 卒去) 

(明治 三十 七 年 一 月 二十日 逝去) 


應 用化學 

0  道 

海上 工事 及燈臺 

織物 機械 

1 般 機械 

0  船 

0  築 

電氣學 


高峰 讓吉 

南  淸 

石橋， m 彥 

荒 川 新 一 郞 

高山 直 質 

三 好 晋六郞 

屍 野 金 吾 

志 田 林 三 郞 


(明治 十八 年 逝去 月日 不明) 

(明治 四十 三年 一 月 二十 八日 薨去) 

(大正 八 年 三月 二十 六日 薨去) 

(明治 二十 五 年 一 月 11 日 卒去) 


央 に Er 車 鐵道ぁ り、 乘 合 鐵道馬 車、 市 内 諸 所に 往返 す、 至 極 便利な . ^、又 馬の 代りに 小 汽車 

(ステ ー ムァ ー ご を 用 ゆる 所 あ り、 是 は 尋常の 蒸 汽車の 如き 早き ものに 非 す、 馬 の 代用す 

る ものな b  。& 敦には 右の 外地 下鐵 道、 蒸 汽 車 (通 常の 汽車に して 速力の 早き もの) あ b  、府 

內 數十ケ 所の 停車場 を 巡 廻す？ し， 是は又 一 層 便利な り。 當府グ ラ スゴ， に は 一 點の井 

P な し、 飮 水 等 は 五十 餘里 外の. 3 中の 湖水 を鐵 管に て 導 き、 枝 管 を 以て 各 家に 分配 す、 故 

に 七 八層樓 上に 在る も 水揚げの 勞を 要せ す、 單 に 龍の 口 を 廻す のみな ，0^。當 府は 國內ェ 

業の 最も 盛なる 地の 一 にして、其最も有名なるは造船なft^、其外製鐵諸器械製作數ケ所 

あ り、 化 學 製造 中 最も 犬なる は曹 達" 漂 白 粉、 膠， 硫 酸、 明 礬等 にして、 其 他 百般の 工業 あ り。 如 

此く 工業の 盛なる 所以 は、 第一 當府は クライド 河の 邊 にあり、 運送に 至便な 上 f き 腿 ほ! 

ば！ く) 第二 は 居ながら 地下 数 間 を 穿 堀 すれば 結構なる 石炭 を 得？  く、 叉 居ながら 

坑を 穿てば 鐵礦、 石灰 礦、 建築 石 を 得 べし、 實に 天然 富礦の 地な り、 第三に は 人民 各 職業に 

勉 勵 し、 富 國 主義 を 守る に 依る かと 愚考 仕 候。 故 に當國 にて は、 鐵 の 多且廉 なる こと 推し 

て 知るべきな， 先づ 一 寸と 道路 を 見れば、 架橋 は 大半 鐵、 車道 も鐵、 S 斯燈 も鐵、 郵便箱 も 


ニニ 

以て 發 せる 鄕 信で あ る • 博 士の 祖母 ト キ子 刀自の 實 家なる 高 田 市の 長 野 氏 は、 其 當時精 

一 氏より 回付せられ たる 右 書翰の 寫しを 有すれば と て、 示 された る を玆に 揭げる こと 

に し た。 當 時尙 ほ少壯 な，.. -し 博士が 如何に 利 犀なる 觀察眼 を 有せし か。 又 如何に 徹底し 

たる 意圆を 抱きし か此ー 通の 書翰の 上に も歷々 として 現 はれて 居る ので ある。 

(前 略) 小生 儀 二月 九旦 前項 石橋 博士の 記述 は 十 三 日) 撗濱 出帆 三月 廿 三日 海上 安 全  1^ 

ランド  スコット ラン .  ■ 

國倫敦 府に着 十八 日間 滯在、 四月 十日 蘇 國 グラス ゴ ー 府に來 着、 以來 益無異 折角 修業 

■   スコットランド 

罷在 候、 乍 慮外 御 休意 是祈。 當府 グラス ゴ ー は 蘇 國中 最も 犬なる 都府 にして、 倫 敦を隔 

マイル 

つる 乙と 凡 四百 哩 (汽 車に て 一 日程) クライド川の 邊 にあ，. >廣 さは 凡そ 大坂 位な り、 人 口 

は 東京よ， も 多 し、 是 家屋 皆 平均 三 四 階 なれば な り。 當 府は諸 製造所の 多き 箇所に て烟 

突 は 數千本 雲 を 刺し、 媒烟 は殆ざ 天を掩 ふ、 故に 市內の 空氣淸 潔なら す、 然れざ も 小生の 

住所 は 當府の 西 端に あり 、故にお ュ氣 左程に 惡 しから や。 家屋 は 悉く 石室に し て、 三 四 階よ 

b 六 七 階に 至る、 小生の 只今 住む 所 は 四 階な り、 地 上  一 二階 を 最も 上等と す、 多 く は 地下 

に 又 一 階 あり、 是 下等な i 路は車 道、 人 道の 別 あ り、 石 或は 「アスファルト」 を 以て 敷 き、 中 


座 候， 勿論 歸朝節 迄に 獨逸 語に 通 やる こと を 得ば 該國へ 巡 廻 仕度 候。 東京 93 立 頃 迄 英語 

に 通じ 居れば 歐州諸 國巡廻 無 障 問と 存し其 存念に 罷在候 處，此 度 渡航の 節佛國 船に 乘 

込みた る を 以て 知 b た b# し 一 々通 辯宫を 雇 ふの 金力 あれば 其 限に あら ，此 度 同行 

せし もの 十 一 名の 內四名 は 當府に 在 も、 三 名 は 倫敦、 其 他 は 諸 所に a 張 せら、 當府に は 小 

生 等 四 名の 外 二 名の 日本人 あ ft. 、內 一 名 は 海軍省 生徒、 外 一 名 自費 生に して 八 年 前當地 

に 來 り、 初 め 三 四 年 は 父よ- >  仕 送  > り 致 居 たれ ビレ も. 不 幸に して 父 は 死 去、 其 後一 者 信 不通 故 

に、 器 械 製作所に 入うて 職人 同樣 にして 實地 修業 致 居 候、 小 生 等 骨折って 三 四日 前住所 

を 見 出 し た -^  、 日 本 語 は 殆 ん ^ 不 通 & に 、 小 生 等 と 話 す に 英 語 を 用 ゆ、 此 外 當 府 近 在 に 二 

名の 日本人 あ 、一  名 は 東 京 大 學 よ 》c^ の 留 學 生、 一 名 は自费 生な ftN  。倫 敦 に は澤山 あ ら、 石 

黑 五十二、 櫻 井 錠 二 は金澤 人な ^^。當 國は 一般 宗 敎 の 盛 な る 地なる が、 當 府は 格別に 盛ん 

な ，cs  、曰 曜ョ には藥 店 の 外 は 悉 く 店 を 閉ぢ、 一 切 商法の 取引 を 爲 さ す、 人 〔丈 十に 八 九 は 寺 

に 行 き、 說 敎 を 聞 く、 東 京邊の 日曜と は 大遠ひ な ら、 小 生 等 の 宿 ブ ラ ^ 氏奉敎 家の 最も 

甚 しきものに て， 朝夕 兩皮は 必 す家內 悉く 一  室に 祌拜す る こ と宇時 間計ら、GI魅f^さ 

二 五 


二 四 

鐵、 小便所 も鐵、 垣 も鐵、 人道 半は鐵 (地下室 へ の 光ら 取 b) 、下水管 も鐵、 お負け に 全く 鐵 造の 

家 あ ftN いやはや 鐵 だらけに 御座 候。 先日 當府內 中心 鐵道 停車場 狭小に 付 隣 地面 一 坪 fe- 

均 四百 S  (illls;^ 百) の 5 合に て 求めた 支 尤も 私 社な A 市內盛 な る こと 推して 知る ？ し。 

右の 如き 有檨 故、 物價 甚だ 簾なら す、 湯錢 一 度 分 「六 ぺ ンス」 より 十八 「。へ ンス」 位 即ち 我 紙幣 

にて 拾 七 餞より 五 拾 錢位ニ 碌 IByt シは我 紙幣 七圓 位)、 理髮 三拾錢 よ.^ 五拾錢 位. 姻草 一 

斤の 價或圆 よら 七 圓其他 之に 準す、 手細工 物 は  一 に價 貴と し、 器械 細工 物に は 驚く ベ 

き程廉 きもの あら。 當今 小生の 宿料 一 ヶ月 七 ポンド 半 即ち 五 拾 參圓、 化 學試驗 所の 月謝 

拾 八圆、 講義 月謝 六 七 圆其他 書籍、 新聞紙、 衣服 諸雞費 平均 (極々 勘辨し て) 三 「。ホ ン ド」 即 ち 一 一 

十一 圆 都合 月々 十四 五 「。ホン ド」 (百 圓) を 要すべ し、 然 るに 小生 等官 より 頂戴す る は 月々 十 

二 「。ホ ン ド」 な 上 八 拾 四圆) 誠に 閉 口 罷在 候。 小 生 は 當今ァ ン、 デ, ソ -1 ャ ン大學 校 K 地 化學 

試驗 所に 通 學罷在 候。 敎 師 ドク トダ ミル ス氏 にて 當國內 屈指の 化學 者な b 來月半 頃よ 

'試 驗所も 休 課に 忖化學 諸 製造所 を ^覽 可 仕 候。 當 地に は 一 ケ年 半、 後 一 ケ年半 は倫软 

及 TIrTl—lln..., ル (羅 欺 Is- 氏の 所 居な 上 滞 在英 國內の 諸 製造所 實地 修業 可 仕 存念に 御 


工場に 出入して、 或は 曹達 製造に、 或は 人造肥料 製造に 親しく 見 學を爲 した が、 其 頃 は 本 

邦よりの 渡航者 も、 諸 物の 買 入れ か、 注文 かの 爲 めに 工場 を訪づ る、 者の みに て、 技術 上 

S の 長所 を 窺 はんとす る 者 も 無 か.^ しかば、 彼 地の 各 工場 も尙ほ 未だ 開放 的なら しが 

故に、 時には 手 を 下す こと すら 許されて、 實 地の 習練 上 頗る 便宜 を 得た。 此 異彩 ある 留學 

生なる 博士 は、 三 年の 業を卒 へ、 米國を 通過して 歸 朝した。 博士 は當 時の 感想と 事情と を 

う 語って 居られ る。 「サ ァ 西洋の 化學は 修得した は、 其 實地も 能く 見て 來 たは、 此學術 を 

如 tE> に 應 用したら 宜しから うか、 人 は 能 く、 完 製 工業 品の 輸入 多き を 見て、 宜しく 之に 對 

抗 して 製造 を 開始す べしと 言 ふ 者が ある、 現に ェ部 大技 長の 職に 在.. -應 用化學 の先辈 

たる 宇都 宮三郞 氏の 如き は、 此 意味 を 以て 印刷 局に か 又は 大阪の 曹達 製造所に か 就職 

して は 如何にと 勸 めら れた、 けれ ざ も 私 は 之を辭 返した、 何ぜ かと なれば、 西洋で 發 達 し 

たる 工業 を企畫 しゃう とするならば， 其 技術に 熟練したる 西洋人 を 雇傭す るの が 最も 

當 である、 私 は敢て 自ら 高し とし て、 先 人の 蹤を追 ふの を 屑と しないの ではない かぽ 

&者 として は、 其 修得した る 學術を 最も 多く 意義 ある ことに 應 用したい、 S くば 日本 固 

二 七 


£ おる) 家內 悉く 禁 ar 禁烟 な，？ 故に、 小生 も禁 ® 化り 當今は 餅 連と 相 化し 申 候、 然し 未 

だ 禁烟迄 は 至 b 兼 候。 當今は 午後 十 一 時 頃 迄は猶 明るく、 午前 二 時半 頃に 夜明け 申 候。 當 

國 政府に て此頃 一 大變革 あ， た え 即ち 國內 人民 自由 及守舊 の 兩黨に 分 る、 過 I,- る 三 月 

以來 國內擧 つて 投票し. 近頃 自由 黨 に 決した.^、 故に 跎 迄の 大政 大 臣 (守 舊 の 說) 辭 m し、 自 

由 黨 の 親玉 "クラット スト 11 ン— 氏 大政 大臣の 位に 昇れ. -、 當國 数百 年以來 の大變 革なら 

と 云 ふ。 別封の 寫眞御 序の 節 御 送達 を 願 ふ、 一 々書簡 呈丄仕 兼 候 間可然 御鶴聲 是 祈。 

七月 十三 日  高峰 讓吉 百拜 

尊 大 人 膝下 

實學 fCT 究 

高峰 博士 は、 英 園に 到着せ る 後 グラス ゴ， I 大 學及ァ ン、 デル ソ 二 ャ ン大學 の兩大 ゆに 

兼ね 入學 し、 冬の 學 期に は 此兩大 學の講 筵に 列して、 ェ藝 化學と 電氣應 用化學 とを修 む 

る こと、 し、 夏 の學 期に は 特に TT— 力—： ッ 1^  V リ nr 、「ン —叫 ェ 等 に 所 S の 各 


な ざ も 行かれ たま 他 出品者 總 代から も 要求が あつたので， 博 覽會の 目的に 副 ふたる ェ 

業 的の 技術者の 側から も 適 當の人 を 派遣す る ことの 必要が あった、 そこで 高峰 博士が 

其 事務官に 任命せられ た。 博 士は 他の 事務 官 と 共 に、 出 品者總 代と 協同して、 本邦の 面目 

を 保つ ことに 努め た。 其 經費は 僅 に 六 萬圓ほ どに 過ぎなかった が、 各 强國の 間 に 介在し 

て 遜色な き 折 銜を爲 し 得て， 參加國 として 效果を 立派に 上げた。 此博 覽會が 本邦の 參加 

したる 博 覽會の 中に 於 て、 本 邦の 成功 を 博した る もの、 一 として 算 へられる の は、 若 い 

事務官なる 博士の 努力が 與っ て 力 ありし とも 稱 されて 居 る。 博 士 自身と して は 各國ょ 

^參 集せ る f4 門 科學 者と 臂を 把，. M し 交 り、 談 笑の 間に も學殖 上に 得る 所尠 なから や、 加 

之、 各 國の 進歩せ る 出品 を 親しく 實見 審査 し、 知 見を擴 むる こと 決して  一 二に 止まらな 

か つ た。 彼 の 肥料と しての 燐酸 錢に 注目した る も， 實 に ft 時の 中3 品 中の 一 に 在った から 

で あ る、 

人 造 肥 料 

-1 タ ォ TTmr^l の 萬國博 覽會 に 於 て 南 FT  " ライナ 州よ 、り a 品の 憐酸鑛 が あつ 
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有の 工業に 之を應 用したい。 若し 幸に して それで 先人 未到の 地を柘 くこと を 得れば 我 一 

力 望み^ち 足 るので ある、 それが 爲に は、 先づ 以て 我が 工業の 實 際が 如何の 狀に在 る か 一 

それ を詳 知し なければ ならぬ、 と 新う * へ た」 と。 何とい ふ S み 甲斐 ある 言辭 であらう、 眞ー 

に發 明家氣 質の 精髓を 得た ものと 言 は な け れ ば な ら ぬ， 此高 い 抱負、 此 S い 主張 こ そ、 實 

に 博士の 一生 を 貫いた る 力であった。 博士 は くて 明治 十六 年 四月 農 商務 《 御用 掛とー 

^ り、 工務 局勸ェ 諜に 勤務す る こと 、なり、 日本 固有の 工業で あ る、 和紙 製造、 製 藍、 淸 S 釀ー 

造 等に 就ての 調査に 着手し、 進んで 地方に 於け る 赏際を 見、 返いて 學術 上の 批判 講究に 一 

沒 頭した。  一 

博覽會 善用  一 

明治 十七 年に 北米 合衆國 ルイジアナ 州 一一 クオ レノ レ ァ ン ス 市に 莴國 工業 及 綿 百年 期 

博 覽 が 開催せられ、 日本 も 之に 參加 したので， 各方 面から 夫々 に 事務官 を 選定し て、 彼 一 

地に 事務局 を 設けた。 文部 《 側から は 服 部 一 三 氏 拉に科 學敎育 者と しての 玉 利 喜 造 氏 一 


報吿 と が 符節 を 合 したる が 如き に. 恰も 豫 期し たる ことの 現實 とな りたる ことの やう 

に 喜び 他の 人々 は 如何にも 不思議の 奇術 をで も 見る かの 如くに 驚嘆した。 

肥料 會；. ^訇立 

當 時の 農 商務 次 宫吉田 淸成氏 は、 此 良 成績の 報告 を 苟もせ や、 宜しく 日本に 於て 之 を 

製造し、 頒布す るの 途を 設け、 我が 農事の 進歩に 資す ベ しと 首唱 せられた。 けれ ざ も 時代 

は 官業の 勃興 を 許さない、 耶ち 民業と して 製造 會 社の 設定 を慫 憩し た。 其 結果と して 溢 

澤、 益 田、 大 倉、 淺 野 等の 有力 諸氏の 奮起 せらる  >  あり て， 東 京 人造肥料 會 社の 創立 を 見る 

に 至った。 此會 社の 根源 は 高峰 博士に 發 して 居る、 其 製造 法の 研究 も 考案 も 博士 を 待た 

なければ なら ぬ 、要 する に 博士 を 中心とす るに 依ち て 初めて 成立す る もので あつ た。 さ 

れば 政府 は 其 旨 を 含み て、 博 士の 願を容 れ、 明 治 二十 年 三月 在官の 儘 自費 洋行 を 認可し、 

博士 は 直に 出發 し、 佛、 獨、 英. 米 諸國を 巡回して 新 業の 視察 を爲 し、 米國に 於て 會 社の 依 钃 

によ b 必要の 諸 機械 を 購入して、 其 年の 冬歸 朝し、 翌 二十 一 年の 三月に 非職と 爲 りて 
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た。 素 より 質實 なる 出品物 の、 何 の 装飾 もな くして 人の 注意 を惹 かざ，.^ し が、 若 き 曰 本 事 

務 & の 高峰 博士 は、 之 を 見逃がさ て， 5 しのみ なら や、 深 き 典 趣 を 有ち て 仔細に 凝視した。 

そ は 嘗て 英國に 留學 中、 之 を用ゐ て憐酸 肥料 を 製造した る經驗 あるに 因由す るので あ 

つて、 博士 は 之 を 見た るの みで 満足す る ことが ffi 來ぬ、 機會を 得て キ ャ " ライナ 州に 出 

張 し、.^ ャ 1 レストン 市 附近の 產 地に 就て 其 採掘 及 製造の 狀況を 詳細に 視察し， 尙ほ其 

若干 量 を 購買し、 歸 朝の 際 之を携 へて 來 た。 人 造 肥料 が、 縱 しゃ 少量に もせよ、 本邦に 輸入 

せられた の は 之が 噶矢 であ る。： S 人造肥料 は、 或は 冷笑 を 以て、 叉 或は 凝悮を 以て 迎 へ ら 

れ ながら、 博士の 熱心なる 主張に 依りて、 農 商務省 勸農 課の 手 を 以て 各地の 篤農家に 頒 

ち、 之 が 使用 成績 を報吿 せんこと を 依賴し やられ た。 堂 々たる 中央 官廳の 人々 す ら， 冷 笑 

し凝惧 して 迎 へたる 程の ものと て、 配與を 受けた る 篤農家の 直に 之 を實驗 したる 者 は 

少なかった。 博士 は 力めて 地方に 出張し、 之が 使用 を勸 誘し、 其方 法 を 指導す る 等、 百方 力 

を盡 して 成績 を 知らん こと を 欲し た。 其 後遲延 ながら 報告が 集まって 來た、 殆 ざ 言 ひ 合 

せた る • い 如く に、 何 れ もが 哲 成績 佳良で あ る。 博 士は 嘗て 文献に よりて. S りたる 所と 其 


造の 技術. H にも 幾多の 研纖 講究 を 要する もの は ある が、 それ は 不肖ながら に 一 任せ 

られ たい、 其 經營に 就ても 充分に は盡 すが、 併し 右檨の 次第で あるから， 最初の 一 年 は 先 

づ 損失 * 第 二 年に 損益な く、 第三 年から 多少 にても 利益 あるに 至らば、 それ を 以て 優良の 

成績 を擧 げたる ものと せられた い」 と、 此 道理 ある 告白に、 一 同 諒解して 博士に 一 任す る 

ことにした のであった。 博士 は それ 以來 技術 上 經營上 非常の 努力 を吝 ます， 而も 機會た 

にあれば 地方に も 出張して 或は 學術 的に 或は 通俗的に 宣傳 にやお された 5^ して 博士の 

言 の 如くで あつ た、 第 三 年 目に は、 勿 論 前年までの 損失 を塡 補して 餘裕 あ. 0 と は 言 は れ 

な い が、 鬼 に 角 利益 を 見る やうに なつ た、 さ れば 今後 怠らで 努 むれば 充分の 見込の 立つ 

やうに なった のであった が、 玆に劇 かに 渡米す る 事情が 突發 して 博士 は 此會社 を 返 か 

れる ことにな つた。 


ら會 社の 經瞥 にも 技術に も 任す る こと、 なつ た。^ 會社 こそ 日本 斯業の 鼻祖 で， 今 現 に 

深 川釜屋 堀に 存 する 大日 本 人造肥料 姝式會 社 所 震の 大工 場が それで ある。 博士 は 往年 

(明治 四 十 一 年) 歸 朝せられ たる 時、 斯 んな 感想 を 漏され たこと が ある 、「明 治 二十 一 年 創立 

の 當時は 僅に 十二 萬 五千圓 (資本金 廿五 莴圓の 半額 拂込) の 資本で 創始した ものが、 今や 

全國 では 約 一 千 三百 莴圓の 資金が 此 事業に 投ぜ られて 居る とのこと であ る (編者 云爾 

後益發 達し 今 は其數 倍に なった)、 顧みれば 二十 年間の 歳月が 斯 くも 一 百倍にまで 事業 

を發展 せしめた、 今以て 農業 國の 域を脫 せざる 日本 は、： S 後尙ほ 一 層此 事業の 擴 張を耍 

する であら う、 是 は 畢竟 高所に 立ちて 達観 し、 先鞭 を けて 期 事業 を 創始せられ たる 先 

輩 が、 目 的を變 へす して 之が 發 達の 誘 掖に 努められ たるに 由る こと、 深く 感 佩に 耐え 

ぬ」 と。 博 士 が此會 社に 力 を 致された の は 創立 以來 三年であった、 其從 事の 初めに 於て、 重 

役 諸氏に 向て 述べ けら く 「欺 かる 事業 は、 世 間 未知の 物 を 頒布す るので あって. それ 旣に 

困難 多き が 上 に、 諸 業 中 最も 因襲に 泥 み、 保守 に 流れ 易い 農業の 習慣 を 革め るに あら ざ 

れば賈 IS めら れ ぬので あるか ら、 其 經瑩は 至難 中の 至難と 言 はなければ なら ぬ、 勿 論 M 


0 たか 高峰 讓吉 氏が 自分のと ころに 面談に 来られ た、 高 峰 氏 は 一一 ュ I オリャン ス博覽 

會へ 日本の 委 n 貝と して 政府から 出張 を 命せられ て歸 つて 來た篤 學の士 で、 その 時 S 分 

に いはれ るに は： 「日本の 農業に 就 て あなた は 心配され て ゐるさ う だ が、 日 本 の 農業 で い 

ちばん 大切な の は 燐 素 肥料 を 使用す る ことで あ る、 そ して 燐 素 肥料 を 安く 責る ことで 

ある、 現在 大農 主義 だ と か、 機 械を 使用せ よだと かいふ 事 はむし ろ 空論で、 私と して はせ 

めて 現在の 日本へ 燐 素 肥料 を 使用せ よとの 事 を 第一 に 叫びたい」 との 言葉で あ つ た。 

高峰 氏 は 大學の 化學科 出身で 馨者 としても 指 折， 9 の 人で あつ た。 こ の 話 は 自分た ち 

にもうな づ かれた 私 は 「そ れ では 一 っ會社 をつ くるな，. >  して 大いに 國益を はからう で 

はない か」 と いふので 同伴して^ 澤 さん を 訪れ た. 溢 澤 さん も 非常に 喜ばれた ので 犬に 

力 を 添 へられて 深 川の 签屋 堀に をの 人造肥料の 會社を 興す ことにな つ た、 こ 、で 高峰 

氏 も 政府 を 辭し專 心 この 事業に 携 はる やうに なつ た， そ れが 明治 二十 年 で、. s 分 は その 

年 旅行す る はすで あつ た 故 高峰 氏 同伴で 會 社で 使 ふ 諸 機械の 購入 等總て 任せられた- 

私 は tn ！ ッ パに 用事 もあった ので K 峰 氏と は で 落ち合 ふ 約束の 下に „^ 


日本 農界 の恩ス 

本 SI 舊孝 氏が 「日本 B の恩个 早く 謹 肥料に 手 をつ けた 高峰 博士の 竟」 螽 して 中外 I 新報に 

投稿せられ たもので 同紙 所載の 全文 を 玆に揭 ける。 

明 冶 十九 年と いへば 古い ことで あるが、 その 頃 は 井上 侯が 政府の 要路に 居られた， 井 

上 佼は曰 本 S 業に 就て は 遠い I に對し I でも 常に 深い 考へを 持って 居られ、 曰 

本の 農 は ざう しても 發 達させねば ならない と 心配 もされて わた. そ もく 井上 侯 は 長 

州 ® で 相當 身分 こそよ つた S い 時分 は實 際に 晨 事に たづ.^ はって 自ら 肥 桶 を か 

ついで 田畑に 出られた. それだけ 農業の 實 際と いふ ものに つき 非常に 深い 實際 的な 知 

識を 多く 持 たれて ゐた 「現在 (當 時) の やうに 農家が その 地面 を 自家から 遠方に 持つ こと 

よ 不便で t  、よろし i 地 交換 を やって 自家の 附近に 白 分の 地面 を 持 S ければ な 

ら ない、 そして 大農 主義の 下に S に S しなければ 曰 本 SS 達しない、 朝に f 

いた，， き 夕に 星 を 踏んで 歸るは 感心 出 * ない」 な ざ、 いはれ てね た。 

自分 は 商人で あるが & に 就て は 以前から 趣味 を もって 居た. ある 日 ざう いふ 緣 であ 


火.^ 灰の 地層で ある、 故に これに 過 燐酸 石灰 を 加へ て 地 を 強く する. 茨城 地方 を まづ第 

一 に 珍重し 桑園に 大いに この 會 社の 肥料 を寶 始めた. 成績 は 見るべき ものが あつたが， 

如何にして 安く 仕上げる か、 いかにして 人に 知らせる か、 此 二つの 問題の ために 會社は 

五ケ 年の 苦心 をつ どけて 來た。 

乙、 にこの 事業 中に 一 つの 面白い ェ ビソ， 'ドを 私共 は 持つ た、 それ はフ ラ ンス. ^で S 

かれた 獨 身の 高峰 氏が ァメ タカで 逢った 折 は 左手に 雜 たる 美人 を 擁し 「これが 私の 

妻で あ， 0 ます」 と の 挨拶だった こと で、 聞 けば かって 氏 が TTn..^^.^^^,. に 出張 已 

に 婚約の あった 婦人、 その 婦人と 今度 は 高峰 氏が ホネ ー ム ン== 自分た ち は 人前 も は,， 

力らない 旁失婦 のために ざん なに か惜 まされた ことで あったら う. 飽 聞 な ざ 限. 0 がな 

い、 後 高峰 氏 は 人造肥料 會 社の 近き 本 所に 家 を 持った が、 その 家た る やま 乙と にきた な 

いものであった、 だが 新 夫人 は 異國の 風物に も 心 を. - かす ひたすらに 夫の 仕事 を 助け 

はげみ 合って ねた。 

その後い つの 事だった か 折角 今まで 築き上げた 乙の 會 社が 不幸に も 火災に あって 


三 六 

TT でしば らく 別れた、 やがて^.^..^ で 出逢 つて 原料の 引合 ひから 諸 機械の 購求 等 

會 社の 全^の 要件 もす まして 高峰 氏と 私と 同伴 歸 朝し、 績 いて 工場の 建築に と.^ か" 

つ た。 

しかし こ、 で 作業の 上の 困難に 遭遇した、 をれ は 加工 用に 使用す る 硫酸で ある、 硫酸 

が 安ければ 一 國の 工業が 興り、 高ければ 一 國の 工業が 廢れ ると いふ 程 この 硫酸 は 工業 

上の I 要な 地位 を 占めて ねる ものであった、 幸 日本 は 硫黄 國で はあった がその 硫黄が 

安く 手に入らない 、そこで 硫酸 も 安くな い、 の 憐鑛石 も. 3 リカから 來 るが 硫 

が 安くない、 それや 乙れ やで 最初の 計 畫通も 製品 は 安く 賣る ことが 出 * ない ことにな 

つてし まった。 

然しい つ 頃より であった か在來 日本で は 窒素肥料 を 便って ねた、 窒素 は隨分 古く か 

ら： n 本の I お 民に は 知られて ゐ たが 燐酸 は 少しも 緣 がなかった ので， 高峰 氏 は 窒素 分 を 

もとち 入れて 憐と 窒素との 合成 肥料 を 作って 憐の 使用 を獎 めたい と考 へ、 こ、 二 「完全 

E 料」 とい ふ 肥料 を 作った. 憐素は 土地 を 強く する もので 關東ー 帶は 富士の 爆裂で 多く 


パ ー セ ントの 効力が あ る、 西 洋のは それが 僅に 七パ— セ ントか 八パ， I セ ント しかない， 

この 十二 パ， 》 セ ント とい ふ 大きな かもす 力 を 持つ 日本の 酵素 を 外國へ 持って行って 

仕事 をしたら 面白いだら うとい ふの で，. 淸 水と か いふ 助手 を 同伴して 渡米し た、 會 社 の 

方 は 段々 後 役 も 出 * て 高峰 氏 は 専ら 米國で その 仕事に 從 つた。 

ところが 高峰 氏が ^H^^^H^ で この 酵素で 醸造の 事業 を 開始す ると 同地の ク ヰ 

ス キ ー 製造者 は 生活の 脅威で あると 稱し Hi: 氏の 陪殺を 企て た、 す ると 妻 君の 里方の 家 

族 は 同氏 を 助けるべく 家財 全部 を賣 却し 同氏の 處へ來 て、 氏 を 六 層楼の 部屋に 隱 しゃ 

う やく をの 難 を 免れ しめたと い ふ 話さ へ あ る、 そ の 頃 細君 は瀨戶 物の 上繪 描き をし き 

^と 試みて ゐた が 、人 々 がつ、」 うして そんな こと をな される のです か」 と 不思議が る と 「主 

入の 硏究中 は 貧乏で あ る. 生 活の 安定がない、 自分 は 女工と なって 働き 一 家.^ さ 、 へ る 

決 心 で す」 と 答へ たので 俠氣 ある 里方の 家族と 共に 妻 君の 賢夫人の 名 も 知られた。 

その後 高峰 氏 は タカ ヂァ スタ ！• ゼと いふ 化 劑の發 明 や、 アド リナ リ ンと いふ 血 止 

藥の發 明 やなに かで *i 界 的の 學者 になつ た、 自分 は 高峰 氏と 事業 の 畑ち が ひから あま 

三 九 


三 八 

全燒 してし まった. 會社 として は 全く 致命傷で、 やっと 目鼻 はついた とい ふ もの" 見 a 

みが ある や 否や わからない、 その 會 社が 燒 けたの だから 新株 寡 集 をした ところで 誰も 

手の 出して はない、 其 時の、 鎞澤 さんだ、^ 澤 さんの 膽 力と いふ もの は 何時も 見上げた も 

ので あると 私 は 常に 敬服して わる、 此 時跪澤 さんの いはれ るのに は 【挫けても 挫けても 

た ゆ ま 2 き 上げて ゆく  、その 決心と s.^ こそ は 仕事の 上での 大事な ことで あ S 

に會 社が 燒 けたと いふ だけで 仕事 を やめる 必耍 はない、 私共 はもつ と 決心 をして やら 

ねばならない」 實は 同じく 落膽 される と 思った S 澤 さんが この 決心であって. 自ら 百方 

人を說 き、 困難 を しりぞけて 專心 再興の ことに カを盡 して 吳れ られ た、 それで 再び 機械 

も 購入され、 會 社の 仕事 も 順調に 入った、 私は會 社の 事の みならす 度々 出會 したが 常に 

ヒ S でヒ： 逾澤 さ ん に 敬服し、 實 に 自分 等の 及ばぬ ところで あると 知つ た、 事業 の不据 

や 不^の 時 こそ 緊揮 一 番" 大死 一 番 すべ き 時で あ る， まことに^ 澤 さん は 偉い。 

その後 星 移り 年變， 。 高峰 氏 も 肥料ば かりで なく その他の 研究 や 事業に も關 係した 

が、 そ の 中で 有名な の は 日本 の 酵素 (ィ 1 ス ト) の 研究 であった. 日本の ィ ー ストに は 十二 


含 む パイ ライト 即 ち 硫 化 鐵と いふ もの が あ つた-この 成分の 中には 稀に 三 

r らゐの 銅 を 含有して わる こと も あるす ると 先づ この 銅 を 洗練して 採る 

品と いはれ てゐる この 硫化 鐵 から 直接に 硫酸 を 採る ことが 出來る やうに 

本 は 硫化 鐵國で 至る 處 硫化 鐵 ならざる なし だ. 直 接に その 場で 硫酸が とれ 

日本 は 硫酸 國 となって 現在で も 世界 を 通じ 日本が 一 番 この 硫酸が 安いで 

の 伊豫の 鑛山 はこの 硫化 鐵鑛 であ る. し かも 珍しく その 中には 七八パ ー セ 

含 ん で ね る、こ の 銅を精撫す る た め 亞硫酸！^^斯が 出 て 毒の 問題 が 起 る の で 

家で も 硫酸 を 取，^ 過 燐酸 をと つて 過憐酸 石灰 を 作る 故に、 その 分 丈け は 今 

鑛益 である。 

そんな ことが 分った k め 過 燐酸 は 三千 萬 後の 生產 力が 出 來た. 然し 需用 

萬 俵 乃至 一 千 五 百 萬 俵 だら う、 し たがって 需要 以上の 供給が 生れて 來 てね 

損と なる ため 生產を 調節 し、 そ れが 因で 會 社の 合同と な り， 現 在の 人造肥料 


-I セント 

だ が， 無用 

な つ た， 日 

となると 

ら う、 住 友 

トの銅 を 

る が、 住 友 

は 却って 


は 現在 一 千 

る， 會社は 缺 

に 及んで ね 


る憐鑛 石はフ 口 リダから 探れる が、 この ァ メリ 力からで は 高く つくので 日本と ォ， ス 


,9 委しい 發 明に 就て は 知る ところが 尠 いが、 發明 成功 後の 同氏が 一一 ク ョ ，クに 立派な 

邸宅 を も ち、 上 流の 人と 交際し ドクトル 高峰と い へば rr^^T 人で 知らぬ 人 もない、 且 

日本人 一 般の 信用 もこれ がた めに 增 たとい ふわけ で、 大 使 はよ く變 るが ドクトル 高 峰 

だけ は變ら ない 故 に、 何事で も 高峰の い ふ ことなれば 誰でも 信用し きってし ま ふ. 同氏 

は 大正 十 一 年 七月 二十 二日 ァ  1^—^, で 亡くなった が、 現 在で も ドクトル 高峰と いへば 

有名な ものに なって ねる。 先年 未亡人 も來 朝して 日本に おける 高峰 氏の 知人 交遊 を 招 

いて 在世中の 交誼 を 謝した こと も ある。 

とにかく 學 者であって しかも 實際 家であった 高峰 氏の 一 生 は 尊い もので あ る. 作 さ 

んも 立派に 出來、 財 產もぁ り、 後事 また 思ひ殘 すと ころな しで あつ た. 外國 婦人 を迎 へ る 

に 就て は、 圆滿 に 生涯 を 全 ふす る 人は少 いもので あるが、 高峰 氏に はこの 事がなかった. 

それの みならす 日本人 大 いに 尊敬す ベ しとの 念をァ メ リ 力の 人た ちに 與 へ たこと か 

らも K 峰 氏の 德は 高い ものである。 

その 頃 燐 素 も だいぶ 問題に なった が、 硫黄 を 五 十パ， セン ト、 鐵分を 五十 パ， I セ ント 


られ たのみなら t 彼の地の 人々 にも 評判よ き 好 紳士であった。 從て交 K する 所 も廣く 

親しき 友 も H に し 多き を 加へ た 市の 有力者に 纠— 门.^ と 云 ふ 一 製 綿 家が あ つ た， 同氏 

は甫 北戰爭 の 勇士と して 知られた 大佐で、 其 息女の 利 1^,^.^,^ 嬢 は 、麗容 豊 肌に して 

擧 t も靜肅 であった ので、 人 は 之 を， 姿の みか は 心まで 玉の 如しと 稱 へた" 自らなる 交際 

場裡の 華で あつ た。 此玉女 は 若き 博士と 相識り、 相 親しみ、 さて は 相愛し. 相戀 ふる 中と な 

つ た：. 0 れざ輕 々しく は 相 許さす、 固く 後 を 契，^ て搏 士は歸 朝し *^。 足 かけ 三年の 歲月は 

，-, 流る ゝ が 如 き も， 其 間 雁 の 音信に のみ ？ f^J  く 相思の 情 を 交 はした、 兩々 の 胸に は、 決 し 

て 、K  > ら すと は せ ら れ な かった であら う。 博 士は 明治 二十 年に 歐洲 諸國を 巡回して 所 

EP を た し. 歸途 米國に 渡航した。 そ は 彼の 國の 事業 を視 察 し、 機 械を購 ひ 調 へんが 爲め 

ぶ 、り しと は へ： ほ へ、 人 こそ 知らね、 博士の 腦 裏に は、 相 見ん ことの 樂 しさ を、 一 刻 も 忘る こと 

； く 描かれて あつたで あら う。 博 士 は Tnn,rr.m? に 到着した 、鍵の 父母 も 博士 を 

ちに # つた， 玆に 華燭の タ、 合 登の S を 修め、 儷相携 へて 歸 朝の 途に 就いた 是が 今の 

高峰. P 人で あ る。 夫 人 は A 淑の德 高き のみなら t 能 く 内 を 0 へ 、郞 君 を して 外に 活 節す 


四ニ 

ト タラ リアとの 間にある オシ ヤン。 アイラ ンド から 仕入れた が 今では 南洋の ヤップ 島 

にも 信！ K 翁 鳥が ゐ る か ら 憐 鑛 石 が と れ， 海 軍 はこれ を 入 礼に してね る が、 と にかく 憐餹 

石と いふ もの は 高 終 氏 の 說 の 通. り 日本の 肥 料 原料と して 大切な もので あ る、 農 學の博 

士  S 句" 古在 氏 等 も 高 峰、 様 日本の 農 十に はこの 過 燐酸が 必要で ある こと を いづれ も 

生 張され てゐた 、が 現在 は我國 農業の ため 大 効果 を 與へ た ビれに 就いても 高峰 氏の 卓 

見と 功績 は 忘れられな いもので あ る と 思 ふ， 殊 に 夫人と 言 ひその 家族ら が大に この 發 

明 を 援助せ るな》 J  K に 好箇の 立志 II である、 この間 彼岸の 中日 に、 ち やう Vj 人造肥料 會 

社功勞 者の 追弔 會を 催し た、 そ の 席上で 話す 答であった が 僭 侶 讀經の 妨げ LJ 思 ひ果さ 

なかった の で， こ 、に 自分の 思 ひ 出 を 述べた 次第で ある。 (終) 

內 助の 人 

K 峰 博士 は、 明治 十七 年より 翌 十八 年に 渉りて、 博覽會 事務官と して 北米 り 

ァ ン ス>  に 滞留した， 學者 にして 事務家なる 少壯 氣銳の 博士 は， 啻に 本邦 人間に 尊重せ 


發達は 奥に 著しい ものが あ る、 そ れは 爾来 幾多の 改善 を經 たるに 由る ものなる こと は 

言 ふまで もない が、 而 も 最初に 於け る 博士の 努力 も 亦 決して 有力なら すと 爲す こと は 

出お ぬ。 翌 十九 年 三月に 兩所を 併せて 專賣 特許 局と 爲 b  、博 士は其 次長に 擧 げられ、 不在 

中の 局長の 事務 を 代理 攝行 せしめられた。 其 年 十 一 月 局長 歸 朝に 付， 代理 は 解かれた が， 

二十 年の 自費 洋行まで 其 勤務 は 免せられ なかった" 博士の 此 特許 局 勤務 は， 草創 時代の 

建設者と し て、 前 記の 如く 日本の 發明界 に 益す る こと 多かった と 同時に、 博士 自身に 取 

りても 亦 決して 徒爾で はな く、 頗 る 得る 所が » な くはなかった とのこと である。 

多方面の 研究 

高峰 博士 は 又 特許 局 勤務と 同時に、 農 商務省 總務 局の 分析 課長で あつ て、 更に 工務 局 

にも 兼勤して 居った。 それ 等の 關係 上、 性來の 研究 愁を充 たすべき 便宜が あつたので、 日 

本の 爲め にと いふ 强き 信念の 發 揮が、 固有の 工業から 着手 せらる、 やうに なった。 製 藍 

の改良にょh^て本邦特產の染料を盛んならしめ、以て外國產品の輸入を防止したぃ、製 


る こと を 得せし めた。 後に 述 ぶる シ 力-, T の 厄難 時代の 如き、 此 夫人 無 か.. せば 博士 は.、、」 

うなられ たか 知れなかった、 幾多の 支障に 遭遇して も、 百 折 橈ます 奮闘の 結 果. 大 成 功 を 

得られた 博士の 背後に は、 內 助の 力強き 此 夫人の 在られた こと を 忘れて はならぬ。 

特許 事業  . 

高峰 博士が 明治 十八 年に 米國 から 歸 朝せられ た當 時、 本邦に 於て は恰. も « 資 特^ 条 

^及 商標 登錄條 例が 發 布せられ た。 それ は 農 商務省 工務 局 勤務の 權少窨 記官高 橋是淸 

氏 (囊 の總理 大臣) 及 須藤諒 氏 等の 調査 立案に 成つ たもので あ る。 其條 例に 基づき 專 Kiv 

許 所と 商標 登錄 所が 出來 て、 高 橋 氏が 其兩 所長 を 兼ねて 居つ た。 博 士. は 性 來發： 家と し 

ての 素質 を 具 ふる 人で ある から、 米 國滯留 中 も 特に nrr^ の 特許 局に 就て 夺許， 

業 を 精査した、 歸來其 豊富の 知識 は 忽ち 認 むる 所と な て. 兩 所に 勤務 を 命せられ 、高 橋 

所長が 歐米 特許 視察 旅行 中の 所長 代理 を 仰 付ら れ た-開 所匆々 の ことで あるから • 

其规校は百^^^ls士に ょ.り て企畫せられなければならなか つ た^^,日本邦の特許事：の 


の 厄 を 免 がれた ので 明瞭に 阴 せられた こと も あ る、 欺 かる に も、 博 士 が 特に 力 を 

がュ たの は、 .1 丄官當 時 か ら の 繼續 研究 題で ある 改 a 譲 造 法であって 明治 二十 三年に 

は 元 趣 改良 法に 就て 特許 を 得られた。 以上 多方面の 研究 は、 博士の 在官 在野 を 通じ 僅に 

四 年間の 仕事で ある. 是 だけに 就て 見ても 、博士が 發明 家と して 天才 的の 偉人であった 

, J と が、 M 然と 證 せられる ので ある。 

ヒゥ ドロ 社 

せ！ I  $ 博士が 酸 造 法に 精力 を 傾注せられ たる こと は * 前 項に も擧 げたる 所 で、 而 も 世に 

明かなる 事實 であるが、 最近 黑崎雄 二 氏の 報せられ たる ヒ ウド-社の 件 は、 英國 よ" 歸 

朝 一 年後の 事なる が 如く、 K 造 法と 關聯 して 傳ふ べき もの、 一 であ る， 即 ち 黑崎氏 所 報 

の 全文 を玆に 揚げる。 

が © 朝した の は 明治 十七 年の * であった、 此時 同窓の 石黑 五十二 君と 相 俘 ふて 

私の 下お を訪 ふたの は 高峰 讓^ 君であった。 来訪の 要 は 「H 本の K 造 法 は 不完全で 

四 七 


四 六  ， 一 

紙の 方法 を 改善して 時代に 適應 す る 紙の 雷 用 を 邦 産品で 充 たしたい. 齷 造 法を改 a し、 一 

廉價 の- m 料 を 以て、 時日 を耍 せす して 良 S 精 飲 科 を 酸 造し 得る の途を 開きたい 、是 等 一 

一 として 有益なら ぬ はない が、 博 士は當 時 人造肥料 問 题に沒 頭して 居られた る 際と て、 

それと 關聯 して 製 藍 肥料の 改良に 就て 講究 を费 し. そ れも 啻に 實驗 室の 作業に 止まら 一 

t 製 藍 地方に 出張して 實 地に 就て 指導 講究す る 所 が あ つ た， 又 醒^ 法に 就て は 深く 信； 

する 所が あつたの で、 酸 造 地方の 實地を fi^ 察 講究す る こと  一 に 止まら す、 實 驗 室の 作 一 

業と して は. 旣 に 明治 二十 年の 洋行 前に 立派なる 成績 を 従へ て 居た. 明治 二十 一 年 人造 一 

肥料 會 社の 創立 せらる、 や、 博士 は 其經營 技術 兩 難事 を負擔 しなが らも. 釜屋堀 工場 の ： 

隣 地に 私 製 藥所を 興し、 綽 々たる 餘裕を 以て 自家の 實驗 研究 を 進め、 時には 實 用品の 一 

製造 をも爲 し た。 即 ち、 王 子の 曹達 製造所の 廢物 である 母 滴から コ バ ルト を採收 する こ： 

とに も 成功し た， 其 1 部分 を 利用して デ オダ ス と 名く る 防臭 劑をも 製 出し た. -而 して 其 一 

容器に も 特殊の 考 ど 凝らした もの を 製造して 用ね た， 又 一 稀の 防火塗料 を M 造 し た， 一 

其效カ はお 木 男の^  K  (多 分 ，：5- 京 0 院 な ら ん； • に：^ 用した る に、 接 近せ る 火 は 火 に し. 燒 ^ 


工業 及 綿 百年 期博覽 おが 開か る、 に會 し、 君 は 其 事務官に 選ばれ て 渡米した。 さ れば 

世人 は 高峰 君の 事業が 其 源 を 渡米 後に 發 した やうに 記憶して 居る が、 實は此 ヒクド 

" 社の 事業 が、 君 の 第 一 着手で あつたので あるまい か。 首 唱 者に 去られた ヒクド 社 

は、 結 局ヒ ク * ト とならざる を 得なかった。 

永き 渡米の 首途 

蛟龍 は 遂に 池 中の ものに あら す、 信 と や、 斯 天才 的 偉人が 風雲 を 捲いて 起つ べきの 時 

期 が 到来した。 時 は 明治 二十 三 年の ことで あ る、 肥料 會 社の 經營に 前途の 曙光 を 見、 私設 

製藥 所の 研究に 著々 成績 を 擧げっ 、あった 高峰 博士 は、 或 る 時 長文の 電報 を 落手した、 

それ はキ ャ " ライ ン 夫人の 親族から 急々 渡米 を 促 して 來 たので あつ て 、要は、 博士が 曩 

に 特許 を 得られた 釀造法 を、 北 米に 著名なる 大酒 造會 社に 於て 採用す る ことにな つた 

が爲 めで ある。 今日 以上に 輕 蔑して 顧みられなかった 裒洋 有色 人種の 發明 せる 方法が、 

北米の 大會 社に 於て 奮套 を 破りて 探 用 せらる 、とい ふこ と、 そ れ旣に 一 大 快事で ある 


HA 

ある。 靜岡縣 では 年々 酒の 防腐 法に 就き 苦心して 居る が， 未 だ 成功の 域に.^ し な い、 然 

るに 私 は 一 年間の 研究 で、 其 防腐 法を發 見した。 當 業者の 利益 を 計る と 同時 に， 國 家 の 

利益で も あるか ら， 費 用の 支出 を諾 せられたい」 との 話で あつ た、 尤 も な 話な ので 多分 

ではなかった が、 玆に私 は 三百 圓を投 する ことにな つ た。 京 橋八宫 町に 藤 島常舆 とい 

ふ 物理 學の 器械 製造者が あるので、 之に 防腐 劑 器械 を 製造せ しめる こと .、 し、 結 局 考 

案 者 は 高峰 君、 器械 製造者 は 藤 島 君、 出資者 は 私 (黑 崎) とい ふやう に 三人で ； 社を設 く 

る ことにな つたの だ。 社 名 をヒク ドロ 社と 稱 し。 藤 島の 製造所 へ 看板 を揭 ぐる こ. とに 

なった。 而 して 其 器械の 構造 は、 大 體 四角な 箱 で、 中に 十一 一 の 管 を 入 れ、 コ 1 ク ス を 粉 末 

にして 各 管に 填充 し. 筌 氣が 甲乙丙丁と 順次に 各 管 を 通過す る 装 S となって 居 b  、管 

の 末端 を 酒 構の 蓋に 挿入し g  く 時 は、 吞 ロを拔 いて 溏を 排出す るに 從 ひ、 器 械を 通過 

したる i41 氣 が. 其 穴ぶ 隙を滿 たし、 パ ク テリ ャの 死滅 を 謀る ことにな つ て 居 る. i?- 造 販 資 

の 趣を當 時の 時 事、 郵 便 報知の 二 新聞に も 廣吿し た。 然 るに 高峰 君 は 當時農 商務省の 

官吏で あつたので. 偶 其 年の 秋 北米 合衆國 F^nTTT 州 TTTTTTSnT 市に 萬國 


も それ を變更 して 桑 港に 出づる ことにし 二  B も 早ぐ 良醫の 診療 を 受け もし、 叉 止むな 

くば 一一 ク ォ \ レ ァ ン ス に 行く ことにした いと 決め た。 唯 さ へ 寂しき 船中 に、 此 重 態、 賴 る 

者と て は 唯 一 の 夫人 あるの み、 夫人 は 日 本で 生れた 二人の 嬰兒を 哺育し つ、 甲斐々々 

しく 立ち行へ も、 日 夜の 看護に 疲れ果て たる 其 面影 を 見て は淚 なき を 得な かつ た、 殊 

に 大志 を 抱け る 身の， 故國を 離れた る 第 一 步に此 大難に 遭遇 し、 博 士は眞 に 腸を斷 つの 

思 を爲し た。 さ て は 迚も 助からぬ ものと 覺 悟し て、 博 士は 遺書 を さ へ 認められ たとい ふ 

ことで あつたが、 夫人の 丹精 や 通じ けん、 さし もに 重き 病 も. 上陸 近づきた る 頃 は 稍 恢復 

の 兆を呈 し、 苦痛 も大に 緩和す るに 至った。 

高峰 式 釀造法 

桑 港に 於て 暫時 靜養 せる 高峰 博士 は、 病軀 ながら に、 勇 氣を 鼓し て に 赴いた。 釀 

造 法の 第 一 回の 試 驗はヒ 一一 ック ス醒造 場に 於て 行 ふた、 博士 は 伴 ひたる 日本 杜 氏 (丹 波 

の 人 藤 木 幸 助 氏) を 助手と して 自家 獨特の 方法 を旌 行した ので ある が、 其 結果 は 頗る 上 


が 上に. 特に 需 めら れて 大陸に 於て 手腕 を 揮 ふとい ふこと は、 先づ ー步 彼等 を 征服し 得 

たる かの 槪 あり て、 四 方の 志に 昂 がれる 博士の 心臟は 一 き は 高く 波打つ た。 さ れ , 、レ 0 い 

て 思 へ ば、 人造肥料 製造 事業に 對 する 責任 も 亦 決して 輕 いもので はない、 開業 僅に 三年 

にして 早く も 之と 別る 、は 餘， 9 に輕擧 なる が 如くに も 見 ゆるの で、 博 士は觅 やせん 角 

やせんと 思 ひ惱み て、 之 を ：|| 澤、 益 田兩 先輩に 打開け て 謀つ た。 雨 氏 は 異ロ同 音 に 渡米 を 

賛 成 し、 肥 料 會社は 博士の 盡 力に 依り て、 豫 告の 如くに 進行 し、 最 早 前途の 見込 もつ きた 

る こと 故、 今 後 も 博士の 方針 を li 承して 經營 すれ ば、 恐 らく 失敗 を 招く の 虞 は あるまい、 

然るに 一 方 本邦 人の 發明を 外國に 於て 發展 せし むる こと は眞に 千載 一 遇の 快事で あ 

る、 又 池 人 を 以て 代 ふることの 出來 ない ことで あ る。 萬 障を排 して 渡米す る こそ 宜 けれ 

とのこと であつ た。 併 し 中心人物の 去就 は 株主に 動 搖を來 たす ことがない とも 言 は れ 

ぬからと いふ ことで、 表面 は 夫人の 親御の 病 氣の爲 めと 號 し、 後 事 は總て S 役 諸氏に 託 

し て、 行李 勿々 橫濱 を解續 した。 然 るに 乘船 第三 日より 肝臓 部に 苦痛 を 化え、 そ れ が日每 

に 山 几 進し ffi る 重態に 陷 つたので. 初めは シ ャ 1 ト 〃よ b 直に シ 力 ゴに向 ふ 豫定 なりし 


樣に 働かない の で、 勝 意 想 外の 故障に 遭 0 し た、 仍 て 博士 は 漸進の 途 を 取 .9、 最 初 は 一 樽 

に 五六 石 位よ，.^ 進 め て、 數 十回 反覆して 漸次 增 量 し、 三 年の 歳月 を經 過した る 後に は、 一 

日に 五六 百 石、 S ち 三千 ブッシ H グの讓 造 を 爲 し 得る やうに なつ て、 眞 に 大成功 を收め 

た 。新く てこ そ 博士が 奮起して 故國を 後に し た、 其 意義が 明白に 達せられ たので あ る 、或 

は 此點に 於て 日米 間 知識の 融和 を 得た とも 言 ひ 得る ことであった。 

モルト 業者の 反對 

ク キス キ ー。 トラスト が、 高峰 博士 の 醸造 法 を 採用した る， 當 時には 「日本人に 何が 出來 

る もの か」 位 に、 世 間は輕 侮の 目 を 以て 見て 居 た。 所 が 三年の 後に は 三千 ブッシ H ルの釀 

造 力 を 有する やうに なつ た。 斯 うなって 見る と、 モ 〃トの 需要が 大打擊 を 被む る やうに 

なること は數の 明かなる 所 で、 迂 濶 にして は 居られない、 何とかして 高峰 式の 發展 を碍 

げ なければ ならぬ とい ふの で、 先 づ モ 〃ト 製造 職工 を 煽動 した 、「高峰 式が 盛んにな ると 

汝等は 失職す る ぞ」 と 言 ふやうな こと で 、職 ェ 達から 敵視せ しむる やうに 仕向け た" 或 る 

五三 


五 二 

出來 であった。 モ 〃 ト は 毫 末 も 用 ゐ な ぃ，日 本 趣 即 ち 高 峰 元 麴 を 以 て 玉 蜀 黍 を 材 料 と 

して 製造した ので ある が、 そ れで 立派の 酒精が 出來 たので あるか ら、 是 は 確かに 有望お 

とい ふこと になつ た。 そ こで 更に 進ん で、 酒精 醸造 の 中心地と 稱 せられる ビ ォ リア (シ 力 

^より 約 百 五十 哩) の 町に 於て 實驗 供覽 する ことにな つた。 此 に は 北米 醸造業 

の 八九分まで を 占めた クヰ ス キ ，。トラ ス トの大 釀造會 社が あつ た。 其 會 社に 於て シカ 

.7 同様の 實驗を 行 ふて 略 ぼ 同 一 の 成績 を 博し た。 此 會 社の 社長 パリ ー ンニ ット 氏は實 

業 家出の 百 戰の功 を 積みた る 人と て、 何 事に よらす 一 目に て 是非 を判斷 する ほ》」 の 明 

敏 なる 人で あつ た 其 氏 も 博士 の 實驗を 殊に 注意して 觀 たる 一 人であった が、 直 

に 決定し て， 博 士 に、 囑 する に同會 社に 於て 漸次 規模 を大 にし て、 實 行す る こと を 以てせ 

ら れ た。 然る に 彼の地の 酸 造 業の 規模 を 見る に、 其大な る もの は 日々 千 石 乃至 千 五百石 

の 材料 を 蓮 用し す ほざで あ る か ら、 單 に 理論 上 良い とい ふだけ では 出來 な い、 化 學 上 

の 操作が 如何に 完全で あっても， 機械的の K 驗に功 を 積まなければ 到底 行 はれな ヒ高 

峰 式 造 法 は、 實驗室 の 仕事と して 些か も 故障 はない が、 大規模の 醸造に は 機 が E0 ふ 


勵 まされて 急々 工事に 著 手し 約 六 箇月に して s 築が 成って、 而 して 厄前 同檨の 能率 を 

有 す る ことにな つ た。 是 が マンハッタン ニァ ス-ズ ダリ ー であ る。 然 るに 更に 又 一 大難 事が 

生 じ た、 そ れは トラストの 內紅 であ る。 元 * クネ ス キ，！ ト ラ ス トの 重役の 大 半 は、 乇 , ト 

業に 關係 ある 者 で あ る か ら、 高 峰 式 K 施の 重役 會議 でも 開く と、 陽 に は 反 對 すべき 理由 

がない か ら、 陰 に 之 を 碍げる やうの 言 辭を取 る， 饼 し 社長の v^rx 氏 は 明晰なる 頭腦の 

持. W であつ て、 業 務經營 の 責任 ある もので あるか ら、 蔭 言 の 如き 之 を M かざる ことにし 

て獨 K 的に 高峰 式 を 懷 張せ しめた。 W かる 庇護の 下に 博士の 事業 は 漸次 進められ て、 ト 

ラストの 釀造 量の 約竽 額に 之 を 探 用 せらる 、ことにな つ た。 然 る に 其 實施後 三 週 日 の 

日 に、 突 發 的の 大變事 を 生じ た。 そ れは、 トラ ス トの 社長 反對 派が、 臨時 株主 總會を 開き て、 

甲論乙駁の 結果， 遂に 會 社の 解散 を 決議 し、 會 社 は 政府の 監督官の 手に よりて 管理 せら 

る、 ことにな つたので あ る。 高 峰 式 讓造法 は玆に 全く 大 頓挫 を 爲し 了した のであった。 

0 狹 か、 執 掬 か、 泡 に 遺 懺の 極で ある と 言 はねば ならぬ。 


時 は、 博士の 友人から 「君が 夜分 外 S3 した 時に 危害 を 加 ふる 計晝が あるら しいから」 と 注 

意して くれた こと もあった とのこと であ る。 仍 て 博士 は、 高 峰 11 製造に も 職工 を 要 す る. 

其 職工と して は、 素 人よりも モ 〃ト であった 者が 成績 良好で あるか ら、 成 る ベ く 之 

を Be ゐられ たいと 高峰 式 採用の 釀造 場に 通告し た。 高 峰 式 は 材料が 比較的 廉價 である 

か ら、 從 で 職工の 賃金が、 モ 〃ト 業より は 多額に 拂 はれる、 それ 等の 關 係から 職工の 反對 

なる 氣勢 は大に 薄らい だ。 併し 資本家の 側は少 しも 緩和し ない。 或る 夜の ことで あ る. 博 

士の寓 所に 近き 邊に 警鐘が a 打せられ た、 それ 近火 ぞと いふので 跳ね起きて 牖を 開け 

ば、 是 は 如何に、 IS  土の 作業場に して 高峰 釀造 事業の 根據 地なる 工場が 火 を 失した ので 

あ つ た。 炎 々たる 猛火 は 数 時間に して 全部 を 烏 有に 歸 せしめ たズ は 言 ふ、 是 は 正しく 乇 

〃ト 派の 使嗾に 由る 放火で ある と。 或は 叉 「高峰 は 其 研究 事業 の 不成績 を 掩 はんが 爲め 

に S ら火を 放った の だ」 との 中傷 的の 流說を 放った 者 も あつ た。 豪 氣 なる 博士 は此大 は" 

厄に も 徒らに 鉗 魂 落 膽 して は 居な かつ た、 直 に 事業 M 係の 米 人 諸氏の 會合を 求めて 善 

後の 策 を 課つ た。 會 社 は： 「新 に 新 工場 を 建設して 事業 を S すべし」 とい ふに 一 決し た 之 に 


した r 是皆 博士 を 窮境 に 導いた ものであった が、 殊に 重大なる 難事 は 博士の 肝臓 病が 再 

發し たこと であった。 劇甚の 疼痛に 加 ふるに 高き 熟發 があった. 頻々 と 襲 ふ 惡寒も 患者 

をして 生氣 なから しめ た、 殆 v> 絕食 して 死 を 待つ ばかりで あつ た。.^ オリん は 酒精 釀造 

に 於て こそ 中 心 地 な れ 、要 する に田舍 町に 過ぎない、 診療 を 託すべき 良醫が 無い ので あ 

る。 仍 て シ 力.^ コ に 打電して 醫 師を迎 ひた， 一 診の 後 醫師は 言 ふ、 「是 は 頗る 重態なる 肝臓の 

膿 癌で あるが、 治療法と して は 手術 を 施す より 他に 途 がない、 併しながら 何の 設備 もな 

き此 地に 於て は 手術の 施さん やう もない、 されば と 言 ふて 今 患者 を 励 かす こと は 或 

は 死 を 早める ことになる かも 知れ ぬ」 とつ 其 時 叫ャ VITVT 夫人 は 決然と し て、 何 れ にし 

て も 死 を 免れない ものなら ば、 せめて は心殘 りなき 樣に TTT に 俘 ひたしと 述べ、 夫人 

自ら 奔走して 特に 汽車 を 博士の 宅 前に 停 車 せ し め、 動 も すれば 虛脫 に陷 らんと する 患 

者を勵 まして 力つ け夜シ 力 ゴ" に 着 すると 直に 病 院 に 輸送 し、 夜 陰ながら 特に 醫 局に 請 

ふて 直に 手術 を 受けし め た. 其 熱烈に して 敏活なる 働き は 人 をして 感動せ しめざる は 

な く、 當 時 知る と 知らざる と 皆 推して 美談と 爲 したと いふ ことで ある 3 夫人の 此 働き は 


高峰 博士 畢生の 厄難 は、 ク ヰスキ ー. トラスト fl^ 解の 後に 來た 。トラストが 監督官の 手 

から 放 たれて 組織の 改造 を 見る までに は 約 二 年 を 要した、 其 間 博士の 釀造法 は 他と 約 

朿を 結ぶ ことが 出來 ぬので あ る。 全體 高峰 博士と ク キス キ， I ト ラストと は、 其 間に 高峰 

フ H  ,  メ ント會 社が あって 聯絡して 居つ た。 博 士は 此會社 を根據 として ト ラ ス トと對 

立して 居た のであった。 高峰 式 酸 造法實 施に 就て は、 機械 も 材料 も 素より トラストの 負 

擔 であるが 之が 試驗 と供覽 との 費用 はフ H  \メ ント會 社の 負 ふ 所で あつ た。 加 之、 事業 

に 伴 ふ 人 件费も 少なから す 要した。 然るに 長 時日の 間會 社の 事業 は 全く 停頓して 毫も 

收 入の 途 なきに も拘 はら す、 會 社の 存立の 爲に は經费 なき を 得なかった ので あ る、 此 焦 

眉の 急 を 救 はんが 爲 めに 株券 を賣 らんと して も、 ト ラ ス ト S 解と 同時 に、 フ H ル メント 

の 株券 は殆》 J 無價 爐に陷 つた。 而も 博士の 片腕と も賴 んだェ 學士淸 水鐵吉 氏 (元 農 商務 

ル>? 技師) は 肺結核の 侵す 所と なり て、 全 く 活動力 を 失 ふ た (後 一 八 九 二 年 に Inrs で 客死 


二になる. 其 生活 醱 酵素と は 所謂 酸 母の ことで 一 種 

麥 S3 の 醭 造 等の 場合に 人の 能く 目擊 する 所の もの 

て 数日 置く と麥 芽を發 生す る、 此麥芽 を 澱粉に 働か 


酵素との 

の 働き は 

水に 浸し 

ンに a 化させ る、 更に 其、 デ キ ス 

醱» であつ て、 麥 芽の 中の 授水 

而 して デ アスク ー ゼは麥 芽に 

の體內 にも 生成す る、 唾 液 や 膝 

と 同 IS の醱 酵素 を 有して 居つ 

ので あ る。 そ れ 故に 若し 4^ デ ァ 

たなら ば 、そ れが睡 液 や 膝 液 や 

らぬ であらう と稱 へら れ た。 高 

し め て、 S 精鏺酵 を爲さ せ やう 

就て 注 意 を 忘 ら なかつ た、 所 が 


トリン を マノ パト 1- ゼに變 化せ 

醱 酵素が 爲す 業で， 此醱 酵素が 

のみ 存 する もので はなく て、 他 

液 やが 澱粉質の 消化 を 司 ざる 

て、 それが 食物 中の 澱粉質 をダ 


の 下等 生物で あ る、 =s 生物 

で あ る。 之と は 別に、 大麥を 

せる とそれ を、 デキ ス トソ 

しめる、 變化も 亦 一種の 

即ち デァ ス タ 1 'ゼ である。 

の 穀物 中に も あ る、 叉 動 物 

もの は、 睡 液 膝 液の 中に 之 

キス トリンに 變 化させる 

mp し 

に 足 

ゼ に 

の デ 


ス タ，！ ゼの强 力 な る もの を 得 て、 之 を 食 物と 共に 股 

の 消化 力 を 射^す るか ら、 澱 粉 消化不良 は 叉 恐る 

峰 博士の Si 造 法 は、 日 本 趣に 有する デ ァ ス タ，. 'ゼを 

とい ふので あるか ら、 傅 士は當 初から：^ デ ァスタ ー 

ドク も 趣の デァ スタ —ゼ は、 前 に ゆした 大 麥 の 麥 芽 
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效 を 奏 し. 幸 に 時機 を 失せ ざ b しか ば、 徘 a も 充分に し. 元 來强壯 なる 3-  士は. 手術 後の 經 

過 も 佳 良 で 在院ニ 筒お 程 に し て 全 治 し な 時 恰 も .V 力 ゴニ 萬國 博覽會 開催 あ，.^ て、 邦 人 

の 渡米 者も尠 なから なかつ た、 中 に 手 島 精 一 氏の. S き も， 親 しく 在院 中の 博士 を 訪問し. 

特 に ，；^— や 「「ィ —ン 夫人の 行き届き たる 看 籠ぶ りに 感嘆して 居られた と 云 ことで ある. 

タカ ヂァ スタ ー ゼ 

高峰 博士 は、，。 nrJnT に 在りて 高峰 フユ, メン ト會& 經 警 の當時 も. 例 に 依 b て K 驗 

室に 在， りて は 好個の 研究家であった。 殊 に 當 面の g み 題で ある 酸 造 法に 就て は、 縱 しゃ 一 

應は 成功した る に し て も、 素 よりそれ で満 足 す る 人 で は な い、 尙ほ 更に 反 西から も， 側 面 

から も 出 來 る だけの 研究 を 續 行 し た、 面 し て 一 事 を 了 得す る每 に其發 明に 對 する 特許 

を 申請し た， そ れが酸 造に 園す る もの、 みで も 實 に 十三 【：！ 件に 上って 居った。 彼の 世界 

を 風靡せ る 消化 劑タ カデ ャ ス タ ー ゼの發 明 も 亦 其 一 で あ るぷノ しく 專 門に 涉る が 大 

0 明 に 就 て玆に 一 言 する ことにする、 酸 酵素 は 之 を 大別 す る と 生 活 醸 0 素 と 化 學的 K 


スタ， ゼ に濫籐 すると 牢て も强ち 過賞で ない 。博士の 此發明 は 其 向々 の 人 を 嘆賞せ し 

め た、 殊 に 博士 は 之 を 米國の 著名な 醫 學者藥 學 者に 贈與 して 批評 を 求めた、 又 自身に 各 

地の 醫學會 等に も 出席し て、 流暢に して 巧妙 な る宣傳 講演 を も爲し た、 それ 等 の 刺戟で 

世に は眞 面目に 之 を學術 的に、 又應用 的に 硏究 した 人 も 多 かつ た、 就 中 の ，^ 

^博士 は 最も 熱心なる 研究家で、 タ カデ ァ ス タ ー ゼ の 有する 数多の 特長 を 究定も 

し、 叉 其廣汎 なる 治療 上の 效用を も 實驗 的に 證 明せられ た。 博 土の タカ デ アスク ー ゼは 

最初 は 高峰 フ H  ,  メ ント會 社の 事業と して 製造した のであった ！ 5、 在 1" 口 イト 市 

の 有名なる 製藥曾 社パ， -ク、 デビス 社長 ヮ： I— レ—. ン， 氏が 此發 明に 共鳴 せら れ、 同 社に 於て 

製造 販賈 する こと、 なり 乃ち 今日に 及んで 居る。 

グリセリン 復原 

タカ ヂァ スタ ー ゼの發 明が. 33  *、 之 を .、 ノ  —クダ ビス 社から 發 お 【：； せらる、 * 一  と 、 な つ . 

た が、 日 尙 淺き爲 之に 因る 收 入が 思 はしくない、 從て Tlr^J^ を 引上げて rrr に移轉 


ァ スタ ー ゼ 即ち モ 〃トの 如くに 完全で はな い、 何 故 か 

きに は 二種 あ る、 其 1 は S 粉 を、 デ キス トリン 化さ せ る 

せる 糖化 作用と であ る。 然 るに モ 〃トは 此ニ作 を 兼 

趨 のデァ ス タ ー ゼは 溶化の 作用の み 非常に 强ぃ が、 糖 

る、 g ち 力が 偏よ つて 居 る j そ こで 博士 は大に 苦心 硏究 

有する の は、 元 來 穀物に は 自然に 糖化 性デ ァ ス タ ー ゼ 

麥は發 芽に 際して 溶化 性デァ スタ ！• ゼを 生成す る、 そ 

以 であると い ふこと を發 見 し た、 此 原理の 發 見が 高峰 

而 して 麴の 原料と して 米 を 用ね すして 麥糠を 用ゐて 

>  J と も， 亦 ァス ぺ 〃ギル ス s の イク 口 シ アム ，才 リゼと 

れ ば、 殊 に强 力なる デァ ス タ ー ゼを產 生せ しめ 得る と 

依る 發見 であって 今で こそ 幾多の デ ァ ス タ ー ゼが製 

としての 高い 品位 を 有 し、 K  上 闕 く ベ か ら ざ る ？ お 備 
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となれ ば、 全 體デ ァスタ ー ゼの働 

溶化 作用 と、 其 二 は それ を 糖化 さ 

ね備へ て 居る から 完全で あるが、 

化の 作用 は 溶化の 力より 大に劣 

し た、 其 結果 モルトが 兩 作用 を 兼 

を 合 有する もので あ る、 そ れに大 

れが モルトに 兩性を 兼有す る 所 

博士 を 成功せ しめた ものである。 

も 同一 の 結 SJ^ を 得らる、 とい ふ 

名 けられる 絲狀菌 を 働かし むる 

いふ こと も. 皆 博士の 績行 研究に 

出せら る、 やうに なった •  か 、誓 0 

品と なった の は、 博 土の タカ. チア 


す や と 您 0 したずる と 白人 間の こと、 て 之 を 信用 し， 其 言 の 如くに し た、 所 が 技術 を充 

分 に〕： 解せ ざる 者の 成功し やう 箬 な く、 輕 て 美事に 失敗し 了った とのこと であ る。 そ れ 

は 後の 話 或る日 特許 局から 博士の 許に 通知が 來 た. そ れは グリス リン 復原 法に 就て 他 

より 出願が あつたので 、審査 上 必要で あるか ら. 博 士に發 明の 轉末を 記述 提出せ よとの 

ことで あつ た. 博 士は^ 命の 45  くにし た。 然 るに 叉 或る日 一 訪問客が あつ た. そ れは ダリ 

スリ ン 製造 家で， 特許 局の 所謂：？^ の 出願者であった、 特許に 就て 示談 を 申込んで 來 たの 

で あ る。 博 士は 之に 對し 淡泊の 調子 で 「發 明の 先鞭 を 著け た 者が 自分で ある こと は 信じ 

て 疑 は な い、 そ れ&に 勝敗の数 も 略 ぼ 定まって 居る と 思 ふ が、 併 し 自分 は 特許 ffi を 得た 

所 が 當 分 之 を 行 使すべき 機會 がない、 而 して 見ら る 通り 目下 窮迫し 居る 場合で ある 

か ら、 御 望みなら ば 其 特許 櫂の 行使 を 足下に 任せても よい、 其 場合に は 何分の 行使 料 を 

支出 せられた い、 叉 m  一  a 分が 敗け たと し て も、 何 等 苦情 ケ 間？ 奴 こと を 申出ぬ か ら、 其 場 

合に は 幾分の 金 を 贈られた い」 と ^^フ 申 出 ら れ た。 先 方 も 其 言 を 諒 と し、 翌 日相携 へて 

特許 局に 行き 見る と、 杲 して 博士の 勝に 歸 して 居った の で、 博 士の 特許 權は其 グリス タ 


した 高峰 博士 は. 眞 に窮ー  の 極に 達して 居つ 

したる 借家 を 爲し. 日本人 竝に 白人の 助手 敫 

の - J と、 活 版 用 口 ー ラ ー の 製 造 者 が 博 士 を 訪 

とで ある が、 „s  U 1 'ラ， I に 用 ゆる 高 價 のグリ 

や」 と のこと であつ た 博 士 は甘諾 して 之 に 從 

0 品 凡 ゆ る試驗 材料の 總 て が グリス リ ン に 

一 變 して • リ I ラ ー の廢 物から ダリ スリ ン を 

告げて、 研究に 從 事 し た が、 間 もな く 略 ぼ 良 成 

,然 依 S を 取消して 來 た 又 そ れ ま で 忠實 に 働 

な こと： U と は 思 ふた が、 宏 fi なる 博士 は兩っ 

たる グリス リ ン a 原 法 を 完成して、 之が 特許 

が 博士の 發 ra- を 見？ S して 居た の で、 逸 早く 彼 

i:S 峰に あらす して B 分 な る が 故 に、 高 蛏とは 
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た" そ れ で も 流 石 は 博 士 で あ る， 動 力の 附扇 

人と „li 〈に H 夜 研究に 沒 頭 し て 居 た. 或 る U 

問して 言 ふ に は T 食 君 は 發 明 家 だ. とい ふこ 

ス リンに 代用すべき もの を 硏 究 しくれ ，- y 

事した が、 さ て 何物 を 以てして も M 品 複 

代用す る こと を 許さ な か つ た， 仍 て 方 針 を 

復原する ことに 改 め た. 其 皆 を 依 賴 者 に も 

績 を 得 る やうに なつ た。 其 時 依 ® 者 か ら 突 

いて 居た 白人の 一 助手が 解赝を 求めた •© 

な が ら其 意に 任 せ、 自 身 は 鬼 も 角も發 E? し 

を 出願し て 置 い た。 後 に 聞く と、 此 白人 助手 

の 依 a 者 に 謀 り、 復 S 法 を 者定 したる 者 は 

破 約し、 自分 を 技師と し て 復 原 ェ 場 を 設 け 


す、： s 產 生す る狀 態を內 分泌と 言 ひ、 其產 生す る化學 的の 物質 をホ レノ モ ン (刺戟物) と名づ 

け る。 高 等 動物に は 神經は ある、 が 其 上に 尙ほ內 分泌 もホ \ モ ンも ある、 甞ては 千古の 疑 

問 物と して 見られた— 何の 作用 ある もの か 知れなかった I 副腎 も 甲狀腺 も腦の 下垂 

體及松 果腺も 胸腺 も 卵 巢黄體 も、 近 年に 至 b て 皆 それぐ に內 分泌 腺で ある ことが 知 

れ た。 而 して 學者 は是 等の 內 分泌 腺 か ら、 そ れぐに 固有の ホ \ モ ンを 純粹に 析出す る 

こ と を、 最 も與 * ある 而 して 最も 有益なる 業績と し て、 難 事を排 しつ 、今 も 尙ほ其 研究 

を續 行し つ 、ある 者が 多い。 副腎に A 壓增 加の 作用が ある こと は 比較的 早くから 知ら 

れた、 仍て 副腎の 越 幾斯を 製造して 之 を醫藥 にも 供用して 居た ので あるが、 何分 越幾斯 

は變 敗し 易い、 又 夾雜物 多き が 爲に其 生理的 作用が 不定 勝ちで ある、 加 之 蛋白質 類 を も 

混 有する か ら ，從 て 之 を 用 ゆると 過敏 性 現象 を 起す ことがあ る。 是 等の 闕點を 除く のに 

は ドクしても 純 粹にホ \ モ ンを 析出し なければ ならぬ、 そこで 歐 米の 生物 化 學者は 一 

齊に 之が 研究に 着手した、 謂 は て 世界的 學術界 の 大競爭 であった。 而 して 先頭 を 切って 

成 辕を發 表した 者 は 米國の .^T^VIT 氏 であった， 千 八 百 九十 七 年に ュ ビネ フリ ンと名 


ン 0: 社が 行使 し， 其 行 使 料 を 年々 博士に 贈 呈 して 居 る。 明 治 四十 一 年に 歸 朝せられ た 時 

に 博士の 談に 「發 明が 右から 左、 直 に 金になる ものと 思 ふの は大 なる 間違 ひで ある が、 叉 

相當に 苦心した る發明 は、 何 れの m にか 必す 金になる もので あ る、 自 分の ググ スリ ン復 

原の 如 き、 今 日で は 年額 約 一 莴弗 程の 發明櫂 行使 料の 收 入が ある、 今度 も 歐洲を 通過し 

て歸 朝す る ことが 知れた ので、 其會 社から 英國に 支 工場 を 設けたい から， 其 場所の 選定 

をして くれと 頼ま れ、 マン チ HI ス タ ー の 近郊に 適當の 場所 を 定めて 來 た」 と。 

アド リナ リン 

下等動物 や 植物に は神經 とい ふ ものがない けれど も. 高 等 動物に は； S 經 系統が 其 身 

體 中に 行き 涉 りて 分布され てゐ る、 其神經 が あるので、 高等動物 は 身體內 外の 急激なる 

變 化に 顧應 する ことが 出 * る。 然 らば 下等動物 や 植物に は祌經 がなくて 體 內の傳 達が 

出來 ぬかと いふ と、 そ うで はな い、 神 經に 代る ものと して 化學的 物質が 產 生せられ る 、そ 

れが 或る K おに 產 生して， 或る 臟 器に 影響を及ぼ す、 そ れに由 b て 神經に 代る, きを S 


「ト からの 電報に 曰く 「副臂 の 生 理的 作用 を 確 認 す」 と， 是 が g- ち 副腎 髓 質の 純粹 なる 主 

成分であった。 績行硏 究の結 は 豊富に 析出す る こと も出來 た、 從て 生理的に も 病理 的 

にも 充分なる K 驗を行 ひ 得られ た、 而 して 製品 は アド リナ リ ンと 命名せられ た ^ 士 が 

之を學 術 的に 初めて 公表した の は、 ジ ョ ン ス ホ ブ キン ス大學 に 於け る 講演で あつ て. 其 

報 文はフ ヒ ラ、 デ〃 フ ヒ ァ藥學 校の 機關 誌に 收载 せられた。 世界の 學 者の a 望した る大 

發 明、 そ れは 日本人の 手に よ b て 達せられ た. 學 界の 月桂冠 は實に 我が 高峰 博士の 頭に 

戴かれた ので あ る。 斯 くして アド リナ リンが 發 見せられ た， そ れに 依りて 生理 學 上の 新 

發見を 得た る もの 決して 一 二に 止まらない、 加 之、 アド リナ リンの 治療 上の 應用は 頗る 

廣汎 であ る、 今 も尙ほ 年々 に 其 領域 を擴 めつ 、ある 狀態 で， 內 科 外科 は 勿論の こ と、 產 0 

婦人科に もせ よ、 眼科に も せ よ、 耳鼻 1- 喉 科に も せ よ、 皮膚科に も泌尿 科に も齒 科に も、 ァ 

ドリ ナ リン を 闕 きて は 治療 を 十分なら しむる ことが 出來 ない、 或る人 は 言 ふ た 「ァ ド リ 

ナ リン 發見 以前と 以後 と、 須 らく 治療 界に 時代 を 劃したら よ い」 と、 ァ ド リナ リン 發見は 

K に S 療界の 一 新紀元 を爲 したので ある まねて 言 ふ， 此 世界的 大發明 は、 日本人た る 高 

六 七 


づ くる もの を 製 山 .3 し た。 次 で 同年に 獨 逸の フォン 。フュルト 氏 はスブ ラレ 二 ンと 名づぐ 

る もの を 分離し 得た と 報告し た、 け れ ビレ も兩 者と もに 純粹 では な い。 高 峰 博士 は當時 パ 

1 ク、 デビス 社の 技術 顧問であった が、 S 育の 高峰 化 學硏究 所で、 例 に 依りて 幾多の 實驗 

研究に 餘念 なく 從 事して 居た。 副腎に 就ても パ， I ク、 デビ ス 社からの 雷 め が あつたの で 

高弟 上 中啓 三 氏と 共働して、 其 研究 作業 を 進め て 居た。 ェピ ネフ リン 竝にス ブラ レニ ン 

の 公表の あつたと き、 博 士 は 徵 笑 を 漏らして 之 を 見て 居 た. 而 して 其 眼 は 成功の 希望に 

赫 や き、 其 手 は 祕密の 鑰に觸 る、 ベく 曰 一 日每に 進んで 行つ た。 攻 めて く 攻めぬ いて" 

モ ゥ 一 步の 所まで 來 たと 思 はれ る、 さ れざ 自然 は 仲々 に 開扉 を 許さない、 ァ \ カリで^ 

置した 可撿 物， 必 す 沈殿 を 見るべく 豫 期されて ありながら それが 沈殿し ない、 上 中 氏の 

如 き、 時 に は 昏倒 せんば かりに 熱中して 之に 當っ た、 或 時の こ と、 日 沒 ま で實 驗を績 け、 疲 

勞の 極、. M 驗 室の 取 方附も そこくに 返 出した， 翌朝 ffi 勤し 見る に、 前日 處置後 放棄し 置 

きたる 可检 物の 器 底に 、微少ながら 結晶 樣の沈 源 物が 見え た. 是 こそ 豫 期の 物 質、 驚 喜 し 

て 之 を採收 しお b 敢 えず パ ー ク デビス 社の 生理的 實驗 室に 送つ た、 幾 何もな く デ— り I  口 


日本の 國 益になる こと を 忘れて はなら ぬ」 と. 此效虔 な る 愛國的 信念の 下に 博士の 手 は 

動いた、 即ち 药 蓮に 就ても 研究し た、 豆 に 就ても 研究した、 凍豆腐 も 研究し た、 殊 に 澱粉に 

特殊の 處 E を 加へ て 灰分な き 炭 を 得た るが 如き は、 軍事上に も 見逃すべからざる 發明 

で あ る。 又 收 種に 際し 落下した 賣品 として 適せぬ 蜜柑 を 化學的 處理を 加へ て 最良なる 

淸凉飮 料 を 作製す る 方法の 如き， 之 を カリ ホ \ 一一  ャの 在留 同胞に 授けて 一 の產 業を爲 

さしめ た. 唯 遺憾な る は 士の 精力 を 傾注 せられた 醸造 法 が、 上 記ク キス キ， • トラスト 

の S 解と 共に 湮滅せ しめられた ことで、 博士 は 往年 歸 朝の 當 時、 予 と共に 満洲の 地 を 踏 

查し、 高 梁 を 材料と し、 高 峰 式 釀造法 を 以て s 精 醸造 事業 を 起さん こと を企圖 せられた 

ことがあつ たま 趣旨と して は 材料の 高 梁が 廉價で 得られ. 高峰 式釀造 法 を 以てすれば 

經费を 省く ことが 出來 るか ら、 此 酒精 を 以て、 內 地に 酒精 を 所要す る 工業 を 起さば 有益 

ならん とい ふこと であつ た。 併し 內地 で は、 內 地の S 精 稅法關 係で— 關東 州との 財攻計 

畫が 一 でない から、 釀造稅 だけで 高額なる 輸入 稅を 免す る ことが 出來 ない I それが 爲 

め是 も實 現す る ことが 出來 なかった。 


峰 博士 及 其 高弟 上 中啓 三 氏に 依 b て爲 された ものである こと を。 

實用 的發明 

S 述？ たる 如 く、 高 峰 博士 は 到る 所に 於 て， 如 何なる 困難の 逼迫せ る 場合に 於て も、 必 

す 實驗室 を 設 けて 研究 を績 行した X 其 研究 は 徒らに 學理の 末 を 追 ふ もので は な く て、 

必ゃ實 用的發 明の 道 途を拓 くもので あつ た。 TTT の 厄難 も 切 b 拔けパ ー クダ ビス 社 

の 技術 顧問に 擧 げられ たる 頃 は、 旣に 苦心の 賜物 は 博士の 生活 を餘裕 あらしめ た 、否. 日 

本人と して は 物質的に も 大成功 者と して 見ら る もので あつ た。 さ れば 博士の 硏究心 

は 勃々 として 昂が る。 S 育の 高峰 化學 研究所 は 年 一 年毎に IS 張せられ 、特に 日本より 少 

壯有爲 の 化 學者を 招き 助手と して 任用した、 古田 宗ニ郞 氏の 如き も 其 一 人であった。 而 

して 其 研究 上の 着目 點は 依然として 初 一 念を脫 しない、 身 は 北米に 在，. M しも， 心 は婧艇 

洲の上 を 離れない、 「西洋の 材料に 就 て は 西洋人が 研 究 する から 必す しも 其 後を趁 ふ の 

要がない、 日本 K 有の 材料に 就て 研究す る こと は、 同 じく 發明 を爲 す に も、 そ れが惹 いて 


ある 者 は. 考 案を聽 取し 審査し て、 見 1:^ ある ものに は 入所 を 許 し、 研 究 上の 便宜 を 得せし 

め， 且つ 之に 相當の 指導 を與 へ、 生活費 を 給して 心徐 かに 研究 を績 行せ しむる やうに し 

たい」 とい ふこと を 主張せられ るの は、 此 辨理士 として 感得せられ た事賓 も、 其 意見 を 喚 

起せし めた 一 であった であらう と 思 ふ。 

國 民科學 研究所 

現今の 理化學 研究所 は 高峰 博士の 主唱に て 生れた 

大正 二 年に 歸 朝せられ たる 高峰 博士 は、 日本に 國 民科學 研究所 設立の 必要 を 首唱せ 

られ た。 それが 爲 めに は&澤 子爵 を始 とし 屢學 者實業 家の 會合を 催し、 博士の 意見 を提 

出 し て、 其 設立 を 促す こと 切なる ものが あつ た。 玆 に當 時の 其 趣 意 窨を掾 記し や う。 

明治 年 に 於け る 我帝國 の進步 は、 其 長足なる こと 蓋し 絕偷な ，9。 嘗 て は蕞爾 たる 

東洋の 小島 國、 今 や 世界 一 等國の 班に 入 り、 隆 々として 國威 兹に揚 る、 豈 夫壯ん ならす 

や。 而 して 內に國 富 を 扶殖增 進し. 外に 歐米諸 强と駢 び馳驟 し、 以て 明治に 於け る此發 


高峰 博士の 日本の 特許 事業に 對 する 功績 は 前に 述べた. 性 來の發 明 家で ある 博士 は、 

特許 事業に は 特別の 興眛を 有って 居られた。 『—力 Jrr 時代に 於て は. 規定の 試 驗を經 て 米 

國の 特許 辨理士 に 爲られ た。 日本人に して 米國に 於け る此 種の 資格 を 得た る もの は、 恐 

らく 博士 を 以て 噴 矢と する であら ぅ撙 士は其 事務所に 訪ひ來 る 依 S 者の 發明顚 末 を 

聽 取す る、 それに 言 ひ 知れぬ 興 * を 有つ と 同時に、 素と 同好の 人と て、 深 き 同情 を 以て 之 

を 取扱 ふ、 それが 依 a 者に 快感 をも與 え. 有 利で もあった とい ふこと で、 頗る 評判が おし 

かった。 叉 一 面に 博士 は、 特許 辨理士 として 接した、 依 a 者の 發明 意見に 依りて. 自家の 發 

明 心 を 養 ふ 上に 尠 なから す 利益す る 所 もあった し、 之に 依. -て所 謂 「野 失に も 功の 者」 的 

に 特 殊 の 學 殖 な き 者 に も 徹 底 し た る 發 明 的 考 $^の る 者 の 尠 な か ら ざ る こ と を 知 り、 サ S 

し是 等の 人々 に 適 當 なる 指導者 だに あれ ば、 發 明の 成功 を 齑らす こと も 多から うと い 

ふこと を 深く 諒 得せられた。 次に 述 ぶる 國；^ 科學 研究所 設 立 意見の 際に も 「發 明 の 考 案 


の產吻 にし て， 而 して 獨創的 工業 は， 有 益 る發明 あるに 由-.^ て 奥るな り。 最 近の 調査 

に 依れば、 本邦 化學 者の 數、 大學 卒業 者 一千 九 百 六十 一人、 專門學 校 程度の 卒業 者 一千 

三百 八十 八 人な り。 此 人員 は敢て 多し と爲 さすと 雖、 而 も 皆 是發明 的 能力 を備 ふる 者- 

而 して 夫-一 も拘は ら す專賣 特許の 人口 比例 數を 見る に、 本邦 は歐米 先進 國の 何れに 

比する も、 其 約 七 分 一 以下なる は 何の 故ぞ。 吾人 は揣 摩す、 是は 業務に 急なる が 爲め發 

明 的 考慮に 暇な き 者 多き に 因るな b と" 又 思 ふ に、 有 益なる 考案 ある 者 も 之 を 研究し 

之 を實驗 する の 時と 場所と 將た 費用と を 有せざる が爲 め、. 5. 仝 く 志 を 抱 持す る 者 世に 

尠 なからざる こと を。 又 世の 企業者 等に して、 特殊 事項の 研究 を 必要と しながら も、 之 

を 託すべき 研究所な きが 爲 めに 止む 者も尠 なからざる ならん。 果して 然 らば、 今に 於 

て： a 間に 處す るの 策な からすん ば、 獨創的 工業の 勃 舆發達 は、 宛と して 百年 河 淸を待 

つが 如 けんの み-鳴 呼 夫斯の 如くに して、 何 を 以て か 大正 圃 民の 任務 を 遂行し 得ん 是 

吾人が S 民科學 研究所 の 設立 を 切望して 止まざる 所以な り。 

„ ^趣旨の 下に 立案 せられた 計 畫の梗 槪を擧 示 すれば、 研究所に は 顧問 又は 評議員 を 
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展を保 維 せん もの は實に 大正 國 民の 任務な り。 

吾人 は 夫 何に 依りて か斯大 任務 を 遂行し 得べき や。 

抑國 富の 增進 は、 一 に殖產 興業の 發 達に 俟 つべ し、 故に 大正 國 民の 任務 は、 係りて 此 

殖産 與業 を發 達せし むる に 在る • なり。 

顧みれ ば、 本 邦產 業の 進步 著大なる 是亦 多く 其 儔 を 見 t 就 中 近き 旣往に 於け るェ 

業の 發達は 頗る 人目 を惹 くもの あ り、 其 最も 現 はれた る 人造肥料 製造 事業の 如 き、 僅 

に 二十 五 年間に して 實に 二百 倍の 大を爲 すに 至 b たりと 云 ふ 。新の 如き 工業の 進步 

は、 本 邦の 富力に 利 ある こと 素より 大 なりと 雖、 而 も 其 多く は歐 米に 模倣した る 工業 

なる を以 て、 之 が 最良の 成績 も尙ほ 且つ 輸入の 一部 を 防止す るに 過ぎ ，然 れば 吾人 

は、 是等 模倣 的 工業の 進 步をも 亦 重要な b と爲 すと 同時に、 殊に 犬に 獎勵 すべき を獨 

創 的 工業の 勃興 發 達に 在りと 爲 すなり (蓋し 歐 米の 先進 國が 積極的に 國富 を增^ し 

得た る 所以の もの、 槪ね此 獨創的 工業の 發 達に 在る こと. 以て 大に鑑 むべき なり 3 

國 K 發明 力の 多少 は • 以て 其 邦 E の 文 野 を 判つ ベ し" 惟 ふに 發 は. 科學的 知識 並リ k 


として 獨 逸に 於け るゥ ヰ〃 へ 〃ム 皇帝 研究所に 擬 へたの で、 其 組&? は 全然 自由 研究所 

にしたい 希望であった 乏が爲 めに 博士の 熟 心に 奔走せられ たこと は淘に 著しい もの 

で、 又 sf;! 立 準備に 圆し 私財 を 費やされ たこと も尠 なく はな かつち 而 して 折 柄の 加州 問 

-こ 足されて、 博士の 米 1! に歸 期の 早めら る、 や、 特に 溢澤 子爵に 懇請して 後事 を 託さ 

れた。 子爵が 依嘱 せられた 刽立 委員 諸氏 は、 敢て 博士の 推獎 まで もな ぐ、 皆 新 かる 研究所 

の 設 立 を 希望し 居られた る 入 々とて， 爾来 非常なる 盡 力の 結果、 許 多の 曲折 ありて、 即ち 

現今の 理化學 研究所の 設立 を 見る に 至った こと は 喜ばしき ことで ある、 而 して.^ 研究 

所が 博士の 首唱に 導かれて 成った ものである こと は爭 ふべ からざる 事實 であ る" 上 記 

の 趣意 窨に 就て 見ても、 其 計畫の 梗槪に 就て 之 を 見る も、 終始 ー贯 したる 博士の 意圖が 

躍如と して 顯 はれ 居る ではない か。 

衞 生局廢 止の 議 

大正 二 年に は、 山 本內閣 に 依りて 大々 的に 行政 整理が 行 は れ た、 由 * 行 攻 整理と い ふ 


？ き 斯道の 光 大家に 之 を 鶴す る こと 二 )、 又 常 任 研 究 負 を S き 斯道の 俊才 を 之 に AJl r 

る こと (一 一)、 發 明 的 意 見 あ る 者 が 考案 を 提出した る と き は、 審 查の上 之 を 採用す る こと あ 

り、 其 場 Arr は 相當の 報愤を 給す る こ と (三)、 右 の 考案 提出者が 自身 研究に 從事 せんこと を 

求 むる とき は、 硏 究 室. 助 手、 材 料 等 及 研究 中 は 相 當の费 用 を 給す る こ と (四/右 の 提出者が 

來所 する こと 能 は や、 他 に 研究室 を 有する 者に は、 費 用の み を 給す る こ と (五) ヹ 業 的 適 當 

なる 材料 を 求 む る n め. 諸 科 學者を 以て， g 或した る 調 查團體 を柬洋 南洋 等に 涯造 す る 

, 」 と (六)、 時 々 問題 を 定 め 賞 を 懸けて 發 明の 考案 を 募 集 する こ と (七)、 常 任 研究員 及 考案 提 

出 者 (四. 五) の 研究 業績の 發明權 は、 研究所に 於て 保留し、 適當の 企業者に 之 を 行使せ し め. 

一定の 使用料 を收受 する こ と、 但 し 其 得た る收 入の 中よ、 り 當 該發明 者に 一 定額 を 分 與 

す る こと (八)、 企業者 等 より 費用 を負擔 して 特殊 問題の 研究 を依賴 するとき は 之に 患 や 

る こと (九)、 W 究 所の 設立 原資 金 は 有志 家の 寄附 行爲に 依る こ と， 發明權 より 得た る收入 

は ffiK 金に 繰 入る、 こ と (十)、 と 云 ふので あつ た。 博 士は 最初 之 を 化學に 限る ものと せら 

れ たのであった が， 他 人 の 意見に 鑑みて 之 を廣， 、科學 とせられ 4r 又 博士の 此 意 見 は 主 


廢 止の 議 ある ことに 及ん IT 高峰 博士 は 之を聽 取し 了る と、 S 然とし て 嘆 驟を發 し て 「夫 

は 不可ない、 聞き捨て にならぬ 重大 事で ある。 今 曰 開明の 諸國 は、 文化の 進展に 伴 ひ、 無く 

て はならぬ、 此 衛生 機關を 益す 擴張 し、 之 をして 活動せ しめ て、 人 類の 幸福 を 進む る こと 

に 熱中して 居 る、 現 に 米 國には 衛生 省 設立の 議さ へ あ る、 斯 かる 場合 に、 在 來の局 を さ へ 

廢 して 課に するとい ふこと は、 言 はで 文化の 逆轉 であ る。 若 し 之を實 行す る ことがあつ 

たなら ば、 唯 さ へ 疑問の 眼 を 光らして 居る 米國の 如き は、 日 本 を 目して 非 文明 的の 實ぁ 

る ものと し て、 益 す 排日の 氣勢を 高めし むる ことに ならぬ とも 言 はれな い。 さ れば それ 

だけ は 是非とも 阻止し なければ 帝國の 面目 を 保つ ことが 出來 ぬ」 と。 其 愛 日から 博士 一 

流の 活動 を 開始し た、 そ れは對 手 方 を 屈服 せし めざれば 巳まぬ とい ふ 熱心なる 說述で 

あ る。 先づ 同 鄕の友 木 越 陸軍大臣 を 訪問して 絮說 し. 成程と 感服せ しめた。 勿論 信 友 高 橋 

大藏 大臣 を も 訪問した、 而 して 彼の 人の ことで あるか ら、 判然と 博士 の 言 に 同意 を 表し 

た。 轉 じて 當 の發議 者で ある 原內務 大臣 を 訪問して 意見 を 述べな 原 氏 は 鬼 も 角 も閜き 

置く とい ふこと であつ た。 其 他 „s 問題と 關係 あるべき 有力なる 人々 に は 一 々博士が 面 


て も、 豫算の 天 引 削減に 過ぎない の で、 眞に 行政の 系統 を 正して 整理 緊縮 を 謀った もの 

は殆 ざない、： S 當 時の 整理 も 亦同樣 で、 型 の 如く 天 引 二割と か 三 割と か傳 へられて つ 

た。 然るに 時の 內務 大臣 は 原 敬 氏であった が、 流石に 此大 政治家 は、 行政の 組織 上に も 注 

意 深き ものが あって、 天 引 主義に 嫌焉 たる ものが あったら しい、 それ故に 內務 省に 於て 

は 組織に 變更を 加 へ て、 局 課の 併合が 行 はれる もの、 如く 嘈 された 而 して 其 中の 一 と 

して、 衛生 局を廢 止して 警保 局の 一 課と 爲す とい ふことの 議が ある ことが 外 間にまで 

^れ 聞え た。 理由と して は、 地方 機 腿の 警察 部內に 衛生 諜 あると 同軌 ならしめ ると いふ 

簡單な もので あつ た。 時 の 衛生 局長 小 橋 一 太 氏の 如き は隨分 頑強に 之に 反對 したら し 

い が、 事 の善惡 可否 は 別と し て、 從 來の例 を 破 り、 秩 序 的に 整理 せんとす る 原 氏の 意志 は 

0  く、 爲 に 小 橋 氏 も 大勢 を 動かす こと は出來 なかつ た。 近 く 閣議に 提出 せらる 、運びに 

までな つて 居た の で、 衛 生關 係の人々 は頻 りと 其 非 を 鳴らした ようで ある が、 そ れも多 

く は 顧みられなかった 。折 柄 高峰 博士が 歸 朝した、 例に 依りて 日タ 新知舊 知の 訪 者 は 

絕 えない、 或る時 同じ i;-* 者の 田 原 純、 池ロ慶 三の 兩氏が 訪問した、 談は 偶ま此 K 生 局 


亩 にもせ よ. 視察 者に もせ よ. 叉留學 生に も せ よ. 足 一 たび S 育の 地 を 踏みた る 本邦 人が 

米 人に 接して 第 一 着に 受 くる 問 は 5 君 は 高峰 博士 を 知れ，.^ や」 と い ふ こ と で あ る。 叉 紐 

育に 入れる 本邦 人に し て、 多 少社會 上に 地位 ある 者 は、 高 峰 博士 を 訪問せ ざる はな い、 而 

して 其訪 gE« に對 する 博士 は、 新 知と 舊知 とに 拘 はら す、 極 めて 親切に 能く 世話す る、 視 

察 者に は 其 視察 上の 目的に 副 ふ樣に 機會を 作って くれる、 何等かの 調査 を爲 さんと 欲 

する 者に は、 其 調査 上に 便宜 を 得べ く 斡旋す る、 單 純の 觀光 者に 對 してす ら、 其 行き 屆き 

た る 案內 振り は、 眞 に 麻 姑 を 倩 ふて きを 揋 くが 如く だ、 紐 育の 高峰、 それ は 永く 人の 腦 

S を 去らない 深き 印象と なる ので ある. 或る人の 曰 く 「夫 程に 能く 世話して くれる 博士 

の 事 を歸朝 者に して 稱揚 する 者の 甚だ 多から ぬ の は 何故で あら う」 と. 之 に 答へ る 人の 

曰 く 「左様 さ. 博士 から 受けた 御世 話の 次第 を 明ら さまに 述べれ ば。 博士 だけ あ つ て、 其 

人が 無くなる から ナ—」 と 言 は 少しく 奇镇に 失する が、 兎に角 博士が 本邦 人に 對し て盡 

された る 所 は 甚大で あ る， 否、 啻 に a 人に 對 して 親切で あるの みで はない、 日本と いふ 國 

そのものと 米國 との 親善の 上に 博士の 盡 された る 努力 は、 蓋 し 尋常 一 樣 では な ：4 無 冠 


會 し て、 若 く は 書 面 を 以 てして 進 言 し た、. 何 等 自己に は 利害な き 身 を 以てする 博士の 進 

言 は、 殊 に 對外關 係と い ふこと も 含まれて 居る の で、 能 く 人 を 動かす の 力が あつ た、 幾 何 

もな く 閣議に 提出せられ たる 此議は 成立す るに 至らな か つ た。 そ れ は 閣員 谷 氏 が 其 非 

を 認めた るが 爲め である こと 勿論で は あらう が、 而 も 亦 博士の 進 言 が、 閣 員 の 再考 を 促 

す ほどの 力 ある ものであった とい ふこと は、 當 時 それに 關係 のあった 人々 が、 皆 一 樣 に 

認めた 所で あ る、 さ れば 今日の 衛生 局 ある は、 眞 に 博士の 功績に 由る ものと して 之 を 稱 

揚 しなければ ならぬ。 (事後 時の 衞生 局長 小 橋 氏よ， - 博士に 寄せられた 威謝狀 中に 前 

述 以外 此 間の 實愦を 詳敍 したる を予は 記憶す る)。 

日米 關係 

高条 iSl?  士 とし  一〉 n へ ば、 科 學者は 直に アド リナ リン を 聯想し 二 般人は 又 直に タカ ァ 

スタ— ゼを 聯想す る、 而 して 科 學者も 一 般人 も. 次で 聯想す る もの は H 米鬮 係で あ る， {n^ 


ら 、此 三者が 共同して、 非 公的 外交の 費用 を 醵出したら 宜 からう。 

二、 北米の 輿論 を 導 引すべく 適當の 公刊 物を發 行す る 事 

右の 資金 を 以て、 差し 向き 加州に 於て 品位 ある 英文の 新聞 又は 雜誌 を發 行し， 穩和 

なる 態度で 日本 を 紹介す る ことに 努め、 北米の 輿論 を 導く の機關 にしたい。 それ は 

彼の 絲 育に 於て 發 行した る オリ H ン タル *レ ビク が、 如何に 有效で あつたかと いふ 

こと を 諒解した る 人に は、 多 言 を 要さない 所で、 それの 廢刊以 來、 北 米に 於け る 邦人 

に は、 唯 一 の燈 火を滅 された る感 のあった のを以 て、 此 間の 機微 を 鑑みられたい。 

三、 米 人との 交際 機 關を設 くる 事 

前に 述べた 非 公的 外交 者、 それ は强 ち本國 から 派遣す る 者の みに S ら ない、 在米の 

同胞に も 幾多の 適任者が あら う、 そ れ 等の 人々 に 禮を厚 ふして 託したならば 快諾 

を 得られぬ こと もなから う、 而 して 宜しく 上流 米 人との 交際 を 深く し、 或 は 新聞 雜 

誌に、 或は 著書に、 日本 を 紹介す る ことに 努 むる やうに したい。 

四， 現在の 邦文 新聞 を 利用す る 事  ， 


八 〇 

の 大使 J 誰 言 ふとな く、 S 尊稱が 博士 を 指す ものと な つた。 各地に 存 する H 本人 酋、 それ は 

領事 總 領事 を 會 長に 戴く を 例に して 居る、 獨 b 鈕 育の 日本人 會は 永年 高峰 博士が 會& 

であつ な そ れ だけに 又、 或 る 人々 から は 陰に 忌まれて 居， 9 はせ ぬかと 偉 ふる 者 も ある 

博士の 日米 親善に 對 する 努力 は 、管 それ 東部 米國に 於て のみでない、 西部— 殊に 問題の 

震源地 I にまで 步を 蓮んで 種々 盡カ する こと を吝 まなかった。 大正 二 年の 歸 朝の 際、 我 

等が 聞いた 博士の 日米 關 係に 關 する 意見の 中、 之 を 公に しても 差 支な さそうな 数 項 を 

兹に 摘録して、 其 一 斑 を 示す ことにし やう。 

1、 對米非 公的 外交の 資金 を醵 集す る 事 

博士 は、 國交 上の 公的 外交の ある 外に、 非 公的の 外交の 必要なる こと を 唱道せられ 

て 英語に 巧みなる 紳士 を 成るべく 多数に 米國に 派遣して、 彼の地の 有力者と 交際 

せしめ、 不知 不識の 間に 曰 本人に S する 誤解 を 解き、 誤れる 新聞記事 等に も 正しき 

說 明を與 える やうに したいと いふ 意見で あつ た， 而 して 日米の 國 交に 親 善 を缺け 

ぶま^に 利害 を 被む る 者 は 、日米貿易 從事 者と 在米 居留 S と. 日本 政府と であるか 


六、 政 府は 時々 本邦の 名士 を 北米に 派遣 し、 國 交の 周密な らんこと を 謀られた き 事 

旣に 交換 講師 派遣の 擧 のあった 如くに、 今後 も » 本邦から 名士 を 北米に 派遣して、 

到る 所に 於 て、 日 本の 國狀ゃ 國民性 や を 紹介す るの 勞を 執ら しめられたい。 

七、 政 府は 日本に 利益 ある 紹介者 を 優遇す るの 途を 設けられ たき 事 

多く を 言 はない が、 往 年、 日本の 美點を 紹介すべく 英文 著書 を 公に せられた 夫の^ 

フカ ディ ォ.ハ 1 ン (歸 化 名 小 泉 八 雲) 氏 が 、偏狭なる 文學者 等に 容られ ないで. 不遇に 

終られ た、 其 人に 對 して 國 家から 何の 恩典 もなかつ たことの 如き は、 決 して 赏 めら 

れ ないやう に 思 ふ。 

其 他 加州の 問題 等に 就ても 意見 はあった が、 今 は 十日の菊で あるから 之 を 略す る。 又 

以上の 七 項で も. 十 年 前の 意見で あるか ら、 自 ら 今日と 事情 を 異に し， 適 切で ないか も 知 

れ ぬ が、 併 し 今日と 雖捐て 難き 鐵案が 何程 も ある、 而 して それに 就ても 博士が 如何に 穩 

健な 歐 底した る 意見 を 有せら る  >  か f 兹 にも 流露し て、 充 分に 知らる ので ある。 


在米 同胞に よりて 發 行せられ つ、 ある 邦文の 新聞 雜誌 は、 其 数  一 二に して 足らな 

い、 是等を 利用して 其 紙面の 一 部 を 割いて 英文 櫊と爲 さしめ、 米國 新聞 雜 誌の 誤報 

を、 穩當 なる 句 調に て 正し、 日本の 事情 を 紹介す る 機關に 供したい、 勿論 それに は、 其 

新聞な b 維 誌な りに 相當の 補助 を與 へなければ ならぬ。 

五、 通 信の 交換 機 關を設 くる 事 

事情の 疎通 は 總てを 解決す る、 然るに 不幸に して 日米 間に は 通信の 機 關が備 はら 

ない。 爲に 本邦の 事情が 彼の 國 人に 知悉せられ ぬから、 遂に は 誤解に 誤解 を 重ねて， 

好まし からぬ 問題 さへ 提起せられ るので あ る。 邦人に して 往々 日米 戰爭 を豫 想し 

たる 編著 を爲す 者が ある、 それの み を 見た 者 は、 日本人 は懔悴 恐るべき ものと して. 

之 を 蛇蝎 視す るの は 無理 もない ことで、 出來 るなら ば 所謂 君子 國 0 態度で、 歐米人 

と 平和に 同化し 得られる 文明 國人 たる を 示したい ノ ー バ ー ト大 學敎授 のヒ， ホ 

^ 氏が 「歐米 人の 多數 は、 日本に 關 しての 多く を 知らな い、 日米 親和 上、 日本 は 宜し 

く 自ら を 欧米に 紹介す るの 手段 を 取る がよ い」 と述 ベら れ たの は 誠に 至言 だと 思 


期の 役員 は會 に は 高峰 博士、 副會 長に は 內困總 領事、 正副 幹事に は 牛 窪 第二 郞、 古田 宗 

ニ郞ニ 氏. 正副き 計に は 今 西 兼 二， 森 本 啓 太郞ニ 氏であった， Ism.- 樂 部の 制度 上の 特長 は- 

其 會員は 商 厥、 銀 行 等 を 代表した る 者 を 以て 組織した る ことで、 個人 會員を 以てせる 協 

會 等が、 其 個人の 流離 四散に 由り て、 遂に 維持す らも 爲し能 はざる に 至れる 幾多の 經驗 

に 鑑みた る處 置で あつ た。 是等 の 特長 あるに より て、 俱 樂部は 基礎の 鞏固なる と 共 に、 事 

業の 發展も 亦 著し かつ た、 殊に 水 野幸吉 氏の 總 領事 時代に は、 氏の 熟 心なる 誘 掖扶導 あ 

b て、 日 米 人間の 社交 開 發に赏 獻 する 所 決して 尠 なく はな かつ た。 創 立 時代 を 順調に 經 

過した る 倶樂部 は 次で 擴張 期に 入った、 即ち 千 九 百 十一 年に 現在の 西 九十 三 丁目に 地 

を 相し、 之 に 新築して 移轉 すべき 計畫を 立つ るまで に 盛運 に 達した、 其 計晝 委員と し て 

も 博士 は 主要なる 一 人に 擧 げられ た。 驄てェ を 起した のは翌 十二 年の 泰 で、 其 年の 慕に 

は 落成し た。 斯 く 俱樂部 は 外形 を 一 新す ると 共 に、 其 組織 を改む るの 必 要 が 生 じ た、 そ れ 

は 之 を 法人 圏 體と爲 す ことで あつ たギ 九 百 十五 年に 其 許可 を 得た、 當 時の 設立 申 請 人 

は 高 條. 瀨 古、^|「^-\|^门^|ン、，^^^,^|^,、ム—1^|则， 「グ の 六 氏で あつ て、 北米に 於け る 邦 


高条 博士が、 日米 親善に 關し盡 された る 事廣は 決して  一 二に 止まらない、 殊に a 育に 

於 て、 他 にと 協力して 經營せ られ たる 事業に、 日本 倶樂 部の 創設 と. 英 文 雜誌發 刊のニ あ 

る こと を 忘れて はならぬ。 日露 戰役 前に 於け る 我が 日本の 實カ は尙ほ 未だ 米 人に 認識 

せられなかった、 從て在 鈕 育の 邦人に して、 知名の 米 人と 對 等に 交際し 得る 者 は 眞に指 

を 屈する に 過ぎなかった。 然るに 戰況 の連捷 は、 漸く 我が 帝 國の國 際 的 债爐を 高め、 彼我 

親近 を 望みつ、 も、 而も 個人と して は 交際の 對等を 得ん こと は 難たかった。 於是、 博士 は 

在 紐 育の 有力 諸氏と 謀り 二 俱樂部 を 創設して 米 人との 接觸を 溢く すべき 社交 機關た 

らし めんこと を 提議した。 それが 爲 めに は 特に 古田 宗ニ郞 氏に 囑 して ィ ュ ー " ノノ ー パ 

1 ト及其 他の 各俱樂 部の 現狀 粒に 規則 等 を 調査 研究せ しめ、 當 時の 總 領事 內田 定植 氏 

は此 調査 研究に 甚 きて 草案 を 執筆し、 更に それ を 前 帝國大 學敎師 た， 5 しァ レキ サン タ 

1 チヅ ン の K 閲を 受けて 成案と なし た，、 創立 發會は 千 九 百 五 年の 三月であった が、 初 


と 誤認せられ たりし 露國 が、 蕞 爾 たる 日本に 連戰 連敗した、 それ は 露國の 眞價が 暴露せ 

られ たので ある が、 觀 察 者 は 露國の 敗因 を 論 ぜ す し て、 徒 に 曰 本 を 獰猛 視す る、 そ れ だ け 

日本の 國際的 地位 を 高めた ので ある が、 白 人の 嫉視の 度 は それ 以上に 強い。 日本の 眞情 

を 知らし むる にあら ざれ ば、 國 交 上 は 勿 論、 個 人の 取引 上に も 事々 に 不利なる ことが 多 

い。 日夕 其狀 を目睹 しつ ある 博士 は、 之 に對 する 策と して 持論の 決行 を 望 み、 先 づ 其 第 

一 步 として、 日本の 實情を 正 報す ベ き 通信事業 を 起す の 要 を 唱道した。 恰も好し 在倫敦 

の 日本 郵船 會社 支店長た る 根 岸 練 次郞氏 も、 同 一 事情に 鑑みて 同 一 意見 を 有して 居ら 

れ たので、 兩者 相呼應 して 之を內 地の 有力者に 極說し た。 當 時 朝鮮 統監たり し 伊籐 公 は、 

流石に 大 政治家の 卓見と て、 博 士 等の 希 望 を 是 なりと し て、 其 遂行 を 朝野に 勸說 せられ 

た。 それ 等の 結杲 として、 京濱 在住の 實業家 二十 氏 相 謀り、 各 一 ケ年千 圓宛を 醵出して、 先 

づ紐 育に、 主として は 經濟及 商業 ヒの 通信事業 を 開始した、 專ら其 事務に 當， りたる は 頭 

本 元 i< 馬 場恒 吾の 二 氏であって、 千 九 百 九 年の 夏から 本 田增次 郞氏も 之に 加 はられた 

るに 小規模なる * 通信 を 以て、 他の 有力なる 同業と 教抗 せんこと は 到底 至難なる を 


人 設立の 社交 機蠲 として は、 最 も 整頓した る ものと な り. 其 活動に も 著しい ものが あつ 

て 、內 外人の 注意 を惹 くこと 大 であつ た。 斯 かる 俱樂 部の 成功 は、 在 © 諸氏の 協力 一 致の 

働きに よりて 得た る ものなる こと は、 素 よ り 言 ふ を 待たざる 所 なれ ざ も、 而 も 創立の 首 

唱者 としての 博 士、 創 立 以來引 續き會 長の 職に 在りた る 博士が、 大 なる 力 を 加 へられた 

る こと も 亦 思 はなければ ならぬ。 

英文 雜 誌 

曰 米 親善の 機關 として、 本邦 人の 手に 依.^ て經營 する 英文 雜 誌の 必要なる こと は、 前 

記の 博士の 對米 意見 中に あった。 在留邦人の 閱讀に 供すべき 邦文の 新聞 雜誌、 それ も 素 

よ. ^必要に は 相違ない が、 そ れ 以上に 無 かる ベ からざる もの は、 日 本 及 日本人 を 諒 解 せ 

しむべ く、 英文の 新聞 又は 雜誌 を發 行して、 廣く之 を 頒布す る ことで ある。 博士の „s 持論 

は、日 露 戰 後 に 於 て 是 非 と も 之 を 實 現 せ し め ね ば な ら ぬ 事 情 が 切 迫 し た。甞 て 强 大 な 


,o 見る 心地 せらる 、至 言 であるつ 博士 は 此廢刊 を 頗る 遺慽と し， 當 時 甲斐 健 一、 林 富平兩 

氏の 經營に 係る 邦文 紐 育 新 に 謀り、 特に 英文 欄 を 設けて 閱 陷を充 たさんと した。 其 

編 ？w に は 家 永 豊吉、 馬場 恒 吾の 二 氏が 當られ たので あつたが、 矢 張經濟 上の 關係か ら、 之 

を永續 する ことが 出來 なかった。 紐 育 新報の 今日は 水 谷涉三 氏に よりて 經營 せられ 二 

1 二回 行し、 內 地よりの 電報 通信 等 を 豊富に 揭载 し、 邦 文ながら 一 般に 信用 を 博し つ 

つ ある は、 せ めても の 博士の 思 ひや， 9 であらう。 

櫻の 公圜 

是も 高峰 博士 獨 力の 事業で はない が， 紐 育に 樱 公園 を 建設した 一美 事が あ る。 時 は 千 

九 百 九 年の 九月 ノ ドン ン* フルトン 三百 年祭 を統 育に 擧行 する ことにな つた、 特に 歐洲 

を經て 我が 久適宮 邦彥王 殿下が 妃殿下と 同列で 之に 參列 せらる、 事に もな つた、 在 

留本 邦人 は、 何 をが な 紀念品 を 紐 育 市に 寄贈して 後世に 遺した しと 寄、 り に 協議し 

た、 其 0  S て 東京 市よ b 華盛頓 府のボ トマ ック公 H に 櫻樹を 寄贈した 例に 歡 ふこと 

、  八 九 


八 八 

以て， 摩 ろ 之 を變更 して 月 二回 刊行の 英文 雜 誌と 爲し， 米 固 政府の 要路に 在る 人々 拉に 

各 新聞社に 配付す るに. 若 かすとの 議 興り、 折 祸實業 視察 圑長 として S 澤 子爵— 當時は 

男爵— の 渡米 せられた を 機と し、 同 意 を 得て 爾か く變更 する ことにな つ た、 是 こそ 博士 

の 熱望せられ たる もの、 其實 現であった。 千 九 百 十 一 年 十 一 月 創刊 號 が 世に出て た、 柬 

洋經濟 評論 (ゼ， きォ リ H ンタ〃 •  H コノ ミック。 レビ ク) が それ で あ る， 併し 經濟 記事の み を 

以て 立たん は 決して 容易の 業で なかつ た. 爲 めに 翌 十二 年 二月の 第八號 よ，.^ 改題して 

柬洋 評論 (ゼ 10 オリ ュ ン タぐレ ビ ゥ) と爲 り、 記事の 範圍を 擴め るに 至つ た。 其 編輯に は 最 

初 は 頭 本、 本 田の 二 氏 之に 當られ たが、 頭 本 氏の 歸朝後 は 本 田 氏 専ら 之 を 掌 り， 啻 に 雜 誌 

SI 輯 のみなら す、 米 人の 依 賴に應 じて 日本に 關 する 調査報告 を爲 し. 又 質疑 ある 每に親 

切に 之に 答 ふ る 等、 眞に 至ら ざ るな き 活動ぶ りで あつ た。 博士 は 自家の 理想の 實現 とて 

深く 之 を 多と し 常に 後援す るに 怠らなかった ので ある、 好事 魔 多 し、 資 金の 窮乏に 餘儀 

なくせられ て、 此柬洋 評論 は 千 九 百 十 二 年の 十二月 を 以て 廢刊 する の 止むな きこ， と、 

な つ た。 S  士 が 「暗夜に 燈火を 失した るが 如 し」 と 言 はれ た の は， 其當 時の 實狀を 眼の あ た 


九 〇 

に 決し た、 即 ち 先づ內 地より 二 千 百 本の 成 宵した る 樓樹を 輸入した ので ある が. 其 0 入 

港であった リ C に 於て 州 廳の檢 查宫の 檢查の 結 WIT 有 害見蟲 の附隨 せる こと を發 

見せら れ、 無 慘 にも 其 全 部 を 燒 棄 せらる、 の 不幸に 遭 遇した。 於 是、 在 留 邦人 は 牛 窪 第二 

郞氏を 煩 はして 內 地の S 商務省 農事 試驗 場に 交渉し、 稚樹に 接 木し、 年 を 經て害 蟲の附 

隨な きこと を檢 し. 其 合格せ る もの ， み を 選定して 發 送せ しむる やう 斡旋 を 請 ふ た。 幸 

に 容れら れ、 くして 發 送せられ たる 樱樹が 千 九 百 十二 年の 夏に 二 千 百 本 到着し、" S 度 

は^ =r ^の 檢査官 の 檢査も 無事に 通過し， 又 特に 鈕育 州の 首都 ァ ルバ-一 ー に 於け る 

昆蟲學 « の檢査 鑑定 を も 請 ふた が、 害 蟲 を附隨 せす と 決定 を與 へられた。 斯くて 一 面に 

高峰 博士 は 自家の 研究所 事務員で ある 田 口 一  太 氏 をし て、 鈕育市 の 公 園 監督官 スト ー 

^7^氏と種々交涉熟議せしめ、遂にク レ モ ン ト 公園の グランド 將軍墳 塋を繞 みて 十 

三本. クレ ャ モント インの 前方 及墳塋 柬侧の i 仝-地 にも 數多、 それ よ b ハドソン 河畔 を 百 

五十 四 丁目に 至る までに 栽植 し、 一 部は中央公園にも分植することにした。其年初秋某 

日，ス ト .ー グ フ ー,1^及1ッ ド フ ォ ー ド將軍の斡旋に依り栽植式が行はれ た、 十三 人の 米 


0^0  X  T^^^r  r、> ？—々 


人 ，ク 女に 日本 Bg を 纏 はしめ、 日米 固 歌 吹奏 墓に 夫の 十三 本 を 栽梳 せし め. 委員長た る ク 

TT^ZIfr^,:^,^ 將軍 監督官た る スト、 ヴ フ T 氏の 祝辭、 高峰 博士 の 式 辭朗讀 があって 式 を 

^  * ち で。 園 は ^^IX^ZT^P^ 氏の 發議に 依，.^ てナ クラ パ T クと名 けら れ、 紐 宵 名所の 一 に 

算 へらる、 ものと なり、 春 腸 駘蕩の 候、 紅 雲 萬杂の 光景 は、 紐 宵 市民 をして 覺 えす 「オ 、 日 

本 の 花」 と 嘆类の 聲を 放た しむる もの は， 眞 に是 好個の 紀念 物な b と 言 はなければ な ら 

ぬ而 して 又 在留邦人 をして、 若く は 偶ま來 遊せ る 邦人 をして、 身 異境に 在りて 敷 島の 大 

す p> ひに 凝 ふお 精華に 锬 する こと を 得せし むる 所以の もの が、 如 何に 故國を SS ぶの 好資 

，であらう か、 是も 高峰 博士の 力の 鈔 なから す 加った 事業の 一 である。 

日本 趣味 

「邦人に して 日本 趣 * を 代表せ る 建築 を 米 人に 紹介し 、まねて 日米 折哀の 建築 を獎勵 

しゃう と 試みた もの は、 蓋し 高峰 博士が 其 第一 人 者で あ る」 と 「紐 育 日本人 發 展史」 の 記 者 

は稱^ して OS る。 博士の 本邸 は、 千 九 百 十 年に 起工し、 十二 年の 年末に 漸く 全部の 玻成を 


i 
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米 後 高峰 博士に 知られ， 本建築 装飾の 主任な を援 けて 日本 趣 * の 折衷 調節に 努 

力せ ft>。 

博士 は 、本邸 建築に 依， 9 て 日本 趣 * を米國 人間に 鼓吹し、 旅館 或は 一公 會堂 等の 建築 

装飾に 應用 せしめん との 意見 を 有し 居た る を 以て、 純日本式の 住宅 装飾が 餘 らに淸 

楚 閑寂に 陷るを 憂 ひ， 生 として 藤 原 時代の 優 魔なる 装飾 を 施し， 一 部に 室町 式と 德川 

式と を 加味せ しめた，..^。 

而 して 玄關の 装飾 は、 平 等院 鳳凰 堂の 粉本 材料に 依，..^ て 構 圖を爲 し、 四 面の 壁 書 は 

宅 磨 派の 筆意 を傳 へ、 書檨は 都て 經典， 古書、 故實 に據， ^て 新に 組織した る が、 北壁 中夹 

に は阿彌 陀如來 二十 五 菩薩 來迎 の圖 あり、 右方に 文珠、 左方に 普賢 を 書き、 南 壁 は 天人 

舞 樂の圆 を 配した b  。而も 日本 在来の 方法に 依れる 紙、 絹本 地の 類 は、 空氣の 乾燥 甚し 

き 紐 育に 於て 、厳冬 尙ほ七 八十 度の 温度 を 維持 せんとす る 室內に 於て は 其 保存 殆ざ 

不可能な るが 故に、 種々 の 工夫と 試 驗とを 凝らし、 終 に 油 繪に用 ふる 强きキ ャ ングァ 

スをゅ 張 りと し、 之 に 金箔 を 押し、 古色 を帶び し め， 然 る 後 油 繪具を 以て 揮毫せ りと い 


告げた る もの で、 紐 育 1 パ ，サイド • ドラ ィ 力 三百 三十 四番 館で あ る。 今 其 構造 等の 槪略 

を、 右 の 「發 展史」 よ ，9 摘記 すれば 左の 如くで ある。 

パド ソン 河に 對し、 流 を 隔て 、新 城 西 州の 斷崖を 望み、 雄大の 氣， 跌 {石 の景、 窓 前に 迫 

る。 家屋 は ダネサ ン ス式 にして、 五 層の 石造なる も、 上部 後方に 一 層と 地下室と を 有す。 

邸宅 建築に 先ち、 博士の 希望と して、 室內 全部の g 飾 を 日本風と し、 第 一 階 は奈良 朝の 

雄大なる もの、 第二 階 は籐原 式の 優麗 なる もの、 第三 階 は 鎌 倉 式に 室町 式 を 加へ たる 

閑雅なる もの、 第 四 階 は祧山 式の， S 爛 なる もの、 第五 階 は德川 中世 以後の 樣式 を^,.^ 

別に 茶亭を 設け、 室內 装飾 を歷 史的に 作らん とせし もの、 如く、 全部 を參 考 館 的に 築 

造す る 時 は、 米 國に 於け る 尋常の 住宅と して は、 種 々の 不便 支障 を 生じ、 容易に K 際 生 

活に 適^せし むる 能 はざる に 依 b  、單 に 第 一 及第 二の 曆を 日本式と し、 他-を 洋式と な 

す に 決し、 高峰 博士 夫人 從弟 にし てコ ー ネル HS? 大 學敎授 なる ，ジ|^*ヮ ヰ 1*ヅ フ ン 

ト 氏 専ら 第三 層 以上の 設計 を擔 任し、 且つ 牧野 氏— 名は克 次. 天 原と 號す、 小山 正 

太郞氏 門の 高足に して 室內 装飾、 圆案、 鎗 富に 長 じ、 H て 京都 高等 ェ蔡學 校敎授 た..， 渡 


^建築 及 装飾 は、 主として 牧野 克次 氏と 著名の 美術 雞築 家、、 ヮ フン ベルト 氏の 擔當 

せられた る 所なる も. 部 分 的に は 諸 名家 を 煩 はした る もの 多 し、 即 ち 鳳 鼠 堂 建築の 研 

究に關 して は 京都 高等 ェ藝學 校の 中澤 博士 及 鳳凰 堂大 修繕の 技師た， 9 し武田 伍一 

氏の 多大なる 援助 を 受け、 天井、 勾 欄、 床 脇 等の 木工 は 斯道に 造詣 深き 奧田象 三 氏 監督 

の 下に 東京の 山 岸慶吉 氏の 手に 成， 9 たる 作品 を 遠く 日本より 輸送した る ものにし 

て 、揮毫 其 他 一般的 助手と して は、 京都 川 島 織物 會社 專屬 書家に して 住 吉派を 修め 傍 

ら洋薔 を も 研究せ る 澤邊淸 五郎 氏、 紐 育に 在りし 建築家 吉田宗 太郞氏 之に 當 れ，" 。 

斯 かる 莊 魔なる 邸宅に 住め.^ とすれば、 如何にも 華美 を 街 ひたる 如くに も 見 ゆるが、 

博士の 眞意は 必ずしも 一 身の 爲め ではない、 斯 くして 日 本趣*^ぜ鈹吹し、惹 い て は 米 人 

をして 日本に 親 まし めんと 努められ たので ある。 


第 一 層より 第二 曆に亘 る 階段の 壁 書 に 天井 書 は 德川巾 世 式 を 採用し、 光^の 意 

匠を參 酌した る が、 銀地に 古色 を 現せる は、 高峰 博士 實驗 室に 於け る 硏究の 結果に 出 

づ、 即 ち 第一 に 銀 溶 を 置 き、 第 二に 酸化 を 避く る 液體を 以て 水 を 描 さ、 第 三 に 確 品を以 

て空氣 酸化 を 行 ひ、 適度の 古色 を 見る に 至りて 色留を 施した る 後 揮毫 を爲 せる を以 

て、 日本 在來の 銀地 襖の 如 く、 年 次を經 るに 從 ひて 腐蝕し、 黯 色と なる の a ひなし。 

第二 層の 客室 は、 室町 時代 書 院 造 の 折衷 様式 を 用 わて、 床 間 及 床 脇は莊 厳と 竪牢 と 

を sb と し、 壁 啬 に 襖 書 は、 藤 原 時代 遊樂の 圆を模 し、 源 融の嵯 蛾の 第、 藤原赖 道の 宇 治 

の 別業 を 追想し、 之に 法滕 寺、 法 成 寺の 盛観 と， 榮 華 物語 大鏡 等の 古典 記録と を 参酌 併 

用せ る K 魔なる 装飾 を 施せ ぇ容 室 に 隣接せ る 貪 堂 は， 是 亦 藤 原 時代の 装飾 を 用ね た 

るが、 主力 を 天井に 用ね、 古雅の 色調 を 失 はずして、 莊重 優美の 品位 を 保た しむる に 苦 

心せ. とい ふ。 

(第三 M 以上の 記载を 略す) 


高 ま 博士 は- 爾 かく 名譽 的に も. 物 質的に も、 日 本人と して 最も 成功した る 一 人で ある 

紐 育に は 前記の 如き 堂々 たる 邸宅 を 構 ふると 共に， 一一 クヂャ ー シ， I の クリフトン 町に 

高峰 化學 研究所 を 有し、 多数の 研究者 を 指導して 研究に 從事 せしめた、 亦 紐 育の 事務所 

に 在. 9 て は 無冠の 大使と して 訪問者に 時間 を 取らる 、 こと も 多かった 力 それに 衝し 

て も 決して 不快の 態度 は 取らない 、温顔 相 接し 對客 をして 満足 を 得せし むる に 努めら 

れた。 博士 は 紐 育の 邸宅の 外に 紐 育を距 つる 車 行 四時 間の 地 メリ ー クオ〃 ド 村に 宏大 

なる 別墅を 有して 居った. それに は、 先年 ® 路 易の 萬國博 覽會に 本邦より 出品した 宫殿 

建築 を. 會後拂 下げ、 それ を 建設した の で あ る。 內 部の 装飾 は 主として 前記の 牧野 克次氏 

及 同氏の 門弟 村 山 順、 霜 島 正 三郞ニ 氏 が 之 に 當 .9、 總て遺 城な き を 得せ しめられ た。 前 年 

久邇宫 殿下が 紀 殿下 御 同列に て 米國御 通過の 際、 此別 壁に 宿らせられて、 湖水に 臨める 

^殿 こ 一し^ し、 後 山に，蹈狩をー，了はせられ^^こともぁったとのことでぁ る。 此 別墅の 規^ 


高峰 博士 は、 何等 飾ら ざ る、 其 文字 通， リ の應用 化學の 泰斗 で あ る、 發明 家と し て は 啻に 

日本の 光輝で あるの みなら ず、 世 界の權 威で あ る。 又 誰 言 ふ ともなく 內 外人 共に 認 め た 

る 無冠の 大使で ある， 或る 意味 を 以て 見れば 日米 平和の^と も 推され る。 永 遠に 傳 ふべ 

き此 天爵- —而も 二つまで 兼ね 有する の みなら や、 人爵 も 亦 甚だ 燦然た る ものが あつ た • 

其學問 上に は、 明 治 三十 二 年に ェ學 博士の 學位を 授けられ、 同 三十 九 年に は 更に 藥學博 

士の學 位 を も 授けられ た。 叉 明治 四十 五 年に は アド リナ リ ン發 見に 對 して 帝國學 士院 

か ら 學 士院赏 を授與 せら れ、 之 よ ftN 先き 明治 三十 七 年に は、 ェ學會 長よ ら、 化 學 上の 業績 

を 賞し 金牌 を贈與 せられた。 大正 二 年に は學 術の 最高 府 なる 帝國學 士院 の會眞 に 列せ 

らる、 の 光 榮をも 得た。 叉 位階 は 大正 十 一 年に 陞叙 せられて 從四 位と 爲，^  、勳等 は 大正 

四 年に 勳四 等に 叙し 旭日 小 絞 章 を 授けられた。 大正 十一 年 七月 二十 二日 傅 士の病 篤き 

こと 天聽に 達し、 正 四 位 動 三等に 陞叙の 恩命が あった。 


® 育 新報 所载 (妙む us) 

明治の 時代が 產 ひだ 應 用化學 の 泰斗と し て， 国 際 的 盛名 を 羸ち 得た 高峰 讓吉 博士 は、 

容臘以 來頑强 なる 病魔と 戰 つて 捷っ能 はす、 古稀の に 達せざる こと 僅に ニ歲、 本 月 二 

十二 日 午前 十 一 時 三十 分 澄焉紐 育に 於て 長逝した。 吾人 は卒生 日米 人 尊敬 愛慕の 標的 

となりつ、 あった 博士の 死 が、 在 留 邦人 社會の 一 大損 失なる に 顧みて、 深甚なる 哀悼の 

微意 を 表 し、 同 時に 棺を蔽 ふて 正に 定 らんと する 博士の 人物 を 追想 せんと 欲す。 

過去 六十 八 星霜に 亘る 博士の 生涯 は、 光彩 陸離た， -と謂 はんよ- >  は 、寧ろ 八面玲瓏、 淸 

皓 にして、 その 事業 は 終始 島 國的遺 臭を帶 びす、 特に 晚 年に 於け る 博士の 局 量 及 識見 は 

共に著敷國際的色調と大陸的氣風とを發揮するに至-«^、單に在米邦人社會の耆宿とし 

て、 克 く 指導 啓發の 任を竭 した のみでな く、 日米 兩國 民の 諒解 を 完全なら しめんが ため 

に企畫 した 博士の 事業 は、 假令 未だ 成果 を 結ぶ を 看 ざり しもの も ありし にせ よ、 國 民 的 

外交の 赏踐 家と して、 米 人よ 上 無冠の 大使」 てう 敬 稱を享 けつ、 あった 程で あ る。 


頗る 大 にし て、 結 構の 善美なる は 言 ふば か， - もない。 北米 在留 三十 五 年、 博士の 家庭生活 

は 全然 米 化して あるかと いふと、 決して 左樣 ではない、 博士 は 三度に 一 度 は 米飯 を 貪し 

て 居た、 も 常時 貯蔵せられ て， 温 かき * 噌 汁に 舌鼓を打ち、 糠 昧噌漬 も あれば、 澤庵漬 

も ある. 客 ある 毎に 之 を 膳に 供して 人 を 驚かせる 乙と も ある。 博士 は 「ドクしても 故國の 

* は 忘れられない， 日夕の 食卓に 日本料理 を攝 るの も、 故國を ® ぶ爲 めだ」 と 言 ふて 居ら 

れ た、 博 士 は がャ ライン 失 人との 間に 二 男を擧 げられ た、 長 男 は襄吉 君と て 博士の 箕 

笈を襲 r ベく 嘗て 佛國パ スト ー ル 研究所に 學ん だ化學 者で， 現在 は 高峰 化學 研究所の 

管理者で ある。 次男 孝 君 は 米 國ュ， I ダ大學 出身で、 三 共 株式 會 社の 分身た る 紐 育の 高^ 

コ ー ボレ ー シ ヨン の取歸 役で あ る。 (本文 終) 


滿に發 達した る 常識と 淸. 濁 侨せ吞 むの 襟度と は、 人に 接して 城府 を 設けざる 開放 的 言 

動と な り！ S つて 社交の 方面に その 偉才 を展べ 得た 所以で あ る。 博 士 常に 語りて 曰 く 「予 

の 社交の 0 的 は 私利 私益 を 謀る に 非す し て、 日 米の 國交を 親 且つ 密 ならし めんと する 

に あ り、 是 予の 使命で あ る」 と。 博 士は朝 信 條に據 つて. 或は 駐米 大使の 人選に 對し、 或 

は 歸化槽 問題に 對 し、 又 或は 邦人 留學 生增遣 問題に 對し、 隨時隨 意の 活躍 を 試みた 次第 

である。 而も 博士が 夙に 千 難 万 艱を徘 して 勇往邁進 しつ、 永住 的 意志 を 鞏 ふし、 米國を 

基礎と して 百年の 計を樹 てんとせ る は、 吾 人が 博士の 死により て 得た る絕 好の 敎訓で 

あ る。 博士 は 徹底的に 「紐 育の 土」 とならん こ と を 期し. 日本に 於け る 知己 友人より * 故山 

に 起臥して 餘 生を樂 むべ しとの 勸吿を 受けた るに 拘ら す. 又 日本に ある ことが 社會的 

に功勸 表彰の 機會 ある ベ きを 自覺 しつ 、 ぁ，.^しにも拘ら す、 斷 然 之を竣 拒し て、 往 年 旣 

に昵 近の 某氏 を 率. Q て 窃かに 永眠の 地 を 探査した る 事實さ へあった ので あ る。 盖し博 

L の 如き は 名實せ ーハに 在留邦人の 規範と して 推稱 せらる ベ き 巨人で あると 謂 はざる を 

^  5f 肅 むで 兹に 博士の 冥顦を 祈る。 
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s ふに 博士 は. 天禀の 奇才で ある。 慕 末の 當時前 田 侯の 典醫 であった 博士の 先考 糠 一 

氏 は、 頗 る 蘭 學に 精通 し、 廢 物 を 利用して 彈藥の 原料た る 酸 加里 を 製 出し • 以て 加賀藩 

の 一 事業たら しめた 人で あ る。 博 士發 明の 天才 は， 恐らく 遺傳的 性質 を 有して わたので 

あ ら う。 明 治 十 年 西南の役に 際し、 陸軍の 耍 求に 應 じて 熊 本 城 を 救援す ベ く、 中 村 吉、 森 

正 吉のニ 氏と 共に 軍用 輕氣球 を 造，.^ たるが 如 き， 或 は コ バ 〃ト より 滿俺 染料 を攝 取す 

るの 方法 を 案出した るが 如き、 又 防火 塗 劑を發 明した るが 如き、 是" お 後年 博士の 國際的 

發 明の 先驅を なせる ものである。 

博士 は發 明の 天才であった と 均しく、 企業の 天才で あつ た。 明 治 二十 年 卒先して 大日 

本 入 造 肥料 會 社の 創立に 參與 したる が 如 き、 渡 米後ク キス キ， • ッ ラス トの壓 迫 を 被り 

て. 關蠻 事業の 一 頓挫した るに 屈せ す、 幾 何もな くして 自ら 高峰 醱 素 會社を 設立した 

るが 如き、 亦輓 近日 米の 資本家 を 糾合して 空中 窒素 事業、 輕銀 事業の 協同 組織 を 勸獎せ 

るが 如き は、 確に 博士の 企業 的 天才 を 立証す る ものである。 

應^ 化學の 天才で あ り、 企業の 天才で あつ た 博士 は、 他 面 亦 社交の 天才で あつ た。 其 n 


ない 樣な 顔と なって 居た。 その ダス • マ ス， クは 特に 希望して 來た某 邦人 彫刻家の 手で 取 

られ たが、 故人が 昏睡 狀 態に 陷っ てから あ. - まで 永く 持 耐えた 精力 は. 專門 醫の齊 しく 

驚歎す る 處でギ 素の 攝 生に 由る もの だと 云 はれて 居る。 危篤 狀態 になって から も、 意識 

は 極めて 明瞭 で、 魔 睡劑を 用 ひ て、 暫 らくで も 苦痛 を 薄らげ やうと する と、 餘 .9 魔睡 劑を 

用 ひて は 困るな ビレ  >  言 つた 事 も ある。 古い 友達で ある 牛 窪 第二 郞 氏が 見舞に 行った 時 

は 「マ ィ*ォー ル ド*フ レン ド ！」 と 言 つ て 1^、 を 流 し て 喜 び 「ffi 育 の 日本人に は 非常 に 御 厄介 

になった V- うか 宜しく 傳へ て 下 さい」 と 依 頼 し、 死 ぬまで 在留 日本人と 云 ふ 觀念は 頭 を 

去らなかった こと を 示し な當 時 牛 窪 氏が 餘り 永く 話し をして 居る と 病人の 神 經が與 

奮す る 恐れが あるから との 看護婦の 注意で 病室 を 辯す る 時 は、 非常 に名殘 b を惜ん で、 

看護婦に 「ュ 1* ァ ー 〃。ミ ー ン」 と 言 つて 困らした と 云 ふ 話 も あ る。 逝 去の 二 日 前 高見 ド ク 

タァの 行った 時 も、 さ すがに 臨終の 覺悟 健々 し く、 歸 る 時に 徵 かな 磬 で 「グ ッド • バ ィ」 と 言 

つた 時 頰には 銀の 樣な淚 の 玉が 光って 居た と 云 ふ。 尙ほ 夫人 は 入院 中 隣室に 住居して， 

手厚い 介抱に 從 事して 居た が、 臨終 後 は 直に の 自邸 へ先發 して 遺骸の 到着 

1〇 三 


1〇 二 

其 日の 悲しき 高峰 邸 

羽織袴 を 着用した 遺骸、  . 

棺 前に 跪いた 加 特カ敎 僧侶， 

頸々 と來る 弔意の 電報、 

紐 育 新 所载 0^ お， us) 

其 H の 悲しき 高峰 博士の 邸宅 ー それ は豫 てから 期待され て 居た 事な が ら、 博 士がニ 

十二  口 の 午前 十一 時 三十 分に レ ノ ックヒ 〃病院で 息 を 引取って か ら， 午後の 五 時と 云 

ふに 、ノ ド ソ ン 河の 夕陽 を 浴びて 肅々 と 遺骸 を 蓮ぶ 自動車の 轍の 音に も、 き 人の 永い 

一 生 を 語る やうな 哀 調 が あつ た。 遺 骸は 故人が 日本 を 愛する 切々 の 情 を 慰む ベ く、  S 日 

田 口、 上 中、 西 尾 • 草 信、 故人の 長男 襄吉、 次男 孝 氏 等の 手で、 生前 愛用した 矢 車の 定紋に 黑羽 

二重の 紋 、鼠色した 仙臺 平の 袴、 博 多 茶 一 本 獨沾に 招の 五つ 紋 姿で 棺に 納めた が、 白燈 

の 様になった C き 人の 顔 はさす がに 永の 疲れで げっそりと 瘦せ衰 へ て 居る の も 今更 

に 悲しく、 殊に 何時の間にか 剃 落された 上 髭の 無い 故人の 童顔 は、 苦痛 そのもの を 知ら 


活字で 氏の 逝去 を 報じ、 氏の 別莊 所在地で ある メリ ー ク ッ.^:では、ソ，|ダ フ アウン テン 

から 大 商店に 至る まで、 悉く 半旗 を 揚げた ことに 徵 して も、 氏 の 死が 如何に 米 人 問に 昔 

まれて 居る か を 知る ことが 出來 る。 そ れ にも 增 して 人々 の淚を 誘った の は、 n 本 俱樂部 

に 於け る 追悼式の 當日 二百に 垂ん とする 各地 知名の 士の贈 花の 中に 無名の 一 米國婦 

人が Is つ た 花束に 添 へて， 

「高峰 博士の 發 見した アド リナ リンに 依って、 生命の 幸福 を 感じつ、 ある 一 人の 感謝 

の 意 を 表明す る爲 に， 願く は 其靈ょ 平和 なれ/ 

と 記された 紙片が 棺侧に 置かれて あった ことで あつ た。 日 米 親善の 爲に 一 生 を 捧げた 

氏の 遗骸 は、 羽織袴 姿 を 美麗な 柩の 中に 橫 へて、 双手に 小型の 日米 兩 a 旗 を 握って 居る 

の も 人々 の 感慨 を そ、 るに 充分で あつ た。 此日 門前 に 日米 兩國旗 を 交叉し、 喪章 を^し 

て 半旗 を揭 げた 日本 俱築 部の 追悼の 夕に は、 g ぶ檨な 雨が しと/ \ と 降って 居た、 氏と 

別懇の 問 がらに ある 誰彼れ は、 此 夜棺を 園んで 追 懷談に 過す のであった。 
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1〇 四  i 

を 待 ち、 邸 へ It? 問の 客 や、 頻 々として 到る 內 外人の Hp 電、 さ て は 家 內の萬 事 萬 端 は 素より • 

葬式の 備 等に 忙しく、 葬儀の 後 は加特 カ敎圓 へで も 行って 靜 かに 餘生を 送りたい とん 

云 ふ 希望 を洩 して 居る とか。 二十 三 n の 午後に 加 特カ敎 の 僧侶が 柩 前に 跪いて 靜 かに： 

捧げる 祈 禱の聲 が、 森閑とした 邸の 奥から 流れて 居 た。 尙 ほ 故人の 事業 を 記念して 將來ー 

の發 明に 資すべき 高峰 記念館 設立の 議が、 知友の 間に 旣に發 せられて ると 云 ふ 話で あ 一 

る。  .. 

全村擧 つて 

弔旗 を揭ぐ 

花で 埋 つた 遺棺 

一 

高峰 氏 逝去の 報 一 度 世界の 各地に 傳 はる や、 我國 から は 久邇宫 殿下 を 始めと して 、加！ 

藤 首相、 內田 外相、 幣原 大使 等より RP 文と 共に 大 花環 は 各 當地總 領事館 及 海軍 K 督所を 一 

通じて 柩 前に 供せられ た が、 氏 の 病臥 地た る の 新聞紙 は、 第 一面に 拳固 大のー 


た. w  くして 莊嚴 なる 葬儀 は 十二時 を 以て 終了。 自働 車七臺 に滿载 した 內 外人 寄贈の 花 

環 を 先頭と して、 靈柩、 遺族の 自働 車： ホ ー へ ャラ ー ス、 會葬者 等 二十 餘臺の 自働車 は 順 

次肅々 として 第五 街をク ッド 口  ^墓地に 向つ た、 葬儀の 前後 を 通じて 堂 內の會 葬 者 

の 數六百 名に 垂々 とし た、 夫 が 上に も、 入り 能 はすして 會堂 前に 群衆 は犇々 と 押し寄せ、 

特に 靈柩が 墓地に 向 はんとす る 際の 如き、 一 時 は 一 般 車馬の 通行が 停止す ると 云 ふ 有 

樣 であつ た。 斯 くし て 故人の 遺骸 は 生前の 志望 に 反 かす、 永久に 米國の 土と 化す ベ く^ 

墓地に 着いた が、 更 に簡單 なる 埋葬の 式 あ り、 酋葬者 は 未 t 人の 希望に より- 

故人の ために 最後の 國歌を 三唱し 了り て 叫 V " ラ ィ— り 夫人より 順次 靈 ® に 稽首して 

永 訣 を 吿 げ、 馥 郁た る 花の 山に 埋められた、 グォ 产トを 殘 して 一 同淚 ながらに 歸路 につ 

い た。 
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1 o 六 

故 高峰 博士 葬儀 

內 外人 會葬者 六 百、 敎會 前へ 犇々 と 押 寄す 群 » 

S 育 新報 所载 (？き 

故萵峰 a 吉 博士の 葬儀 は旣 報の 如く  二十 五日 午前 十 時 三十 分 第五 街 五十 丁目の 聖 

パト リツ ク 寺院に 於て 擧 行され た。 これより 前き 靈柩は 午前 十 時 二十 分 日本 恨樂 部よ 

り 出で て 順路 寺院に 到着、 當 日の。 ホ ー ル、 ベ ャラ ー ス として 白人 側より 米国 鋼鐵 業者 組 

合 會 頭 ゲ ー ジ ー 判 事、，^^,^, ダ ブリ ュ 1*ス ミ ス 氏、 グ H ットタ ー 博 士、 ビ 1 氏、 ク ラ ，》 ク 

氏、 ク キリ ムン ン氏及 邦人 側より 代理大使 佐 分利. ^ 男、 熊崎總 領事、 村 井 保 固、 地主 延之 助- 

今 村 幸 男、 高 見豊彥 の^ 氏に よ， -て 靈柩は 敎酋の 中央 祭壇 前に 安置、 遺族 を 始め 會 葬の 

邦人 三 百餘 名、 米國人 二百 五十 餘名は 悲しき パ ィ ブ、 ォ ー ガ ンの 奏樂裡 に 着席、 三 人の 僧 

侶に より 葬式 は嚴肅 なる 加 特敎の 儀式に 則り、 ai 書の 朗 讀、 祈 禱及 男女 四部合唱 等 あ り、 

lE- 憐 なる 四 人の子 女 は 供物 を 捧げ、 鉦 を 打ち、 酋衆も 亦 跪きて 故人の 靈に 幸福 を 熱禱し 


げたる 故人の 肖像の 前に 安置した る が、 是 より # ^各方 面よ. 9 式場に 宛て、 蹭り 來る大 

小の 花環 は、 そ の數 二百 有餘に 及び、 式場 は 馥郁たる 花の香り 満ちた るが、 贈 花 は 總理大 

臣兼 海軍大臣 加 藤 友三郞 男の 大 花環 を 左に、 外務大臣 內田康 哉 伯の 大 花束 を 右に 幣原 

駐米 大使、 三 井 男、 g 越 善 重郞、 鈴 木馬 左 也、 湯 川 寬吉、 圍绿 磨、 紐 育 曰 本人 會 * 日本 倶樂部 其 他 

各 商店、 国體 等の 贈， 花に て、 左し もに 廣き 大食 堂 も 花 を 以て 埋 りたる が、 折 辆肅々 と 降， 9 

しきる 降雨 を ものと もせ す、 會 場に 集 ひ 來る內 外人 約 三百 名に 達 し、 定 刻 六 時 一 同着 席 

する や 遺族 一 同 は棺の 左側に 熊崎總 領事、 地主 延之 助、 高 見 豊 彥、 前 帝 大法 科敎授 づ ^ 

氏 は 右側へ 着席、 日本 俱樂部 會長今 村 幸 男 氏司會 者と して. 日本 倶樂部 及 日本人 會 主催 

追悼の 目的 を 述べ、 熊崎總 領事 及 地主 延之助 氏 は 弔詞 を朗 讀、 高 見豊 * 氏 は 故人の 美德 

を稱 讚し、 在留 日本人 は 故人が 在留民に 與 へ た る 幾多の 敎訓を 決して 忘却せ す、 寬容に 

して 禮讓に 富む 故人の 遺志 を繼 承すべきな りと 述べ て、 更に 紐 育 タイ ム ス紘の 故人に 

對 する 社 說を朗 讀、 故 人と 生前よ b 歡交 深き 前 帝 大法 科敎授 氏 も 亦 同樣の 意味 

に 於て 故人の 德を 表彰した る 後、 記念の 撮影 あり、 來會者 一 同 は 順次 列 を 組みて 靈柩を 
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告別式 

日本 俱樂 都に て、 莊嚴を 極む 

紐 育 新報 所载 (せ 十 U) 

士の S 骸は 二十 二日 午後 マ ク ァ ソ ス タ， 葬儀社より 長子 襄苦 氏、 次 子 孝 氏 を 始め、 

上 中啓 三、 田 口 一 太、 草 信 竹 治 • 西 尾 虎三、 水谷涉 三の 諸氏に 護ら れ自働 草に て 午後 七 時 

ゲイ ック の 本邸に 入 り、 博 士未 人、 襄 吉 氏 夫 人、 孝 氏 夫 人、 竹 橋 順 子 刀 自， 高 峰 工場 員、 大 河 

內、 * 鍋、 藤 田の 諸氏に 迎 へら れ、 靑 銅の 柩 中に 安置 せられた り。 同 夜 は 博士 未. u 人 等 交々 

通夜 を 勤め 翌 二十 三日 は 近親の 人々 fip 問に 赴 き、 午後 四時 パサイ ック 寺院 の 長老， コ  1^ 

^^^^^師來訪、特に博士の ために 鄭重なる 祈 禱を爲 し、 同夜 は 令妹 竹 橋 順 子 刀自， 高峰 ェ 

場 員 等 通夜 を 勤め、 二十四日 午後 三時 紐 育 日本人 會々 長 地主 延之助 氏、 日本 俱樂部 正副 

會長、 今 村 幸 男、 田嶋繁 二の 三 氏 日本 俱樂 部に 於け る 告別式 擧 行の ため パサイ ックに 到 

りて si- 士の K 柩を迎 へ、 午後 五 時俱樂 部に 到着， 當 日の 式場た る大贫 堂の 正面 中 夹に揭 


道 正 伯、 岸淸 一 博士、 鈴 木農學 博士 及 鹽原又 策 氏 等 友人と して、 故人の 逝去 を發 表した る 

旨靈原 氏より 入電 あり、 內田 外相、 幣原 大使 及埴原 外務 次官よ.， は 熊崎總 領事 を 經て弔 

電を 寄せ 來 り、 其 他 日米協 會を 代表して 钊 izrlj; 氏 及 松 方乙彥 氏より 又 故人が 創立に 盡 

库 せる 理化學 研究所、 大日 本 人造肥料 會社 等よりも 弔電 ありた るが、 右の 外 次の 各方 面 

より 懇切なる 電を 接受した， 0,。 

男爵 阪谷 芳郞、 男爵 森 村 開 作、 大谷嘉 兵衛ニ 尚松豐 吉， 堀 越 善 重郞、 鮭澤 子爵， 日米 關係 委員 

會、 正金 副 頭取 一 宮鈴 太郞、 長 野ェ學 博士、 與銀副 總裁小 野 英次郞 、同總 裁 土方 久徵、 前文 

部 次官 南弘、 大阪 山中 商會. 徳川家 達 公、 高 田 釜吉氏 一 家、 古田 宗ニ郞 、武田 長 兵衛. 北 里 博 

士、 鈴 木 梅太郞 士、 臺銀總 载中川 小 十郞、 古市 t^t 威男、 藤 井 榮三郞 、撗 山隆俊 男、 早 稻田大 

學、 齋 藤 朝鮮 總督。 

米國 側に て は. 佐 分利 代理大使、 村 井 保 固、 新 井領 一 郞 一 家、 紐 育 敎會メ  , ビ V スト— ン、 叫 

ラ ， ク： タ HJir^  、其 他 二百 餘 通の HP 電 高峰 未亡人の 手許に 達したり。 
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一 周して 最後の 吿別 をな し散會 したる は 七 時 十五 分、 これより 生前 故人と 昵懇の 問 柄 

な b し 人々 はお 通夜 を爲 して 種々 故人の 追懷談 をな したり。 

弔電 二百 餘 

內 外の 名士よ b 

故 高峰 讓吉 博士 逝去の-一 ュ I ス は、 土曜 曰、 本 號外 (第 一 面 再錄) を 以て 發衰 したる が、 

米 字 紙 タ刊を 通じて 報道せられ 他面 聯合 通信社 は 約 五 百 字に 亘る 電を 日本に 發し、 

合同 通信社 は 至急 電報 を 以て 急報した る が、 翌 日曜日 紐靑 タイ ム ス、 クオ— ルド ッリビ 

クン 及 ヘラ〃 ド は、 操 觚界の 元老 クラ 1 ク氏 拉に熊 崎 總 領事の 起草せ る 故人の 略傳を 

揭载 して 公表す ると 共に、 クイ ム ス 紙の 如き は 別項 記载の 如き 頌辭を 昨 二十四日 發刊 

の 論 說 欄に 於て 發表 し、 孰 れも 故人の 逝去 を痛惶 する の 誠意 を 示した b 。博 士 逝去の 報 

に 接した る 三 共 株式 會社 にて は、 高 橋 前 首 相、 溢 澤 子 爵、 益 田 男爵、 古市 男 爵、 S  0 磨 氏 、穂 積 

男 ^^、大 ま 喜 八郞 男、 淺野 0 一  郞. 北 里 se 士. 井上 tn 銀 總 裁、 大橋新 太郞、 大河 內正敏 子 ® 、副 ^ 


誠意と は、 兩！ i 民の 個人的 誤解 及 雨 固 政府 間 見解 相違 を 一 掃す る 上に 於て 顯 著なる 

献を敢 てした。 

華府會 議に當 り、 不健康の 身 を 以て、 尙ほ 東奔西走. 日米 親善 墦 進に 努力せ る 誠意 は、 博 

士の死 を 早めた と稱 する ことが 出來 る。 高 峰 博士の 逝去に よりて， 日本 は 偉大なる H 民 

の 一 人 を 喪った と共に、 米 B は 得難き 友人 を. 而 して *1 界は 最高の 化 學者を 喪った ので 

あ る。 

國 光の 成果 

高 峰 博士の 一生 

紐 育 タイ ムス (.14  一一  r 一お) a 說 

高峰 博士 が、 日 本に 於て 呱々 の t ケゲ」 擧 げ た 年 は、 恰 も ペルリ 提督 が 日本と 開港 條約を 

談判し つ 、あった 時で あ る、 故 に此 世界的 科學 者で あ り、 米 國に 於て S も克く 知ら れ、 且 

在米 日本人 尊敬の 的と なって ゐた 博士の 生命 は、 日本が 我國及 歐洲と 結んだ 新 K 係の 
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紐 育 へ ラ ダ /  一  WIS) 社說 

昨日 龜 パトリック 寺院で 葬儀に 附 せられた 高峰 讓吉 博士 は、 日本に 於け る 幾多の 學 

者の 一 人と して、 其 研究と 發明は 社 會に對 する 恩恵 家と して 弘く 知れ 一旦 つ て をる 人で 

あ る。 あは 顿る 精密な 分析 家に して、 化 學に對 する 建設的 事業 は、 常に 其 研究 物の 耍 素に 

脇す る 正確なる 智識 を 基礎と し、 現代 稀に 見る の 大人物で ある。 乍 併 高峰 博士 はまに 偉 

大 なる 化 學者、 神祕の 自然 を 征服す る 人道の 貢献 家で あ， -， 有力なる 指導者で あるの み 

； ら す. f  士は £界 の 事情に 通す る コ ス モ. ホリ タンで あ り、 國 際卒 和に 對 する 智識 ある 

勞働 者で あり、 人間 社會の 友誼 を 培 進す る全權 大使で あつ た。 

皮の 有する 敏感 性と 不屈の 精神と は、 犟 なる 化學の 研究の みに 終始せ やして 政治 方 

面に も 働いて わた、 即ん 博士 は 過去 数十 年に 亘り、 米國を 居住地と 爲し S た る も、 決 し て 

日本に 對 する 愛 鄕心を 喪った 譯 では な く、 常 に 日米 人の 友情 培 進に 努 力 し、 & の 經驗と 


高峰 博士 逝く 

a 育 タイム ス所载 (1,;^ 一一 一ち 一 S 

科學 者に して 恐らく 米國 在留 日本人 中 最も 有名なる 高峰 讓吉 博士 は、 心 臓 病の 爲め 

»過 問レ ノ ック ス ヒ 〃病院に 在りて 擦 養 中の 處. 昨日 遂 に 逝去せ り。 博士の 病氣は 二 年 

前より 起り たる ものに て、 一 時 は殆ざ 全快に 赴きた る も、 鮭 澤 子爵 其 他の 日本 實業家 圏 

體 及華府 軍事 制限 會議參 列 日本 政府 委員 等の 一 行 着米に 際し、 歡迎 等の 爲め 過度の 活 

勸を續 けたる 結果、 昨年 十二月 十六 曰 病 氣再發 し、 遂に 復 立つ 能 はざる に 至れり、 臨終の 

際 は， 博士 夫人 始め 襄 吉. 孝 の 二子 竝に其 夫人、 博士の 令妹 竹 橋 順 子 刀自、 其 他 親友 數名枕 

頭に 侍せ， 5。 

遗骸は 病院より パ サイ ツ^に 於け る 博士の 別宅に 引取 b 、安 置せられ， 月曜日 午後 西 

九十 三 丁目に 於け る 日本 俱樂 部に 遷 され、 午後 六 時 同處に 於て 告別式 を 行 ひ、 翌 火曜日 

S パトリック 寺院に 遷し、 午前 十 時 三十 分 葬式 を 行 ひたる 後 、ウッド "—ン 墓地に 埋葬 
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全 期 こきって ねる 譯 である" 特に 博士が 東西 國 民の 健康に 對 する 科學的 貢献 は、 日本の 

對外 Ri 交に^-: る 报獎す べき 成果であって、 日本が 此 古い 武士の 子の 近代 世界に 對す 

る なる 奉仕に 對 する 眞價を 尊敬す る ものである、 日本の 門卢を 開放した 米國 は、 更 

に n 己の 機  < おの 門戶を 彼の 有する 天才の ために 開放した ので ある。 

彼 個人と して、 更に 彼が 自ら 創設し. 或は 共同 以て 組織せ し 圑體を 通じ、 日米 兩國 E を 

善意 ある 了解に 導くべく 努力した 高峰 博士の 功績 は、 彼の 國民 中の 何人に 對 しても 之 

を 求める こと は K 來ぬ。 殊に 彼が 病中の 危險を も 顧みす、 華 ffi 頓會議 の 目的 遂行 を 援助 

すべく 努力せ し 博士が、 最後の 奉仕 は 我等の 特に 記憶すべき ことで ある。 當時 彼の 賓客 

たりし S 澤 子爵 は、 賓に我 第 一 の 駐日 公使^^ セ d:7T^ 氏の 身邊 を護衞 せし 若き 

ヒ であった U 日米 國 交增 進の 端緒 を 開きば 米 兩國の 國土を 愛する 博士 は、 此國交 をし 

て 益す 堅固たら しむべく 最後 迄 努力 發奮 しな 高峰 博士 は K に此ニ 個の 信仰に 向って 

武士の ffi である、 劍を投 出した 人で ある。 


と し て 參 列 を 命ぜら れ、 渡 米す る こと、 なりたる が、 是實に 彼が 一 生涯に 於け る 旋回 點 

となりた る ものと 稱 する を 得べ し。 何 となれば 彼 は 同地に 於て キヤ ライン • ヒッ I 列 孃 

と 相識 り、 遂 に 結婚す るに 及び、 爾後 米國を 以て 其 定住地と 爲 すに 至りた る を 以てな り。 

1 千 八 百 八十 七 年 彼 は 日本に 於け る 最初の 過濟酸 肥料 工場 設立の 爲 め、 日 本に 赴き 

おに 居住の 時轰吉 及 孝の 二 男を擧 げたり.。 一 千 八 百 九十 年 彼 は 米 國に歸 り、 自 ら 研究 

に從 事し、 始めて 工業化 學者 として 世に 認めら る、 に 至れ， 9。 彼の 發明 中最 著名なる も 

の は アド リナ リ ン及 タカ デ アスク ー ゼのニ 品な りと す。 t は は 一 千 九 百年 中 羊の 副腎 實 

驗中 アド リナ リン を發 見せり (現今 は 牛の 副腎より 製造 せらる)。 本 品 は 小 動脈 收 縮の 爲 

めに 生す る 血腿增 進の 特効 藥 として、 S 界各國 外科 界に 普く 使用せられ、 特に 眼科、 耳鼻 

pi  111^ 科 等 小手 術 用 止血 藥 として 最も 重要なる ものと なれ ^。ま は此發 見に 依り 世界 外 

科 翳 學界の 恩人と して 名聲を 博せ り。 彼 が タカ デ アスク ー ゼを發 見した る は 一 千 八 百 

九十 四 年中の 事に して、 主として 酸 酵素 0 ち 學名ァ ス ぺ 〃ギ 〃ス. オリ ゼと稱 する 米に 

逢 生す る 菌類よ， 0 得る もの にして、 日本に 於て は淸 S 酸 造 用 ® 酵素と して 盛に 使用せ 
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高峰 ii 吉 博士 は 日米 兩國 親善の 爲 めに 

に 於け る 貢献 も 亦 甚だ 多大な りし を 以て • 

一 千 八 百 五十 四 年 十 一 月 三日 日本 國高岡 

して 博士 は 其 長子な り。 父 は加賀 侯の 典醫 

事に 就き 修學 の爲 め、 長 崎に 派遣 せられた 

。彼 は 東京 帝 國大學 第一 回 卒業生の 一 人 

領せ. -。 卒業後 日本 政府の 海外 留學 生と な 

大學に 入. C/ 三年 間留學 せり。 

歸朝 後の 博士 は、 & 商務省 技師に 任せら 

進 步を謀 り、 書 策 貢献す る 所 甚だ 多し。 

博士が 数多き 發 明を爲 すに 當 り、 特 に 深 

K 用に 供す るの 點に 在り、 此點 は糙に 彼が 
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盡 力せられ たる こと 頗る 厚 く、 且 つ 其 化學界 

日米 兩國に 於て 最も 有名なる 人な り き。 彼 は 

に 生 る。 父 は 金 澤藩 士 高峰 精一 氏、 母 は 雪 子、 而 

た. 0 し 人な り。 博 士は 十二 歳の 時 葡萄牙 國領 

りしが、 後ち B 學 研究の 爲め 更に 大 K に 赴け 

にして、 工業 化 學を 修め、 ェ學 博士の 學位 を 受 

り。 英 國， クラス ゴ 1- 大學及 アン ダ ー ソ 一一 ァ ン 

れ、 淸酒 醸造 法 及 人造藍の 製 造 に關 し、 其 改良 

く 意 を 用 ひたる は 其 發明を a 速 且つ 有効に 

發 明の 特徵 なりき 二 千 八 百 八十 四 年-一 ュ ー 


オリ ー ンス 州に 於て 綿花 栽培 百年 記念 世界 博 覽會の 開催に 當り、 博士 は 日本 政府 委員 


部、 藥劑化 學俱樂 部， 紐 育 體育俱 樂部ノ リ —クオ— ル ド俱樂 部、 叛行 家俱樂 部、 及 日本 樂 

郁の 俱樂 部員に し て、 又 米 SI 化 學協會 、王立 英 國 化 學協會 、化 學 工業 ©會 おに ノ ラ ンク リ 

ン協會 の會負 たり。 

I, セ ー、 ァ ィ、 シ —、ク ラ— ク氏 の譖評 

過去 11 年 Si 商 峰 博士の 親友た， 5 し 叫—、 ァ ィ、 シ —、ク ラ— ク 氏 は、 峰 士  Q 逝 去 に 對 

し、 昨 曰 追悼の 意 を 表 し、 且 つ 13  0 を 述 ベて 曰く 

「515 學に對 する 彼の 專 心的 努力 以外、 まが S も^く 意 を 注ぎた る は、 狡の a 國と其 移 

住 E との 間に 永久 不變 確乎 不拔の 友好 關係を 樹立す るの 一事に 在りて 存せ， 。彼 は 

常時 其 理想と せし 日米 融合の 基礎 を， 相 互 利 4^ の 4? 進 13 に 相互の 敬愛に 置かざる 可 

ら す と 爲 せ 、り、 而 し て 彼 は 又 其 K ら成 就 したる 幾多の 有 一お 一なる 發明發 見 を、 此 目的に 

應 SP すろ g に 於て 偉大の 効果 を收 めた るの みなら や ビ：^ 理想 を K 現す る ハぉ め、 非 常 の 

決心と 不携 不屈の 精神 意氣を 以て 熱 心 努力せ b パ且 な るかな、 彼 は S 人より 日米 一親 善 

のハ おめ 天より 與 へられた る 無冠の 大使な りとの 尊 稱を受 くるに 至りた る は、 正 に 適 

♦ 1 一九 
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らる、 のみなら や， 現今 は 澱粉質 消化 藥 として 普く 醫藥 業者の 使用す る 所な.^。 

後ち 本 品 製 造 の 爲 め、 3T 市 に 一 會社 創立せられ 多大の 利益 を 得たり。 博士 は 又 一 

西各輕 有益なる 工業 を 曰 本に 紹介せ り。 其 內 主要なる もの を擧 くれば、 曹達、 肥 料、 染 料、 ァ 

レノ ミ ナ ム 事業の 如き 是 なり。 彼 は 叉 同時に 一 大 製藥會 社の 創立者に して、 又 東京に 於け 

る 理化學 研究所 設 立 主唱 者たり。 而 して 彼 は 又 自家 屬 研究所 を 二 ュ 1 ジャ 1 シ 1 洲 

クリフトンに 所有せ， 9。 

高峰 博士 は、 東京 帝 國大學 より ェ學 博士の 學位を 受領し 次て、 一 千 九 百 六 年 更に 藥學 

博士の 學位を 受けた， -。 而 して 一 千 九 百 十三 年 日本 天皇陛下よ， 9 帝國學 士院會 員に 列 

せしめら る、 の 光榮を 得た るの みなら や、 一 千 九 百 十五 年功に 依 6 锄四 等に 叙 し、 旭 P 

小 綬章を 下賜 せらる。 彼 は 東京の 三 共 株式 會社、 紐 育の 高峰 醱酵會 社、 莴國 高峰 酸 酵會社 

の 各社 長及髙 峰硏究 所の 所長たり。 

彼 は紐靑 日本 俱樂部 及 日本に 於け る 日米協 會、 理化學 研究所の 釗立主 L 曰^に して、 紐 

宵 m 本 協會及 日本人 協酋 創立者 中の 主要人物たり。 忮はヌ til タス 恨樂 部、 化學者 m ハ樂 


中の 人と なった。 加賀 藩に 生 れ、 畏 崎 に 敎育 を 受けた 彼 は、 科 學の 研究 を 、ジメ て 一 生 の 志 と 

し て 成 功 し、 此 米 國を 以て 定 住 地 と し た。 

彼が 發 明の 一 つで ある アド リナ ジン は、 外科 手術 を 安全と なし .醱 酵茵と 肥料に 園す 

る 新發見 は、 人 類に 對 する 恩恵 を與へ た" 之に も 塔して 日米 親 善 確保の た め に、 彼 は 何 人 

よりも 偉大なる 努力 を敢 てした。 

鈕育は 未た 曾て 斯の 如き 崇高なる 市民 を 有した こと はない。 

高 峰 博士 逝去す 

1 九 二  二 年 七月 二十 三日 

鈕 宵、 ク ォ，' ルド 所載 

著名なる 日本人 化學 者に して、 且つ 日 米兩國 親善 論者 た りし 高峰 讓吉 博士 は、 一 昨年 

十 一 月以來 長らく 病床に 呻吟し 居りし が、 遂に 昨朝 レノックス ヒル 病院に 於て 長逝せ 

,0、 高 峰 博士の 多数の 發明 中、 最 も 善く 世に 知られた る は K  ?g! 耳鼻 gl 喉 科 其 他 外科 旌術 
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評と 稱 すべ し。 彼 は 實に曰 本に 對 する； i 烈 なる 愛 國 者に して、 深く 其 古 代 美 術、 德 義、 傳 

說等を 尊重 愛護せ しと 同時に、 又 深く 米 國を愛 し、 其 高遠なる 理想 竝に穩 健 な る ^：:  ，： 2 

主義に S し、 常 に 尊信の 念を拂 へり」。 

高峰 搏士 は& 育州ス リヅァ ン 0 カク ン チ." i  メ リ I クオ ルド に 一 種 獨特の 別莊を 

有 せ り。 是は 彼が 曾て 疆路易 ©界 博覽會 に 於け る 日本 建築 ニ楝 の 拂下を 受け、 改築して 

一 楝の 建物と なし、 一 面 米 國の實 際 生活に 適應 せし むる と 同時に、：^ 面 純日本式 庭園 趣 

* を 米 0 に 移入し、 新くて 日米 雨 H の粹を 集めた る ものにして、 彼 は ® 此 4! に 友人 を 招 

*3 歡待 せり。 

祟 高 なる 市民 

1 九 ニニ 年 七月 二十 三日 

夕刊 クオ ー ルド 抵社說 

偉大なる 人物に して、 偉大なる 科學 者た る 高峰 讓 吉 博士 は、 去 る 土曜日 を 以て 白玉 樓 


高峰 博士 は， 元 來金澤 藩の 武士に して、 一千 八 百 五十 四 年 十一月 三日 高 岡に 生る パ乂は 

精 一 氏、 母 は 雪 子、 父 は金澤 藩主の 典醫 た.^。 十二 歳の 時、^^ は 藩の 選 拔に依 b 、長 崎 駐在 葡 

萄牙國 領事に 就き 修學 の爲 め、 他の 子弟と 共に 同地に 派遣 せらる、 後 大阪に 赴き 醫學を 

研究せ， -。 

一 千 八 百 七十 九 年、 彼 は 日本 東京に 於け る 帝 國大學 ェ部大 學化學 科 を 卒業し、 更に 英 

國 グラス ゴ— 大學及 同市 ァ ン ,クー ソ 一一 ァ ン大學 に 三年 間 留學を 命 せら る。 歸朝後 農 商 

務省 技師に 任せられ、 化學 主任と な b  、淸 S 醸造 及 染料 藍の 改良に 從 事し、 大に 貢献す る 

所 あ b  、彼 は其大 學在學 中より 旣に其 發明的 天才 を顯は し、 軍 用輕氣 球の 發明 を爲 した 

博士が 始めて 米 國 に來 りたる は 一 千 八 ぼ 八十 四 年に し て、 當 時-一 ュ ー オリ 1- ンスに 

於て 開催せられ たる、 綿花 産業 百年 紀念博 覽會に 於け る 日本 政府 代表者と して 來 りた 

る 時、 同 地に 於て キヤ リラ イン. - ヒッチ 孃と 相識る に 至 り (千 八 百 八十 五 年 同讓と 結婚せ 

り。 彼 は 米 E 移住の 計 畫を爲 したる も， 千 八 百 八十 七 年 日本に 於け る 最初の 人造肥料 ェ 
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上 止血 藥 として 必要 缺く 可から ざる アド リナ タン 及 澱粉質 消化 る タカ デァ スタ 

I 'ゼに 如く ものな し。 

博士が、 レ ノック ス ヒ 〃病院に 入院せ し は 六月 六 曰な り き。 は 一 昨年 十一月 中 始め 

て 心 a に 故障 を訴 へ.. 、バ ー サイド トライ ブ 三 三四番 なる 自宅に 於 て、 St ら 療養に 勉め 

たる も涉々 しき 効能な かりし を以 て、 昨 年 四月 フ fi リダ 州に 轉地 し、 其後更 に ノ 1 スカ 

"ライナ 州 ァシュ グイ〃 に轉せ り。 斯 くて 彼の 健康 は 稍 恢復の 徵を 示した るを以 て， & 

は 一一 ュ ー ョ ー ク州 メリ— クオ —ルドみ S 地に 於け る 別 莊に赴 き、 靜 養す る こと /- し、 昨 

年 十月 叉 彼の クリ フト ン 研究所 附近なる の 故 を 以て 二 ュ， I ジャ 1 シ 1 州 パサイ クに 

轉地 せり。 

其 後 1 ヶ月 を 經て會 ま！！ 澤 子爵 其^ 日本 责業家 圑拉に 華聖頓 a" 和食 委 連の 渡 

米 に 當 b  、博士 は醫師 の勸告 を 用 ひすして、 大に 其 歡迎應 接に 勉 め、 極 皮の 活動 を續 けた 

る を 以て、 過勞の 結 病勢 頓に 進み. 十二月 十六 日に 至り 遂に 再び 病臥す るの 止むな き 

に 至り、 爾來 病勢 漸次 增惡、 遂に 再び 起つ 能 はざる に 至れり。 


楝 を購ス L  、ケ リグ ァ ン* カク ンチ —  •  メリ， クオ ー〃 ド公圃 に 移して 之 を 改築し 、特種 萬 

彩 ある 建築物と なせり (而 して 之が 設計 は 米 B1 式 生活に 適應 せし むる と 同時に、 內 部の 

装飾 は 全部 日本式 美術の 精華 を發撣 せ- N。 

高峰 博士 は又鈕 ^« 日本 俱樂 部、 日米 该會及 理化學 研究所の 創立者たら しのみ なら t 

鈕育 日本 俱樂部 及鈕育 日本人 會々 眞 中の 主要人物たら し 人な b  。彼 は 又 U 1 タス 俱樂 

部、 化 舉協賈 化 學藥業 協 育體宵 協會、 メ リ ー クオ—〃 ド 及 銀行 倶樂 部、 米 圃化學 協會、 

國立英 園 化學協 酋. 化 學 ェ 業 協 會 及 フ ラ ン ク リ ン *ィ ン ス チ チ ュ ー ト 等 の 會 員 な ..^N き。 彼 

は 又 東京 三 共 株式 會社 及當地 高峰 式 醱醉素 會 社、 莴 國 高峰 醱酵會 歉、 高 峰 研究所 及 高峰 

會 社の 社長た b しと 同時 に、 パ ，《 ク デビス 會 社の 學術 顧問な り。 

謙讓の 人物 

1 九 二  二 年 七月 發行 

紐 育、 ネ ，シ ヨン 社 說 

日本よりの 非公式 駐米 大使と して、 去る 七月 二十 二日 逝去した 高峰 讓吉 博士 程の 人 

1 二 五 
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場を柬 京に 設立す る 爲め歸 朝せ り 。彼の 二子 襄吉及 孝の 兩人 は^に 此時 日本に 於て 生 

れ たるな り。 

新醱 酵素の 發見. I 一  千 八 百 九十 年、 高 峰 博士 は 米 固に 歸，. ^來 り、 其 研究 發 明に 係る 一 

稲の 化學的 g« 醱 酵素 事業 を 起せり。 一 千 八 百 九十 四 年 彼 は タカ デァ スタ— ，セ を發明 

し、 其 製造の 爲 めに 市 俄 古市に 一 會社を 典 し、 事 業 隆 盛 に 赴 け ，..^ニ 千 九 百年 高峰 博士 研 

究 努力の 結 Gi- として アド リナ リ ン 始めて a に ST つるに 至れ ，此 の 如く 一  方 々一； sr「^5 

なる 發明 を爲 すと 同時に、 博士 は 叉 日本に 各種 有益なる 新 事業 を 紹介せ ，cs  。就 中 曹 達人 

造 肥料、 染料、 ァ \ ミ ナ ム 事業 等 は 最も 重要なる ものと す。 彼 は 叉 一 大 製雞會 社の 創立者 

たり. 二 千 八 百 九十 九年德 は 日本 帝國 大挙の ェ學 博士の 學 位を受 く、 次 で 一千 九 百 六 年 

更に 同大 學 より 藥學 博士の 學位を 授けら る。 一 千 九 百 十五 年 日本 皇帝 は 彼の 功績 を認 

め、 勳四等 « 日 小綬章 を 授けら る。 而 して 一 千 九 百 十三 年 更に 帝固學 士院酋 員に 列 せら 

る ， の 光榮を へ り。 

當地 日本人の 領袖 I 一  千 九 百 四 年 高峰 博士 は墨路 E§  S 界博 覽會に 於け る ^gj 築 物 二 


高 峰 博士 1^ ま 


1 九 ニニ 年 七月せ 三日 

&育 トリ ビュ， f ン所载 

院に 於て 心！ a 衰弱の 

に 於て 執行し、 遺骸 は 

せられ. 同國 人士 主催 

られ たる 名望家に し 

しても 亦 著名な， 0 き。 

の 科 學界に 於け る S 

親善に 對 する 盡カ は. 

政 家と して、 將叉 事業 

日本 美術の 愛護 者な 

其 美 を 以て 著名な り。 

1 二 七 


著名な る 日本人 科學者 高峰 讓吉 博士 は、 昨日 レノックス、 ヒ〃 病 

爲 めに 逝去せ り。 葬儀 は 火曜日 午前 十 時 三十 分 lis パトリック 寺院 

ク ッド ^  ] ン 墓地に 埋葬の 箬に て、 明日 午後 迄 日本 俱樂 部に 安置 

にて 告別式 を擧行 せらる /-箬 なり。 

高峰 博士 は、 當 米國 在留 日本人の 領袖と し て、 世 間 一 骰に 承認せ 

て、 單に 一 個の 化. 學者 として 有名な りしの みならす. 政治評論家と 

彼の 發 見に 係 る、 ァ ドリ ナリ ン及 タカ デ アスク ー， セ は、 實 に 世界 

大なる貢献た，..^しのみなら す. & が最 熱心に 企圖 したる 日米 雨國 

a 公衆に 深甚の 注 意 を 與へ、 益す 信望 を 高から しめた ，0。 彼 は 又 財 

家と して 異常の 才能 を 有せし のみなら す、 美 術 鑑識眼 を 有 し、 特 に 

り き。 鈕育州 メリ ー クオ ー ル * トに 於け る 博士の 日本式 園 は、 特 に 


1 二 六 

物 は 他に 求める こと は出來 ない。 我等の 有する 最も 偉大なる 化學 者に して， アド ジナリ 

ン、 タ カデァ ス タ ー ゼ發明 家と し て、 高峰 博士 は 啻に 日本人が 同化し 得る 国民た るを證 

したの みなら や、 彼等が 一 度 米圈に 居住す る や、 我等の 西方 文明に 對 する 顯 著なる 恩惠 

者と して 言 賴し 得る こと を 明白と し た。 此 意味より する も。 博 士の 如き は 稀 有の 人物で 

あ つ た。 博士が 一 介の 化學 者で ある 許 b でな く、 ビジネス にも 敏腕家で ある こと は、 曰 本 

に 染料、 ァ 产 力 リ、 輕级、 過 燐酸肥料 事業 を 紹介し、 又 米國に 於て 偉大なる 製藥 事業、 化學研 

究所を 設置した る 外.， 幾多の 大酋社 を 創設し、 財政 上に も 成功 を 博した る ものに 徵 する 

も 明かで ある。 

日米 國 交の 堦 進に 就 て、 博 士は 不斷の 努力 を 繼續し て、 日 本人 會及 日本 倶樂部 等を创 

はした。 曰 米 兩國の 密接なる 國際關 係 樹立 は實に 博士の 一 生 を 通じて 夢想して ねた 處 

である。 若し 博士が 謙 返の 人でなかった ならば、 米國に 於け る 最も 偉大なる 人物と して- 

よち 多く 其 名 を E 內に謳 はれた であらう。 


科： g 小手 術を爲 すに 際 し、 無 血 療法 を 施す こと を 得る に 至れ， 9。 

高峰 博士 は、 一一 ュ ー ジャ， シ 州 パ TTT.^ に 於 ける 自家の 研究所に て、 大々 的化學 

研究に 鋭意 從事 せし 外、 日 本 に 於て 染料、 ァ , 力 リ、 肥 料 等の M 造 に 0 す る 幾 多の 化 學 大 

工業 を も 紹介せ big して 彼 は 又 日本に 於け る 一 大 製薬 會 社の 社長たり しと 1^ 時 に、 米 

國に 於け る 諸 化 學品書 社の 社長と な ft/ 且 つ frr.T.^.X 巿パ ー ク デ ビス 會 社の 學術顥 

問 を ® 託せられた う。 

高峰 博士 は， 其專門 業務 以 外、 最 も 熟 心に 主唱せ し 日米 親善の 爲 多大の 努力 を せえ 

彼 は 日本 俱樂 部會 頭に し て、 鈕育 日本 協會、 日本人 會及柬 京 日米協 會 ia に 日本 理化學 研 

究所 創立者 中の 錚々 たる ものな りき。 

一 千 八 百 九十 九 年 彼 は 日本の 大學 よら ェ學 博士の 學位を 受け、 次で 一 千 九 百 六 年更 

に藥學 博士の 學位 を授與 せらる。 彼 は 一 千 九 百 十三 年 日本 學士院 書 M に 列せられ、 一 千 

九 百 十五 年 日本 天皇陛下より a 四 等 旭日 小綬章 を赏賜 せらる。 

高峰 博士の 病 氣はニ 年 前の 發 病に 係 ^、初 め 心臓に 異 M を 呈 し、 リ パ， J サイ ,ト/ ラ ィ 
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高 峰 博士 は、 金 澤 藩士に して 一 千 八 百 五十 四 年 十 一 月 九日 加賀 國金澤 市に 生 る， 父 は 

精 一 氏、 母 は 雪 子と 名く、 彼 は 一 千 八 百 七十 九 年 東京 帝國 大學應 用化學 科 を 卒業し" 政府 

より 海外 留學生 を 命ぜられ、 英國 グ ラ ス ゴ， 1, 大學 に留學 する こと 三年、 歸朝後 農 商務省 

技師に 任ぜら る。 在官 中醱 酵素 培養 法の 研究に 著 手し. 爾來 長年 月間に 涉， 9. 其 研究 を ^ 

續 せし が、 遂 に 澱粉質 涫化藥 タカ デ アスク ー ゼを發 見す るに 至れ. o。 

1 千 八 百 八十 四 年 高峰 博士 は-一 ュ ー ォ 1- リ，' ン. T 州 綿花 栽培 開始 百年 紀念 S 界博 

覽會 日本 政府 代表 委員 を 命ぜられ 渡米せ り。 是其 最初の 來 遊な b しが、 博士 は 深く 此新 

世界 を 愛好 し、 後 遂に 永住の 決心 を爲 すに 至れ り。 其 後一 年 を 0 て 彼 は 一一 ュ， I オリ， I ン 

市の キ ヤコ ライン • ヒッチ 孃と 結婚せ ら。 其 後 博士 は 日本 最初の 過憐酸 肥料 工場 创設 

の 爲め曰 本に 赴 き、 滯 在す る こと 三 年、 其 間 襄 有 孝 の 二子 を擧 げた り.。 後 又米國 に歸來 

爾後 愈々 米國を 以て 定住地と 爲 せ，.^。 彼 は 趣の 研究に 從 事し 居， - しが、 一 千 八 百 九 十 年 

に 至り 遂に タカ デァ スタ ー ゼを發 見せ り。 而 して 一 千 九 百年 彼 は アド リナ リン を發見 

せ b  。本 品 は^  に 活力 を附與 する 化學 要素に して、 發 見以來 眼科、 耳鼻 喉？ 其 他 外 


士は 一 千 八 百 五十 四 年 十 一 月 三日、 日本 國金澤 市に 生る パ乂は 醫師な し を 以て. 博士 も 

幼時ょ -^大阪に 出 で醫學を研究せしが、後、帝國大學を卒業し、ェ學博士 の學位を得たり。 

高峰 博士 は、 一 千 八 百 八十 七 年 日本に 於け る 最初の 過憐酸 肥料 工場 創設の 爲め 東京 

に 赴 け ft^。而 し て 其 二 子、 襄 吉及孝は此時日本に於て出生せ.c^、ー  千 八 百 九十 年 彼 は米國 

に歸， 9、 自ら 研究に 從 事し、 遂に 工業化 學者 として 名聲を 博す るに 至れり。 博士の 發明中 

最も 顯 著なる もの は アド リナ タ ン及タ カデ ァ ス タ I 'ゼな 力と す。 彼 は 一 千 九 百年 羊の 

副 賢の 研究 中 アド リナ リ ンを發 見せし が、 現 今 は 牛の 副腎よ ft- 製造し 居 .CS  、動 脈收 縮の 

爲 め血壓 促進の 特効 藥 として、 大に 世界 各國 外科 界の 賞讃を 博し、 特に 眼斜、 耳鼻 ffl 喉 科 

等の 如き 外科 的 小手 術に 於け る 止血 藥 として 廣汎 なる 用途 を 有 し、 外 科 醫術上 至大の 

名 * を 博せ 6N。 

高峰 博士が タ カデァ ス タ ー ゼを發 明した る は 一 千 八 百 九十 四 年に し て、 本 品 は 主と 

して 米に 發生 する 菌類よ. CN 得らる ， ものなる が、 日 本に 於て は 淸酒釀 造 用 酸 酵素と し 

て 莫大の 用途 あるの みならす、 今日に 於て は 澱粉質 涫化藥 として 世界 各地 藥劑師 皆 之 
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. ^三 三 四番の 自邸に 於て 數 月間 靜 養し、 一 千 九 百 二十 一 年ノ， J 力 P ライナ 州 ァシュ 

，ク ィ 〃に轉 地し、 ダブ ル ュ， iTT»VT 博士 の 治療 を 受け、 昨秋 犬に 健康 を 恢復した る を 

以て、 其 別 莊に歸 還せ え 

昨年 十二月 ffi 澤 子爵 始め 日本 實業 家團 及華府 軍備制限 會議に 於け る 日本 政府 委 fl 

の來 米に 際し、 博士 は 主 治醫の 警告 を 用 ひすして 專心 一 意 其 行動に 鞅掌^ 力 甚だ 勉め 

た，^ しが、 爾後 漸次 健康 を 害し、 本年 六月 六日 レ ノ ック ス、 ヒ 〃病院に 入院す るの 止むな 

きに 至， -、 同院に 於て 遂に 逝去 せら。 臨終の 際 は 夫人 及 二子 IS に 其 夫人 及 博士の 令妹 竹 

橋 順 子 刀自 等 枕頭に 侍せ 遺 骸はパ "サイ ッ クの 自邸に 引取り 安置 せら れ、 月 曜日 n 本 

俱樂部に移さる^箬な.^。 

偉大なる 高峰 博士 

1 九 ニニ 年 七月 廿 四日 

ドラッグ ケ ミカ〃 マ， ケッ ト所载 

高^ 讓 吉傅士 は、 七 月 二十 二日 土曜日 紐 育市レ ノ ック ス、 ヒ だ 病院に 於て 逝去せ ..^、ss 


フラ ンクジ ン協會 等の 會 員な 6 き。 

偉大なる 日本人、 科學 者に して 

國 民間 親善に 盡 したる 高峰 博士 

ジョ セフ、 アイ、 シ ！■、 クラ— ク _p 

(紐 育、  <ラ ルド、 一九二  二 年 七月 三十日 所載) 

予は #2 て 日本に 關 する 予の 著書の 序文に 左の 言 を 記せ b  。曰 く 

「予は 日本 訪問に 先つ 數年 前より 高峰 博士と 相識る の 機會を 得" 爾 來 此の 有名 な る 

學者 にして 叉 有機 化 學界に 於け る發明 者と 永らく 親ナ乂 を繼績 する に 及び、 眞個 世界 

的 紳士 及大學 者と して、 確かに 一 人の 日本人 ある こと を 認 むる に 至れ ftN  予が 

極東 旅行 を 決定せ しとき 博士 は， 予 に 多數の 紹介 狀を與 へられた る が、 其の 紹介 狀 こ 

そ實に 日本 全國 至る所 予の爲 めに 門 を 開放し 吳れ たる ものに て、 爲 に予は 日本に 

於け る 1 公的、 私的、 各方 面に 涉り第 一 流の 人士と 頗る 偸 快に 交 ffi する こと を 得" 至大の 

便宜 を 得た丄 と。 
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を 知らざる ものな きに 至れ ，o^。本 品 製造の 爲めシ 力 ゴ-市 に 1 會社 創立せられ たる が、 間 

も 無く 多大の 利益 を擧 r るに 至れ り。 博 士は又 各種 有益なる 事業 を 日本に 紹介せ b  、其 

內 主要なる もの を 摘記 すれば、 曹達. 人造肥料、 染料、 ァ 〃カリ 、アルミ ナム 等の 如き 諸 工業 

は皆博士の主唱に依.ft^始めて日本に興，.^たるものな  ，0,。 彼 は 又 一面に 一大 製藥會 社の 

創立者な りしの みなら す、 彼 自身 も 亦 一 1 ュ—， I ジ ャ， I シ H 州 クリフト ンに 於て 高峰 化 S 

研究所 を 創立せ り。 

高峰 博士 は、 一 千 九 百 十三 年 日本 帝 Ei 皇帝より 學 士院會 員に 列 せらる の 光 榮に洛 

せし のみなら す、 一 千 九 百 十五 年 勳四等 旭日 小綬章 を授與 せられた り。 彼 は 又 東京 三 共 

株式 會社 高峰 醱 酵素 會 社、 高 峰 研 究 所、及 高 峰 會 社 の 社 長 な X^ き。 

彼 は 紐 育 日本 俱樂 部、 日米協 會、 日本 理化學 研究所の 創立者に して、 又 同時に 統育 日本 

協 化 及 紐 育 日本人 會釗立 者 中の 錚々 たる ものな. き。 彼 は 又 一面 HI タス 俱樂 部、 化 學 

者供樂 部、 藥劑化 學俱樂 部、 紐育體 育俱樂 部、 メ リ ー クオ ー ル ド倶樂 部、 銀行家 俱樂部 及 日 

本俱樂 郁の 會 員. た しと 同時に、 ffi 米 利 加 化 學協會 ，英國 王立 化學協 會、 化 學 工業 協會及 


せられて、 學術 研究の 爲め 政^より 海外 留學を 命ぜら る 、 こと、 なれり。 

進取 的 活動に 先ち 幕府 顚覆 = 提督の 率 ゆる 米國 艦隊 は、 能く 日本 をして 畏夜 

の 眠 を 破らし め、 S 界の 進歩 を 其の 服 前に 展開せ り。 是 に 於 て、 日 本 は 進取の 念 頗る 急な 

る もの あ b たる も、 之 が 實行は 頗る 困難なる 事情 あ b て 容易に 實 現に 至ら ざり しが、 一 

千 八 百 六十 八 年 遂に 倒幕、 王政 維新の 大業 を 成就し、 明治 大帝 親ら 政權 を總纜 せられ、 益 

す 鋭意 歐 米の 學術を 採 せらる. -に 至 り、 玆 に 年來の 希望 を實 行し 俊秀 有爲 花の 如き 

靑年を 始めて 海外に 派遣す るに 至れり。 而 して 彼等 留學 生が 後年 如何に 優秀 偉大なる 

成果 を 携へ歸 b たる か は ..爾 後 彼等が 日本に 於け る 各種の 施設に 貢献せ るに 徵し 明瞭 

なる もの あり、 其の 實例は 一 々枚 擧に違 あらす と雖、 特に * の 一 青年 讓吉の 經歷に 於け 

る が 如 く、 爾 く顯 著なる もの は 他に 類例な き 所な b  。實 に 彼 は 千 人中の 一 人と 稱 する も 

決して 過賞に 非 t 否， 奥 誠なる 發明 家と しての 彼 は * ろ 更に 稀 有の ものと 云ぶべし。 

休 言 一 代 三 詩聖 

英國光 榮何足 誇 
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高峰 博士の 學術上 貢献せられ たる 事蹟の 顯著 なりし こと 及 其の 人格の 崇高 優秀な 

b しこと に し、 ® の 彼に 酬 ひたる 所 如何な りし や を 思 ふと き、 予 は赏に 其の 甚だ 失 當 

な， 9 し を 感ぜざる を 得す。 特に 彼が 有せし 王侯に も 比すべき 寬大 仁恕の 美德 は、 予が從 

來き 見せし 總 ての 在米 日本人 中、 何 人 も敢て 企及し 得べ からざる 底の もの ありし に拘 

ら す、 之 に對し 何等 表彰の 擧無 かりし こと は、 予 の 最も 遺 慽に堪 へざる 所な り。 今 般の傳 

記 を 略叙す るに 當ら、 此の 結論 は 益 々切實 に 其の 感を 深から しむる こと 蓋し 世人 も予 

と 同感な らんと 信す。 

高峰 讓吉氏 は 一 千 八 百 五十 四 年、 日本 國加賀 高 岡 市 (譯者 註、 加 賀は越 中の 誤な らん) に 

生る。 父 は 精 一 と 名け， 母 は 雪 子、 氏 は 其の 長子な り。 家 世. -金澤 藩 中高 位の 武士た.^。 (譯者 

註、 精 一氏 始めて 藩に 仕 へられた るな り) 父 精一 氏 は、 加賀 侯の 侍醫 なりし か ば、 氏 は 幼時 

より 父 ゆの 膝下に 在，. M し 各種の 敎育を 授けら れ、 學 藝大に 進 み、 遂 に 帝 國大學 工科に 入 

學し、 一 千 八 百 七十 九 年 卒業せ-.。 彼の 大學に 在る や、 成績 頗る 優秀、 同輩 能く 及ぶ ものな 

し。 &、、  ^時の 日本 政府 は 、鋭意 欧米 文明の 吸 收に勉 め 居れる 際な りし を 以て、 彼 は選拔 


的 手段と し て， 曰 米兩國 をして 完全なる 結合 を爲 さしむ る 唯 一 の 良法 は、 兩 國 をして 經 

濟的 結合 を爲 さしむ るに 如く は 無しと せ り。 隨 て 彼が 日本に 於て 最初の 過憐酸 E 料ェ 

場 を 設立す るに 當，^ て は、 彼 は 日米 兩國 資本家に 勸說 し、 雙 方の 賛同 を 得て 此 事業の 基 

礎 を 作れ り。 (譯 者 註、 此項 は誤傳 ならん、 人造肥料 會紙は 日本人の みに て 設立せられ たる 

な り) 又 彼が 全生涯 を 通じて 目的と せし 所 は、 實 に 我 ェ デ ソ ン I 氏と 同じく 其の 發明を 公 

表 し、 世 界 公衆 をして 一 般に之 を 利用せ しめんと する 點に在 b て、 彼 は 常に 深く  の點 

に 留意せ ，》^。纒 て 彼 は 其の 目論見に 係る 新 計 畫を實 行す る爲、 一 旦 日本に 歸 り、 自 ら 其の 

監督 を爲す 傍ら、 更に 他の 事業 を 興す 等 東奔西走、 一 千 八 百 九十 年迄滯 在せ. 93 而 して： g 

の 間に 於て 彼は襄 吉、 孝 の 二 男を擧 げたり。 又 彼 は 此の間に 於て、 日本の 科 學界に 其の 盛 

名 を 馳せ廣 く 知友と 交際す ると 同 時、 幾 多の 學術 協會の 設立に 與か り、 且 つ 東京に 自家 

の 研究所 を 創立せ り。 一 千 八 百 九十 年 彼 は 又 米 國に來 り、 紐 育 市に 研究所 を 開設し 専ら 

醱 酵素の 研究に 沒 頭せ 彼 が 目的と せし 所はデ ァ ス タ ー ゼ 酵素の 製 出に 在..' し が、 其 

の 研究の 結果 1 種の デァ スタ， ゼを發 明 し、 之 に 自己の 姓名の 頭字 を 冠し クカ デァス 
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官費 留學 生た る 讓吉氏 は、 一 千 八 百 七十 九 年よ，.， 一 千 八 百 八十 一 年に 至る まで， 英國 

グラス ゴ， I 大學及 同地 ァ ゾ f ソ 一一 ァ ン大學 に 入 り、 化 學 を專攻 し、 主 として 有機 化學 

を 修めたり。 歸朝後 彼 は 農 商務省 技術 長 (譯者 註、 博士 は此時 御用 掛と爲 られた るな，^) に 

任ぜられ、 淸酒釀 造、 人造藍 及醱 酵素 使用法に 關し 種々 の 改良 を 加へ、 一千 八 百 八十 四 年 

迄 在職せ り。 同年 米國 ュ rrl オリ ー ン ス 州に 於て 綿花 業 百年 紀念 世界 博 覽會の 開催せ 

らる、 に當 り、 氏 は 日本 政府 委員と して 之に 參列を 命ぜられ 渡米せ り。 

此の 青年 科學者 は年齒 正に 二十 有 九の 好漢に して、 其の 學殖 識見 拉に 其の 人格 は 管 

に 多數米 國科學 者の 尊敬 を 博した るに 止まら ず。 二 ュ ー 'オリ 1 ンス 州 在住 知名の 良家 

の 令 簾に して 美麗なる 數 人の 姉妹 中の 長 姉に して 容姿 嬋妍 たる キヤ 口 ライン、 ヒッチ 

簾と 相思の 愛に 陷 り、 遂 に 之と 結婚す るに 至れ b  。此 の事實 こそ 實に予 が 前述せ し 如く、 

博士 をして 後日、 日米 兩國間 相互の 親善に 盡す爲 畢生の 努力 を 傾注 せんとの 決心 を爲 

さしめ たる 眞の 動機た b しなり。 

兩國の 親善 は 經涛的 提携 を 以て 第 一 義と爲 す 此の 如き 理想 を 有した る 彼 は、 赏^ 


官吏た る と、 將 叉、 民 ^雜士 たると を 問 は や、 皆 0 の慇. §5  到なる 歡待を 受け 各般の 便宜 

を與 へらる のみなら す、 貧 困不遇の同胞も亦皆彼に賴<^其の懇切なる救濟又は世話 

を 受るを 例と せり。 

有機 化 學界に 於け る 大發明 f 欺く 多方面に 有益なる 活動 を爲 すと 同時に、 彼 は 1 方 

^の 最も 好める 有機 化學の 研究に 全 精力 を 集中し 將に 一 大勝 利の 榮冠を 博 せんとす 

るの 道程に 上れ ぇ即 ち當時 解剖 學及 生物 學 智識の 進歩に 俘 ひ、 副腎 又は 甲狀 腺の 如 き 

も の は、 人 體の 或る 機能に 對し强 力なる 作用 を爲す ものた る ことの 發見是 な り。 即 ち 或 

る 物質が 腺に 產 生す る强 力なる 作用 を 起す ものな りとの 學說 は、 高 峰 博士 其の 他  一 二 

學 者の 研 究 心 を 喚起 し、 彼 は 直ちに 此の 物質 を 分離 析出 せんこと を 企て 其の 研究に 着 

手 せ .=N1g して 他の 學 者が 皆 完全に 目的 を 達せざる に拘 はら ず、 彼 獨， リ 見事に 成功 し、 副 

腎ょり 所要の 物質 を 析出 し、 心 £1 及 血壓調 節 特 効 を 有する 藥 物を發 見す るに 至れ.. >  。此 

の 事た る や、 H より 至難の 業たり し は 云 ふ 迄 もな きこと にし て、 無上 の 熟練と 無限の 忍 

耐と 不撓不屈の 精神と を 有し、 數 年間 實驗 研究 を續 行した る 後に 非 ざれ ば、 到 底 成就し 
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タ ー ゼと 命名して 之を發 表せ， 9、 是 ち 澱粉質 消化 藥 として ffi 界的 名聲を 博した る も 

の な ，.^。4i の發 見の 結果と して 豊富なる 收入は 自然に 流入し 來 b 單に彼 一 人 富裕と な 

りしの みなら す、 彼 の 友人 等 も亦爲 に潤澤 なる 收益を 得た 。是 實に財 的 方面に 於け る 

彼が 成功の 第 一 步 にして、 彼 は 其の 自ら 得た る 金 餞 を 惜氣も 無く 散 し、 彼 が 平生 理想と 

せし 日米 親善に 資せん が 爲、 米 國 第一 流の 人士と 日本 名士との 交情 を增進 せんと し、 大 

に 之 を 活用せ り。：； ュ 《後 S 何なら ずし て 彼 は、 デ ト イト 市 に 於け る 有名なる 大製 藥會社 

パ —ク、 デビス 社の 顧 問 技師 を囑託 せらる。 (扉 者 註、 以 上 事赏に 前後 せる 所 ある も 今 は K 

文の ま に爲し 置け i 間に 普通なる 利己的 観念の 最も 少き 彼の 親切心 と、 宽 大 能く 

人を容 る、 其の 襟度 拉に 銳敏 透徹せ る 其の 考察 力 及 國際關 係に 對 する 頗る 穩健 卓越 

せる 其の 識 見 と は、 能 く 彼 をして 啻に 紐 育 在 e 日本人 問の み な ら ず、 全 米 H に 於け る 在 

0 日本人 問に 一 大 光彩 を 放た しめ、 自然 其の 領袖と 爲 るに 至れ， -。 此の 如き 位地に 於け 

る 彼 は 又 自然 日米 兩國 間の 親善 を 目的と する 各種 國體の 創立者た る は 勿 論、 最 初よ， - 

會長を 以て 擬 せられた る こと 多 か，..； さ。 日本よ.^ 米 國に來 る 視察 者 は 其の 皇族た ると 


つ 短く 剪ら 込まれた る頭髮 は、 尙ほ若 やぎて 見受けられたり。 して 彼が 其の 大 にして 

煳々 たる 眼 を 以て 予を視 たると き、 其 の 黄色の 顔貌に は 啻に 人 を 魅す るが 如き 親切 慈 

愛 を 合む のみなら す、 眞 摯 なる 誠資と 光明 ある 人生の 希望 を 以て 充ち耀 やける を覺 へ 

たり。 彼に は 胸中 一 點の雲 繁 無く、 眞に 光風 霽月の 觀ぁ りき。 此の 初對面 後、 予等は 忽ち 親 

交 を 結び、 所謂 一 見舊 知の 如く、 爾來 深く 相 交る に 及び 予は 益々 彼が 過去に 於け る事歷 

及 其の 科學 上に 於け る 基礎的 研究 事業 乃至 彼が 畢生の 目的た.^ し廣汎 なる 人道主義 

に 至る まで を 自然に 詳悉 する こと を 得た Kvow に 彼 は 何等の 懷疑 心無く、 一  點 野卑 性 を 

有せ ざり しが 如し。 

日本語 は 依然として 彼の 中心の 言語 == 彼が 平生 口 にせし 英語 は 意思 を傳 達する に 

は 十分 明瞭なる ものな りし も、 冠 詞を 省略す る 奇異の 傾向 ありし こと は 免る 能 は ざり 

し 所な りゴ K 蓋し 日本 語 に 全然 何等の 冠詞 な き 爲 め、 習 慣性と な.^ たる ものなら ん。 之 に 

依らて 見る も 彼が 中心より 發 す る 自然の 言 語 は、 依 然 日本語な りし こと を 知る ベ し。 予 

等 は 時々 登山 服 を 着し 相 共に T^Hlr^ru,x., 门の 小天地 を裥祥 せし ことめ b たるが、 
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得べ き 事に 非ざる は 予の嚷 々を 要せざる 所な， 9。 

予が 始めて 博士に 面會 したる は 一 千 九 百 二 年に し て、 當時彼 は 暑中休暇の 爲 

ク ォ n ル. 〔公園の 別莊に 住居し 居りた る 時な り き。 予 は今當 時の 事 を追懷 し、 博 士 が 其 

の 一 日の仕事を終ft^たる 後、 常 に 無上の 樂 となして 好みたり し 日本 衣服に 直ろ ぎた る 

儘に て、 彼 自ら 考案 設計して フロレンス 湖畔の 幽邃なる 風景に 適應 すべく、 新築した る 

閑雅爽快なる茶亭に予を歡迎し應接した.^。當時の彼の風貌は今尙ほ予の眼前にss-鬆 

たる を覺 ゆ、 彼 は 身長 高から す 低から や、 所 謂 「中 脊」 に して 日本人 普通の 體 格に 比すれば、 

多少 高き 方に S し. 體 軀は 頗る 屈強なる 構造な，.^ き。 彼 は 白 足袋 を 穿ちた る 優しき 雨足 

に 鼻緒に て 拇指の 內 側よ， CN 緊縛した る 上草履 を 着 け、 帶 に 小屬を 挾みた る 姿に て 其の 

繊手 を 差し伸べ 欣然と して 予の手 を 握り 歡迎 したる が、 予は 其の 握力の 强大 なる に は、 

心中 窃に 一 驚 を 喫せ. CN。 

然れ ども 予の 最も 注意 を惹 きたる 點 は、 其 の 見事なる 榜園形 を 成せる 彼の 顔面 輪廓 

と 其の 廣濶に 且つ 隆起せ る 前額と に て、 幾 分か は 寄る 年波の 痕を 留め たれ ど も、 黑 ぐ 且 


を 得る に隨て 散 し、 何 等 執着心な きもの な り き。 开 は 軍に 彼が 天眞 爛漫の 資性よ..， 出て r 

金錢 財貨 は 自然に 循環し、 自然に 入， c-* る ものな，， との 極めて 單 純なる 自信に 依る も 一 

のな， 0 しな. cs。 

彼が 眞に 世界に 誇る に 足るべき 一 大發明 を爲し 遂げ、 アド リナ：. ノ ンと 名け、 之 を 世に 一 

發 表して 世人の 驚異 を 博せ し 以來， 外科 及 整形 醫術等 其の 他莴般 施術に 對し 多種 多樣 

廣汎 なる 使途 を 有する 此の 醫, が 公衆の 注意 を惹 くに 至. たる は、 予が 博士と 親 交 を ： 

歸 びて以 來、 今 曰に至る全期の宇途に達したる頃の事な，c^ き， 是 予が 前述せ し 如 く、 彼 が 一 

長年 月間に 涉， -、 苦心 研究の 結果. 漸く 到達した る 成果な りしな り， 予は竊 かに 以爲 へら！ 

く、 此の 如き 大發 明を爲 すに は 異常の 精神的 先覺^ に 之に 伴 ふ 手工 的 技能. 即ち 換 言 す 一 

れ ば、 所 謂 天才 を 具備せ る 非凡の 人に 非 ざれば、 決して 成就し 得べき ものに 非 す， 然 り 總 一 

ての 大發明 は 皆 天才に 依り 始めて 成就 す。 高 峰 博士が： S の大發 明を爲 したる は、 恰も 我 一 

がュデ ソン J 氏が 密閉せ る 暗 室 に 依 ら 電 燈を發 明 し、 叉 は 錫 箔に對 する 摩蔡 音 によ， り 蓄 

音 機を發 明せ しと 同じ く、 明 かに 其の 天才 を發 揮した る ものにし て、 博 士の アド リ ナジ i 
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其の 時には 彼 は 常に 一 小 籠 を携へ 行く く 各種 蕈類、 野 花 類 其の 他 名 も 知れぬ 草木 類 

など 採收 して、 之 を 其の 籠に 投入し、 常時 携帶 せる 小形の 手帳に 彼が 觀 察した る もの や 

ら、 叉 は 其の 爲 したる こ と、 或 は爲 すべき こと 等 一 々記入す る を 常と せり。 

彼 は 知名 日本人の 米 國來遊 者 及 日本に 好意 を 有する 上流 米 人 園 等 を ffi 大規模の 響 

裳 を 張りて 歡 待せ り。 予 は 記憶 す. 彼 が 曾て rll タス 倶樂 部に 於て 催した る 盛宴に は、 無 

盧百 名の 賓客 を 招待せ しこと を、 而 して 室の 中央に 設けた る大 卓上に は、 富士山 及 其 の 

附近 湖水 等の 實 E 京 を模寫 したる 置物 を 飾り付け たるが 如き、 實に 稀に 見る こと を 得べ 

き大 饗宴なら き， 此 の點に 於て は 實に彼 は 古今 獨 步、 前 に 人 無き は 勿論 恐らく は 後に も 

亦 後 繼者無 からん。 而 して 數 多き 是 等の 會合を 催す に當 . ^、彼 自ら 主人 席に着く こと は 

殆ど 無 く、 常 に 謙遜なる 態度に て 主人 席の 側近に 著 座す る を 例と せ え 或 る 時、 馬 鹿氣た 

る 事 を 言 ひ 觸らす 者 あ-. >  て、 の 如き 宴會の 費用 は 日本 政府より 高峰 博士に 供 せらる 

> ものな りとの 風說 S3 りたる こと あらたる が、 實 に 虚妄の 甚 しきものに て、 事 實は 全く 

之に 反 し、 彼 自ら 費用 を辨 したる こと 今更 云 ふ 迄 も 無 し， 彼 は實に 其の 自ら 得た る金錢 


る 等 凡ゆる 無理の 活動 を續 けたる を 以 て、 流 石の $1 も 十二月に 至り 遂に； J$ ぴ病牀 に 手 

臥す るの 止むな きに 至れ ^、鳴 呼 忮は其 の 理想と せし 日米 兩國 間の 精神的 拉に 物質的 

結合 を 實現目 禁 する に 足る 丈の 天 壽 を 保ち 得た り。 而 して" S の 理想 こそ K に 彼が 其の 

科 學界に 於け る 貢献の 何物よ，. >  も 更に 重大なる 意義 ある ものと な し、 且 っ殆ざ 彼 が 每 

日の 日課と し、 又 終生の 目的と して 其の 實 現に 勉め たる ものにし て、， ぬ の 大目 的 を 達す 

る 爲には 彼 は 其の 一命の 危險を 賭する も 敢て辩 する 所に 非す と爲 し、 敢 然 之に 當 りた 

る こと 毫も 疑 を容る 、 の餘 地な し。 即 ち 彼 は眞に 自ら 甘んじて 此の 美麗なる 人道的 理 

想に 殉 する を 意と せ ざり し な り。 而 して 心 ある もの 誰か 能く 彼が 此の 櫂 利と 光 滎とを 

有する こと を 拒む もの あらん や。 

病 氣再發 後の 彼 は、 長らく 病魔との * 園 を繼續 し， 百方 回春の 術 を 講じた る も 流石に- 

頑强 なる 彼の 體質 も、 凡ゆる 科學的 療法 も、 將た 又專心 一 意なる 献身的の 看護 も 遂に 効 

を 奏する に 至らす、 病勢 漸次 惡 化し、 中頃に 一 時 的 小康 を 得て  一一 の 望 を 鶴ぎ たるに 拘 

はらす 七月 二十 一 日に 至り 夫人 及 家族 一 同に 圍繞 せられつ ^ 溘焉 として 大往生 を遂 
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ンの發 明 は實に 世界の 發明 史上に 於け る 一 大 功績なら と稱 すべし。 

高峰 博士の 此の 發明は 固より 偉大なる 點に 於て は 誰し も 異論な きと ころ なれ ども、 

左. 乍ら 开は唯 更により 偉大なる 彼の 目的の 彼岸に 達する 一 道程に 過ぎ ず。 予 は 昨年 

彼が 多年に 涉る 無理 過勞の 結果 心臓に 異狀を 生じた る爲、 松楓 殿に 於て 靜養中 稍 健 K 

を 恢 is- し、 寢 臺 椅子に 倚りて 廊下に 休息し つ、 ありし 當時 博士の 側に 侍 し、 宽 談 したる 

こと ありた る が、 徐 々元氣 を 恢復し つ 、ありた る 彼 は、 其 の 活動的 心中 満腹の 希望 を懷 

き、 前述の 如く 彼が 畢生の 目的と せし 大 問題に 付き、 具 さに 予に 物語れ，"。 其の後 彼の 病 

狀大に 快方に 赴 き、 漸 く 病牀を 離れ 稍 動作の 自由 を 得る に 至，.^ たる を 以て、 彼 は 直に 其 

の 目的 を 遂行すべく 活動 を 開始せ り。 

嚷！ 彼 は 一 旦は 全く 健康 を 恢復せ 。然 るに 幾何も無く 彼の 先輩に して 親友た る ffi 

澤子 »ー  行の 日本 實業 家圑體 の來米 及華府 軍事 制限 會議參 列の 日本 政府 委員 團の渡 

米に 接した る 彼 は、 主 治醫の 厳命 を 用 ひすして 病後の 衰 驅を驅 b  、强 て 過度の 活動 を爲 

し、 華^に 於 ける 諸 多の 宴會に 出席し、 或は 不便な る 旅館に 投宿し、 長時間 會議に 参列す 


章の 下賜に 比すれば. 遙に 彼に 優れる もの あ.^ と 云 ふ • へし 「是 等の 事 は 素より 時の 君主 

親ら 左右 せらる、 ものに は 非す して、 必す 他に 夫々 奏請 者 ありて 取 計 はる、 ものなる 

こと は 世間 公知の 事實 なる も. 予は 何卒 日本が 近き 將來に 於て 其の 臣子 たる 博士の 赫 

々 た る 功業 を 認め、 永久 紀念 する に 足るべき 意義 ある 表彰の 途を講 せられん こと を 切 

望して 北まざる も のな， cs。 

最後に 特筆すべき 、一 新 事實は 高峰 博士が 最近 彼が 爲 めに は 身 を 就げ る こ 

と をち & 

せざる までに、 貞節なる 夫人の 勸 誘に 從 ひ、 羅 馬舊 敎に歸 依した る こと 是な り、 隨 て從來 

メリ — クオ—〃 ドの 彼の 別 莊の處 々に 安置し あ る、 佛像及 神道の 祌體の 如きが、 今後 或 

は 粗 ^：恭 の 取 扱 を 受 く る に 至 ら ん か 測 ら れ ざ る も、 予 は 强て右 樣の祀 憂を懷 くに 及ば ざ 

る べしと 思ん 何と なれ ば、 若 し 博士の 靈 にして 知る あら ば、 直 大 なる 彼 は、 必す や、 微 笑 を 

含みて 彼等 を 視、 且 つ 彼等 をし て、 各 其の 處を 得せし むる に吝 ならざる 可ければ な ，0。 神 

よ 仰 ©  く は 彼の 尊き 殘 灰に 永久の 竿 和を與 へしめ 給へ、 縷々 たる 香煙 も靜肅 なる 祈禱 

も (4  、w 上^ 障少き 且つ 善良なる 人に 對 して は、 未 だ 曾て 捧げられ たる こと 有らざる ベ 
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故國に 於け る 功績 表彰 = 高峰 博士が 其の 故 國に對 し 貢献した る大 功績に 對し. 日本 

は 如何なる 衰 彰を爲 したる か、 日本が 產 出した る ® 界 的名聲 を 博した る 者に は、 武 0 赫 

々たる 名 將男士 及 俊秀 有爲 なる 政治家 等 其の 人に 乏しから すと S の 他の 方面に 於 

て 更により 以上の 崇高 偉大なる 發 明、 叉 は 發 見 を 爲 し 人 類 永久の 福利に 貢献した る 人 

はに g ほ 甚だ 少しと 云 ふ を ^ ら や 「予 は 餘-. ^深く  の 點 に 言 及す る を 好まざる も、 予 の .tt 

聞の 及ぶ 限り 地震 學の 泰斗た る大森 博士 以外に は、 世界の 學キ； I が B 本人に 多大の 期待 

を 有する もの は、 唯 一 の 高峰 博士 を 除きて は、 他 に 何人 を も 聞知せ しこと なきな り。 然 れ 

》J も u 本 は 高峰 博士に 對し 多少 爲す所 ありたり。 © ち 一 千 八 百 九十 九 年 日本の 帝 fl 大 

學は化 學ェ學 の 最高 學位 たる ェ學 博士 を 彼に 授與 せり。 次で 一 千 九 百 六 年藥學 博士の 

學位を も授與 せ .0。 叉 一 千 九 百 十五 年 日本 皇帝 は 其の 大恩 賞を發 表する に 當 i 士 の 

多年の 功績 を錄せ ら れパ 11 四 等 » 日 小綬章 を授與 せら る。 後 一 千 九 百 十三 年に は 特に 學 

術 上 最高の 地位なる 帝 Ei 學士 の會 負 に 列 せら る、 の 榮春は 左 ま で 高から ざる 旭 H 


る を 以 て な b 。現 今日 本に 於け る 米穀の 產額 が、 其 當 時に ft し 三倍に 達せる の 事 實に徵 

し、 當 時 を 回顧 すれ ば、 彼 が 如何に 先見の明に 富み、 且つ 其 功績の 偉大な りし や を 斷定す 

るに 足るべし、 博士 は 日本 政府 農 商務省に 入り、 化學 技師 長に 任ぜられ 一千 八： e 八十 四 

年より 翌八 十五 年 迄-一 ュ，' ォ リ ー— ン IT 綿花 栽培 百年 紀念博 覽會に 於け る 日本 政府 事 

務官を 命ぜら る。 歸朝後 人造肥料 製造 を 主唱し。 一 千 八 百 八十 七 年 遂に 同 工場 を 劁設せ 

に是 實 に 日 本 に 於 け る 人 造 肥 料 製 造 業 の 嚆 矢 た り し も の な 6^。 一  千 八 百 九十 四 年 日本 

酒の 實驗 により、 一 種の 消化 劑を發 見 し、 タ カデ アスク ー ゼと 命名せ ，9。 是 即ち 有名なる 

澱粉 涫化劑 にし て、 廣 く 世に 行 は れ. 年 々巨額の 使用量に 上れ， 9。 

博士が 完成した る 多 數發明 中、 最 も 著名に して 世界的 尊敬 を 博した る もの は、 實 に 彼 

が 一 千 九 百年の 發 見に 係れ， 9, 此發 見の 歷史竝 に 其の 世間に 紹介せられ たる 事情に 就 

て は、 未 だ 曾て 發 表せられ たる 所な きを 以 て、 玆 に 其 梗槪を 略叙す る は 蓋し 無用の 業に 

非るべし。 當時醫 藥學界 の 問題たり し 副腎 腺より 主成分の 分離 抽出に 脇して は、 各方 面 

に 於て 熱心 研究せられ 居り、 博士 も 亦 其 研究に 沒 頭し 居られた るが、 偶 ま 成功せ し 人 あ 

.  一 四 九 
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し. 彼 は實に 基督が 爲 せし 如 く、 常 に 巳 を 愛する か 4?  く、 其 の 隣人 を 愛せし なり。 

故 高峰 博士 追悼 文 

来國 耳鼻^喉 sjf 會會長 

ェ ミル、 メ  — ャ— 

著名なる 科學者 、謙 a 淡懷 なる 紳士と して 人類の 愛護に 献身的 努力 を 捧げ、 且 つ アド 

リナ リン 發 見者と して 世界 名 * 史上 當然ー E 席 を 占有す * へき 偉人 高峰 譲 十一 口 博士 は 二 

千 九 百 二十 二 年 (大 正 十 一 年) 七 月 二十 二 日 紐 育 市に 於て 溘焉 として 易簀 せらる、 亨年六 

十 有 八 歳な り き。 彼 は  一 3 師の 子と して 日本 國高岡 市に 生 れ、 柬 京 帝國大 學應用 化學科 

に 入. 英國 TTTTT% ノア トキ ンソ 「博士 の 薰陶を 受け、 卒業後 宫 费留學 生と して ェ 

デンプ ダグ 及 アバ ー デ— ンに留 學 を 命ぜら る、 歸 朝 後， リ 1 ビック 氏 の赫々 たる 功業の 

例に 傲 S ら 農業 化學の 研究に 着手せ り， 蓋 し此 事た る や、 當 時の 日本 a 情に 照し 極め 

て 喫緊 fi 耍 事に « せ り、 何 と な れば、 過去 數百 年間 耕作の 爲め、 地味 枯 し. 同 H3 民の 3 要 

料た る 米穀の 産額に 一 大影 響 を 及 ぼ し、 米 作 改良の 要は 赏に 焦 眉の 急に 迫、 り-居ち た 


に IS して は、 成る 可く 新鮮なる もの を ゆるの 方法 を 執る の 外な く、 換 言 す れば 一 稲 

培養 S 的 効驗に 基く 不確赏 なる 方法に 依る の 外な く、 隨 て 之が 使用に 當，： て は、 常に 戰 

々 ：g 々として 極： めて g> 心の 注意 を爲さ る 可から ざる 狀態 な う き。 然 るに L お新^の 發 

見 以來、 此等 の 疑 悮心は 全然 一 掃 せらる、 に 至れり きして 此新劑 アド リナ リ ンを始 て 

世界に 紹介す るの 光榮を 有した る 醫學雜 誌 は、 實に 「フ ィ ラ 、デ レノ フィァ 醫學雜 誌 一一 一 

針お 卷. 細) に し て、 該 記事の 末 文に 曰く、  、 

「要するに アド リナ リ ンに歸 する 予 自身の 實驗の 結果 は、 非 常 に 滿 足 感 0 す ベ き も 

のにして、 今や 副脊 より 血厘堦 進に 有効なる 主成分 を 分離： g 出す る ことに よ ，、：in 人 

は 正に 醫學上 一 新 e 紀を 劃すべき 大發 見に 逢着せ うと 稱 する も 敢て溢 美の 言 に 非 

るべ しと 信 す」。 云 々 叉 曰 く、 

「今後 他の 動物質 有効 成分の 發見 も、 亦必ゃ 續 出す る に 至る ベ く、 隨て 有機 質 治 法 

も 亦 新に 一 街 動を受 くるの み ならす、^ 等 藥物處 方 上 益す 正確な る 効果 を 得る こと 

なる に 至る ベ し。 (中略) 吾人 は 今後 効力の 不確實 に して 微弱なる 動物質 ュ キ スを使 
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りた，.^ との 事に て、 抽 沿せられ たる 成分に H ビネ フリン 及スブ ラレ 二 ン なる 名 稱を付 

し、 r 公然 發 表せられ たる 乙と あり、 然れざ も 高峰 博士 はお 等 製劑を 以て 實際 有効 戌 分な 

りと は 信せ す、 更に 専心 研究の 結果、 遂に 針狀 結晶 體の製 S に 成功し， 之に アド リナ リン 

と命名せ-^。然れども元來化學專門學者なるを以て•化學的技術方面に於て見事に成功 

したる 事實は 十分 自覺 する 所なる も、 如 何せん 其 製劑の 醫療的 効力に 就て は • 事 素 よ り 

あが 專門 以外に 雇す る を 以て、 當然 何等の 智識 を 有せ ざ ft- き。 是 に 於て 彼 は其發 見せる 

新 製劑の @释 液 数 極 を 造り、 之 を 予に與 へ 以て 其 臨床 的 使用に 供 せら。 依て 予は 之が 試 

驗を爲 せし に、 極 めて 迅速 且顯 著なる 効果 を 得た るを以 て、 予 は實驗 三十 五 例に 就き 

細に 本 新劑の 効力に 就き 報 文 を 作成せ，^。  „s 實驗報 告文 は、 一 千 九 百 一 年 三月 二十 七 n 

を 以て 故 クヰ リャム • ケレ. 1 シムブ ソン 博 士 の 會 頭 た ，.^ し 紐 育 醫 學 會 の 喉 頭 醫 學 に 

於て 朗讀 せられ 高峰 博士  a 其 4^ ハ同者 上 中啓 三 氏 も 共に 列席し、 討議に 參與 せう。 而 して 

i§ 腎製劑 の 効力に 付、 始め、 醫師 ダブル ュ！ ェ ツチ .べ I ッ 博士 も 亦 之に 立會 せ.^。 抑 も 本 

報 文發表 前に 於て は 吾人 は 乾燥した る 副腎 ュ キ ス を煎藥 となし 1 义に之 を 濾過し 使用 


國大學 に 提出した る 結果、 同大 學は 一 千 九 百 六 年藥學 博士の 學位 を授與 せ...。 而 して 日 

本 天皇陛下 は、 博 士の 功績 を 賞 せら れ、 © 四 等 旭日章 を授與 せら れ、 尙 ほ 特命に 依ら 學士 

院會 員に 列せられ た 6N。 

博士 は- 1 ュ， オリ 1 ンス 州の 住人 キヤ" ライン、 ヒッ チ孃と 結婚し 二 男子 を擧 たり。 

予は 博士と 親交 を 結びて よ h^w 來、 二十 一 年間 斷 へす 親密なる 交誼 を 辱 ふした る は 深 

く光榮 とする 所に し て， 彼が 最も 優秀なる 品性 を 有した る こと は予の 熟知す る 所な り。 

彼 は 其生國 と米國 との 親善の 爲に 最大の 努力 を爲 せえ 是 彼が 兩 國に對 する 熱烈 至誠 

なる 愛情よ，.. N 出で たる ものにし て， „s 事實 は 彼の 遺 言狀に 依， ON 最も 能く 看取す る を 得 

ベ し。 即ち 彼 は 其の 遺言 中に 「遺骸 を 火葬に 附 して 灰燼と なし、 其 一半 を 日本に、 他の 一半 

を 米國に g 葬すべき こ と」 を 命ぜ り。 以 て 其 心事の 一端 を 見る ベ し。 彼 は學生 時代 世間 普 

通の 例に 漏れす、 相當 激甚な る 奮 鬪 生活 を爲 したる こと ある も、 中年 後 其 發明を 完成し、 

之 を 世に 發 表する に 際して は、 世 の發明 家の 通例 遭遇す るが 如き 惡戰苦 M の 逆境に 處 

したる ヒと 無き は、 犖 る 幸 蓮な，.^ しと 稱 する を 得べ し^ ち 彼 は 一 擧 にして 成功の 域に 

il 
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用す るの 耍 なぐ、 常に 効力 確實 ffi 著なる 治療 藥を 使用す る こと を 得べ し" 而 して 新 製 

劑の 溶液 4:! 量 は、 常に 正確に 一 定量 を 保持し、 適當の 場合に 於て は 之が 皮下注射に 依 

う、 絕 體 安全なる 殺菌 液 を 使 US する こと を 得べ し T 云 々 

此等豫 言 的推斷 は、 其 後 着々 事實 として 現 はれ、 發見後 二十 有 一 年を經 過した る 今日、 

吾人 は其豫 言 の 謬ら ざ， 9 し を 喜ぶ 次第な .OS  。而 して 此發 見の 重要なる 事 は、 其 發見前 吾 

人と 同專 門の 醫 術に 從事 したる 實驗を 有する 人に 非 ざれ ば、 到底 異 に 十分に 理解す る 

こと 能 はざる 程な， 。而 して 發見當 時に 於ても、 其效 用の 範圜 未だ 十分 知悉せられ す、 其 

後 歳月 を經 るに 從 ひ、 其 用途 も 益す 擴大 せられた る事實 は、 最初の 報 文中 「アド リナ リン 

は、 舉 に 施術 上 止血 藥 として 重要なる のみなら や 、鼻 孔充. T 復に對 する 治療 藥 としても 亦 

臨床 的效果 著しき もの あ 上 云 々と 記载 せる を 以て 知る を 得べ し。 耍 する に 醫學界 に 於 

ける アド リナ リンの 發見 は、 實 に 理學界 に 於け る電 信、 電 話の 發明 にも 比較すべき 重要 

事たら しもの な b。 

！ g  士は 龙ハ發 見に 係る クカ デァ ス タ ー ゼ及 アド リナ リ ンに關 し、 論 文 を 其 母校 東京 帝 


は 之に 名け て 「松の 精」 と稱 し、 其 傍の 巌石 上に 一 小祠を 立て、 之 を 其 「祠」 と爲 せ. V 彼 は叉頗 

る 鱧 讓に敦 ぐ、 温和なる 主人と しても、 偸 快なる 同伴者と しても， 將 た叉眞 誠なる 友人と 

し て も、 眞 に 忠 實 至 誠 を 以て 人に 交 夂誠 に 立 派 な る 典 型 的 紳 士 な ，c^ き 。藤 に ¥」 界 は 彼 が 

生活せ し 事に 依りて、 一 段の 光彩 を 添へ た り」 と 云 へ る は、 正 に 彼が 如き 人格者に 於て 始 

めて 其 意義の 極めて 適切なる を覺 >c 彼 が 完成した る 諸種の 發明 は、 永 久 不滅なる ベ ぐ、 

而 して 予は寶 に 博士より 生前 辱知の 榮を 得た るの みなら す、 彼 の 最大 發明を 始めて 醫 

家に 紹介す る の 名 * を 得 た る を 深 く 喜 ぶ も の な ，c^。 

高 峰 博士の 訃 

大正 十 1 年セ月 二十 四 H 

時事 新報 論說 

化學 者と して 有名 な る 高 峰 讓 吉 氏 は 、米 國 に 於 て 病 s:^ し た ，c^ と 云 ふ。氏 の 經 歷 は 旣 に 

本紙 上に 報じた るが 如く に し て、 明 治 十二 年 ェ 部 大 學 校 を 卒業した る以 來、 學 術 上 の 功 

績擧 て數ふ 可らざる 中に も、 タ カデァ スク f ゼ及 アド リナ リンの 發見は 氏の 名 S を 不 
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達し、 其發 明に 係る S 藥は ぼが 生存 中 @ 界备國 に 於て 盛に 賞 用 せらる の 事赏を 目载ー 

せ- > 。博士 は叉 頗る 友情に 富 み、 多 数の 友人 を 有せ り。； 5 お は 又 使用人に 接す る に、 常 に 春 

の 如き 温情 を 以てせり。 故に 1 旦 彼の 使用せ し 者 は、 K 年間 繼續 する を 常と せ b  n 現に 本 一 

追悼 文中 彼の 前半 生涯に 於け る 經歷の 如き は、 &が 副腎 ュ キス 實驗當 初よ， 0 彼の 第 I. 一 

助手たり し 上 中 氏より， 予が 親しく 聽取 せし 所に 係.^、 同氏 は爾來 今日に 至る まで 二十 一 

有 一年間、 忠實に 博士の 下に 在りて 事 を 共に せう。 以て 其 一斑 を 見る 可し。 

家庭に 於け る 高峰 博士 は實 に圓滿 善良なる 良人、 慈父と して 眞に 理想的 生 活 を^め 一 

b 。彼 は 鈕育市 郊外 スリゲ ^ 郡 T?r^,T^T^ に 美麗なる 別莊を 有し、 深く 之 を 愛； 

好せ. 9。 此別莊 に 於け る 本館 は、 曾て 日本 政府が 違路 せ界博 覽會に 建設した る 純 日本一 

式 建物 を 移し 建てた る ものにして、 全然 日本 國の 一 小縮鬧た る の觀有，o^き。彼は其庭3^ー 

內の轡 蒼た る 樹木、 揮 餅た る 花卉 或 は、 頗 る 見事な る ITi^  , を 愛し、 閑暇 有る 每に絲 陰 花 一 

問 を 逍遙し， 以て 無上の 快樂 となせ， cqg して 彼 は 叉 一 面 頗る 詩趣 的 情緒に 富め， 庭蹈ー 

內俊雅 なる 松樹 中、 樹幹 枝葉の 形狀 宛然 一 小 舞妓の 輕釉 羽衣 を飜 すが 如き もの 有り 、ま 一 


高峰 博士 遂に 不起 乎 

電 1H 曰に 曰く 『臨終に 近し」 と 

大正 十 一 年 七月 十五 日 

.  醫海 時報 所载 

在鈕育 高峰 化學 研究所 長ェ、 藥學 博士 高峰 讓吉 氏の 病 篤き 旨 は、 前 號に傳 へたる とこ 

ろなる が、 去 十日の 入電に よ れば T 博 士は腦 出血 を 起し 昏睡 狀 態に 陷ら る、 臨 終 近き に 在 

上 と. 博士 遂 に 回春に 至らざる か、 吾人 は 最後 ま で 悲む ベ き電ー 者が 知己 友人の 熟禱を 

裏切る に 至ら ざら むこと を 切望す る も、 何 分、 六 十九の 高！ i 者 なれ ば. 塞 に 心痛に 堪 へす。 

吾人 は 博士に 於て 本邦 應用 化學の 泰斗 を 見 T 無 冠の 大使」 を 認めて 今日に 至る。 幾多の 發 

明 中 特に タカ デ アスク f ゼと アド リナ リンと の發明 は、 ® 界的 稱贊を 博し， 惹 いて 我學 

界の聲 譽をも 高めた る こと 天下 周知の 消息なる が、 博 士は約 四十 年間 米國に 在住 し、 眞 

に 在米邦人の 師父と して 瞻 仰せら れ、 誘 疲扶 導に 努めた るの みなら す、 苟 も 足 米 土に 入 

る もの、 ために 援助 を與へ たる こ と 枚擧に 違 あら す。 叉 「紐 育 紳士」 と しての 博士 は 常に 

1 五 七 


.  1 五六 

朽 ならしむ る ものと 云 はざる を 得 や。 而 して氏は明治ニ十三年米國に渡4^^したる以來 

常に 同國に 居住し、 右の 二 大發見 も 亦 同國に 於て したる ものなる を 以て， 其名聲 は我國 

人よ，^ も 却て 外國 人の 間に 喧しく、 夙に 世界的 學者 たるの 資格 を 贏ち 得た る 次第にし 

て、 此點 は獨り 同氏 一 個の 名 春の みに 止まら t 亦 我國人 全般の 名 譽と云 はざる を で 

然も 氏が 是 等の 發見を 遂げた る 頃 は、 © 界の學 術界に 於け る 日本人の 地 a 尙ほ 甚だ E 

くして、 人種的に 他の 輕侮を 免れ ざり しに、 氏の 名聲に 依りて 俄に 斯界に 於け る 日本 V 

全 の 地位 を 高め 得た るの 一事 は、 國民 一般に 大に 感謝す 可き 點と云 はざる をれ-マ す。 又 

氏の 如き 人物が、 長く 米國に 在住した る は、 同國 人の 我 國に對 する 感情 を 良好なら しむ 

る 上に 於 て， 少 からざる 效栗 ありし こと 疑 ひ を容れ ざる に， 未 だ 甚だしき 老餘 にも 達せ 

すして、 今度の 不幸 を 見た る は 哀惜に 堪 へざる 所に して、 取敢ゃ 一 言 弔意 を 表する もの 

な .<=N。 


時より 六 時まで、 麻布 倉片 町なる 鹽原叉 策 氏 邱內に 祭壇 を 設け、 弔問 を 受けられ たる 

が、 K 厚意 は 在米 未 4J 人 遺子 等に 傳 へられたり。 

嗚呼！ 高峰 博士 遂 に  ,2  く 

藥學界 及 發明界 の E 星 地に 墜っ  , 

二 藥の恩 恵 を 永く 人類に 殘 して 

大正 十 一 年 七月 廿九 0 

醫 事 公 論 所 载 

我が 撥 藥界の 恩人、 ェ學 博士、 藥學 博士 高峰 譲吉 氏が、 昨年 來大 S に 根り、 先月 來鈕 宵な 

る S 逸 病院に て、 危篤に 陷られ し 事 は、 愿記 報せ し 所なる が、^ も 吾人 は 萬 一 の 俊 fi を翹 

望した るに 拘ら や、 終に 二十 二 曰 午前 十一 時溘 然として 逝去せられ、 藥學 界及ェ 學界， 將 

た 叉 社交界の 一 偉人 は， 長 へ に 其 英魂 を 北米に 殘 して、 其 英姿 を 残せり 。嗚呼 悲ひ 哉。 病危 

想の 旨傳 はる や、 特旨 を 以て 正 四 位に 叙し、 © 三等 瑞 喪章 を 授けら る。 

帝闕 舉士 院會 負ェ學 博士. 藥學 博士 高峰 讓亩氏 は、 本邦 應用 化舉の 泰斗と して 知らる • 


米國 各階 級の 有力者と 交 職し， 意 を 日米 El 交の 親善に 用ゐ、 宛 然 「無冠の 大使」 た る^^ぁり 

是れ 世人 も 許し 博士 も a かに 自ら 任ぜ る 所な りし か。 今 新の ヌ 一人の 略歷を 物して 博士 

の光榮 ある 生涯 を 知る の 機緣を 新に せむ か。 (十二 曰 E  (小 置 略傳 は i す) 

噫！ 高峰 博士 終に 永眠 

大正 十 1 年 七月 廿 九日 

醫海 時報 所載 

在米 國紐 育府 なる 高峰 讓吉 博士 重篤の 旨 は 再次揭 報して 憂 を 偕に したる^. 遂に 去 

二 『二日 午前 十 一 時溘焉 として 永眠せられ たる 旨 着電 あ ，o^。噫、吾 人 は 博士の 永眠に 於 

て 學界の 一 大耆宿 を 喪へ るの みならす、 實に 世界的 代表 人物の 一 人 を 奪 はれ、 特に、 有力 

なる 國際的 代 辨者を 失へ る 乙と を 以て 無上の 遺憾と し、 轉た 痛嘆に 堪 へざる 也。 博士の 

略歷は 揭げて 前々 號に 在.，。 謹みて 遙 かに 意 を 表す。 先是、 博士 危篤の J» -天聽 に 達し 二 

十二 日 附特ほ を 以て 位 一 級 を 被 進、 叙 正 四位勳 三等 瑞寶章 を 賜 はる。 博士 は 本 « 從四位 

に 陸 <e4 された るに、 今 亦 更に 此 殊遇に 浴 せらる、 E に 親戚 友人 相 謀り、 去 二十 七日 午狻三 


葬儀" 二十 五日 紐 育なる ai パト リツ ク敎會 に 於て 行 はれ、 米國 鐧鐡會 社々 長 v:r^ 

H 氏 及 華 盛 頓駐剳 代理大使 佐 分利 氏等棺 側に 侍し、 葬列 中 十箇の 車輛 は 花環 を 以て 滿 

された る 盛儀な りしと 云 ふ。 

本邦に 於て は、 二十 七日 午後 三時よ， 9 六 時まで 麻布 永 坂なる 鹽原氏 邸に 於て^ 悼會 

を 催されたら。 當日は 壇 を 設けて 博士の 寫眞を 安置し、 久邇 宮殿 下 御 下賜の 供物 を 始め 

とし、 生花 造花の 立 花 花環 所狹 きまでに 列べ 供し、 燭 火^々、 香煙 縷々、 哀鱧具 はれ る 所に 

博士の 英魂 を 弔す る 者 實に九 百餘 人、 就中 主な る 諸君の 芳名 を擧 r れ ば 左の 如し。 ri? 日 

親族 總代 として：^ 橋橾、 藤 井 榮三郞 、木 津太郞 平、 南 弘の謾 氏、 友人 總代 として 井上準之助 

穗積陳 重、 大河 內正 敏、 大 倉 喜 八郞、 大撟新 太 郞、 大 谷 嘉 兵 衞、 高 橋 是 淸. 高 松 豊 吉 、固 琢 磨、 益 田 

孝、 副 島 道 正、 古市 公威、 淺野總 一 郞、 北 里 柴三郞 、岸淸 一、、 溫澤榮 一 、 鹽原又 策、 鈴 木 梅 太 郞の諸 

氏 交 はるく 壇 前に 侍立して、 來弔 諸氏に 對し答 膿し 居られた りき。 

池 田 菊 苗  池 ロ慶三  石黑 八重  岩 原 謙 三  伊吹 震 

今 西 兼 二  石 津利作  井出^  二  伊集院 彥吉  磯村 豐太郞 
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幾多の 發明中 特に タカ デァ スタ ー ゼ及 アド リナ リンの 發明 は、 世界的に 稱赘を 博し， 惹 

いて 我 學界の 名 聲をも 高めり 「博士 は 約 四十 年間 米國に 在住し、 眞に 在米邦人の 師表と 

して 仰がれ、 誘掖抉 導に 努む るの みならす、 留學 者、 視察 旅行者 等の 援助 を爲す こと 牧擧 

に 追 あらで 博士 は是 等の 人々 の 紐 靑を過 r る 者に 便宜 を與 ふる を 以て * 自家の 任務と 

爲 せる もの 如く、 孜々 之に 當 b て 厭 は ざり き。 又 紐 育純士 として の 博士 は、 常 に 米國有 

力 者と 交歡 し、 意 を 須ゐて 曰 米國交 上の 善導に 資した る こ と、 甚だ 大な b 。さ れば、 無冠の 

大使と して、 世 皆 博士 を 推戴し、 博士 も 亦 私に 自任した る もの、 如し。 (小 照及咯 f  S さ 

高. # 博 士長 逝せ らる 

大正 十一 年 八月 五日 

治療 藥報 所载 

在 北米 紐 育 市の 帝國學 士院會 員ェ學 博士、 藥學 博士 高峰 讓吉氏 は、 豫て 慢性 賢 炎に 確 

り、 信友ァ イン ホルン 氏の 病院に 於て 療養 怠りな か b し が、 喧、 遂 に 起たず、 七月 二十 二日 

午前 十 時半 溘焉 として 長逝せられ たり。 


高木 喜寬 

恒 藤規隆 

長 岡 半太郞 

南 條金雄 

長 野 宇 平 治 

爪 生 外士ロ 

野 崎廣太 

久原房 之 助 

倉 知繊吉 

柳 谷 卯 三 郞 

前 田 利 男 

牧野 伸顯 

馬 越 幸次郞 

福 原 有 信 

藤 原 銀次郞 

小 西 新兵 衛 


高 田釜吉 

塚 越 卯太郞 

中 川 小十郞 

永 井 松 三 

長 野 千代 子 

內 田嘉吉 

野 田忠廣 

食 知 誠 夫 

山 科禮藏 

山 口 準 之 助 

松原 行 一 

增田義 一 

<發 田太郞 

福 井 菊 三 郞 

藤 田 重 道 

E 智 0 忠 承 


副 島 美躪子 

塚 本淸治 

中條精 一 郞 

長 崎 省 吾 

村井吉 兵 衞 

上野 金太郞 

野 村 龍太郞 

車 田萬藏 

山 田 直 矢 

矢 部 辰三郞 

牧田環 

前 田 鞍子 

福 澤 桃 介 

藤 山 雷 太 

後藤 新 平 

古在 由 isl 


園 田 孝士ロ 

中 松 盛 雄 

中 川末吉 

長 畸多惠 子 

武 藤金吉 

梅 澤道治 

久 * 金彌 

窪 田四郞 

山 本留次 

山 田 馬次郞 

間 島與喜 

前 田利爲 

藤 山 常 一 

フレ， サ 1 

國 府種德 

小 池國三 


首 根達藏 

中 澤彥吉 

中 田敬義 

長 與又郞 

室 田義文 

植村 澄三郞 

日 下義雄 

日 下部 辨ニ郞 

柳 谷 謙太郞 

松 本 亦太郞 

眞野文 二 

馬 越恭平 

藤瀨 政次郞 

古川 阪次郞 

後藤 一 藏 

江 ロ定條 
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池 田 謙 三 

石 黑忠廛 

秦 佐八郞 

芳賀 榮次郞 

原 田 鱗 治 

本 多忠夫 

富 井 政 章 

小 野 英ニ郞 

大 烏 富 士太郞 

渡^ 芳太郞 

祌 田乃武 

河 井 道 子 

吉武榮 之 進 

棚撟 寅五郞 

竹內重 利 


石橋 狗彥 

池 田 龍 一 

墙原 正直 

原嘉道 

原 邦 造 

M  1 

豐 川順彌 

大木 信次郞 

大谷幸 之 助 

渡遷讓 

渡邊 和太郞 

河 東 田經淸 

河 喜 多能 達 

高 山 長 ^Jlf 

玉 木 辨太郞 

丹 波 敬 三 


钣 田邦彥 

井上 公二 

服 部 金太郞 

服 部 宇之吉 

堀 越 善重郞 

堀 切 善 兵 衞 

德川家 達 

岡 田 和 子 

岡 野 敬次郞 

渡 邊 修 

加 藤 正 治 

河 田大三 九 

金子 堅太郞 

武田 長兵衞 

田 中 館 愛橘 

高 橋是賢 


五十嵐 秀助 

石 井 偉 吾 

萩原 淳子 

羽田 益吉 

堀 越しな 子 

床 次 竹ニ郞 

珍 田捨己 

大井ト 新 

岡 田 淸三郞 

渡 0 福 三 郞 

加 藤 正義 

川 田 鷹 

鴨居 武 

高見 之 通 

田 中 榮八郞 

田 原 良 純 


池 田成彬 

飯 島 聰太郞 

林 鶴 太 

濱尾 新 

堀  達 

土 肥慶藏 

大澤謙 二 

大角 a!r 生 

和 田豐治 

和 W 彦 次 郞 

金 杉 英五郞 

門 野 重九郞 

横 田 千 之 助 

高 杉 晋 

竹 下 勇 

田中實 


故 高峰 博士 を 悼む 

化學 工業 ニ卷九 號所载 (お 正月 十つ ,) 

帝國學 士院會 員ェ學 博士、 藥學 博士 高峰 讓吉 氏、 客 月 二十 二日 病 を 以て 紐 育の 病院に 

卒す。 方今 我化學 工業 萎靡の 秋、 學 識氣慨 一 世に 挺づる 博士 を 喪 ふ、 悲痛 長歡 何物 か 之に 

如かん。 

博士 は 嘉永五 年 九月 越 中高 岡に 生る。 家 代々 醫を 業と す。 年 十二、 甫 めて 長 崎に 留學し 

洋 學を修 む、 後轉 じて ェ部 大學 校に 化學を 専修し、 十二 年 業を卒 へ、 翌年 芙國 に留學 し、 更 

に應用 化學を 研究し、 歸 朝の 後 仕官して 農工の 改良 施設に 參畫 する 所 あ， 9、 二十 一 年官 

を辭 して 雛澤、 益 田 等と 東京 人造 肥，， 料 會社を 起す、 蓋し 本邦 斯業の 鼻祖た， 9。 二十 三年 米 

國に航 し、 高峰 化學 研究所 を 設け、 專ら釀 造 法 を 研究し、 歐 米の 特許 を 獲得せ る もの 數十、 

夫の 人口に 嗜炙 せる タカ デァ スタ I ゼの 如き 其 一 な. 9。 三十 四 年 止血 劑 として 特效ぁ 

る アド タナ リンの 製法 を發 見し、 世界の 藥 化學界 を震搣 せ， 5。 
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出 羽 重 遠 

淺野 泰治郞 

阪 谷芳郞 

佐々 木 勇 之 助 

木 村 淸四郞 

結 城 豐太郞 

峯島満 治 

三 好 重 道 

志 村 源太郞 

.^  0 元 治 

柬圍基 光 

上方 久徵 

千秋 雄 雌 良 

杉 沛重剛 


田 健治郞 

青木 鐵太郞 

佐 藤 三 吉 

阪井 德太郞 

木 下 正中 

目賀田 種太郞 

三 井八郞 右衛門 

宮崎豐 次 

斯波 權太郞 

^澤武 之 助 

平 山金藏 

最上 國藏 

鈴 木 三郞助 

鈴 木 四十 


寺 島 誠 一 郞 

新 井領 一 郞 

實吉 安純 

相 馬 半 治 

木 村 久壽彌 太 

目賀田 逸 

三 井元 之 助 

三 輪 善 兵 衞 

志 賀 直 溫 

柴田駒 三 郞 

平 山 成 信 

持 田 巽 

杉 原 榮三郞 


有賀 長文 

淺 野良 三 

齋藤七 五郎 

淸浦奎 吾 

北 島 多 一 

御木本 幸吉 

宫岡 恒次郞 

三 浦 環 

淸水楊 之 助 

白 石 元次郞 

土 方 寧 

望月 小太郞 

杉 村 虎 一 


淺 野應^ 

靑木菊 雄 

佐 伯 勝太郞 

木 村德衞 

湯淺 藤市郞 

宫崎 道三郞 

三 宅 秀 

島 津忠儲 

淸 水釘吉 

新波忠 三 郎 

肥 後 八 次 

森 耍太郞 

鈴 木 重 道 


高峰 讓吉 博士 を 憶 ふ 

ェ學 博士 高 松 豊 吉 

七月 中旬 紐 育 電報 は 突然 君の 病 篤き を傳 へ、 次で 二十 二日 遂に 悲しむべき 訃音 を傳 

へた。 君の 死 は 管に 私に とって 數少き 青年時代からの 親友の 一人 を 失った 悲しき a 事 

ではない、 我 同胞の 擧 つて 悼む * へき 國家的 不幸で ある。 

君の 優れたる 頭腦は 研究室に 於て タカ デァ スタ— ゼ及 アド ジナリ ンの 世界的 發明 

を 生んで、 海外に 我 學界の 名 聲を懷 め、 君の 秀でた る 才能 は、 學 問を實 際に 應 用した る 諸 

般 の化學 工業の 經 偷に顯 はれて、 我 經濟界 の 威信 をつな ぎ、 叉 其 愛に 満ちた 人格 は滯米 

四十 年間、 日米 社交界の 德望を 集めて 日米 國 交の 善導に 資し、 其 功績の 大 なる 今更 言 ふ 

ま でもな い。 君 は米國 婦人 を 夫人と し. 二人の 令息、 亦、 米國 淑女 を娶り 、其 家庭 は 全く 米國 

化 t て ゐなカ ら、 尙 ほ 自ら 祖國 のこと を 一 日 も 忘れ や、 公 私 を 問 はす 同 泡 の^めに 私 時 

を さきて 日夜 奔走して 勞を辭 せず、 宛然 無冠の 大使 を 以て 目され てね た。 偶歸 朝のと き 

1 六 七 


1 六 六 

博士 は學術 研究の 餘暇を 以て、 幾度 か 萬國博 覽會に 事務官と な. o、 審査官と なり、 評議 

員と な b 、代 表 委員 を 命ぜられた ^。又 身 米國に 住する の 故を以 て、 自 ら 日米 親善の 模子 

を 以て 任 じ、 日 本 協會の 創立に 參 して 名 譽副會 長に 擧 げら れ、 日 米 協會の 設立に 當， 0 て 

は、 其 第 一 次 名 譽副會 長に 推さる。 先年 莴國 日曜 學校 大會の 我國に 開催され たる、 亦 博士 

の 發議條 慂に負 ふと 云 ふ。 且我 留學生 視察 旅行者 等の 彼 地 を 過ぎる もの、 皆 博士の 指導 

S 力 を 蒙らざる ものな し、 是 を 以て 人稱 して 無冠の 大使と な す。 豈 一 片 の諛辭 ならん や。 

朝廷 亦 功 を 錄し正 四位勳 三等に 陞叙す。 

博士 人と 爲り 高邁 達識、 能く 大局に 着眼して 大勢に 通す， 歐洲戰 後の 世界の 變 局に 際 

し、 卒先 奔走、 我 國化學 工業の 振與を 策し、 理化學 研究所 設立の 急 を 主唱し、 其 成る と共に 

理事に 推擧 され、 又 我化學 工業 協會に 評議員たり。 夫の "—パ —式 窒素固定法 特許 權の 

ヌ收を 試みた る、 或 は輕銀 工業の 企業 を計畫 したる、 孰れ か ffi 界的 愛國の 運動なら VD る 

も のぞ。 今や 我國 朝野の 施設 極めて 多事、 博士の 巨 腕に 俟 つもの 頗る 多し、 而も^ 人旣に 

に し、 哀 悼 痛惜の 情に 勝え す。 


終 へ て歸朝 後、 私 は 東京 大學 より 引續き 帝國大 學の敎 室に 入り、 學生を 相手に して ゐる 

中に、 君 は 農 商務省に 入り 我 工業界に 應用 化學を 利用す るの 策 を 講じ、 頻りに 工業 原料 

を 調査して 製造 法の 改良 や 新 利用 法の 開拓な ざに 就いて 研究され てゐ た。 併し もな 

く 渡米され、 爾來 前後 約 四十 年 彼の地に 在住され たので、 自然 私との 間 はかけ 離れて ゐ 

たが、 偶 私が 官を辭 して 暫し 東京 J ^欺 株式 會社 社長の 職に 膺り、 實 業界に も 多くの 知己 

を 得て、 自然 學界 と實 業界の 間 を往來 する やうに なつてから、 君 も 晚年蜃 、歸 朝の 機に 妾 

したので 或は 理化學 研究所の 設立に、 或は 空中 窒素固定 事業の 成立に 關し、 相 提携 奔走 

して 舊交を 温めた こと も尠 くない。  ， 

高峰 君が 米國に 赴かれる やうに なつ たの は、 明治 十七 年 農 商務省の 一 事務官と して 

北 氷 一一 コ-' オルレアン スの 莴國博 覽會に 出張され たのに 始まる。 君 は 甞て英 國留學 中、 

過憐酸 肥料 製造 工場に 實 習され た ことがあ つたの で、 偶、 サ クス キヤ" ライナ 州の 出品 

にか、 る燐鑛 石に 着目され、 歸 朝に 際し 其 試料 を携へ て 來られ 、農 商務省の 上司 や、 涟澤 

氏 初め 有力な 實業 家に 人造肥料の 有益なる を說 き、 後日 遂に 大日 本 人造肥料 株式 會社 
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も 或は 學界 の爲 めに 研究 事項 を 報告し、 或は 理化學 研究所の 設立 を 主唱し、 或は 工業界 

の爲 めに 空中 窒素固定 事業の 成立 を 劃策す る 等、 短 時日の 滯京を も 公事に 捧げて 厭 ふ 

ことな かつ た^ の 如く 其隱れ たる 功績 は實に 大き かつ た。 我 同胞 は 其 遺業に 對し無 K 

の 感謝 を 捧げなければ ならない。 

玆に 君の 小 照 (略 す) と 略歷 とを褐 げ、 謹 で 追慕の 意 を 表し 哀悼の 辭に代 へ る。 

君 は加賀 の藩醫 高峰 精一 氏の 長子 で、 嘉 永 五 年 九月 十三 日 越 中高 岡に 生 れ、 十 ニ歲の 

時 藩から 選ばれて 長 崎に 留學 された。 後 東京に 出られて ェ部 大學校 (4^ 建物 は 今日 虎の 

門女學 館に なって ゐる) に 入學 し、 英人 ィバ ルス 博士の 指導の 下に 化學を 修め、 明治 十 

二 年 同校 AJ 卒業 さ れ、 次 で 翌年 英國へ 留學を 命ぜら れ、 研燈 三年 米 國を經 て 歸 朝され た。 

尊 門 は異る けれども 故人に なられた 建築 學の辰 野 金 吾 博士 や 造船 學の三 好 晋六郞 博 

士な ども 亦同ェ 部大學 校の 出身者で あつ た。 私 は 君と 同年 同月 生れの 江 u; 子で、 明治 十 

一 年に 柬 京大 學 (之 は 開成學 校の 後 身で 明治 十九 年ェ 部大學 校と 合併して 今日の 帝國 

大學の 基礎 をな した) の 化 學科を 卒業し、 翌年 英、 獨ニ國 へ 留學を 命ぜら れ、 三 年の 學期を 


受けられた。 其 內容の 豊富なる 創意 窺 ふべき である。 其 中で 最 有名な の は タカ デ アスク 

I  ，セ (Hp ぼん 一 ぽ e) の 製造で ある。 之 は 譲 造に 用 ふる 麴の戍 分から、 糖化 力 ある 酵素の デ ァ 

スタ— ゼを 抽出した もので、 唾液 や 膝 液 等の 作用と 同じく 澱粉 を 糖化して 消化 を 助け 

る效 力が あるので、 錠劑ゃ 粉末に 製劑 して 日常 持藥 として 發賣 された ので ある、 此發明 

は ©界 的 賞讃を 博し、 君の 名聲は 一 躍內 外に 響いた。 此發明 を 紹介され る爲 めに、 久し 振 

りで 一 時歸 朝され 明治 三十 二 年の 春に は 我ェ學 博士の 學位を 授けられた。 爾來 研究所 

を シカゴ よ- -紐 育に 移し、 規模 を大 にして 事業の 傍ら 研究に 從 事され た。 

此度は シカゴ に 居られた 時^ 同市に は 有名な 大規模の 家畜 屠殺場 罐詰 製造 工場な 

やぐ」 が あるので、 豫 て醫藥 として 効力 ある 牛の 副脊に 就い て 化學的 成分の 研究に 從事さ 

れた。 牛の 副腎の H キ ス は 血管 を收 縮す る效が あるので、 止，^ 劑 として 用 ひられて ねた。 

之 は 丁度 草根木皮の 煎藥 の， g く、 何が 生成 分で 效 能が あるか 解らなかった ので あるが、 

種々 研究の 結果 牛の 副腎より 酸ゃァ ル カリの 作用で 其有效 cjg 分 を 抽出す る ことが 出 

來、 乃ち アド リナ リ ン Adlenarin が發 見され たのて ある。 然るに 牛の 副腎 百 十二 キ "グラ 
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を 創立され たの は、 本 邦に 於け る 斯業の 嚆矢 であ る。 當 初 は 事業 も缺 きで あつたの 

で、 君 は 草鞋 穿き で 地方の 農家 を 巡回し 舊習を 重ん する 逢 夫に 人造肥料 使 ra^ の 利益 を 

遊說 された と 云 ふ 苦 勞話も 聞いて ゐる (殊に si 作 肥料の 改良に 就いては、 態々 德島縣 下 

へ して 研究され、 藍 草 培養の 改良 法 を 案出せられ た。 私 は 其 後 鹿 a 島、 沖繩の 兩縣下 

へ 出張して、 染料に 供す る 藍靛 (ィ ン デ ゴ) の 製造 法 を 研究した ことがあ るの で、 それ を 面 

白く 思つ た。 

併し 君 は 人造肥料 問題の みに 沒 頭して は. Q なかった。 豫 てから 讓 造の 改良 法に 就い 

て 可な， 0 大きな 抱负を 持って 研究して 居られた が、 米麵の 代りに 鉄 錢を應 用す る こと 

も 其 一つの 研究であった。  ， 

其 中に 官命 を帶 びて 歐 米へ 一年 程 出張され たが、 歸朝後 間もなく 醸造 法に 闢 する 研 

究の 一 部が 米國で 特許に な b 、次で 米國 資本家に 依，.. - ゥ ィ ス キ —の 醸造に 之 を 利用す 

る こと なり、 契約 も 纏った ので 再び 渡米され た、 爾來 シカゴ 市に 高峰 化學 研究所 を獨 

力 設立して 益 醸造 法の 研究に 力 め、 竟 に 之 を 完成して 歐 米諳國 から 二十 餘 種の 特許 を 


國の爲 めに 盡瘁 された こと は洵に » くな い。 大正 八 年の 暮に歸 朝され たと き は、 本邦に 

於け るァ 〃ミ ナム 製造に 關し 私共の 間に 意見 を 交換し、 將來の 自給 策に 關し 協力 調査 

を 約して 後日 を樂 しんだ。 越えて 六 年の 春 渡米の 途に 就かれ た。 こ れが 祖國の 地との 最 

後の 別れと なった。 

偶滯 京の 當時、 豫て 宿志の 財圑 法人 理化學 研究所の 成立に 際し、 總裁伏 見 宮殿 下よ， 9 

同所 理事 を委囑 せられ、 君 も 此光榮 を 非常 に 喜んで 御寵 遇に 報ゐ參 らせん 乙と を 期し 

て をら れた。 

其 後 銃 育に 歸 へ られ て 腎臟を 害 ひ、 觅角 健康 勝れす、 昨年の 秋 頃 は 病 體を養 ふ 爲 めに 

東京の 郊外に 地 を 求め 暫く 閑雅な 鄕 土に 親 まれる 積， 9 で 準備され てゐ た。 君 は 鄕土を 

離れながら も 常に 鄕土を 忘れ 難く、 邸宅に 庭園に 日本 趣味 をと， 0 いれて 鄕土を 異鄕に 

紹介す ると 共 に、 ま た 自ら 樂 まれて ゐ た。 君 の 手紙 も クイ ブラ イタ ー に 打った ものば か 

りで はなく 達者な 邦文で 親ら ぺ ンを 走らせた 懷し いもの もあった。 叉 些事で は あるが. 

君 はいつ も 竿 紙 を 内 隱に 用意し ンカチ ー フで鼻 を かまれる こと をされ なかつ た。 床 
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ム から アド リナ クンが 僅かに 百 二十 五 グラム 即約 千分の 一 を 抽出し 得る に 過ない の 

だ か ら、 材料に 乏し い 日本な ざで は 迚も 爲し 得ない 研究で ある。 而も 此 主成分の 研究に 

沒 頭した 學者は 君 一 人ではなかった が、 先進 を 自負す る 白人に 卒 進して 君が 此發 見者 

たる 榮冠を 澄ら れ たこと は、 我學界 の名譽 である。 此發明 は 世界 各國の 特許 を 受け 一 層 

名聲を 高めた。 

アド リナ リン は學生 諸君が 試 驗勉强 な Vj で 眼 を 充血 さした ときな どに 點 眼す るァ 

ドラと 云 ふ 點眼藥 の 名に よって、 タカ デァ スク 1- ゼ と共に 世間に 知れ渡って わる。 アド 

ラは アド リナ リ ンの 僅かなる 利用で ある。 

明治 三十 九 年 一 時歸 朝に 際し 特に 叙 動の 榮に 浴し、 又藥學 博士の 學位を 授けられた。 

次で 四十 五 年の 春 帝國學 士院ょ b 學術的 功績 を 認められて 帝國學 士院賞 を授與 され、 

大正 二 年に は 帝 國學士 院會負 に 列せられ、 正 五位 動 四 等に 陞叙の 恩典に 浴した お 問 或 

は 萬國博 覽會の 審査員と な，..^、 或は 莴國應 用 化 學會議 の 日本 代表者と なり、 或は 空中 窒 

素 固定 事業 調查會 委員と な，^、 米國に 於け るの みならず、 時には 歐洲 にも 出張され て祖 


七月 二十 七 曰 君の 親友 鹽5策氏の 東京 s に 親戚 友人 知己き し 君の 遺影 を祀 

りて 遙拜 し嚴 かに 追悼の 5 行つな  (意 I 大正 十 一 年 九月 號 所載) 

高峰 謝恩 紀念 基金 設定 

大正 十 一 年 九月 五 日 

.  治療 藥報 所載 

三 共 株式 會社 にて、 は 社長 高峰 博士の 逝去に 就き、 八月 十 一 日 特に 臨時 株主 總會を 開 

き 、「高峰 謝恩 紀念 基金」 設定の 件 を 附議し、 満場 一 致 を 以て 左の 如く 決定せ りと 云 ふ。 

1、 別途積立金よ b 金 貳拾莴 画 を 振替 へ、 高峰 謝恩 紀念 基金の  一 口座 を 新設す る こと。 

二、 當會社 は 前 示 基金に 對し年 五分に 相當 する 金額 即ち 年額 壹莴圓 を 支出す る こと。 

三、 前項 支出 金 は 諸預り 金口 座に 之 を 保管す る こと。 

四、 前項 保管金 は 適 當と認 むる 獎學其 他 公益事業に 對し 「故 高峰 博士 紀念 資金 保管 入」 

の 資格 を以 て、 當會社 代表 取歸役 名義に て 之 を 寄贈す る こと。 
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しさ も © ばれる。 

晚年君 は 望 鄕の念 漸く 禁じ 難く、 い つも 歸 朝の 日を樂 しまれて ね た。 折 柄 ワシントン 

府に卒 和會議 開催され、 我 公私の 諳士相 踵いで 渡米され たので、 病 を 忘れて 斡旋 至ら ざ 

る な く、 其 後 病 漸く 重く 自ら 亦 在米 同胞の 慈父なる を覺 悟して 歸鄕 を斷念 し、 ら靜養 

に 努められた が、 本年 初夏 の 頃より 病勢 更 に 募り、 七月 二十 二日 終に 永久の Kb に 就か 

れた。 享年 實に 六十 九歲 である。 此 九月に は満 七十 歳に なられる の だから 日本 流に 云へ 

ば 七十 一 歲 である。 返す ぐ も殘 念な ことであった が、 君 の 面目 を 終始 一 貫し 通した こ 

とは^に 以て 君の 靈を 慰む るに 足らう。 

君の 訃音 天聽に 達し 七月 二十 二日 前生の 功 を 以て 特に 位 を 進められて 正 四 位に 叙 

され 勳 三等 瑞寳章 を 賜 はった の は 忝い ことで ある。 

七月 二十 五日 鈕育 市の B カソリック 敎會で 盛大な 葬儀が 行 はれ、 我駐剳 大使 代理 佐 

分利 氏 ゃ米國 鋼鐡會 社々 長 ゲ イリ ー 氏 を 始め 多數の 名士 之に 參 列し、 十 臺の自 働 車 は 

全く 花環 を 以て 埋められ たと 云 ふこと である。 


力，. L 力し 雲 行が どうやら 條 しい やうで す。 そ れ はマァ 別間 題と して、 今 差當， ：>壞 造 上 

の 議論と して 述べる 材料 は、 實は頓 と 持って 居りません が 、久方振りの 御面會 で、 折お 

のお 話です から、 古い 昔の 實驗 では あるが、 勿論 今日で も. 多少 渗考 上の 資料に はな る 

こと、 信じます。 

其 I 酒精の 改薩に 就て 

私 は 性來、 何んでも 物事の 研究が 大好きな 方です から、 農 商務省に 居ります 時分 か 

ら、 酒造 法 改良に 就て 、熱心に 研究し ましたので、 多少 發 明した こと も ありまし たが 二 

方に は 又 日本の 釀造法 を、 西洋の 溏精驥 造 法に 應用 したら 面白から うとの 考へ が 起 

りました。 

此頃 丁度 肥料 會 社の 用 向で、 米國に 行く ことにな ，0, ましたの で、 船 中で 益 田 孝 t 一、 に 

其 事 を 話す と、 同 氏も大 賛成 を 致して くれました ので、 私の 考へも 大分 力 を 得ました 

-譯 だ。 そこで、 益 田 氏の 勸 めに 依て 取敢 へす、 日本の 醸造 法の 特許 を 西洋 諸國の 政府 か 

ら 得て S くこと に 致しました。 
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五、 當曾 社が 解散す る 場合 剩餘金 あ る 時 は、 本 墓 金 は 設立の 趣旨に 據，. M し處 分す る こ 

と。 

酒精 釀造 に 日本の 醸造 法 應 用 

大正 十 一 年 八月 號 

日本 醸造 協會雜 誌所载 

擧界の 一 方より 鬼 角の 批難 を 受けたり し 高峰 博士 は、 他方より 世界的 成功者の 一 偉人と して 尊敬せられ、 其藥 界に甚 

大り カ績 あり、 i 兼て 我 醺造界 にも 貢献の 紗 から ざり し は、 周知の 事實に 風す。 前年 博士の 歸朝 せらる、 や、 記者 一 日 

博士と 帝國ネ テルに 於て 綿々 の 懇話 を 試みたり。 今、 記者 自ら 文責 を 負 ふて、 左に 錄 する もの 是也。 事 は 往年の 験談 

に 紫る も、 採て 以て 現今の 參考 資料た るに、 充分の 高價 ある ものと 信す。 而 して 偶 本稿 を 印刷に 附 せんとす る 本日 此時、 

圖らす も、 遠く 紐 育の 客 窓に 於け る 博士が、 溢焉 として 永眠せられ たる 訃に 接す。 噫 

(大正 十 一 年 七月 一 一十三 日記 者 霞 外生識 す) 

御 承知の 如く、 米國 もた うとう 禁酒 國 になって 仕舞 ひました が、 娱 して 其赏 效を擧 

ず. 得 る や、 又は 失敗、 若く は 糊塗の 間に 幕が 卸さる、 か、 ざ うか は 未知 數の ことで ある 


の 後に は 流石の 大病 も、 ケ n リと 癒って 仕舞 ひました から、 そこで. 日本から 連れて 亍 

きました 酒造 杜氏 を 相手に、 いよく 新 醸造 法の 試驗に 着手 致しました 處が、 其 結果 

は 私の 豫 想した よりも、 一 層 良好で あ，.^ ましたので、 私の 其 時の 偸 快 さた ら、 實 に 言 ふ 

に 言 はれぬ 程で ありました。 

記者 云く、 凡そ 世に 一 事 一 物の 成功 を顯 出す る や、 人 動もすれば 輙ち箪 に 其 成功の 表面の み を 見て、 宛 も 平 路坦々 の 

間 容易に 之 を 成し遂げた るかの 如き 觀を なし、 甚 しきに 至て は 漫然 之 を輕視 若く は 接 罵す る ものな きに あらす と雖、 其 

成功に 至る 道途の 遭遇 撼 柯、 則 ち^ね 博士の 此 境遇の 如き もの あり。 苟も 世に 卓出す る 事業 を 成さん とする もの、 深く 

思 はざる ベから す。 

其 二 高峰 趙の 製造 法 

i づ、 私 の飽の 大體を 言 ひます と、 西 洋で S 精を讓 造し ま す に は、 矢 張 b 澱粉質 を 含 

んで 居る 穀物 を 使 ひます の て、 § ち大麥 を發芽 させた モ 〃トが 入る ので す此 モ〃 ト 

の 中に は、 ダ ィ ァ ス -ズ— スと云 ふ 澱粉質 を 砂糖に 變 化する 一 種の 力 を 持って g る、 日 1^ 

が S 精 製造に 最も 必要な のであります。 
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それから 又、 在米中に 其 事に 就て、 いろ/.. • と 知人 等に 相談して 見ました が、 何れも 

至極 面白から うと 云 ふこと で * いよく 實 行して 見やう と 云 ふこと に 決心して、 歸朝 

の 後 肥料 會 社の 仕事に 從 事して、 時節の 到來を 待って 居，^ ました。 

すると、 或 一 日 亞米利 加の 友人から 手紙が 屆 いて、 君の 醸造 法 を試驗 して 見たい か 

ら、 萬 い 繰 合せて 渡米して くれる やうに との 文意で あつ た。 そ れで 肥料 會 社の 重役 諸 

氏と も 熟談の 上、 兎. も 角 も 半年 か 一 年 も、 彼の地に 行って、 多少 新 醸造 法の 試 驗に目 a ガ 

を附 けて 置いて から 歸る積 b で， 再び 渡米の 途に 就いた のが、 明治 二十 三年の 秋で し 

た。 

ところが、 橫濱を 出帆して から 三 曰 目に、 突然 非常な 大病に 罹つ て， 肝臓 部 に 激烈な 

疼痛 を 感じて、 殆ざ堪 へ 切れぬ 程で、 迚も 命の ない ものと 覺 悟して • 桑 港に 着く 前に 造 

言 狀を 認めました。 然るに 命數 未だ 盡き すして、 斯樣な 重病 も ざう やら かう やら 輕快 

し て、 上 陸が 出 來、 汽 車 で rrr へ 赴き ましたが、 なかく 獨 りで 歩行が 出 *  t や つ と 

人の 一 にっか まって 步 くと 云 ふ 有様でした けれど も、 幸 に 治療の 效 があって 二 ケ パ 


多 £H な 事業 だと 云 つ て、 大 に 望を屬 せらる V 乙と になり まし，，.。 

記者 云く、 今 は 昔の事 蹑に屬 する も、 當 時に 在りて 已に此 麥皮麴 の 創製に 着眼せられ たる 博士の 活眼、 炬の 如しと や 

謂 ふべ けん。 憶 ひ 起す 二十 年の むかし、 博士が 其 家 眷を提 へて 帝國 ホテルに 滞在せられ たる 時、 記者 を 招いて 其 令姪 

等に 一 々紹介せられ たる 後、 顿て 各種の 懇談に 移れる が、 此時米 料 を 使用せ ざる 淸 酒の 製造に 就ても、 其 高見 を 述べら 

れ たる を 覺ふ。 偉な りと 謂 ふべ し。 

其 三 米國の S 精 釀造業 

當時米 國で溏 精の 釀造 は、 ッ ラスト 組織に なつ て 居りまして、 全 國釀造 高の 殆ど 九 

割 五分 は此ッ ラス ト會 社の 支配に 在る と 云 ふ 有様で. 會^ の 資本 は、 三千 三百 萬弥で 

した^ 造 場 は全國 各地に 散在して 居りました けれども， 就中 最も 盛大に 褻 造して 居 

る 地方 は シカゴ から 百 六十 哩 ほど 離れた と 云ふ處 で、 人口 は 僅に 五 莴內外 

です 力、 S 造 業の 盛んな こと は 非常な もので、 大きな 家 は 二 日の 醸造 高 でも、 七 百 石 か 

ら 三千 石 位 を 仕 a むと 云 ふ 風で、 こんな 大 醸造家 だけで も、 十數戶 以上 も あ b ました。 

ぉ校の大小は到底比べものにはな，c^ませんが、マ ァ 日本で 云 ふな ら、 S 津の灘 地方で 
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然るに 日本の 譲 造 法 は、 此乇 〃トを はな い。 其 代. - に 趣 を 使 ふので すから、 私は此 

鐘の 製法 を 改良したら モルトに 優る ものが 出來 はしない かと 考 へました のでした。 

モ レ トを 造る に は、 右の 如く 大麥を 使用す る、 其大麥 は、 耕作 ゃ收穫 に、 一 定の 季節 を 要 

する のであります から、 此點に 於て は 別段 變 りがない のです が、 其 代 債 は 却って 大麥 

よりも 高い か ら、 到 底 見込がない のであります。 

そこで、 私の 發 明と 云 ふの は、 米 は 勿論、 大麥の やうに 高價な 材料 を 使 はやに、 彼の 麥 

粉 製造所の 副 逢 物と して ある 麥皮を 利用して 麴を 造る のです。 さう すると、 麥皮は 彼 

地で 仕 蒙の な い 程、 澤 山に S 來 るので、 馬な ざに 喰 はす 位です から、 非常に 廉價 です。 然 

るに ダイ アスク ー ス 即ち 糖化 素の 力 は、 米麥 や、 又は 在來の モレ ノトよりも、 却て 强 いも 

のが 出來 ます。 此迄 立派な 大麥を 潰して 居った 處へ、 其 代りに 廢物同 樣な麥 皮 を 使 ふ 

のです から モ レ ノト 一 ブッシ ェ レノ では 些細の 様です が、 米國で 一年間に ァレノ コ ホル 譲 

造に 使用す る モレ ノトの il 額に 就て 勘定す ると、 非常な 利得になります のです。 幸に 私 

の 方：^ が 第一 回の 試驗 に、 豫想 外の 好成績 を 得ました ので、 彼 地の 各 醸造家より、 前途 


四時 問 內に仕 a まなくて はならぬ と 云 ふので すか ら、 是 迄 人力で やって来 たの を 機 

械に 代へ なければ なり ませ ん。 そ れだか ら、 學 問 上の 理窟に は 適 ふて 居ても、 さて 實際 

に 臨めば、 いろく 意外な 理論 外の 困難が 起って 求ます からです。 現に 私 も 度々 失敗 

したので す が、 其 失敗 はいつ も、 化 學的 理論の 誤謬より 來 たのではなくて、 此 理論 を 應 

用す る 機械の a き が、 思 ふやう にならぬ からでし た。 し かし ッ ラスト 會 赴の 社長 は、 初 

め 杜氏から 成 上った 程の 偉 ひ 人 で、 の 道に 掛けて は 技倆 經驗共 に、 ァ ツバ レな 人物 

で あ 、り、 殊 に大會 社の 社長と して、 全 固の 醸造家 を 隻手で 支配す ると 云 ふ 方から 見て 

も、 稀 有の 敏臃 家と 云 ふて 宜し い 人で、 此 人物が 私の 發明法 を 鑑定して、 是は 確かに 見 

a の ある 事業 だと 斷定 したので すか ら、 隨 分外の 取締役 等の 中 に は、 反對 した 者 も あ 

b ました けれ、 ご も、 社 長の 意見 通りに 其 後 も 新 醸造 法の 試驗 を繼續 してや， c> ました。 

記者 云く、 本節 中に ある 「小 仕掛と 大規模」 及 「實 地と 理論」 との 相違 は實 地に 何等の 經驗 なき 舉理 一 點 張の 人々 に 取り 

て、 居常 服膺すべき 無上の 活敎訓 と 謂 ふべ し。 往年 嘗て 記者の 先辇某 博士が、 壹升 瓶に アツ パ レ 銘酒 を SI 造した る 結 

に 誇りた る 後、 三 斗 甕に 甘酒と 燒 酎と を 混合せ し 如き 酒精 的 液 體を釀 造して 大 失望せ し 適例 あり。 高峰 博士の 此 告白 は 
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ありませ う。 

お 話 は 少し 後 へ 屍- ます が、 私 は 最初 高峰 フ H ダメ ント、 コンパ-一 に 即 ち 高峰 醱酵 

素會 社と 云 ふ 一 の 株式 會社を 創立し まして、 私が 其 社長と な. まし た。 是 は 何も 會社 

自身に 釀 造な どの 事 をす るので なく て、 唯 私の 釀造 法に 對 する 政府の 特許 權を會 社 

で 持って 居 て、 之 を 他の 醸造家に 使用 させて 發明稅 と 云 ふやうな 鹽梅 に、 相 當の 報酬 

を 取る の を 目的と したので あります。 

それで、 私の „s 會 社と、 前陳の ッ ラス ト會 社との 間に 假 契約 を 結び、 此方から は、 試驗 

に 必要な 技師 を 出して 試驗 事業 を 監督 さ せ、 ッ ラ ス ト會 社の 方で は、 諸 機械 は 勿論、 試 

驗费等 を 出す こと. -し て、 先 づ 五 石、 十 石 位の 撑 で試驗 します る と、 何 れも 好結畏 です。 

併し こんな 小 仕掛けで は 結果が 宜 くても、 いよく 大規模に 應 用して 見た 上で なけ 

ば 梁して 眞 正の 好 結 S を 得た ものと は 言 はれませ ん 。だ と 云って 又 、一時に 大 仕掛 

けに やる の は、 なかく 六ケ しい もので す， ざ う 云ふ譯 かと 云へば、 曰 本で は 一 年間に 

三千 石 も 造れば、 大 K 造 家と 云 はれる 程です が、 彼 地で は 其 位の 造石高 をタ ッタ 二十 


て、 當分 夜中 は 外出せ ぬ やうに と勸吿 され ましたが、 成程 職工の 心配す るの も 强ち無 

理 のない ことです から、 それ，^ -Jg 議を しまして、 飽の 職工に は 一切 外の 人 を 使 はや 

に是 迄の モ レ ノト 職工ば か. -を使 ふこと にしました。 實際 叉、 醸造の 方法が 異 つて 居つ 

て も、 矢張り モ レ ノトの 經驗 ある 職工 を 使 ふ 方が、 丸の 他人 を 使 ふより は、 此方の 爲 めに 

も 便利で あるし、 それに 改良 法で 利益 も 多くなる のです から、 此 迄よ. -か 職工に 高 貸 

を拂 ふて も、 充 引合 ひます ので、 いよく 右の 方針 を 採る ことにし たので、 さすが： 

® し 力った 職工の 反抗 も、 穩に收 ま， 9 ました。 殊に 彼等 職工 は 至て 淡泊な もので、 事が 

M  して 仕舞へ ば、 前 に 敵視した ことな ど は、 ケ " リと 忘れて 仕舞 ひ、 却 つて 私に ぉヒ 

手 を 使 ひ 始める やうに なり まし た。 是 でまづ 一 つの 難圈 ユ^き ました、 

其 五 モル ト 製造者の 反對 

漸く 一  雞 を片附 けて、 ホ ット 一 息す る 間 もな く、 叉 候 難題が 起って 來 まし た。 そ X は 

外で はあり ませ ん、 前述 の 如く 新讓造 法の 試驗 もお ひ， ぐ.^ 好結果 を 奏する に 連れ て. 

現 はれました 大敵 は 即ち モ \ ト 製造業 者の 反對 でした。 
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流石に 高價 なる 敎訓と 云 ふべ し。 

其 四 モルト 職工の 反抗 

それで、 新 醸造 法の 試驗 もお ひく 進んで 行く に 就て、 始め 五十石 百 石 位 を 試驗す 

る 間 は、 珍 らし 半分 に、 皆 々E 白く 思 ふて 居った やうでした が、 次 第に 好結果 を 奏して 

1 日に 五百石 以上 を 造る やうになります と、 そろ /\ 反抗 者が 起って 來 まし たせ；； E 

抗 者の 第 一 はモ ルト 職工でした。 

と 云 ふの は、 私の » 造 法に 依て 一 日に 五百石 以上 造る ことになると、 私の 使って 居 

る 職工が、 今 ま での モ 〃ト 職工に 代る ことになる。 さう なれば、 モ ルト 職工が 職業 を 失 

ふ譯 であるから、 職工 中の 議論 家が 多勢の 職工 を 煽動して、 若し 此 儘で 日本 流の 新釀 

造 法が 盛んにな つたな ら、 吾 々 一 同が 糊口に 窮 する ことになる 「即ち 高峰 は 吾々 共同 

の 敵で あるから、 今の 中に 彼れ 高峰の 命 を 取る の が、 吾 々自 衞の爲 めに 必要で あるな 

ざ \ 過 激 極まる 宣傳 をす る もの も ある し .f 义 實際不 穩な樣 子が 見へ て來ま した。 

右 様な 次第で、 危險は 次第々々 に 迫って くる か ら、 私 Q 友人 達 も大に 心配して 吳れ 


ません が、 是 までにす るに は、 幾 失敗に 失敗 を累 ね、 困難に 困難 を 積 み、 M へ 切れぬ 程の 

苦 辛 を 嘗めて、 ャ ッ トこ まで 漕ぎつ けたので す。 そ れを 忽ち 一 夕に 燒 失して 仕舞つ 

たので す。 私 は 實に此 時 程 失望 落膽 した こと は あ. CV ませんで し た。 本 當に 男泣きに 泣 

きまし た。 只 少し 幸 ひなこと に は、 製 造 場に 火炎 保 險を附 けて あ， c> ました か ら、 丸 々 损 

失に はならん でした けれ V- も、 例の 反對の 製造 家 連中 は. S 炎 難 を 得たり 賢し と， 吹 0 

し 廻 はつ て、 高 峰 は 自分の 失敗 を 隱す爲 めに 、わざく 自分で 火を附 けたの だな V- 、 

言 ふ て、 中 傷す るの で、 私 も 殆ざ進 返 谷 まる 程でした が、 先 づ ャット のこと で會 社の 重 

役 を說き 伏せ て、 試 驗場 を再與 する ことに 致しました。 

記者 云く、 崎！ i たる 嶮山を 蹄 ゆる もの は、 又 羊腸た る 難路に 迷 離す る を 常と す。 今 博士 は、 嶮 山と 怒濤と 海山 兩 難に 

遭遇せ る觀 ありて、 殆ど 送迎に 暇な きが 如し。 

其 七 肝臓 病の 再發 

斯檨な 不幸 は. 尙此 上に 重なりました と 云 ふの は、 》s 時 前の 肝臓 病が 苒發 して、 腹部 

に 腫物が 出來 まし た。 醫師の 鑑定に よ れ ば。^s病氣 に 罹った もの は、 十 中の 八 九まで は 

1 八 七 
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新 鼴造法 を 用 ひる ことにな， 9 まして か ら、 私の 試驗 暖 造 場 は 勿論、 其 外に も 是迄每 

月 各 $ ^百 弗の モ ダトを 使用して 居った 幾多の 醸造 場 は、 最早 一 粒 も 買 入れ やに S を 

造る ことが 出來 ます か ら 王 地の 有力者が 數百莴 弗 を 投じて 營 業して 居る モ 〃ト 製 

造 場 は 今 は 全く 無用の長物と なります か ら、 其 製造業 者の 間 に、 大 恐慌が 起って 來 て， 

私の 成功 を 妨害す る爲め に、 種々 樣 々の ェ失を 運ら すと 云 ふ 風に なつ て、 私 も 大變難 

儀な 境遇に 陷 りました。 

記者 云く、 一波 漸く 去って、 一 ii 復た來 る。 博士の 辛苦 想 察に 餘り あり。 

其 六 製造 場 悉皆 燒失 

併し 右檨 難儀な 場合です けれ ざ も、 其內 にも 私の 醸造 場 は ドンく 進 キクして、 遂に 

一 日に 八 百 石造る ことにな り、 そ れ から 又 千 石 近く  -I 造す る 進境に 達して、 い よ く 

明後日から 千 石の 讓 造に 着手す ると 云 ふの で、 皆 々 喜 び 勇さん で 居 b ま す と、 圆 ら や 

も 其 夜 私の 醸造 場が、 俄然 火災に 極って 悉皆 燒 失して 仕舞 ひました、 

私が 渡米 以來ト ン く 拍子に 成功し つ  > -來 たかの 如く 見られる 人 も あるか 知， り 


私 は 前に 述べました 適ト人 私の 新釀 造に 大反對 を 試みた 彼の ッ ラスト 會 社と 妥協 

して、 マ ァ くやって 居た ので す。 と ころが、 今度 右ッ ラス ト會 社の 株主の 中に 不 }^ 家 

の 一 派が 出來 まして 二 年 以上 も掛 つて 內々 運 a した 結果 * いよく 會 社の 役員 改選 

と 出掛けた ので す。 そ こ で、 役 員 達の 方で も 過 宇 數の株 を 纏めて 其 地位 を 維持し やう 

としたが、 たうとう 不 }^ 家 連の 爲 めに 敗北し て、 臨 時 總會の 結 栗、 役 員の 不信 任 案が 通 

過し、 おまけに 些細の 事柄 を 理由と して 會社を S 解す る ことに 至った のです。 

それで 會社 は、 载 判 所の 手に 落ち て、 载 判 所から 業務 監査 人と 云った やうな もの を 

任命し て、 其 人々 の 支配の 下で 營業 する ことにな り まし た。 サ ァ 斯うな つて は、 私 も 舊 

I 社との 契約窨 の爲 めに 束縛され て. 外 で 釀造法 を 試みる ことが 出來 ない のです か 

ら 、裁 判 所の 手を經 て相當 Q 手績を 運び、 漸く 一  年ば か b も掛 りまして、 未來の 契約書 

を 取消して、 醸造 權を 私の 方へ 取 屍 し、 今 度 は 新に 新會 社の 新 役員に 釀造 改良 を勸め 

ま した けれ ざ も衬 分 坊主が 憎く けり や 袈裟までと 云 ふ 人情 で、 舊 役 員に 反對 した 行 

褂 りか ら、 其舊 役員の 遣. 9 掛け て 居た 私の 醸造 法を實 施す る こと を 承諾せ ぬのです。 
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助からぬ もの， たと 云 ふので す が、 私 も }^ は 決して 居. ました けれ ざ も， 何 ん とかして 

今一 度 恢復して 事業の 再生 を 見たい と 云ふ考 へで. 只管 療養に 手を盡 しました。 

丁度 此 病中でした が、 市 俄 古 博 覽會が 開かれて、 私 も 其 評議員の 一 人でした けれ ご 

も、 病 を 押して 漸く  二度 參っ ただけ でした。 難病 も 其 後流 石に 療養した 甲斐あって、 

仕 合に も 六 ヶ月の 後に 全快して、 再び 健康 體に復 したので、 又々 醸造に 取掛る ことに 

なって、 今度 はいよ く 最後の 試驗 として 一 日に 千石づ 、醸造す る 計畫を 立て、 工場 

の 設計 莴端を 悉く 私の a ふ 通りに する 箬 で、 マ ン ハツ タン と 云 ふ 所に 模範 工場 を 新 

築し、 それから 外に も 二十 ケ 所の 製造 場を此 模範 工場に 倣 ふて 模樣換 へ をす る こと 

に 決定した ので、 私の 歡喜は 申す まで もな く、 多 年手傳 つて 吳れた 人々 も、 辛 苦の 甲斐 

があった と 言 つて 皆々 喜 びました。 

記者 云く、 人生の 不幸 艱難 は 多種多様 ありと 雖、 疾病より 不幸なる はなく、 虚弱より 艱難なる はなし。 殊に 大に爲 す 

めらん とする に 際して、 疾病の 爲 めの 故に、 其 事に 支障す るが 如き は、 最大の 不幸な り。 

其 八 一大 騒動の 勃發 


故 高峰 博士 追悼 會 

大正 十一 年 十一月 廿日 

三 共 月報 所载 

今回 故 K 峰 博士 未. □ 人 iS 次男 孝 氏の 來朝を 機と しぼ 澤 子爵の 主唱に 依 り、 去 十 一 月 

十日 午後 五 時 帝國ホ -ズ〃 に 於て 催された る 高峰 博士 追悼 會 は、 此 世界的 偉人の 追慕に 

應 はし く、 極 めて 有意義なる 會合 にし て、 來 會 者 は 官 吏、 學 者、 實業家 の 各階 級の 名士 を 網 

羅し、 且つ 外國人 紳士、 淑女の 多敏 之に 參 列し、 總數 三百 五十 餘 名に 上れ，.^、 式場た る帝國 

ホテルの 廣 間に て 、高 壇に 設けられ たる 祭壇に は、 正 面に 故 博士の 肖像 を 安置 し、 傍 に 故 

博士 未 U 人、 次男 孝 氏 及 令妹 竹 橋 順 子 刀自、 親戚 南弘氏 着席し、 他の 一 方に 發起人 s 代 S 

澤 子爵、 金子 子爵、 大河 內 子爵、 阪谷 男爵 列席し、 Si 澤 子爵 開會の 挨拶 を 述べ、 夫より m 澤 子 

®  、大 河 內 子 » 、金 子 子 » 、ー& 谷 男爵の 追悼 演說 あ，^、 各 故人の 偉業 盛德 を頌讃 し. 深甚の 感 

勸を與 へた り。 a  くて 式 を畢り 直に 孔雀の 間に 於け る 晚餐會 に 移 り、 席 上阪谷 男爵 起 て 

米國ジ }  ,1 會社 代表者 T^nTN*? チ ャ11^.:^^,氏を紹介すれば.同氏は，！8て&博士 
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右の 形勢で 居る 中に、 ッ ラストの 結合 力が 段々 弛んで 來て. 新會 社の 內 でも 內轍揉 

めが 始まる し、 從 つて ッ ラ ス ト 自身の 存在 も覺 束ない やうな 狀 態に 立 至った のです 

か ら、 改 良法な ざ は 尙更思 ひもよ らんの で. 殘 念ながら 數十莴 弗の 大金 を投 じ. 千 辛 萬 

苦を累 ねた 新 釀造法 も 一 時 中 企と 云 ふ 姿と な b ましな 併し 其方 法の 見 a ある こと 

は、 私 共の 飽くまで 確信して 疑 はぬ ところであります" 

以上 舊赏驗 に 係る A 話です けれ. S も. 苟 も 醸造 法の 改良 を實 行して、 大に爲 す あら 

ん とせら る、 人々 に は、 御 参考資料に は相當 になる こと、 信じて お 話 致しました の 

であります。 

記者 云く、 天の 將に此 人に 大任 を 下さん とする や、 先 づ其心 を 苦め 其 身を勞 し、 以て 其 心 f§ を 試む。 而 していよ/、 

天の 此試驗 に 及第す る もの、 即ち 成功す と、 善い 哉、 天の 試 除 制度。 蓋し 博士の 如き、 克く此 試 驗に優 や！ - 及第せ しもの 

と li ふべ く、 其 世界的に 成功せ し 亦 故な きに あらざる なり。 


大正 十 一 年 十 一 月 十日 帝國 ホテルに 於て 歸朝 滞京 中の 博士の 

遣 族 を 請 じて 開催せ る 追悼 會 に 於け る、 演說 筆記 を 左に 揭く。 

發起 人總代 子爵 ^  !|  # 一 

故 博士の 御 追悼 を 致します こと は、 諸 君と 共に 眞に淚 の 限， 0 で ござ い ま す。 古 人 の  一 g 

ん • た 歌に 

心なき 石に 物  一一 一一 n ふ& 也して 

向へば 浮ぶ 人の おもかげ 

と 云 ふ 名歌 が ご ざ い ま す。 唯 今 此油繪 の 前に 立ちます と、 唯 石に 向 ふて 心 に 浮ぶ 面 影 r 

力り でな ぐ、 事實 ありく と 故人の 顔 を 見ます る と. 別 して 感慨が 深 いので ござい ます 

かる 言葉 は 御 遺族、 御 親戚の 前で は 却つ て 御 心 を 御 偕 ませ 申す やう で は ご ざ い ます 
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の 功績に 就き 外人 側より 見た る 感想 を 述べ、 口 を 極めて 博士 を稱讃 せり。 次に 親戚 總代 

南弘氏 謝辭を 述べ、 最後に 高峰 孝 氏 起て 眞摯 なる 謝意 を陳 ベ、 貪 後 各自 寬談 和氣 靄々 裡 

に 午後 十 時 散會せ り。 因 に 同夜 會 場に 備付ら れ たる & 高峰 博士 記念 帳は& 人の 記事 を 

揭げた る ©界^^國大小数種の新聞雜誌の切拔に し て、多くは故人の 肯像を揭げ、其偉業 

を 詳記せ る ものに て、 故人が 如何に 世界 學界に 尊重せられ たる か を 示す に 足るべき 好 

個の 記念 资料 たる を覺 えた， 5。 


趣味 を 有って 居り まし た、 が 

同 君の 人造肥料 說を 大に駁 

であると 申して 此 提議に 反 

ぅ覺 えて 居， ま す。 極 く 近い 

き 方と は、》」 ぅ變 るかと 云 ふ 

る 方法 だと 云 ふこと で ござ 

達する と 云 ふ こと は 申す 迄 

と は、 何 人 も 理解す るで あら 

ざ も、 今 申す 葛根湯 式で ある 

ければ いかない、 幸に お前 は 

らうと 云 ふ 勸吿を 受け まし 

君に 御 相談 をして、 即ち 明治 

ま すま 年に 益 田 君 は歐羅 £3, 


所謂 野蠻 的の 肥料であって" 

撃して、 疊 水練、 雜 誌の 上の 學 

對 し た。 所 が 之に 向って 丁寧 

例 は 葛根湯の 效き方 と、 「らん 

こと を解釋 する と、 人 造 肥料 

いまし た。 抑 植物 は 肥料に 關 

もな い、 即ち 窒素、 憐酸： ホ ッ タ 

う と 思 ふ、 其 方法 は 從來も 日 

か ら、 ざ う も是は 嵩 が 多くて 

工業に 多少の 經驗が あるか 

て、 段 々の說 明に 深く 感じ ま 

二十 年に 人造肥料 會社 設立 

旅行 をされ て、 博士と 共に 歐， 


"文明 的の 方法でなかった 爲に、 

問で はいけ な い、 私 は斯 くく 

なる 說明 を與 へられ た。 私 は よ 

びき」 をして 粹を 採った 藥の效 

の 效果が 直 r 分る、 素人で も 分 

係が 最も 多い、 肥料に 依つ て發 

1 スの三 成分に 依る と 云 ふこ 

本に 多少 ある やうで ある けれ 

效き 方が 惡ぃ、 是非 之 を 直さな 

ら、 大 に カを盡 して 見たら 宜か 

し て、 柬 京に 歸 りまして 益 田 孝 

のこと を 提議した ので ござい 

羅巴亞 米 利 加 を 廻って 歸られ 
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け I  \レ も. 感 に堪 へませ ぬ爲に 私の 心に 想 ふ 情を訴 へる ので ございま す 「此 追 悼 會は、 

私 も發起 人の 一 人に 加って 皆様に 御 披露， 3- して、 殘 念ながら 此處に 一 會を 開いて 諸君 

と： S に 英靈を 慰めたい、 乃ち 本日 を 卜した ので ございます。 

はは 方面が 違 ひます から、 仕事 を 共に したと 云 ふこと は 甚だ 少な いので ございます 

け れ ノレ も、 其 御 交り を 回想 致します と、 殆 ビレ 三 十六 年の 久しき に 一旦って 居る ので ご ざ い 

ま す。 此 間に 敢て 浮きつ 沈みつ と 云 ふで は ございませ ぬけれ ざ も、 S 々世の中の 波 潤に 

遭遇した こと は、 博 士 も 常に 相會 ふて 往時 を談じ て、 或 は悅び 或は 歎じた こ とも あるの 

でございます。 

S ひ 起します と、 明 治 十九 年、； t 卢に 於て 私 は 初めて 博士と 親しくした やうに 記憶 を 

致し ま す。 そ れは 博士が 溜に 火 を 入れる 爲に淸 酒を惡 くす も、 色 を 損する、 之 を 防ぐ 方法 

を講 すると 云 ふこと で、 灘 方面の 酒屋と 色々 話 をな さる 爲に、 御 出張で あつたの であり 

ま す 。ひ 5 は 叉 銀行の 用 向で 神 tr; に 出て 居 b まして、 偶然 一 夕、 色 々方面 違 ひの 談 を 致し 

ました。 玆に 初めて 人造 肥れ わの 必要 を唱へ られ ましな 元 來私は 百姓で-肥料の 事に 多少 


機運に 向った から 是非 行かなければ ならぬ と 云 ふこと、 で 此方 を 去る も氣の 毒、 行 か ね 

ばなら ぬ 必要 も あ る、 所 謂と つ A い つ の御考 であり まし た  >〈 益 田 君 も 私を說 得されて 

一方から 言 へば 困る けれ》」 も、 一方から 言 へば 博士の 目的 を 失 はせ る やうに なっても 

困る か ら、 後の 經簦は 他の 者で やったら 宜 からう と 云 ふこと で、 亞米利 加の 方へ 渡航 さ 

れ たのが 多分 明治 二十 二三 年の 頃で あ つた かと 思 ひま す。 時 日 ははつ きり 致し ませぬ 

が、 爾 來亞米 利 加に 於て 其 天才 を發 揮され て、 追 々發展 をな された ので あ. CN ま す， 丁 度 明 

治 三十 五 年、 一 千 九 百 二 年に 私 は 亞米利 加 欧羅巴の 旅行 を 企て まし て、 其 時 に は、 而 も 御 

一緒に 亜米利加へ 參り まし た。 其 時分に は 孝さん はま だ 至って 幼なくて、 私と 同行した 

こと を 記憶して 居.^ ま す。 而 して 其 旅行の 間に 段々 御 話 を 伺 ひ、 亞米利 加に 參り ますと 

亞米利 加に 於て は 同 君の 御 骨折、 種 々の 丹精が 追々 に 花を疾 かむ として 居 る、 デ ト C1 ィ 

トの會 社の 御關 係に 付て は 私共 參り ましても、 日本人に して 是 だけの 効果が あると 云 

ふて 特に 研究室な ど を 見せて 吳れ て、 其 案内した 人が 大に 日本人 を賞讃 されて、 私共 自 

分の 面目 を！？ したやう に 感じまして、 の 如くあって は 私共が 御 同意して 亞米利 加へ 

1 九 七 


I 九 六 

て i て 會社を 設立 致しました が、 さて 祖 立って 見ます と. 側で 考へ る やうに は事實 蓮び 

ませぬ。 又實 際の 上に 於て やり 損って 博士に 大に 叱られたり、 世間に 笑 はれた ことが 度 

々ある。 例へば 窒素肥料 を 送るべき 所へ 他の 肥料 を やつ て 失策した こと もあります。 叉 

中の 高 岡邊の 水の 多い 田に、 窒素肥料 を やった 所が、 粉で あるから 皆 流れて 仕舞った" 

不慣な 所から さう 云 ふやうな 種々 な 缺點も ございました、 併し 博士の 丹精と 吾々 A ハも 

力 を f ぱ して 經營 致しました 爲に、 追々 に 其步を 進める やうに な、 りました が、 其 中に 博士 

は 從來の Si 蓄を亞 米 利 加に 於て 發展 する 爲に、 是非 行かなければ ならぬ と 云 ふ 必要 を 

生じた の で ござ います。 私 は 其 時に 大に 博士に 不平 を 言 ひました 此 新し い 事業 を 企て 

ヽ左樣 に 大きな 資本で はない けれども、 併し 日本に 一 つの 新 事業 を 起した の は、 君の 勸 

めに. つて 私が 會社を 造って 此處に 至った ので あ る、 此 成功 を 見る 前に 去る と 云 ふこ 

と は 甚だ 信 誼を缺 いた 譯 ではない かと 申して、 或は 抑留 せむ と 欲した ことが 農で あり 

ま す。 併 ながら 博士 は： a 事業 も 数年の 間に は 必す相 當な發 達 を 遂げる、 見込 は 立って 居 

る、 故 に 其 事 は それと して 自分の 目的の 亞米利 加に 於て 事業の 經營を 試みた い、 今や 其 


物の 進む 上に 米 利 加な i 逸 な り、 其 他の a 々は 更に 進んで 行 く、  進む のに 相伴 

ひ、 否 な 一 層增 さねば 決して 日本 は此悅 ぶべき 有檨を 維持して 行く _譯 に はいかな い、 然 

るに 日本人 は 押な ベての 性質が、 新しい 事に 遷り變 つて 活氣を 以て 之に 應 する 力 は あ 

る けれど も、 所 謂 獨 創の 力に 足らぬ 嫌 ひが あ る、 之 を大に 進める に はどうしても 根本 砑 

究が 必要で ある、 即ち 理化學 の 研究が 必要で ある、 是 がなければ 事物 を 進める 譯に いか 

ぬぢゃ な い か、 併 ながら 自分 は 學 者 で あ る、 お 前 はそう 云 ふ ことの 櫂 威 者で あ る、 之 に 向 

つ て 大 に 力を入れ ると 云 ふこと が 今日 甚だ 必要と 思 ふが 御前の 考へ如 何、 と 云 ふ 痛快 

の 御 話で あり ま し た， 其 結 S 時 は 確か に « え ませぬ が、 大正 二 年の 春 頃で ありませ う、 

地の 精 養 軒に 親愛の 實 業界の 重立った 方々 百 四 五十人 を會 して、 堙化學 研究所の 必要 

を 同 君に 依つ て 唱道して K ふたの が、 所謂 今日の 理化學 研究所、 其 所長と して 大河 內子 

爵も 今日 御 列席に なって 居ります が、 其 成立 は それから 起った ので ございま す。 丽 し て 

唯 其方 法 を 論す るば かりで なし に、 尙 ほ是 から 先き うしたら 宜 から う、 W  < し な け ，e 

ばなら ぬと 云 ふこと に 就て、 學者、 技術 家 等の a 梅 も 同 君に 待つ 所が 頗る 多かった ので 
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御 寄越しし たの は 寧ろ 宜 かつな 人造肥料 會 社に 引 留めな かつ たの は 大きに 宜 かった 

と 感じた やうな ことで ございます。 

爾來私 は 四十 二 年、 又 大正 四 年、 昨年と 引續 いて 亞米利 加 を 旅行 致しました が、 或 場合 

に は 齊士 が 日本に 來られ て 御 目に 懸 つて 御 話 をし、 又 私が 行って 御 話 をす る、 屢の會 見 

では ございませ ぬが、 會ふ 度に 所謂 心の底 を 打明けて 共に 語り、 或は 憂 ひ 或は 悅 ぶと 云 

ふ 有様で あ つたので ございます、 而 して 其 間に 軍に 技術 上、 化 學の關 係ば かりで なしに、 

亞米利 加と 日本との 國交 上に 就て、 微力ながら 私 も 心配す ると 同時に、 同 君に は 亞米利 

加に 於け る 兩國の 親善 を增 すに 就て 盡 して K ひたいと 云 ふ、 所謂 學術 上の 仕事で なし 

に" 國際 上の 技倆 を 御 頼みし なければ ならぬ 必要が 生じて 參 b ました。 此 事に 就ても 力 

をャ S された ことが 少なくな いので ございます。 又 大正 二 年と 記憶 致します が 同 君が 東 

京に 来られた 時分に、 同 君の 私に 話され ましたに は、 日本の 事物の 進歩す る こと は 御 互 

に悅 ぶべき である けれども、 特に 物理 化學に 就て 將來を 思 ひ 遣る と 、まだ 中々 悅んで 居 

る，： は 行くまい と 思 ふ、 日本の 事物が 追々 に 進む と は 云 ふ もの \併 ながら 曰 本の 事 


て 犬に 反 s の 意見 を呈 したので ございます、 即ち 紐 育に 於け る 一席の 談話で す。 旣 に 君 

の 能事 は 技術に 於て 大に 發展 し、 餘 人の 經營 には關 する けれども、 理化學 研究所 も 容易 

ならぬ 御 骨折で、 其 考を承 繼 いで、 吾々 共 多少 努力 をした、 したに 就て は大 に發展 したと 

云 ふ こと を 深く 悅ぶ。 叉 あなたの 經營 が唯單 に學理 ばかりで なしに、 實效を 奏された と 

云 ふこと を 深く 悅 ぶけれ ども、 一 方に 於て 大に骨 を 折られた 日米 蘭 係 は、 ま だ 決して あ 

なた の學 il: 的 事業の 發展 程に は 進んで 居り ませ ぬ、 動 もす ると 色々 な 紛議 を 生やる と 

云 ふこと は 免れない 有樣 であ る。 年 齡に 於て 私 は 十 以上の 長者で ある けれ ざ も * や 4 老 驅 

を 提 げ て、 さ うして 罷 出て 心配す るで はない か、 同 じぐ 日本の 國 民、 圃 を 愛する の 情 は 御 

同檨 ではない か、 君 が 紐 育に 居られて 自ら 日本の 重き を. 成す こと は 幾許で あ る、 日 本 人 

にあ/ -云 ふ 人が あると 云へば 自ら 日本に 重^ を與へ るので あ る。 で 老後 を 安くす る爲 

に 散な 月日 を 送る と 云 ふ こと は、 君 一 身に は 頗る 偷 快で あら う、 又 或は 名譽 であらう、 

けれ ざ も 私 は 故鄕に 飾る 錦 は 飽く迄も 飾って 御賓 ひしたい と考 へる が、 私が 斯 くして 

东 るの も、 君 が 0 まるの も 同じ 働きで はない かと 迄 思 ふので あ る。 ど う も 日本の 人で 亞 
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ご ざ い ます。 け れざも 理化學 研究所の 經 S に 就て は社會 若く は 政府の 犬なる 御 援けを 

得ました が、 其 經營の 任に 當 つた 私共の 徵 力の 爲に 目的 通 b に 参ら や、 經 濟 上 甚 だ 其 間 

に 困， をし つ 、あつたので ありま す。 今 尙ほ 完全と せぬ ので ございま す、 此 事に 就て は 

昨年 亞米利 加に 旅行 致しました 際、 理化學 研究所 も斯の 如く 相 成った と、 大河 內子 W が 

御 任じ 下す つてから 出立した の で、 其 通りの 有檨を 叮嚀に 話 を 致しました 所 が、 新 し い 

仕事 は 困難な もの だ、 縱 令/二  g は學 術の ない 人で あっても、 所謂 事務に 長 じて 居る と 思 

ふ か ら、 是 非 や b 遂げる， たらう と考へ て 居った が、 幸 に そこ 迄 到れば もう 倒れ はすまい、 

悅ば しいと 云 ふて 横手 を 打って 未來を 祝福して 吳れ たので ございます。 是 等の 淡 話 は 

まだ 昨今で ある 爲に、 此油繪 を 見ます と、 斯 ふ 云 ふ 格好 をして 悅ん だと 云 ふやうな こと 

が 思 ひ 浮んで、 別して 感慨に 堪へ ぬので ござい ます。 

更に 今一つ 申 上げたい こと は、 同 君が 段々 身體も 弱つ たから どうしたら 宜 からう か、 

は鄕 里に 镐ら うと 思 ふと 云 ふこと を 言 はれまし た，. 是 は 御 道 族の 前、 又 多数の 御 方の 

前で^ 上げて 良い か惡 いかで ございま すが、 哀情 默 する 譯に參 -." ませぬ、 a は 之に 對し 


ざ も、 又 其 效梁も 感歎に 堪へ ぬので ございます。 亞米利 加に 於ても 種々 な發 明が 今も尙 

ほ 其 名と 共に 存し、 實に 唯今 も 陳情 致す 通り、 我國の 理化學 研究の ことな^も、 博士の 御 

骨折 b に 依って 今日， 渐 かる 有 檨を呈 し、 さ うして 熱心の 人々 が 其 後 を 維持す ると 云 ふ 

ことで あ b ますれ ば、 此 偉人 を 失った こと は、 吾 々 は 殘 念 の 至 .c^ で ご ざ い ま す け れ，さ も、 

併 し M 博 士 は、 以 て 瞑す ベ しと 中し 得られ やう かと 思 ひま す、 況 や 吾々 は眞 に， 樣に 1^ 

じて 此 追悼 會を 催しました 所が、 思 ふたよりも 多数の 御 來會を 蒙りまして、 親愛の 情 を 

叙して 下さる と 云 ふこと は 如何に 博士の 效果が 日本に、 更に 進んで 亞米利 加に 及ぼし 

た か、 所 謂 以て 瞑す ベ しと 申 上げ 得られる だら うと 思 ふので ござ いま すノ， ：4 は此 追卓會 

の 發，？ .5 人の 總代 として 皆 樣に御 參會を 願 ひまして、 fg して 今此 席に 於 て、 自 分の 申述 ベ 

ますこと は 皆 私 1 身に 属する こと で、 學 術 的で もな し 左程 取 立てる ことで はあり ませ 

ぬ が、 心 を盡 して 御 交り をした 事 Ig から 往時 を追懷 する こと は假 令、 一 個人に 關 する こ 

とであって も、 在 天 の靈も 悅んで 下 さる だら う tl 君 も 亦 M 澤 との 蘭 係 は W 様であった 

かと 御聽き 下さる であらう と 思 ふて、 玆に 追懐の 辭を 述べた ので ございます。 (拍手) 
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米 利 加に 來て、 眞に 1^ 米 利 加の 有樣を 十分 现 解して カを盖 すと 云 ふ 人 が 幾許 ある、 大商 

店な どに は 其 任 ¥ として 御座る 方 は ある けれど も、 そ れは 一 時 的の もので 任務が 變れ 

ば 動く と 云 ふこと は 免れない。 君の 如く 日米の 間に 立って、 且つ 日本人の 標本た る こと 

の， W 來る もので ない。 故に 私の 希望 はま だ それ 程に 御 弱い と は 見えぬ、 御 病 氣は御 厭 ひ 

なさる が宜 いけれ ど も、 望む 所 はもう 十 年 亞米利 加に 留まられた い と 希望す る、 a は * 死 

ぬ 迄 .0、 る R り だ、 其 覺悟を 以てすれば 何でもない ではない か と、 少 し 過^な 言 葉で あ b 

ました けれ ざ も、 さ う * した 所 が、 大 きに もれ もさう だ、 考 へ 直し ませう と 云 ふこと であ 

つ た が、 そ れが御 別れに なった ので ござ いま すま は 今 さう 云 ふ 話 をした 事 を 回想 致し 

ますと. 奥に 私が カ勵 して、 却 つて 病を增 された ではなかったら うかと、 深く 恐縮す るの 

で ご ざいます。 

斯の 如く 旣往を 繰返して 考 へます と、 何 も 斯も淚 の 種の やうで ござい ま す が、 併 し a 

は &ふ、 丁度 明治 二十 二 年であった か、 三 年で あ つた か、 亞米利 加に 渡航 さ れた高峰^^が、 

爾东数 卜 fe" の歲月 は實に 久しい と 申さなければ なり ませ ぬ. 其 勸勞も 御 察し 申す け 


の 研究と 云 ふ 方面に 對 する 注意 、努力が 足りない 點 にある、 獨 逸の 化學 者の 如く、  米 利 

加の 化學 者の 如く、 或は 英吉利の 化 學者を 君が 詳しく 視察す るなら ば、 如何に 日本の 學 

者が 從來の 學風を 固守して 居って、 新しい 研究と 云 ふ 事 極に 對 して 不熱心で あるかと 

云ぶ ことに 氣が 付く であらう。 私は當 時日 本に 歸る 途中で ありまし たので、 博士の 出訓 

1 力一 對 して 深く 感 する 所が ございまして、 日本に 歸 つた 後に は 願 はく は 之 を 自分の 知 

己、 先輩に 御 話 をして、 是非 日本に 於ても 獨創 的の 研究が 始まる やうに お前から 御 話 を 

する が 宜 いと 云 ふこと 迄 も附加 へられた のであります。 此考を 持って 居られました 所 

の 故 博士 は、 其 後 大正 二 年の 六月に 日本に 歸 朝せられ ましたる 機會 に、 先づ 第一に 化 事 

の 研究所 を 日本に 於て 起さなければ ならぬ と 云 ふこと を 第一 に 主張せられ たので あ 

ります。 當 時は尙 一 般社會 に 於て、 理化學 の 研究が それ 程國 家の 産業、 國 防の 上に 必要で 

あると 云 ふこと を 十分に 理解せられ 一：. 居らなかった ので あ，^ ます， 博士が 熟 ひに 主張 

せられる にも 拘ら す、 較的 世間 は 之に 耳 を 傾けな かつ たので あ.， ます。 併ながら 約 一 

年 を經 ちまして、 翌 大正 三年の 八月に は 諸君の 御 承知の 如き 世界 戰爭が 始まち まして、 
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现化學 研究所 長 ェ學 博士 子爵 大河 內正敏 

n ハ今 ^ 澤 子爵から 故 博士に 對 する 追悼の 御 言 葉が ありまして、 此 中に 御 述べに な，." 

ましたる， く、 理化學 の 研究 は 故 博士の 終生の 事業で ご ざ います 日 博士の 造 志を體 

し、 まして、 親しく 研究に 從 事して 居ります 所の 一 人と 致しまして、 私が 甚だ 僭越で ござ 

い ま す る が、 本 曰 追悼 の、 追 慕 の 念 を 玆に申 上げる と 云 ふこと は。 私 に 取りまして 最も 光 

榮 とする 所で ございます。 故 博士が 凡ての 方面に 社會 よりも 進んだ 考を 持って 御 出 に 

なった と 云 ふこと は、 既 に 皆樣も 能く 御 承知の こと、 考へ るので ございま す， お し 特に 

此理 化學の 研究と 云 ふこと に對 して、 博士 は寶に 卓越した る …… 凡人の 到底 考 へ 及ば 

ざ る、 お 十 越した る 意見 を 常に 持って 御出でにな つたので ありま す。 私 が 初めて 博士に お 

目に 懸り ましたの は 明治 四十 四 年の 四月で ござい ま す、 極 く 近い ことで ご ざ い ま すゴハ 

今の 溢澤 子爵の 御 話から 見れば 極く 近い 近年の ことで ござ いますが、 其 時 私 は 紐 育の 

故 博士の 研究室 を拜 見に 出まして、 そこです r 私を戒 しめられ たの は、 現在 日本の 學者 


博士の 遺志 を體 しまして、 理化學 の 研究に 從 事して 居ります 君 は、 数年 若く は數十 年に 

i つ て、 博 士の爲 され ましたる 行跡 を 今日 見ますならば-如何にして 欺の 如き 進んだ 考 

を當時 持って 居られた かと 云って、 殆ど 驚く ことのみ で あります、 今日 此 席に 於て &悼 

の辭を 述べ、 追悼の 念 を 申 上げる と 云 ふこと は、 如何にも 私共に 取りまして は殘 念な、 M 

に 遺 慽に堪 へない のであります" 此 博士 を 失 ひました ことが、 理化學 の 學界に 取って ざ 

の 位の 損失で あるか、 我々 の 失望であった かと 云 ふ こと は. 只今 申 上げました ことで 卸 

分.^のこと、考へ るので ありま す。 併 ながら、 如何に 殘 念と 申しました 所で、 旣に如 と 

も 致 方ない のであります、 我々 研究に 從事 致します 者 は 、今後 只 努力 勤勉に おりて、 博士 

の 遺志の 一 部分な りと も實現 致しまして、 學界に 貢献す る こと を 以て、 故 博士に S ゆる 

の 第一の 道と 考へ て 居る ので あ-. >  ます。 甚だ 長く 靜聽を 汚しまして 恐縮であります。 

(拍手) 
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•  二 〇 六 

日本の 如き 從來獨 創 的の 研究の ありませ ぬ國 は、 忽ちに して 先 づ醫藥 品の^ 乏に 驚い 

た の で ぁ ，C^ ま す， 或 は 染 物、 染 料の 不足の 爲 に殆ビ 施す 手段 を 知らなかった ので あ，. リ ま 

す， お 時に 當 まして 幸に して 其 一 年 前から 博士の 達見に 依，.. -て 理化學 研究の 必耍を 

高唱 せられて 居. <^ ました 所 が、 世 人の 深く 腦 裏に 印す る やうに なりまして、 此爲に 稍 今 

日の 理化學 研究所の 創立の 氣 運に 向った ので あ. ^ま す。 斯 の 如くして 忽ちに 大正 四 年 

の 四月に は、 创 立の 議が 盛に 起 ftN まして、 ついで 翌 々年の-六 年 三月に は、 今 曰の 理化學 研 

究 所が 設立せられ たので ござい ます。 之を考 へ ます る と、 只今 溢澤 子爵の 御述 べにな り 

ましたる 如く、 學 問の 方面に 於て、 如何に 博士が 光見の 明 を 持って 御 ffi になった かと 云 

ふこと を、 我 々は 深く 敬服す るので あ， 9 ま す。 今 日 博士の 功績と して 傳へ られる 所の ァ 

ドリ ナリ ン の發 見の 如 き、 或 はデ アスク ー ゼの發 明の 如き は、 博 士の 頭の 中から 出 まし 

た 所 の、 ほ んの 極く 僅かな 部分に 過ぎない と 思 ふので ありま す、 其 他 無数の 研 究、 發 明 が 

あ. C> まする が、 傅 士の考 は いつも 社會 より は數步 も、 数 十步も 先に 進んで 居 h 'ます 爲に、 

不幸に して e に 認められない 發兑 S 明が 尙澤山 あるので あ ft- ま す。 今 日 我々 の 親しく 


すると 云 ふこと を 記 億せ ねばなら ぬと 思 ひます。 

兹 に 一 言 附 加へ ますの は、 我が 二 千 五 百年の 歷史に 於て、 高峰 博士 だけの 偉大なる 事 

業 をした 人が あるで あらう かと 云 ふこと を。 一 言 まして 見たい。 日本人の 癖と 致し まし 

て、 學者 を餘り 尊ばな い， 學 術を餘 b 重 ん じな い、 政治と か 軍事と か 云 ふこと にの み 頭が 

向いて 居ち まし て、 日 本の 缺點 は玆 にある と 思 ふので あります が、 凡 そ 二 千 五 百年の 歷 

史に現 はれた 人物 で、 大 な る 發 明 を 以て 學 術に 貢献して， 世界に 名の 知れ た 人 が 高 峰 君 

の 右に 出る 人が あるか ざう か， 私 は其學 術の 惯 に 就ての み 申す ので は な い-高 峰 君 は 

日本人と して 米國に 渡られ て、 外 國に 於て 大 なる 發明 をせられ て、 其發明 は. S 界 的に 廣 

まり， 同時に 日本 國の名 譽を擧 げたので ありま す。 日 本で 外國に 事業 をした 人と 云 ふと- 

或は 山 田 長 政と 云 ふやうな 人 も あ，.^ ます が、 此 山 田 長 政なる 者 は 何で あ る、 今 から 三百 

年 程 前の 浪人であって、 呂宗 である か、 暹 羅 であるか、 彼の地 方へ 行って 少し 植民： の 仕 

事 をした と 云 ふに 過ぎ な い。 其 次 は豊臣 秀 吉、 是 は 朝鮮 征伐 をした と 云 ふの で、 侮 外に あ 

まねく  K えて 居，.^ ま す。 饼 ながら 世界的に 日本人と し て、 其 移住して 居られた 所の 國民 
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帝 國發明 協會々 長 法學 博士 男爵 阪 谷 芳 鹿 

S 場の 諸 君、 私 は發明 協會々 長の 資格 を以ち ま し て、 哀 悼の 辭を申 上 げ ま す。 我 國の發 

nr-g^ が つ て下拫 であると 云 ふこと は、 皆 樣も御 認めに な.. ます 所で ご ざ い ま L て 我 

が 發明協 曾に 於き ましても、 始終 是には 心配 致して 居ります る。 其 中に 於き まして、， 故 高 

峰 博士 ま、 非 常な S 人で あらせられ るので ありま す。 第 一 自ら 大 な る 發明を 世界の 大 ^K? 

市た る 紐 育に 於て 發 表せられて、 如何に 發 明と 云 ふ ものが 人生に 大切で あ り 、又 へ 共 發 明 

が 如何なる 幸福 を 世界に、 又其國 に、 又 其 人に 持ち 來す もので あるかと 云 ふこと を、 自ら 

證 S 立てられ たと 云 ふこと は、 大 なる 發 明の 獎勵を 我 國に與 へた ものであるので ござ 

います。 旣に是 * たけで 十分で ある 上に、 尙 我が 發明協 會に對 しまして は、 終始 獎勵の 言 菜 

を與 へられて、 又 物質的に も 少なからぬ 援助 を與 へられた のでありまして、 此點に 就き 

まして は、 我發明 協會は 甚大なる 感謝の 意 を玆に 表する 次第で ご ざいます る 「而 して 此 

發明 協會が 謝意 を 表する と 云 ふこと は、 即 ち 我が 帝國 全般の 利 益、 又 世 界 の 利 益 を 昧 


り ま す ノご れ 故に  一" S 峰 博 士 去 つて 後學 者も惜 みませ う、 發 明 家も惜 みませう が， 曰 本 帝 a 

と 致しても、 玆に大 なる 缺 陷 を 生 じ て 居る、 否 日本 帝國 ばかり で は ない、 米國 も亦大 な る 

5^ 陷を 感じて 居り ま す、 私 の 友人に して 米國 から * たる 人が、 此^ 陷は 早く 输ふ 必耍が 

日本に も 在 、米 國 にも ある、 誰か 故 博士の. S き 人 は あるまい かと 云 ふ 問 ひ を 受ける の 

であ. 0 ます けれ ざ も、 如 何 せ む、 學 術で 名 をな し、 發 明で 効果 を 世界に 及ぼし、 而 して 日米 

親善に 盡 すと 云 ふ 人 は、 求 めて 得る こと は出來 ませ ぬ、 如 何に さがしても 曰 は 生じ 能 は 

ぬので ある、 將东 はさう 云 ふ 人の 出來 むこと を 我 も 人 も 希望す るので ありま す， 斯 ( 見 

东 ると、 故 博士が 如何に 偉大なる 人物、 &界 的に 叉 日本の 歷史に 於て 大切なる 人で ある 

か、 二 千 五 kn 年の 歴史に 於て 初めての 人で あ る 3 而 も 其 人 は 常に 平和 に、 學 術に 發明 に、 S 

梁と 云 ふ： g に 結構な ことにの み 貢献 せられて、 此名 をな した 所の 人で あるので ありま 

す， 私 は 前に 申す 如く に、 博 士の 自身に 證據 立てられ たる 事實が 日本の 迷夢 を 破つ て、 * 

術 は 重す ベ き も の、 4 者 は 尊重す ベ きも の、 敎 育 は 大いに 儕 張 せんければ ならぬ ものと 

云 ふこと が 十分に 證據 立てられ たと 云 ふこ と、 此 功業 のみ を 以て 我が 發明協 會は旣 こ 
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に 深く 愛せら れ， 其 移住した 國 民に 向って 大 なる 發 明を與 へ， 而 して 其 移住した 國民^ 

に 於ても 相 當 なる 富 を 成し て、 所 謂 無冠の 大 使、 無 冠の 大使と して 日米 間の 親善に 買献 

し た、 是 だけの 歷史を 有する 學 者が 外に あ，.. - ます か、 政 治 家が あり ま す か、 軍 人が ありま 

すかと 聞いたなら ば、 然 りと 答へ る こと は 私 は岀來 ぬで あらう と 思 ふ。 石 川 縣 の 質 素 な 

る 家庭に 生まれた 一 靑年 が、 其 一 生涯の 歷史を 見渡す と 云 ふと、 實に 驚くべき ものが あ 

る， 大な る 發 明、 大 なる 富 を 作 b  。大 な る 利 益 を 界 に 與 へ 、さ う し て 其 本 國 の 名 譽 を 擧 げ 

て、 而も 日米と 云 ふ 兩大國 の 親善に 深く 貢献 を さ れ、 今 博士 去って 後、 兹 に 無冠の 大使が 

なくなつ たので ありま す、 華 盛頓の 日本の 大使館に は桕當 なる 大使が 居，.^ ます が、 そ れ 

は 所謂 冠 を かぶつ て 居る 所の 大使で あ b ま す、 今 日國際 間の 卒 和に 貢献す る 上 に、 冠 を 

戴いて 居る 大使が 大切で あるか、 冠の ない 大使が 大切で あるかと 問 ふたならば、 是は疑 

であ る、 私 は S 冠の 大使の 方に 重き を 置きたい ので あり ま す、 高 峰 君 は 長き 年 sr& W 

に 住 はれ、 米 函人に 愛せられ、 學者 として 重ん せられ 、面して 日米の 重大なる K 題に 『u て 

は 常に 蔽に 立 つ て， 意 思の 疏通を H られ て、 梶 知 る ベ からざる {ヌ 献 をせられ たので ゐ 


は 其 S に 付 て 今 日 追悼の 意 を 表する と 共 に、 如 何に 高峰 君が 國 家の 爲に盡 された かと 

云 ふこと を述 ベ K 在天の 靈に 追悼の 意 を 表し、 感謝の 意 を 表し やうと 思 ふ。 

御 承知の 通り、 明治 三十 七 年 二月 四日、 曰 露 戰爭の 廟議が 決まる と共に、 私が 命 を 受け 

て 亞米利 加に 參り ました 時に、 實は亞 米 利 加に 行って 如何にして 此 使命 を 全 ふす るか 

と 云 ふこと は、 私に は 案 は 無い、 唯 陛下の 命 を 奉じて、 臣民の 一 人と して 盡す のみと 云 

ふ考へ であつ た。 其 時に 紐 育の ホ-ズ 〃に 着く と、 高 峰 君 は 其晚の 十二時 頃まで 私の 部屋 

に 居つ て、 亞 米 利 加の 事情 を 詳しく 話され た。 其 時に 亞米利 加 は 殆ざ七 分 五 厘 八 分 位 は. 

先づ 世の中に 現 はれる 所、 新 開に 記载 する 所、 ホ -ズル 等に 於て 宴會の 席に 列す る 所の 人 

は、 皆な 露 西 亞人是 負の 人で あつ た、 - 高峰 君 の 言 は る 、 に T^s 通 b である， 之 を 如何に 展開 

して 我 國の爲 にす るかと 云 ふこと は 大事 業で ある。 私 は 御 承知の 通 b 長く 居る か ら、 此 

時機に 於て 徵カ を盡 して 何とかした いと 思 ふ」 と 熱誠 色に 現 は れ、 殆 》J 熱淚 面に 溢れて 

私に 事情 を 話され た。 私 は大に 感じ て. 「私 は 今 陛下の 命 を 奉じて 來 たから 紛骨 g ^ば 身し 

て やる 、ざう か 一 つ 御 加勢 を 屈 ひたい」、 それから 私 は 肝膽を 吐露して 互に 提携して 力 を 
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十 分 な りと する ので あ. ります" 又斯く 多數の 諸君が 玆に 皆 集まられ て、 博 士に對 して 哀 

の 意 を 表 せ ら れ る と 云 ふ の も、 蓋 し玆に 意味が 自ら 浸潤 致して 居る 結果で あると 私 

は 】H する ので あり ま す- 此 意 に 於き まし て， 帝 國發 明協會 は、 最 大の 敬意 を拂 ひ、 最 大 の 

^謝の 意 を 故 博士の 靈 前に 捧げる こと を 惜し ま ぬので ござい ま す。 玆 に 一 言 哀悼の 辭 

を ゆ 述 ベ ま す- (拍手) 

日米協 會々 長 子爵 金子 堅太^ 

私 は 發起人 諸君から， 日米協 會の 代表と して 一 言 追悼の 意を此 席に 於て 述 ぶる やう 

にと 云 ふ 御 依 殺で、 一 言 述 ベたい と 思 ひ ま す。 

吐-の 述べ むと 欲する 所 は， 旣に ffi 澤 子爵、 大河 內 子爵， 阪谷 男爵より 十分 御^べ に な つ 

て、 別： 之に 附 加へ る こと は ございませぬ が、 私 と 高峰 君との 關係 は、 決 して 人的の 關 

系で 私 は 交り を 親密に したので は な い、 即ち 高峰 君が a 家に 翥 された 時期に 於 て、 一.^ と 

a 密な Ei 係を附 けたので ありま す， 故 に 其 事 を 唯 今 の 三 君から お 述 ベ に な ら ぬ-か ら、 私 


られた 顔 も 亦 此油繪 で 想起 す. 喜 悲交々 我 胸中に 迫って， 往事 を追懷 する と、 a に 高峰 君 

と 吾輩の ■ 係 は、 軍 -個 人の 画 係に あら す、 日 本の 前途 を 憂 ひ、 日本の 凶事 を 悲し み、 吉 事 

を 喜ぶ と 云 ふ 大和魂の 精 S が、 高 峰 君に 充満して IH$ つたと 云 ふこと は， 私は此 席に 於て 

斷 言 して 憚らぬ。 故に 私 は 高峰 君の；^ を 聞いた 時に 殆 Vj 吾が 片腕 を もがれた 如く 感じ 

たので あ る、 苑 生 を 以て 國に 許した 者が、 其 片側の I 人が 死んだ と 云 ふこと は. 親兄弟に 

分れる よ ，0-® ほ 悲しい もので あ る。 ffi の 如き 境遇に 居つ て 見れ ば、 今 日此 席へ 出ても 前 

後 ざれから 話して 追悼の 意 を 遮べ て宜 い か、 私に は 分らぬ 位で ある。 實 業界な り 學術界 

なりに 赏 献 せられた こと は、 前 に 御演說 になった 三 君に 依って 至れ，.^ 隻せ. であ る。 そ 

れ から 叉滿 二十 ヶ月 間の 戰爭 中の 高峰 君の 働き は、 前 に阪谷 男爵の 言 はれる 通 り、 自 ら 

も 無冠の 大 is^ を 以て 任じて やられた ので あ る。 公 債 を 募る 時には 各地に 於て 演說會 を 

開 き、 各 地の 人に 接觸 して 日本の 事情 を說 明し た、 そ れは豫 て 高峰 君が 發明界 に も， 學 術 

界に も、 實 業界に も、 亦 社交界に も 十分 信用が あるか ら、 其 信用 を土臺 にして 働かれた の 

が、 即 ち 高峰 君が 日露 戰爭 中日 本の 爲に御 S しにな つた 效果 が實 現した 譯 であ る。 否 な 
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i した， けれ ざ も 當時は 高峰 君 も 吾々 も， 前途 晴黑の 時代 で， 如 何に 發展 する か 分らない. 

それ故に 八 島、 初瀨の 沈んだ 時な ざ は、 世界の 通信 悉 く  a 宵、 華 盛 頓に 集って 噸数から 形 

から 皆 報告して、 日本の 一 大軍 維の 二つ を 露 西亞が 沈めた、 是 で先づ 日本の 海軍の 力 を 

減 没した と、 殆》 J 露 西亞の 海軍の 力 を 褒 める 者ば かりで す、 其 晚 高峰 君が 來て、 又 例の 通 

り 熱；^ を 合んで 「さて 是 は本當 であらう か、 日本から 一 本の 電報 も來ぬ 、嘘で あらう か、 

であらう か」 と 問 はれた、 私 も 電信が 來 ないから 何とも 言 へ ない、 併し 斯の 如く 獨逸、 露 西 

亞、 佛蘭 西、 伊太利 其 他 各 H から 来る 電報が 本當 であると 言 へ ば本當 であらう、 實に是 は 

國 家の 爲に 一大 凶事で あるが、 饼し是 しきの 事で 吾々 が 阻喪して はいかぬ か ら. 其 事 《 

のぼ 無 を ふ 必要 は 更にない、 君 も 働き 給, 私 も 其 積， 9 で 働く， 二 艘の軍 燈/、 らゐ 沈ん 

でも 構 はない、 然 らば さう しゃう と 云って、 それから 又 二人で 働い て、 旅 順が 陷 落す る と 

一 . ^に^ 付けた の は 高峰 君で、 H に是は 日本 大勝 利 だ、 續 いて 日本海の 海戰、 東 鄕鑑隊 が 

口 ジュス トク ユン ス キ ー の襤隊 を殆ざ 全滅した 時の 高峰 君の 悅び はです、 今 S 澤子博 

の 言 ま ろ 、 ^^  a 油繪 に 向 つ て 私 は 想 ひ 起す、 又 八 島、 初瀨の 沈ん だ 時に 高峰 君の 2 へ 


は 高峰 博士で あると 云 ふこと を 言 ふた 所が、 日本に 於て 大に笑 はれた、 叉攻擊 された. 金 

子 が國民 外交と 云 ふ が、 外 交 が 國民外 交 であって 堪る もの か， 外 交 は祕密 でなければ な 

ら S  、門 11^ を 閉ぢて 其 中で 外務大臣と 大使と が 話して 他に 漏れぬ やうに 機徵の 間にす 

るの が 外交で ある、 國民 外交と は 何事 か、 國 民が 外交 を 知る とか、 外交に 喙 を容れ るの は 

間違って 居る と 云 ふて、 大に私 は攻擊 された 「所が, g 米 利 加 は ビス マ ー ク 的の 秘密 外交 

にあら す、 ビ ー コ ンス クイ ルドの 機略 外交に あらす、 國民 外交で なければ ffi 米 利 マ 別の 外 

交 は 成功し な い。 ク ソ ン が ベ ル r ュ" に 於て 平和 條約を 結んで 歸る と、 世界 皆 irv 

^ ソ ンを赏 讚して 居った けれ， S も、 亞米 利加國 民が 反 對で贊 成せぬ から、 滅 茶々々 にな 

つ て 亞米利 加は脫 退し な是れ 即ち 國民 外交 をク ー ィ i^dr が 知らな か つたので あ る ぼ 

民 外交が 亜米利加に は 最も 必 要 で、 其國民 外交 をす るに は 無冠の 大使が 紐 育に 居 ，0、 華 

盛頓に 居り フヒラ 、デル クヒ ァ： ホ 市 俄 古の やうな 所に 居つ て、 晝夜實 業界な う、 學 

術 界 な り、 政 治 社 會 な り、 各 方面に 向って 其 外 交 を 始 め て、 而 して 華 盛 頓の有 冠 大使の 露 

拂 をす る、 下 働き をす る、 さ うして 占めた 地步の 上に 有 冠の 大使が 乘っ て 其 國交を 圓 滿 

ニー セ 


爭 


二 一  六 

單 り 高峰 君の 信用と 勢力の みなら す、 私 が此 席に 於て 想 ひ 起す の は、 高 峰 夫人の 內 幼の 

功が 與 つて 力 あると 思 ふ。 (拍手) 

御 承知の 通 り、 高 峰 失 人 は 亞米利 加の 名門に 生れて、 十分なる 敎 育を受 け， 各 方面の 社 

會， 交 際£!裡に於て十分なる©きをなさる素質を^^有.=-になって居 る。 其 温容 人に 接す 

る點に 至って は， 亜 米 利 加 婦人の 美質 を 具へ て 居らる 、 か ら、 高 峰 君が 働く に 就て は、 高 

峰 夫人の 內 助の 功が 高峰 君 をして 成功せ しめた ものと 思 ふ。 斯 の 如き 御 4K 婦は 日本の 

爲に 非常な S であ る。 若 し此 高峰 博士と 御 夫人な かりせ ば、 私 は あれ だけの 仕事に 成功 

する こと は出來 なか つた. 私 は 事 は 度々 陳述して 居る。 其 結果と して ポ.' ツマ スの談 

判の 初 まる 頃に は、 亞 米 利 加 人 は 朝野 を 問 は や、 男 女 老 若 を 問 は す， 九 分 は 日本に 同情 を 

寄せた ので ある。 是は 全く 無冠の 大使 高峰 博士が 亞米利 加に 居られ、 且つ 亜米利加 人た 

る 令 夫人の 內 助の 功が 與 つて 力が あると 云 ふこと を斷 言 して 撣ら な い。 

御 承知の 通り、 亞米利 加の 外交 は歐羅 巴の 外交と は ま るつ きり 違 ふ ，私が 亞米利 加よ 

り歸 つて 來て、 亞米利 加に 對 して は 國 に 外交 をせ ねばならぬ、 其 国民 外交の 無冠の 大使 


と 私 は考へ る。 故 に 肉體の 高峰 君 は 此世を 去って も， 精； S 的 商峰^？を永く日米兩國の間 

に 存在せ しめる と 云 ふ ことが、 是が眞 の 追悼の 情 を實行 し 發& 一一す るの 基礎と 考へ ます コ 

其 人の 功績の 偉大なる こと は 諸氏 皆 認めて 居 る， 叉 其 仕事の 必 要 な こと も 認 め て 居 ^..^ 

ます か ら？ うか 高峰 君 は tg 贵を 去る と 雖、 其 精神 は 永く 吾 々 の 腦裡 に 存在して、 日米の 

親 善 に カを盡 す 、髙 峰 君の 精神 を 永く 存在せ しめて、 日米 國民 外交の 歷史 に蔡々 たる 名 

を 載せれ ば、 高 峰 君の 功績 は必ゃ 永く 兩國の 歷史に 遺 る， S 千古 不易の 大功 績 を， 吾 々 は 

傲 力 を！^ して 高峰 君に 捧げる が、 即 ち奚の 追悼の 意と 思 ふ。 叉 それ は 飼 遗 族も必 や！： 

びで あらう と 田 5 ふ か ら， 兹 に 日米 會の 代表者と して、 一 言 追悼の 辭 を 述 ベ ま す。 (拍手) 


一二 九 


二 一 八 

に す る， 是 が 即ち 亞米利 加の 外 {M の祕； ^であ る。 そ れを よく 自ら 會 得し 實 行され たのが 

高峰 博士で あつ て、 今 日 席に 於て 高峰 博士の 學術 上、 經 濟上又 社交 上、 其 他 色々 の功縝 

を 陳述す ると 云 ふこと は 在天の 靈を 慰める 一 部分で ございませ う， 又 御 遺族の 御愁傜 

を 慰める 一 點 である が、 前 に阪谷 男爵の 言 はれた 如 く、 高 峰 博士が 死なれて 無冠の 大使 

が 日本に 無 い、 紐 育 にも 無い、 高峰 士に 代って 國民外 交 を す る 人 が 無 い、 是 は眞 に兩國 

の缺陷 であ る、 i 沏 う 言 はる ヽで 吾々 は、 今 日 高峰 博士の 功績 を此油 の 前に 陳述して 御 

S 族 を 慰撫す るの 言 を 述べ る 以外 に， 眞 に 追悼の 意 を 表するなら ば， 吾 々此 席に 俊 〈つた 

即ち 高峰 君の 德を慕 ふ 者 は、 己れ くの 立場々々 に 於 て、 高 峰 君が 如何に 國民： S 外交 を 

日米の間に盡されたか、又日米親善の爲に.§何に靈されたかと云ふことの歷史を記^3 

し て， 高 峰 君の 始められた 國民 外交の 舞 臺に於 て、 日 米 親 善 の 事業 を 繼續し てお 峰 君の 

精神 を 兩國々 K の 間に 十分に 發 達させる と 云 ふの が、 私 は 御 a 族に 對す る 真 の 慰 iji と 

思 ふ。 又 高峰 君 在天の 靈に 追悼の 意 を 表する こと は、 其 人の 仕事 を繼 e して， 將來益 其 事 

業 を發展 せしめ 日米 親善の 實を 擧げる やうに する M とが、 是が 吾々 の眞の 追悼の 神 


四 人 共に、 其 人物 も、 雄 辯 も、 遺慽 なき 者で 有つ た。 

彼は學 者で 有った、 發明 家で 有った. 事業家で 有った、 日米 雨國 親善の 連敛で 有つ た、 無 

冠の 大使で 有つ た、 其 發 明に 依って 世界 を 利し、 人類 を 益し、 世界の 各國 人から、 尊敬され 

た、 蕖ま b たる 五 百 餘名は 追悼 演說に 現 はれた る 彼の 偉大なる 性格 を 回想して、 何れも 

其 心に 彼 を悼惜 する 感情 を 新に した が、 其 食卓 上、 更 に 或る人々 の 間に に 交換され た 

る 談話に 於て 現 はれた る、 彼 の 偉大なる 一 行爲 は、 彼 の 生涯に 於 て、 最 も 偉大なる 者で 有 

つ た。 

彼は晚 年に 一 の 會社を 有して 居た、 三百 五十 莴圓の 資本金で、 其 株主 は、 日本の 實 業界 

の 名士が 多かった、 然るに 歐 洲大戰 後、 財 界の 大波 潤 は、 酋社を 失敗に 歸 せしめ た、 其 時 

に、 彼 は 「株主に 對 して 一 錢 一 厘で も 損失 を かけて は 相濟ま ぬ」 と 云 ふ 責任 觀 念 を 以 て、 彼 

が 愛 重した る リグ ァ の 邸宅 を 賣 り ® ひ、 其 全 財 産 を 擧 げ て 、ニー  百 五十 莴圓の 金 を 

株 まに 拂ひ展 して、 株主に は 一 錢 一 厘の 損失 を も かけなかった、 此 偉大なる 行爲 は、 誠 に 

彼の 美しい 人格の 發 揮した 者 で * 高 峰 博士が 持ちた る 性格の 最も 偉大なる 者で 有った。 

ニニ 一 


ニニ  o 

萬 朝 報の 言 論 

大正 十一 年 十一月 十二 曰の 莴朝報 朝刊 は、 其 言論 欄に 於て 「高峰 氏の 偉大」 と 題し て、 左 

の 侃 1£ の議 を登载 せられた。 

故 高峰 讓士 a 博士の 追悼 會が、 十 u 帝 Ei ホ テグに 於て 開催され た、博士 生前 の德望は、，4^ 

追悼 笛に 現 はれ て， 朝 野の 名士 五： 白餘名 集ま り、 未 亡 人、 令 息、 親 戚の 人々 も、 g る滿 足せら 

れた 様で 有 る、 Si  ^ 子爵 は. めて 神 に 於て 博士に 會 し、 人造肥料の 事 を 論じた る， 昔 の 

事から 語 ，9 出して、 日米 親善に 園して 共に 盡瘁 したる 事情に 及び、 大河 內 子爵 は 理化學 

研究所 長と して、 博士が 此の 創設に 盡 力した る 功 績 を 述 ベ 、阪谷 芳郞男 は發明 協き々 長 

と し て、 博 士が アド リナ リ ンを發 し、 タ 力、 デ ァ ス タ— ゼを發 明した る 事より 說き 起し 

て、 遂に 日米 兩國の 親善に 對 する 努力に 及び、 今や 此の 人 を 失うた る は、 正に 兩國 の缺陷 

なりと 結ん だ、 最 後に 金子 堅 太郞子 は、 日米協 會々 長と して、 日露 戰爭當 時の 博士 及 未 しし 

人の 努力に 付て 回想 し、 極 めて 沈痛に 語 b て 満堂 を 泣かしめ た が、 追 悼會 の演說 として. 


？ら る、 人物の 責£ 念 si の 武士 あじ 事で ぶぐ 

て はなら S で、 i 例は少 から SS し 一」 高峰 博士  £ず して 、其 I の S し 

た 時、 自分の 全 財產を 提供して、 株主に 迷惑 を かけなかった こと は 誠に.^,^^... I n 

伯の 高潔なる 心事と 同じ ことで 有る。 

此 追悼 會に f.. し 多ぐ の S 家の 中には. 直 S 敗せ し 時に、 5 に 逃げき さ 

うな 顔附の 人 も n?s し 高峰 博士の S が、 f 本 S5S 風 I め 5 士た 

る 面目 I つ， 多 i つたなら sss£sfQS 以上の 者で 有ら 

うと 思 ふ。 (終) 

S や 者 云、 右 記事 中の I 會 社と あるの は 「高峰 典 業 株式 會社」 の ことで あ つ て、 博 t パ 次男 

孝氏の爲 めに、 知友 間に S して I せられた もので. i 本 金 は 二百 萬 回であった/ 

博士 逝去 後 の 行事 

大正 十一 年 七月 二十 二日 午前 十 時半、 おん 米 終 育 市 レノックス • ヒ, 病院に 於て 逝去。 

ニニ 三 


ニニ 二 

追悼 會の 演說に は， 此 0 は a で な か つ た、 高 峰 家の 財 蜜の 未だ 十分に 復舊 せざる 今 

未. U 人 や 令息の 前に 於 て、 之 を 語る はぽ ，り  一一^に 非す と考 ふる 人が 多かった 者で 有ら 

う が、 實 は此 偉大なる 彼の 行爲 は、 彼 の 生 涯 中、 最 も 光彩 を 放つ 所の 者 で、 特 に 現 ^  Q 日本 

に此上 もない 敎 訓を與 ふる 者で 有る， 式會 社が 失敗す ると、 重役が 株主に 迷惑 を か け 

て 逃げる の は、 日 本の 通例で 有 る、 誰 れも之 を 怪し ま な い、 甚だしき は 其 ^ に 乗じ て、 力 4 

M を 肥す 若さへ も 多 い、 そ れ が 訴訟 沙汰に な つ て、 恥 を a して 居る 者 も 有 る、 か 、 る ，s 代 

に、 高峰 博士が 自分 の 事業 に、 厚意 を 以 て餐 成し て 吳れ た る 株主に、 ss^iK を かけない と 云 

ふ、 美しい 精祌 で， a 財を擲 ちて、 三 百 五十 莴圓 を拂艮 した こと は、 實 に 日本の 現代の S 業 

家の 模範と すべき 者で はない 乎。 

今から 三十 年ば かり 前、 英 國に 伯爵 , べッ， トフ ォ 1- K と 云 ふ 紳士が 有つ た、 甫 洋 砂糖 會 

社 を 起し て、 失敗した 時に、 其 全財產 を擧げ て、 會社 へ 提供し、. C1 分 は 自殺した ことが 有る： 

S 匂 常 明 氏が 日 糖 事件の 時に、 自殺した の は、 其 遣 書 にも 在る 通 b 此 —ベッド クオ-' n 伯 

の 事 を 望月 小太郞 氏から 聞いて 或 動した る 結 梁で 有 る、 英米 諸國に 於て 苟 くも 紳士と 


紐 育 市外 ウッド 。ーン 墓地 

高峰 博士  ノ墓 


ニニ 四 

同月 二十四日、 紐 育 日本 惧樂 部に て靈前 告別式 執行， 在 紐 育の 邦人 殆》」 全部 列席す。 

翌 二十 五日、 紐 宵 市聖パ トリック 寺院に 於て 葬儀 擧行、 啻に 邦人と しての みならす、 紐 

靑 市に 多く 見ざる ® 儀な りしと 云 ふ。 

即日、 鈕 育市ク ー ド 口 1 ン 墓地に 埋葬す。 

同月 二十 七日、 東京 市 麻布 鹽原 邸に 於て、 博士の 遺影 を 安置し、 悼 會を行 ふ、 * り^す 

る 者實に 九百餘 人。 

九月 二十 二日、 博士の a 髮 本邦に 到着す。 

同月 二十 六 曰、 東京 市 谷 中 全 生 庵に 於て、 遺髮 を 安 置 し、 喪 事 法 要 を 0 む。 

即日、 東京 市 青山 墓地に 埋髮 す。 

十 一 月 十日、 同志 相諜 り、 東京 市 帝國ホ -グ , に 於て、 折 柄 歸朝滯 京 中の^  口 ライ ン矛 

C 人 次男 孝 氏 S に 親族 諸氏 を 請 じ、 追 悼 會を擧 行 す、 會 する 者 三百 五十 餘 -S 

大正 十二 年 七月 二十 一 日. 東京 市 谷 中 全 生 庵に 於て、 小祥忌 辰の 法要 を 營む。 


高峰 博士の 遷 靈 式 

花崗 石と 大理石との 新廟 成る 

1 九 二 六 年 一月 二十日 

ゼ、 デ ャパ 一一— ス、 タイム ス 所載 

日米 問題に 關 する 運動 國產獎 勵に對 する 劃策、 理化學 研究所の 組織 乃至 國際逋 0 機 

關の 創設 等 重要な 問題に 携は つ たのみなら や、 近 代 日本の 生む だ 偉大な 科學 者と して 

國際的 盛名 を 獲た 高峰 博士が 長逝 以來旣 に 五 周年 に 達 した。 米國に 於け る溢澤 子爵と 

云 はれた 博士 長逝の 前年 ffi 澤 子爵 自身 が 「卿 は 米國 にあり て その 最善 を竭 せ、 予 は 不 肯 

乍ら 故國に 於て 叉 をの 最善 を臻さ ん」 と 語つ て 互に 肝膽相 照らせる 兩 偉人の 佳話 は 今 

は 空しく 幽明 境を隔 つる 過去の 想 ひ 出と なる に 過 ぎ な い。 博 士の柩 は 千 九 百 廿ニ年 七 

月から ウッド 口  — ン 墓地に 於け るゲォ ルトに 納められて ゐた が、 昨 春 起工した 高峰 家 

の 新廟も 愈々 最近 竣工した の で、 來 る廿ニ 日 (金 曜日) 午前 十 一 時 遷 靈 式を擧 行す る こと 

になつ た。 博 士の 逝いた の は 千 九 百 廿ニ年 七月 廿 二日で あるが 叫，^ i;^: ン 夫人 は 二月 
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賣 出しに は 官報で 宣傳  -. 

e 人 肥の 賣擴め 時代 (上) 

大正 十五 年 二月 九、 十日 

東京 日日 新聞 所载 

札幌 出の 農學士 で、 江 差 追分け の 亞流を 汲み、 堅 くるしい 商 賣宣傳 にもぶ しょろ たか 

しまで， - 百姓 連の 御機嫌 をと りむす ばう とい ふ、 世話に 碎 けたと ころ、 名物た る を 失 は 

ん.. 河 村 九淵老 が、 人造肥料 界 につく した 功勞も 今では 語り草の ひとつ。 人造肥料 とい 

ふの は 何の こと やら 分らなかった 明治 二十 年 ごろのお 百姓から みると、 近 ごろの それ 

は 大した あたまの 進み やう。 燐酸、 加 里、 窒素と なまな かの 中學 生に は 分子式に も 間 誤つ 

くやうな 六つ かしい もの を！^ 氣で使 ひこな せる やうに なった お 百姓 連の 多ぐな つた 

こと は、 農 業界に とつ て 頗る よろこんでい、 ことで、 九 淵老の 追分ぶ しも、 やっと 所期の 

目的 を 達した とい ふやうな わけに ならう。 

，はさ 力の ぼる。 一 體、 農作物の 肥料なる もの は 人糞 か 馬糞 か、 いは ゆる 堆肥と いふ も 
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渡欧し 夏季なら では 歸 米し 得ざる 事情 も あるので、 本 月の 命日 を 期して 博士の 遷靈式 

を 行 ふこと、 なつ た。 新 廟の 外部 はビ ンク。 メイ ンの花 31 石 を 以て 組み立てられ 內 部に 

-ズ ネセィ • 大理石 を 用 ひた ものに て 高サ約 十四 呎、 間 口 十五 呎 、奥 行 十七 呎、 正面の 靑 銅 に 

英字に て 簡單に T  A  K  A  M  I  N  E と 記し、 兩 側に 高峰 家の 定紋 矢 車 を 鑄た もので 閑楚 

且つ 典雅の 趣 * を備 へた 故 博士に ふさ はしい 靈殿 である、 意匠 は 博士 夫人の 立案に 基 

きフ ヮ， I リ ン グ トン • グ，〃 ド*ホ —ダラ ンド會 社長で ある ジ ェ 1*ァ，|ル*ク-1 ルド 氏自 

^ 構想し たもので あると い ふ. 尙ほ當 日 は 博士 令嗣 襄氏 夫妻、 滯 米中の 醸 又 策 氏 二 

4- 簾 朝 子、 英子、 故 博士 秘書 西 尾 虎 藏、 上 中 啓 三、 西 村庄 太 郞、 高 峰 商 會專務 取締役 草 信 竹 治 

諸氏 其 他 近親の 人々 が參 列す る箬 であるが、 邦人の ために 斯 かる モ ソ レ ー ァ ムの建 は 

された の は 東部 米國 では 博士の 新廟を 以て 嚆矢 とする。 

因みに 高峰 家靈殿 はジェ —  口 ム* アベ 二 ュ —側 (西 門) より 入れば セ ント ラル • アベ 二 ュ I を 一 直線に ブ ロスべ タト 街 

に 出で 右折して ヒザァ • プロット に出づ ベく、 ウッド 口 I ン 正門 (東門) より 入れば セ ント ラル *ァ ベ 二 ュ ー を ブロス ベ 

クト 街に 出で 左折して 同プ ロットに 到る。 プロット は 一 五一 一七 八號 であると。 


尊、 高峰 ヂ ァスタ —ゼ氏 も、 製造 の 理論 こそ は 知って を れぉ 百姓の こと はと んと不 案內、 

地方へ 出張して 宣傳 これつ とめ やうに も 農業の 本體が 皆目 わ からす、 仕方なし に當時 

の 駒 場の 農學 校に 相談に 出掛ける 始 末、 そ こに は 今の 東京 帝 大總長 古在 博士 も 助手 並 

でゐ たし 敎授 連に はド ィ d 人の 敎授も ゐて駒 場の 畑で 試用して みた 上で 何とかし よ 

うとい ふ 段取りに 蓮ん だ。 何 し ろ、 こ 、で 折紙が つけられぬ やうで は、 宣 傳も 何もあった 

もので はない と、 何 れも 固唾をのんで 試 驗報吿 を 待つ てゐる と、 そ のき、 目の 素晴らし 

さは 豫期 以上と いふ 話。 

これが いまなら ば 帝 大農 學部 御證 明ぐ らゐ の、 ありふれた 宣傳 文句 以上に はっかへ 

なから う が、 當 時 はま だ 世の中が のんびりして ゐた とみえ 政府 は その 試驗 成績なる も 

の を 木版す りの 繪 まで 挿入して、 堂々 と 官報に 發 表した もの だ。 たか V 一  工業 會 社の 仕 

事に 官報 を 以て 告示なん て、 繰 返す やう だ が、 今 ならば さ しづめ 綱紀 肅正 もの、 それば か 

りか 當 時の 農 商務 次 官、 前 田 正 名 氏な ざ は 御 丁寧に も試驗 成績 を 小冊子に 印刷して、 何 

萬 部と いふ もの を 各地 方に 送って 大宣傳 、お 役所のお 達しに は 一 にも 二に も 年 突く 張 
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のにつ きる と考 へられて ゐた 時代に、 工場 を 建て、 鎖 物質と 藥 品と を 盥 梅して 作る 肥 

料 が、 果 して ざう きくか 疑問に された の も 無理 はない ことだった 。もとく 人造肥料な 

る 語に は廣 ぃ意昧 でい へば 化學 肥料 一 切 を 指す が、 こ 、にい ふ 人造肥料 は、 燐 礦石 を硫 

酸で 處理 して 生じた 過 燐酸 を 俗に 人造肥料と 呼ぶ の で、 こ れを わが 國 ではじめて 手が 

けたの は、 年 代に して 明治 二十 年、 人 物と して は 何に でも 顏を缺 かしつ このない 涟澤榮 

一氏の 外 に、 三 井 の 益 田 孝、 淺野總 一 郞、 安田 善次郞 など のお 歷々、 動機 は 後年 タカ デァス 

タ 1- ゼで名 を あげた 高峰 讓吉 氏が 米國 みやげの ひとつと しての 試みに 胚胎す る。 

米國 あたりで も 儲かつ てゐ るの だか ら、 ま して 農 本國の 日本で は 儲からぬ 箬 なしと 

いふ 見込みで、 上記の 諸君が 肝煎りで 資本金 二十 五 莴圓、 拂 a 十二 萬 五 千圓の 東京 人造 

肥料 會 社なる ものが 漸く 誕生の 蓮び になった。 そこで 東京 府下 大島 村釜屋 堀に 工場 を 

建て、 原料の 憐 礦石 は 米國 から 輸入し、 硫酸 は 製造 場がない から、 印刷 局の 王子 工場から 

分けて もらって 愈々 明治 二十 一 年 秋から はなばなしく 本邦 人造肥料 會 社の 先 驅 とし 

て 操業 開 始 ノ」 、まで は 曲り なりに も * 氣が よかった が、 何 がさて 人造肥料 業 輸入の 本 


の 大日 本ゾ造 肥料 會 社の 現在にまで 潸 ぎつ けた。 縫澤 子の お蔭 を 薪る 會 K その 数多し 

といへ ざ も、 大 日本人 造 ほ Vj 庇讒を 蒙って ゐる もの は 少ない。 

わが 圈の 人造肥料 工業の 種 をまい た點に お い て、 高 峰讓吉 博士 も 忘れられぬ 人に は 

ちが； 5 ない。 しか し、 前 にも 述べた 通 り、 理 論と 實 際と は、 と かく 貪； 5 違 ふ もの で、 會 社 は 一 

向 儲からぬ V- ころ か少々 づ、 每期 食； 5 込みの 一 方。 後年 の タカ デ アスク ー， セ氏 もこれ 

に は考へ た。 第 一 會 社から もら ふ もの はとても 氏の 生活 を 保障す るに 足ら ぬ。 米 國 婦人 

を 妻 君に 持つ 氏の こと だか ら、 物 價の安 かった 當時 でもせ めて 勅任官 r ら わの 俸給が 

なくて は 食へ なかった に 違 ひな い。 そ こで 會瓧 創立 後 五 年 r らね たつ て ァメ タカ へ 逃 

げ 出して しまったの である • 

それから 氏 は あちらで 研究 を 重ねた 結果、 有名な タ カデァ スタ— ゼ なる もの を 創製 

し て. 大 に 儲 け、 更 に 明治 三 十四 年に 血止め 難の アド リナ リ ンを發 明 し、 之 で その IS 名 を 

立派に 褢 書した。 人 にい はせ る と、 高峰 博士 を 著名なら し めた の は、 デ ァスタ 1 'ゼ でな く 

てこの アド プナタ ン 血止め 藥の お蔭 だとい つてね る。 そ れは とも か く、 高 峰 博士 も 人造 
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つて 承った 當 時のお 百姓 連の 乙と だか ら、 そ のき、 めた る や 肥料 そのもの 以上だった， 

が、 會社 はちつ とも 儲からない。 その 箬 か、 原 料 も 藥品も 高い 金 を 出して 買って 製造す る 

だけの こと だか ら、 配當ビ ころの 騷ぎ ではな い、 弱り目 にた、 りめ で 二十 五 年に は 工場 

から 出火、 一 時 は 存績を 疑 はれる ほざの 愁嘆場 さ へ 演じた から ほんと に 肥 はま、 なら 

賣れぬ 肥料が 胃病の 恩人 

人 肥の 賣擴め 時代 (下) 

兎に も かくに も、 人 造 肥料の 創業 時代に は隨 分苦勞 をした もの で、 益 田、 淺 野、 安 田 な ど 

の 連中 もい ゃ氣 がさし。 手 を ひくの， S うのと ゴタ ついた ものだった が、 S 澤老 I 當時は 

さう 老 でもなかった が I 皆が やらなければ れひ とりで もやる i 頑張った/? 蔭 で、 柬 

京 人造肥料 會社 は存續 し， 更に 拂込 を徵收 して 二十 五 萬 圓拂込 濟の會 社と なり、 それ か 

ら 幾變遷 をして か ら、 他會社 の 買收、 合併と 發展し てた うとう 資本金 二 千 二百 四十 萬圆 


り 合って ：Q る。 そ こで 後年 人造肥料 會 社に 入っても 技術 上で はが 1 得の 腐 を もってね る 

が 駄句って 曰 く 「盲 でも 宣傳出 來る過 燐 酸」 と。 そ の 意 * は、 米 ぬか を 肥料に 使用す る 地方、 

叉よ 黑 土の 畑地なら ば 人造 l^a: のき 目 は 立ち どころ にあら はれる からこの 二 つに 

一 つ を 百姓から 得られ ばす ぐに 使用が す、 めら れ ると いふの， たさう だ。 關 八州の 地 

元來黑 土の 畑地が 多く、 過憐 酸の 効力が ナカく いち^るしかった。 そこで 人造肥料の 

日本 各地に 行 はれる やうに なった その 發祥の 地 は、 實 に關 八州が 本元で 、闘 西に S し て 

この 點 では 犬に 威張れる と 肥料 會 社が 妙な ところで 力んで ゐる。 まァ せいぐ 百姓の 

御機嫌 を 損せぬ 樣に する こと だ。 
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肥料が はじめから^ かって 一 生會 社の 顧問 かなん かに を さまって しま ふ 運命だった 

ら、 世 界の 消化不良 患者 は、 ま だま だ澤山 出來る こ と だ ら う 。一 」 の 意味で 人造肥料 會 社が 

創業 時代に 儲からなかった こと を 人類の ために 祝福す る。 

お 上の 傳は！ > ^屈 き、 會 a から も 人 を 出し て、 大 に そのき、 目の ほビは 世人の 耳に 入 

つたこと は事實 だった が、 肝臂 の 製造 會 社の 方で は、 能書 澤山 何に でも 利く とば か り、 萬 

能膏の やうな こと を觸れ 廻した お 藤で 各地 方の 名物、 た と へ ば 四 H の 藍、 信 州の 桑な ,、レ 

に 盛んに 責り 出された が、 生 僧 ざこで も 利き目がなくて さん/ i\ なお 叱 言 を 食った も 

の だ。 つ ま り、 過 憐酸 そのもの： U けで は 効果が あがら す、 窒 素 肥料と 配合して 使用す る こ 

とに 氣が 付かなかった とい ふ大 失敗の 記錄。 そこで 智利 硝石な ど、 配合して 信 州 方面 

に 送り出す となる と、 折 柄の 梅雨に あつ て、 硝 石 は 水分 を吸收 する 性質が あるの で、 受渡 

しの 時に 馬の 脊に ボタ.^ 水が もり 馬が 動か なくなつ たとい ふ揷 話が ある ほざ、 研究 

がま だ 行屆 いて ゐ なかった とい ふこと である。 

P 學 博士 森 耍太郞 氏 は 駒 場の 助手 時代に、 そ も.，， 人造肥料 會社創 立 當 時から 懸か 


を 求められ しに 始まる。 博士 はこの 假寓以 來化學 者と して 專 門の 研究に 沒 頭し 大小 幾 

多の 世界的 發見 をされ たので あるが、 社會の 表面に 立って 國民 外交 家と しての 光彩 陸 

離た る歷 史を殘 すに 至った の は 一 九 〇 五 年 前後からの 檨に思 はれる。 

當 時日 露戰爭 は旣に 終結に 近づかん として 豫 てより 日米 國交 問題に 盡 瘁しォ イス 

タ ー ベ ー の，^ 氏 を 介して 日露 講和の 調停に 盡カ する 傍ら 極力 日本の 國情を 白人 間に 

紹介 せんた めに 各地 を 巡遊し つ ありし 金子 堅太郞 氏を迎 へ、 それに 在鈕 邦人の 有力 

者 を 白人 社會に 紹介 せんがた め、 博 士は 一 九 〇 五 年 五月 勺 「ァ— サ— ィ I, ド， の 自宅 を 開放し 

て 大規模の 集 會を催 ふされた ので あつ た。 當 日 博士 夫人 は 日本 服 黑紋附 の楚々 たる 姿 

にて 來 客の 應 接に 餘念 無く 邸宅 二階 正面の 日本間 をレ セ ブシ ョ ン グ ー ムに 宛て、 後部 

を 立食 場と な し. 三 階の 園 書 室 を 喫絪 室に 當 て、 幾 多の 日本 美術品の 陳 列、 そ れに生 花、 造 

花 を 配した る 目 新ら しい 装飾に て、 白 人知 名の 士 集る 者百餘 名、 邦 人の 重立ちた る 顔役 

三十 餘 名の 盛 會 で、 恐 らくに 是が鈕 育に 於け る 邦人の 催した る 社交的 集合の 嚆矢 であ 

つたら うと 思 はれる。： g の 頃 博士 はハせ 所に 演藝 會、 音 築會等 日本 趣味の 宣傳を 兼ねた る 
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メ モリ ャルデ 1 を迎 へ て 

國民 外交 家と しての 高峰 博士 を懷ふ 

1 九 二 六 年 五月 二十 九日 

日米 時報 所載 

高峰 博士が レノ ク ス ヒル 病院に 於て しめ やかなる 宗敎的 芬圍氣 の 中に 最後の 微笑 を殘 して 世 を 去られてから 旣に 

四 年の 歳月が 過ぎた。 單に四 年と 言 ふても 離合集散の はけし い 紐 育の 地で は 最早 や 遠い 過去の 出來 事の 樣 にも 思 

はれる。 メモリ ャルデ I を迎 へ て 故人の 人格 を^ぶ と共に 國民 外交 家と しての 博士の 歴史 を 回顧して 見やう。 

近年 故國に 於て は 外交の 民衆化と いふ 事が 頻りに 叫ばれ 叉 昨春 赴任され たる 松 平 

大使の 如き は來紐 早々 國民 外交の 必要 をカ說 された ので あるが 紐 it: に 於け る 高峰 博 

士の 生涯 を 思 ふとき その 三十 年 餘に百 一る 生活 は 擧げて 此の 國民 外交の ために 费 やさ 

れ たかの 感が ある。 

博士が 紐 宵に 居を据 ゑた の は 日米 國交 もま だ 朦陈 期の こと 一 胶 白人の 間に は 日本 

の 存在 すら 認められ てね なかつ た 頃で、 かの rrr 時代の 激しい 奮鬪 期の 生活 を 終 へ 

タカ デァ スタ ー. セ の大發 見の 後 即ち 一 八 九 六 年 中央 公図 西お. S 四百 七十 五番 地に 假寓 


氏を酋 に 高峰 博士 を 副き 長に 推し， 今 猶同會 が、 日米 親善に 貢献し つ、 ある は 此處に 

說 明の 耍 無き 處 である。 

新の 如 く、 博 士 が、 社 會 的に 活動す る 間に、 當 地に 於け る、 邦人 社會 の、 白人 間に 於け る、 地 

位 は、 次第に 向上し つ、 あつたが、 東部 邦人の 擡頭に 引き かへ、 西部 邦人の 地位 は， 依然と 

して 樂觀を 許さて る慽 みあり 二 九 〇 七 年 加州 學童 問題 起り、 爾後 六 年 邦人 土地 所有 禁 

. ^問題 等續 出し、 在米 同胞 間に 於て は、 益々 邦人 全體の 一 致 協力 以て、 事に 當 るの 必要に 

迫られ、 一 九 〇 七年以 來、 同 胞 間に、 相互扶助の 目的 を 以て、 專ら實 質的 活動 を續 けし 共濟 

會 をして、 その 組織 及 目的 範圍 を鑌 張して、 在 紐 同胞 全體を 代表す る、 機關 たらし めんた 

め、 一 九 I 四 年 二月 博士 は、 會 則 起草 委員長と して 活動 し、 三 月 愈 共 濟會を 併合し て、 現 在 

日本人 會の 基礎 を 固め， 第一 回の 會長 として、 邦人 間に も、 » 白人の 諸 題に も， 多大の 貢 

献を なされし は 普ね く 人の 知る 處 である。 

延 いて 一 九 一 五 年 故國實 業界の 元老： #澤 男 一 行が、 歐 洲大戰 終結に 對 する、 米國 識者 

の 意見 聽 取、 加 州 同胞 問題の 緩 和、 米 國 商業 會議 所との 聯 絡、 第 八 回 萬國 日曜 學校 開催の 
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ソ 1- シ. ャ ルガ • サリ ン グを 試み 專ら 日本人の 存在 を 白人 間に 知らせん 事に 努め つ 、あ 

つたが 、日露の 勝報 は頻々 として 偉 へられ， 國 威の 發揚に 伴 ふて 邦人 社會も 次第に 白人 

間に 認めら る、 處 となり、 一 方 邦人の 人口 も 日に 增し增 加す るに 及ん で、 此 處に纒 つた 

社交 機關の 必要 を 認め、 已に 博士 來鈕の 頃より、 野外 淸 遊の 機 閥と して、 邦人 有志の 間に 

存續 したる 日の出 俱樂部 を 合併して、 一 九 〇 五 年 六月 日本 俱樂部 を 創設し、 當時來 紐せ 

し 日銀 副 總载高 橋是淸 及び 金子 堅 太郞ニ 氏の 講演 を 兼ねて、 盛大なる 發會 式を擧 げた。 

延 いて 一 九 〇 七 年 五月 かの 連戰將 軍黑木 大將ー 行の 來 紐に 及んで は、 邦人 側 を 代表 

し、 華府を かけて 歡 迎の舉 備に 奔走し、 同月 十五 曰、 筑波 、千歳の 兩艦 ハドソン 河口に 着す 

る や 百方 手 を 配つ て、 乘 組 員 一 同の 市內 見物に 勞を取 り， か のヒボ ドロ ー ムニ 曰 間の 陶 

醉 境の 如 き は、 今 猶當時 を 知る 者の 記憶に 新たなる 處 であら う。 同 じく 十七 日 は ホテ〃 

ァ スタ， 'に 於け る、 米國ー 流の 實業 家、 政治家、 學者、 軍人 諸氏の 主催に 基づく、 大々 的歡迎 

會に臨 み、 十 九 曰 は 黑木將 軍の * 紐 を 機と し て、 紐 育 大學總 長 フィン レ ー 氏 の 主唱に 係 

る、 日 本協會 設立の ために 議す る 處 あ り、 將 箄 始め 満場 一 致の 贊成 によって フィン レ I. 


土が 日米 間に 於け る、 平 和 的 施設の ために 盡 したる 所謂 國民 外交の かすぐ は述 ぶれ 

ば、 優 に 一 撤の書 を 成す であらう。 

古來學 者と 言 へ ば、 自己 専門の 研究に 沒頭 する の 餘，. ^、實 社 曾の 活動に は、 目 をと ざし 

動 も すれ ば、 奇 矯 なる 生活に 陷 ，0/ 社 會人 として は 一 種 病的の 態度 を 持す る が、 東 洋的天 

才の 通弊なる に、 博士 はデ アスク ー ゼ、 アド リナ リ ン、 其 他 幾多の 發見 によ つて、 世界人 類 

に n 只献 したる と、 同 時に、 一 方 をの 高潔なる 人格と 魅力 ある 社交的 天才 を 通じ て、 個 人 と 

して、 或は 圑體の 代表者と して 、不撓不屈 終生 献身的な 奉仕の 生活 を績 けられた ので あ 

る。 彼の 日本 俱樂部 創立の 際に 於け る、 純 異無雜 なる 博士の 言 葉、 或 は 風紀 廓淸 問題に 對 

する a 健なる 善後策、 又は 日本人 會 創立 當 初の 生新なる 活動の 歴史に 徵 する も、 博 士 の 

理想 は 常に 園體 生活 を 通じて、 邦人 全體の 親和 向上 を 計る と共に、 是 によって 白人 社會 

と 親しく 接觸 する の 機酋を 創造せ むと い ふ gf に 注がれて 居た。 

又 博士 は 決して、 舊 時代の 日本人が：；， ^〈有する 狹 なる a 家 観念の 所有者で は な か つ 

た。 曾て 日本 政府が 在留邦人 を 利用し て、 國 家 的 宣傳を 試みた 際に 於 て も、 博 士は 多大の 
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件 其 他 諸 股の 平和的 目的 を 以て， 渡來 したる 際に は， 博士 は 直接 問 接 百方に 斡旋の 勞を 

盡 し， 彼 の 口 タス クラブに 催された る會 合の 如き は、 正 に 日本 國民 外交 史上に、 一 異彩 を 

放つ 大會 であつ て、 實 業界の 巨頭 叫—〃 、ガン クフ H ラ， I を 始め、 商業 會議 所長 ァ フタ ー 

ブリジ *フ ィ ン レ 1 つ クタ 1 ン其他 政治 界、 科 學界、 敎 育界， 操瓢界 米國第 一 流の 傑物 五十 餘 

名 を 網羅して、 親しく 故國の 代表者 等と 懇談せ しめ、 日米 兩國民 相互 理解 共益の 爲に、 *^ 

せし 博士の 功 は， 日 米 國交を 口す る 者の 忘る 可らざる 處 である。 

次で 一 九 一 七 年、 かの 石井ラ ンシ ング 協約 を 以て 名 商き 特使 一 行が、 歐洲 大戰に 於け 

る、 同盟 國 側の 了解と， 來る べき S 界 平和の 準備の た め、 來紐 する や、 當 時の 市長 メ チ H 产 

氏、 市歡迎 委員長 氏 等と 提携し て、 博士が 邦人が は を 代表せ る、 大歡 迎會の 如き、 又 

同年 十 一 月、 目 贺田男 以下 八 名の 經濟 財政 特使 一 行が、 食糧 問題、 募債 問題 及び 戰 時に 於 

ける、 米 國經濟 政策 視察、 其 他の 重任 を帶 びて、 來紐 する や、 普 ねく 當 地の 實 業界 諸 國體と 

交涉 して、 各方 面の 便宜 を 計る と共に、 紐 育に 於け る、 商業 會議 所の 創設 を 企圖し て、 故 國 

業界 を 刺戟す る處 あ， り、 擧げ 來れば 曰く、 日米協 會の 設立、 曰く 國際 通信社の 創設と 博 


所 「無 冠 の 大 使」 の 敬稱も その 功に 對 して は、 W か 意に 滿 たぬ 憾みが 有 る。 言 ふ 迄 もな く 在 

留 邦人の 今日 ある は 博士の 勞に歸 する 處大 なりと 雖 も、 日 夜內 助の 力 を與へ し、 同 夫 人 

の 活動 今 は已に 無き 水野總 領事、 今 西 夫人 等斷 えす、 博士と 心 を 一 にせし 人々、 村 井、 新 井 

の ニ老を 始め、 今猶當 地に 在る、 先輩 諸氏 又は 故國に 時め く、 幾 多の 人々 の 外 に、 今 吾 等 の 

立てる 足場の 下に は、 無 数の 隱れた る、 捨 石の 潜める こと を 忘れて はなら ぬ， 博 士 逝いて 

旣に四 年 其 處には 時代精神 の 推移 も あらう、 人物 の 移動 もあった で あらう、 然し 過去 を 

懷ひ 現在 を觀 ると きうた 今昔の 感 胸に 迫る を覺 ゆ。 

* る 七月に は 邦人の 一 部で 故人の 五 周年 記念が 催される さう であ る" 欺 の 如き 偉大 

なる 人格者 を、 追 想し 記 念 す る は、 後 進 者の 特權 として、 祝すべき ことで あ る、 然 し 故人の 

人格 を 追想 し、 其 偉業 を 記 念 す る 事 は、 單 な る 過去に 對 する 情 熱 の浪 fi や、 或 は 形式 だけ 

のお 祭騷 ぎであって はならぬ。 故人の 人格 を 尊重す る 、唯一 の 方法 は、 各 人 各個が 故人の 

人格 を 自分 自らの 胸に 生かし て、 今 日からの 生活 を 故人の 遺志に よつ て、 改 造 して 行く 

事で あらねば なら タ ッド P  - ン、 セ ミ タグに 淡 紫の ライラックの 花が く、 お 墓 を 問 
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犧 牲を拂 つて、 之に 参加され しも、 從來の 忌む ベ き 秘密 外交の 愚 に對 して は、 心 から 嫌惡 

の 情 を 禁じ 得られなかった。 

博士 は 學究の 人、 社會の 指導者 會 社の 長と して 賢明なる 理智の 人であった が、 同時に 

又 趣咏の 人、 情操の 人であった。 かの 日本 美術の 粋 を 誇る、 藤 原 期の 装飾 美術の 様式 を 多 

量に 加.^ せし タグ アサイドの 邸宅の 如 き、 セ 1 ント ルイス の大 博に 日本よ b 出品した 

る 模擬 鳳凰 殿 を 移した 雅致 豊かな メジ 1 クッ K の 別邸の 如き、 それ は 俗に 墮 した、 成金 

者 流の 自己 亨樂 による もので はな：/ 博士の 意 は》」 こまで も .日 本 固有の 傳統美 を實生 

活に 融和 し、 自 己の 生活 それ 自體を 以て、 日本の 精神 美を廣 く、 白 人間に 理解せ しめんと 

試みた ので あ る。 今 や タグ アサ ィ d に セ ン トラ〃 パ 1 ク に 故國の 遊子 を 慰 め、 白 人 をし 

て、 日本の 花と して 愛 賞せ しめつ 、あ る、 樱花も 博士が 幾多の 隱れた る勞 によって、 植込 

みし 往年の 遺芳に 外ならぬ。 

聞く 處に 依れば 、晩年 博士が 病嫗を 胃して、 華 府會議 の 際に、 力 を 注い • たの も、 或は その 

死因の 一 つと 云 ふ， 博士 三十 年の 國 K 外交に 對 する、 不斷の 努力の 跡 を 顧れば、 巷 問 謂 ふ 


は 門人 等の 編 s 、にて 完全なる 「メ モア— ル」 の 標本 的の 傳記 出來の 箸、 是も 震災に て 緊要なる 設 

計上の 一 部 は 失 はれた る も 幾分 補充 可 相 成 害 然るに 高峰 君の 傳に 至りて は 判然と， 記憶せ す 若し 

無 之に 於て は 虎の 門 會員か 若く は ェ舉會 の 有志に て 編纂に 取掛 りて は 如何に 候 哉と 提議した る 

次第に 御座 候 

：别 日の 會麵 兄の 御 返書 拉に 貴翰に 接し 腱 原 又 策 君 旣に右 傳記御 編^ 相 成 出版の 途中 震災に て 一 

且原槁 を 見失 はれ 候 も 更に 御 發見相 成 候 趣 今回 老生の 提議 を 動機と して 愈 御 出版 可 相 成 御 決定 

に 相 成 候 事 は 大慶の 至りに 存候 

高峰 君 傳記編 If に關 して は 右 申述候 通り 鹽原君 御 擔當の ものに て 差 支な きものと 存 候元來 日本 

人の 攀界 の發 明な ど 現今 にても 外國の 擧界に 知れ渡り 却て 日本人の 耳に 人らぬ もの 多く 有 之 候 

是 等は學 士會院 などに て 調査 致され 候 儀と 存 候へ 共 夫 とても 不充分と 被 存候山 田 長攻、 支 倉 常 

長、 大友 宗麟の 子に して 羅 馬へ 使節と して 行き 候 者な ど は 邦人が 羅 馬の 圆書 館に 入りて 始めて 

發見仕 候事實 多き 次第に 候へ ば 外國に 於け る 日本人の 事業 は 中々 世間に 知れ 難く 候 高峰 君の 事 

業 は 米國に 於て 發 輝した る ものに て 日本人に は 能く 分らす 外 國人は 之 を 嫉視す る 次第にて 終に 

先生の 功業 を 充分に 顯揚 せざる を惧れ たる 次第に 候 卑見 は 此の 如く なれば 卒業 迄 は 充分に 御 家 

族 及び 同學の 者に 知れ 居るべく 叉傳 記に 入る k にも 傳記の 小 部分に 止め、 II 朝 後 チヤ ァ レ ス 卜 

ン より ホヲッ シル醸 を 取 寄せ 肥料 會社を 建てられし は溢澤 子が 盡カ 致された る 故傳記 材料 は 同 
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へ ば 番人 は 言 ふ 「貴 方の 國の 偉人の 墓 は」 と  

虎の 門會  - 

高峰 博士 傳記 編纂の 提議 

に 正 十五 年 四月 十一 日 鎌 倉 香 風 園に て 開かれた 虎の 門會は 石橋、 會禰、 古川 (阪 次郞) 、汗」、 荒 川、 丹 

羽、 小 rr  、大 倉、 田 澤、 福 岡、 齋藤 (精一)、 菅田、 渡邊 (六 郞)、 福 田、 山 口  (準 之 助)、 久米 (民 之 助)、 的 揚、 0 田 

(重 道)、 小 田 川 諸氏の 出席が あつたが、 席上 小 田 川 博士より 高峰 博士 令妹^ 橋 順 子 女史が もの せら 

れ」 一 「悶 妄想」 を 回覽に 供せられ た 第一 に 之 を 手に した 石橋 博士 は 何 か 感動す る ことあって か 其 日 

の 幹事へ 虎の 門會で 高峰 博士 傳記 編纂 を 提議 せられた。 小 田 川 氏は予 (鹽 原) か 其 編^ をな しつ" あ 

りと 聞知す と應 答した とのこと である、 其 後 石橋 氏より 左の 書信が あつたと 小 田 川 氏より 廻 示せ 

られた 文中 故人の 傳 記に^ 聯 する 記載 も あり 叉 虎の 門會 I 高峰 博士の 因緣の 一 端 を 叙す る爲 左に 

之 を 記載す る。 

小 田 川 全 之 様— 前日 會禰 兄へ 提出した る 主意 は 同窓 中 傑出 人物 は 志 田、 南、 辰 野、 高峰 君 等に して 

志 田？！： おは 早 はの 爲め 未だ 其 Si 力 を！ 揚す るに 至らす 南 君 は 門人 等の 編^せる 小傳 あり、 辰 野 君 


大正 十五 年 八月 二 十日 印刷 

大正 十五 年 八月 二十 二日 發行  〔非賣 品】 

東京 市日 本撟區 室町 三 丁目 十 番地 

編輯 拉發 行者 鹽原又 策 

橫濱市 太 田 町 四 丁目 六十 二番 地 

印刷者  大  川  重  吉 

橫濱市 太 田 町 四 丁目 六十 一 一番 地 

印刷所  大川 印刷所 
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子爵の 手より 得らるべく と存候 米國に 於て アル コ— ル 製造の 時代 は 米 人の 商賣 仇き のた め 苦 辛 

せられた る 由に 承り 候此 事の 委しき 事 は 助手 竝に妻 君に 就て 聞 出すべき 事と 存候此 後の 事は歷 

原 君 は 能く 御 承知と 存候 間盥原 君の 御 編^に て 充分と お 候 外に は 外交 關 係の 事柄 なれ ども 餘り 

詳 かに 記す る 事の 出來ぬ 事情 も 可 有 之 と 推察 仕 候 唯 先生 を顯揚 致し 度と 思 ふ 事 は 外阈人 Q 遂行 

し 能 はざる 寧 を 先生の 手に 賴 りて 成就した る學術 専門的の 事柄 を 専門的に 記き 外國 人に も 日本 

人に も 誇る に 足る 點を 指摘した き 事に 候 

在 交 中の 化 舉者は 隨分有 之 候へ 廿； ハー ：1 峰 君と 同期の 者 は 今 は 一人も^ 命せ す 次期の 卒業 # 巾に 二 

宮 まある のみに 候 二宮 君 は 早くより 敎宫の 方面に 赴かれ 地方に 在りて 高峰^の 事業 を 親しく 見 

閗 せし 機 會は少 き 事と 存候 併し 在校 屮の事 は 承知し 居る 關係上 他人より は 多く 商 峰 君の 事 を 知 

り 居る 事と 存候 

增甫 として 御-: H 版に 相 成べき 節の 御參考 迄に 右 申 上 候 若し 傳 記の 目次 にても 拜見 致し 候 は" -或 

は 加除す べき 條項も 見出し 得る 事 も 可 有 之 哉 難 計 候 へ 共 前記の 如くに て 1- 原 君の 編 竹 r か 何人の 

手こ1^-り.1^ものょりも正確に可有1\ー  と存候不取敢右申上候 敬具 石 橋 絢 彥 
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